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東京農工大学百年の歩み

東京農工大学創立記念事業会





記念誌の刊行を祝して

東京農工大学創立記念事業会名誉会長 ,i オi}1fJ 
（東京農工大学同窓会長）

創立記念事業の一環と しての記念誌 『束京農工大学百年の歩み』が関係の皆様の御努力

で発刊されましたことは，誠にお目出度い限りです。

創立記念事業は，大学と同窓会の皆様が一体となって格別のご尽力を賜わり，お陰をも

って予期以上に立派に実施され，成功裡に終了致しましたことは，既に皆様方ご承知のと

おりでありますが，最後の大事業は何と言っても記念誌でありました。

いろいろな機会に 「これは大変な仕事だ，多人数集まったからといってやれる仕事では

なく， さりとて各方面の人達を総動員しなければ立派なものは出来上らない」といったお

話を聞いて，私も陰ながら刊行の一 日も早かれと祈っておりました。

ところが，こんなに早く刊行され， また，その内容が実に充実したものであることを知

り，誠に喜びに堪えない次第です。

ーロに百年と申しますが，明治・大正• 昭和と日本の激動の時代に，農林蚕糸業といえ

ば時代の命運を左右する最も重要な産業であり，これを学究的に指導した学府の責任と功

績も，今のような完成された経済の中では考えられないほど偉大なものであったことを思

うと，その歩みをたどっての編集も大事業であったと感嘆の念で一杯です。

記念誌を手にされた皆様の輝かしい懐旧の微笑を想い浮かべ，心から「有難うございま

した」と何度でも御礼を申し上げます。

実に立派な記念誌です。お目出とう。

（昭和56年 4月吉日 ）

ー



記念誌の刊行にあたって

東京農工大学創立記念事業会会長 諸星静次郎
（東京農工大学長）

本学百年の歩みを綴る記念出版が愈々刊行されることとなり，誠に慶びに堪えません。

本誌は東京農工大学創基百年設立参拾周年記念事業の最後を飾るものであります。ここ

で，本誌の刊行に至る経過を顧みますと，まず，この記念事業は本学同窓会と本学との協

力により，昭和51年 4月に準備委員会が結成され，同53年 9月に創立記念事業委員会が発

足いたしました。

この創立記念事業委員会によ って，財団法人東京農工大学後援会の設立，記念行事，記

念出版等の具体化， 学内募金委員会の設窟などが進められ， 一方，同窓会では特別会費に

よる賛助を募られ，同54年 6月に至り実施機関として東京農工大学創立記念事業会を組織

し，今日に及んでおります。

創立記念事業会は同窓会理事長 を委員長として，同54年10月13日に行われた記念式典を

協賛し，記念祭の挙行，スライド「本学百年のあゆみ」の編集，大学概要特集号の編集協

力等の多彩な事業を遂行してまいりました。

一方，記念出版については専門委員会を設け， 学内外の多数の方々に御協力を仰いで記

念誌の編集に着手した次第であります。爾来，同委員会は総力を挙げてこの煩雑な作業に

あたられ，編集方針として写真を主体として本学百年の歴史をひもとき，その流れのなか

で本学両学部の前身がそれぞれ辿ってき た足跡を回顧し，大学設立後の拡充• 発展の過程

を記して現況の紹介に及ぶこととされました。この企画の実現には古い資料の発掘，史実

の照合から始まり，各時期の写真の収集，平易にしてしかも品格を備えた記述に努めるな

ど，多くの困難な作業があったこと と察せられますが，委員各位の絶大なご尽力は見事に

結実されました。

ここに，直接編集に携わられた委員各位の御労苦に対し衷心からおねぎらい申し上げる

と共に，記念出版専門委員会，創立記念事業会，さらには東京農工大学同窓会並びに本学

教職員等，記念事業に賛同され御支援を賜わった各方面に深く感謝いたします。

東京農工大学は，昭和24年，東京農林専門学校ならびに東京繊維専門学校を包括学校と

して発足いたしましたが，農・ エ両学部の母体となった両校は，奇しくも明治 7年 に設立

された内務省勧業寮内藤新宿出張所にその源を発しており，以来それぞれ幾多の変遷を経

ましたが，共に栄えある歴史と伝統に薙いております。学制の改革に際し再び一体となり，

わが国の農林業，蚕糸業の発展の原動力の一翼を担った実績に加え，さらに工業を含む産

業界の要請に応え，その使命を十分に果たして行きたいと念願しております。

本誌は，本学の発展の経過を回顧するに止まらず，さらに新たなる世紀における本学の

限りない発展の資として，読者に多大の感銘を与えるものと信じます。

発刊にあたり 一言謝辞を述べ，記念出版の大成を祝します。 （昭和56年4月吉日 ）
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第 I部 駒場の伝統（農学部の前身）

... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

，
 



駒場の伝統（農学部の前身） 略年表

明治 7 4月東京内藤新宿勧業寮支庁内に農事修学場をおき，獣医学，農学，農芸化学，農学予科， 農

学試業科等の教師を海外より招〈ことを議決し，学校設立，生徒教育学場規則等を作成した。

8 10月その地か狭いのと周囲か教育に適さないため，松方正義の意見により，上目黒駒場野に学

校設罹の議決あり。

9 6月大久保内務卿は農事修学場入学資格及び学則大要を示し，各府県に予科 ・試業科の両生徒

を1名ずつ召集すべく通達した。同年11月英国人教師 5名到着。試業科試験合格者29名。

10 2月1日内藤新宿の農業博物館を仮教場とし，農事修学場の授業を開始した。

3月東京府北豊島郡西ヶ原に樹木試験場を設岡，内務省地理局に属し林業実習の課程をおく 。

8月校長に関沢明清か任ぜられた。 7-10月試業科生徒は駒場学園創設にあたり，その開墾に

従事した。 8月生徒寄宿舎新築落成。

9 月農事修学場を農学校とし ， 農学校則 ， 教則• 学科順序等の規則を改正し， 10月施行。生徒

定員合計200名，試業科は50名とする。12月新宿よリ駒場野に移転。

11 1月24日明治天皇の行幸を仰いで開校式が行われ，勅語を賜る。

10月試業科は廃止され，試業科生徒は農事見習生として残る。

12 4月下総種畜場に変則獣医学生徒を募集することになる。

13 2月農事見習生30名に混同農事修成証書が授与される。

14 4月駒場農学校を農商務省牒務局の所轄とし，同じ〈樹木試験場を牒商務省山林局の所轄とする。

15 1月変則獣医生を駒場農学校に属させ，獣医分科と改称する。同年12月第 1回卒業生11名に修

業証書が授与される。

1月西ケ原の樹木試験場内に東京山林学校を創立。 同年12月1日農商務卿西郷従道臨場の下に

開校式が行われる。初代校長松野躙，生徒49名。

16 10月下総獣医分科を東京三田四国町に移すことが誂決され， 17年2月に至って獣医別科と改称

し，修業年限を 3年と改めた。

18 3月農商務省大書記官岩山敬義，駒場農学校校長を兼任する。

6月農学校及び獣医学別科規則改正され， 7月より獣医学本科と 別科とを合併して三田四国町

に移し，駒場農学校獣医学科と呼ぶ。

19 7月駒場農学校と東京山林学校を廃止し，農商務省直轄の東京農林学校か設けられた。初代校

長前田献吉。農学，林学，獣医学の三部からなり ，各学部に速成科をおいた。獣医学科も三田か

ら駒場野に移された。

20 3月2日出火により本館その他建物14棟を焼失した。同年12月速成科を簡易科と改称した。

22 2月農商務省特許局長高橋是清，校長を兼任する。同年9月簡易科を別科と改称し，教科目を

増やす。同年10月農務局長前田正名，校長を兼任する。

23 5月別科を乙科と改称する。同年6月東京農林学校は文部省に所管か変わり，帝国大学の一分

科となり ，東京帝国大学農科大学と改称。乙科はそのまま大学内に存続する。初代学長は理学博

士松井直吉。この時，学生数529名，建物 143棟，図書21,557点。

28 5月千葉県天津町に農科大学付属清澄演習林が設けられる。

10 I駒場の伝統



31 5月乙科を廃止して実科と改称。入学資格・教科目・農場実習の改善向上か行われた。

35 9月府中演習林13町歩を購入。これかのちに本学独立の基礎地となる。

44 農学博士古在由直，農科大学学長となる。

大正 8 4月農科大学を東京帝国大学農学部と改称， 実科は存醤して農学部実科と呼ふ。

9 9月古在学長は東大総長に就任。林学博士川瀬善太郎，農学部長となる。

11月文部省内に実科廃止の声あリ，実科在学生と先輩に一大衝撃を与える。

同年12月三科連合の実科独立期成同盟か組織され， さらに翌10年2月駒場交友会を設立，以来

13年間の母校独立運動か展開される。

13 10月農学部長に農学博士町田咲吉就任，以後の歴代学部長は次のとおり。

昭和 2 昭和2年10月農学博士鈴木梅太郎。 3年10月農学博士岩住良治。 6年 1月農学博士麻生慶次郎。

9 8年 1月林学博士諸戸北郎。 9年3月農学博士高橋偵造。

7 3月東京帝国大学実科建物新営費45万円が第61回議会を通過成立，母校独立決定す。

8 4月府中町の演習林を切り拓き，新校舎の建設が開始される。

10 3月東京帝国大学実科は廃止され， 4月東京裔等農林学校設潰される。初代校長は麻生慶次郎。

同年4月駒場の農学部内で授業を開始する。同年 7月府中町の新校舎に移転する。10月12日文部

大臣松田源治来校，同16日独立記念祭，生徒寄宿舎を「駒場寮」と命名する。

11 3月第 2代校長とし て宮崎高農より松岡忠一転任する。この年家畜病院設立。

12 2月校旗制定され， 10月武道場竣工する。

13 4月第 3代校長として鹿児局高農校長兼九大教授小出満二着任する。

14 4月拓殖科を増設。この年栃木・群馬に 500町歩の演習林を設ける。

15 4月28日全校舎の落成を機会に独立記念式典を行う 。

16 6月校内に大久保公記念碑を建立，除雛式を行う 。

12月8日米英に開戦，この年より繰り上け卒業となる。

18 4月東京第二臨時教員養成所 （生物科）を併設する。この年より学徒動員はじまり，学業なか

はに出陣するものもあり 。

19 4月東京裔等農林学校を東京股林専門学校と改称。

20 8月15日終戦により復学するもの多数あ ったか，この年まで9月卒業となり， 9月以降復学の

者は翌年 3月卒業となる。同年11月陸海軍諸学校生徒転入学。この年拓殖科を廃止し，股科乙組

とする。

12月小出校長辞任し，第4代校長として三重農専より高橋隆道転任する。

21 4月農芸化学科及び農業土木科を新設。この年教職員組合 ・学生自治会か結成される。

23 3月東京第二臨時教員養成所を廃止する。

24 5月東京農工大学設置により，東京股林専門学校はその包括学校となる。鈴木秀雄校長事務取

扱となり， 6月に石井悌校長となる。

26 3月東京農林専門学校を廃止する。

略年表 11 



創立当時の駒場膜学校正門。門柱に「蔑学校」の表示，橋には「駒場橋」「紀元二千五百三十七年」と ある 。門柱

の杉は代々木在と秩父山中より求め，その価I,500円，今なら I,000万円以上であろう

1 建学 の 理念

1. 1 はじ め に
メ我国民ヲシテ益々富饒ナラシメンコトヲ

本学の創基・建学には壮大な理想があり， 口 望ム 1) （引用文献・ 食料は88ページ ）

マンかあ った。 ここに日本農学の事始めがあ った。

本学農学部の前身である駒場農学校は，時の 新たに外人教師を招いて西欧の大農方式 （泰

内務卿• 大久保利通公の計画に成り， 開校式に 西農場） をとり入れるとともに，老農の協力を

は明治天皇の行幸を仰いで次のような勅語を賜 得て在来農法 （本邦農場） を併立させた。

った。 一面では理論的・学問的に農学を講究し，他

朕惟フニ農ハ国ノ本ナリ物産由テ以テ殖シ 面では実践的に現業技術を講習するという“実

生民由テ以テ富ム是レ此ノ学ノ講セスンハ 学の学風”をうちたてたのである。

アルヘカラサル所以ナリ今ヤ本校建築竣ル また農学校の敷地は武蔵野の一画，広大な駒

ヲ告ク朕甚夕之ヲ嘉ミシ親ラ臨ンテ開校ノ 場野に求め，大自然の環境の中で気宇壮大な人

典ヲ挙ク後来我国産ヲシテ益々繁殖ナラシ 物を養成しようという理想をかかげた。

12 駒場の伝統



ヽ

創立当時の農学本校教室。正門の奥に位置した。幅広

い道の左右は見本園，玄関の左右にあるのは山椿の老

樹。いかにも壮大なロマンがみなぎっている （この建

物は惜しくも明治20年の火災で消失した ）

1.2 農事修学場から駒場農学校へ

現在，新宿御苑になっている場所に農事修学

場ができ ，実際に授業を始めたのは明治10年 2

月 1日であ った。 しかし， その内藤新宿の修学

場は狭いうえに，近 くに遊里があり ，教育の環 の後， 誰いうともなく「駒場農学校」 と呼ばれ

境に適していなかったので間もなく駒場野に移 るようにな った。

った。 正門の門柱は杉の巨材で，代々木在か ら 1本，

これよりさき，明治 7年 (1874年 ） 4月，内 秩父の山中か ら 1本，当時の金で 1,500円とい

務省は勧業寮内藤新宿出張所内に農事修学場を う大金を投じて建てられた。学校敷地は総面積

おき，農学 ・獣医学 ・農芸化学 ・農学予科・農学 およそ50ha(165,267坪 ），正門から教室玄関ま

試業科等の教師を海外か ら招く こ とを議決し， での広く長い道，洋式で近代的な寄宿舎など，

学校設立、生徒教育規則などを作成した。 これ

が本学の創碁 である。

明治10年10月，その名称が農学校と変わり，

同年12月新校舎 に移転した。

創立当時の門柱には「農学校」と大書 されて

いる。場所は駒場野，橋にも駒場橋とあり ， そ

“形は心をあらわす”とでもいうべきか， いか

にも“気宇壮大な人物を養成し， 国産の基 をひ

らく”という壮大なロマンがみなぎっている。

建 学の 理 念 13 



左から博物標本室， 気象台，獣医科教室

1. 3 駒場野の開墾と試業科生徒

農事修学場か生徒募集を始めたとき，すでに

本学の前身であ る試業科 か設けられており，そ

の生徒は 「5反歩以上の土地所有者及びその子

弟たること 」が規定されていた。開校式のとき天

院に供された教師•生徒名簿にある試業科生徒

は42名。 試業科教師はベクヒーであ った2)0 

本学 同窓の最長老でわれわれの大先鮒にあた

るこ の試業科の生徒は，駒場農学校開校に先だ

って，その農場開墾にあた った。

明治10年 7月か ら10月に至る問，試業科教師

ベクヒーは生徒をひきいて，英国式の農具・馬

耕などを演習 させながら53,000坪 の荒れ地を開

墾し ， そこに 「五穀，疏菜，牧草類 を播種し•••

…肥料を施用し，地質変化， 土壌沃饒ならしむ

本邦蔑場（手前）と第 l生徒寄宿舎（左），学生寄宿

舎（右）

るに従事」5) した， という 。

わか国農学の源流となった駒場農学校創設に

あたり ， われわれの先賭試業科生徒は開墾作業

に従い， これを完全に遂行したのであ る。

1.4 晴れの開校式

明治11年 1月24日，農学校本校舎の建築が落

成し，明治天皇の行幸 を仰いで開校式が行われ

た。 このとき聘ったのか，先にあげた 「農ハ国

ノ本ナリ ・・…・」の勅語である。

大久保内務卿は謹んでこれを拝受し，祝詞（写

真右） を奏上、 また御雇教師 ジョ ン・アダム・マ

ックプライトも教師代表として祝辞を奏上した。

天皇はこのあと，講堂をご覧になり ， 同校の

生徒たちを教場で通院された。一方，試業科生

徒たちは現業場で通院をうけた。 そして教師た

14 I 駒場の伝統
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農学校設立の趣旨
て其現業を施行し， 又獣類多しと雖も之を畜

1. 5 
喪するを知らず、 好し畜養するを知るも病患

明治11年 1月26日付郵便報知新聞は， 駒場農 の時之を医するを知らず， 外国にては獣医は

学校設立の趣旨について松方正義勧農局長の談

話をのせている。

「駒場野に農学校を建築されし原因は，

論を待たず，

ゆるの方を採らず，

農

事及牧畜の盛になるは国益繁殖の基本なるは

且我国に於て醸製する物は何品

に依らず其質の良悪より其原素は遡り之を分

析研究する事を知らねば終に其用を狭くす，

璧へば草刈りて之を肥料になすも他に之を用

酒とても同じ用ひ方の一

方に偏りたる品の多きを以て化学教場を設け

随分上等に位するも本邦にては未だ曽て之を

重ぜず， されど実に此事の必要なるが故に獣

医生徒を置き，

ふ場所を設けたり ，

あるを以て予科生徒とは喚びぬ，

農を業とする者の中には真に農事を研究練磨

せし者なれど，

本校中に牛馬其他の解剖を行

且つ獣医を賤むるの風習

将又本邦の

此回勧農局に於て群馬県下船

津村に住せる船津伝次平といふを雇ひ入れ，

本邦旧来の農事を生徒に教授し，

雇ひて外国の農事を学び，

外国教師を

以て実地に就いて

16 駒楊の伝統



校則にみる教育方針の移りかわ り

●農事修学場入学規則 （抜粋）明治 8年

第一条 農事修学場ハ勧業寮ノ所轄ニシテ，農

学，獣医学生徒ヲ教育スル所ナリ

第二条 ………但農学科中二試業ノー科ヲ置ク

第十条 試業科ヲ設置スルノ目的ハ従前多少農

事ノ現術二従事セシ者ヲシテ直二実地二就キ

其技術ヲ折衷習得セシメ専ラ現業秀特ノ農業

技術家ヲ教育スル為メナリ故二特別ノ科トス

生徒年齢20歳以上30歳以下ニシテ現今各府県

一人宛ヲ限リ招集シ国語ヲ以テ教授ス 4)

●農学校規則 （抜粋）明治10年

第七条 試業科ナルモノハ農技秀特者ヲ造成セ

ンカ為二従前農業二従事セシ者ヲシテ直二実

●東京農林学校校則（抜粋） 明治19年 8月6日

第四条 各速成科二於テハ専ラ簡易ノ教則二拠

リ各専門二関スル学術ヲ教授シ以テ目下応用

ノ便ヲ計ルヲ旨トス2)

●明治20年12月28日同校校則改正

速成科を廃止して新たに簡易科が設けられた。

「各簡易科二於テハ簡易ノ教則二拠リ其ノ専

門二関スル実業及学理ヲ教授シ，専ラ 当用二

応ズルヲ旨トスルモノテ，邦語ヲ以テ教授シ

••• …」 と定められた2)0 

●明治22年9月4日第二次校則改正

第五条 各学部別科二於テハ簡易ノ教則二拠リ

其ノ専門二関スル実業及学理ヲ教授シ，専ラ

学理二通ズル実業者ヲ養成スルヲ旨トス 4)

地二就キ専ラ耕芸ノ手術ヲ 習熟セシムルノ学 なお教育方針として，忠孝，愛国，国民の義

科タリ故二簡便ヲ主トシ国語ヲ以テ之ヲ教授 務，長幼の序，節操，信筏，勤労などの徳目か

ス4) 生徒心得にあ らわれたのは明治19年2) (東京農

（なお学費，試業科 1ヶ月 7円，食費は上等賄 林学校学生生徒心得事項）からで，早〈も教育

料 1日12銭 5厘，一週毎に牛肉を給すとある ）。 勅語の精神かここにみられる。

現業を施こし，彼此の比較をとりて研究鍛練

なさしむべき為に農学校を建築せり 」2)

この趣旨はひと り松方正義だけでなく ，大久

保利通公など，明治維新をなしとげ新しい近代

日本の国づくりをめざした当時の指導者の共通

の理念であ った，

このように光栄に充ちて開かれた駒場農学校

は時代の移りかわりとともに発展し，東京農林

学校と改称され， さらに帝国大学に合併して農

科大学となった。 開校当時の試業科の名称もた

びたびかわ って，速成科，簡易科，乙科，実科

とな った。 そして実科は昭和10年東京高等農林

学校として独立 し，同19年東京牒林専門学校と

改称， さらに同24年今日の東京農工大学農学部

へと発展した。

時はうつり名称はかわ っても ，以上にあげた

建学の理念は一貰して変わることなく代々うけ

つがれ，斯界に多くの人材を送り出してきたの

である。

l 建学 の理念

松 方正 義

品 川 弥二 郎
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蔑学部構内に立つ大久保利通公碑

I. 6 大久保公と賞典禄

農学部正門から入 って本館の手前，左側に建

っている碑がある。 『贈右大臣内務卿大久保利

通公碑』である。この碑底台石内に公が生前所

侃した遺愛の短刀が納められている。

大久保公は維新元勲のうちでも 卓越し，岩倉

具視の下に西郷 • 木戸とならんで維新の大業を

翼賛し多くのことを画策した。 とくに欧米視察

から帰って内務卿の重職に任じ，殖産を急速に

進展させるため人材養成の必要を感じた。 この

ことから駒場野に官立の農学校を設置しようと

の理念が生まれ，駒場農学校の設立に至った。

大久保公は糸ti新 の功労によ り下賜された賞典

緑ニヵ年分を勧農局に献納し，奨学の査にあて

られた。 これが東京高等農林学校 （後の東京農

林専門学校）校歌にある 「賞典禄をな げうちし

偉人の愛を語るとき」の由来である。

I•=~' べ 9
ぶ--・-電,.,....,-
徳富蘇峰撰の碑文 校旗の禅に用いた大久保家伝来

の槍一筋（上）と碑底に納められ

た宝刀 （下）

公は明治11年から 10ヵ年間が 「最も肝要なる

期間にして内治を整へ民産を殖するは此時にあ

り」 とそれらの実現に自ら大きな期待をよせら

れていたのであるが，同校開校式のあと半年に

もならない同年 5月14日朝，出仕の途上惜しく

も凶刃にたおれた。

大正の中ころから本学出身の先輩と学生は大

久保公の遺徳を票い，毎年命日には青 山の墓前

に詣でていた。実科が独立して府中へ移ってか

らもその習わしは続いたが，移転完了した際に駒

場交友会は皇紀二千六百年の記念事業として校

庭に公の墓碑を建立し，昭和16年 6月22日にそ

の除幕式が挙行された。 なおその碑文は徳富蘇

峰の撰になるものである。 また大久保家は父祖

伝来の楢一筋を同校に寄贈された。その槍梼を

同校は校旗の木旱に用いてその厚意に答えた。

18 駒場の伝統
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例年 5月14日の公の命日には青山塞地の墓前に

ぬかずいた

1. 7 お雇い外人教師

明治 7年 4月農事修学場設置がきめられたと

き，教師数名を海外から招くこともきめられた。

はじめはドイツ ・ベルギー・イギリスなどから

招くよう手配していたが，国がちがうといろい

ろめんどうだろうというので，最初の教師は全

員 イギ リスから迎えることにした。明治 9年に

契約したのは次の 5名である。

獣医学教師 ジョン ・アダム・マックプライト

農学教師 ジョン ・デー ・カスタン

農芸化学教師 エドワルド ・キンチ

試業科教師 ジェームス ・ベクピー

予科教師 ウヰリアム ・ダグラス・コックス

このうち試業科教師のベクビーは前述のよう

に英国農具や馬耕術を実演するなどして，駒場

野の開墾にあたったが，やがて職務を怠ったり，

生徒を煽動したりいろいろと不都合があったの

菊桐の徽章の由来

゜東京農林学校となってから制服制帽を箔用す

ることになったのを機会に，昭憲皇太后から賜

った菊桐の徽章を帽章とした。同校が東京帝国

大学に併合されて農科大学になったとき本科学

生は大学の制帽を用いることにしたが，乙科（実

科）は従来どおりの制服制帽を着用した。東京

高等農林学校はそれを踏襲し，東京農工大学の

設立に至るまでこの徽章を用いた。

王利喜造の懐旧談によると， 「その菊桐の徽

章は畏くも皇室の御紋章で，大久保公の御尽力

により特に駒場農学校へ御下賜になったと聞い

てゐる。 いた って貰重なる又他に類のない名誉

ある徽章である」7)とのことである。

また夏目正の思い出によると， 「運動会の万

国旗の一番上に白地に墨で徽章を書かれた旗が

あり， それは昭憲皇太后の手になると伝え聞い

ていた。その旗はのちに桐の箱におさめて東大

に保管してある。 また当時の徽章の菊の花は八

重咲き で，現在残っている徽章の菊の紋章のよ

うなものではなか った」12)との由。

で，明治11年 9月に解職にな った。

その他 の教師は契約どおり 3年いたり， 1年

長く勤務のうえ帰固し た。 これらのイキリス人

教師の後任に は下記のようにドイツ人教師 を迎

えた （明治13年）。

獣医学 ルードウィヒ ・ヤンソンとその助手

のカルル ・トレストル

農芸化学 オスカル・ケルネル

農学 マキス ・フェスカ

これらのドイツ人教師は， いずれも長く日本

に留まり，ケルネルとフェスカは明治25年まで

勤務した。 ヤンソンは明治35年まで勤務， 日本

獣医学の基礎をきす いた大恩人である。彼の胸

像は東大獣医学教室 に存置され，その遺徳が偲

ばれてい る。 またフェスカは 『日本地産論』 な

どを著わし，ケルネルとともに日本農学に大き

く貢献した叫

1 建学 の理念 19 
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1. 8 泰西農場と本邦農場
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化学教師エド ワルド・キンチ 獣医学教師

ジョン・ア ダム ・マ ックプライト

まえにあげた農学校略図のように，当時の農

場は泰西農場と本邦農場に分かれていた。これ

は西欧式の牧畜を主体とする大農法と本邦固有

の農法を比較研究し て日本農業の発展をはかる

という大久保公の方針から生まれたものである。

同校は西欧か ら外人教師を迎えると同時に，

府県に篤実な老農を求めた。 その中に群馬県令

から推せんされた船津伝次平がいた。当時の勧

農局年報に次の記録がある （明治11年 8月）。

「本年一月本邦ノ農業教師 l、シテ群馬県下農

船津伝次平ヲ登用シ，農学校試業科教師ベク

ビー氏ノ農業施設ノ利害得失 ヲ監査セシム。

而シテ妾ラ試業科生徒二本邦ノ農業ヲ教授 シ，

而シテ同年二 月荒蕪地―町八反ノ開墾二従事
ョ，

シ，同年三 月二至ソテ落成ス。 1乃テソノ地ヲ

試業科生徒授業園トナシテ播種培養スルモノ

ヲ記ス， 左表ノ 如シ」5)

とあって，畑に栽培したものに夏そば ・里芋 ・

大角豆 ・甘藷．韮 ・胡羅葡をあげ，水田には肥

料の種類をかえて稲を栽植した。

泰西農場の方は 5区に分け，小麦・エンパク

• 亜麻・甜菜• 牧草 ・ 蚕豆• 廿藍・ト ウモロ コ

シ ・馬鈴薯などを栽培した。

勧農局第四回年報には， 「明治11年10月試業

科教師ペクビーその職を怠るをも って解放す」

・ 「試業科を廃し，その生徒を農事見習生とな

し農事を修得せしむ」6)とある。また農場につい

ては次のように記載 している。

「固有ノ典法卜西洋ノ牒法ヲ分ケテニ部ト

ナス。固有法ハ船津伝次平ヲ教師トナ シ，試

験地六町二反十八歩穀菜各種ノ栽培ヲ試ミ，

洋法試験地ハ大約十二万五千八百二十八坪余，

別二放牧場九千九百二十六坪余。

コノ地二於テ混同農事ノ法ニョリ試業生徒

（即農事見習生） ヲシテ馬耕諸農具機械ノ運用，

耕転栽培ノ方術ヲ講究セシムルノ場トス」6)

当時指導者の間でも大農方式をとり入れよと

いう派と日本の在来農法で行くべぎだという派

があり ，両派の間で論争もあったようで，横井

時敬博士の「駒場の回顧」でも 次のように述べ

ている。

「……此学校を建てられた原因は， 日本農

業は実は頗る進んで居るが，惜 しいかな学問

に不足して居る。学問がない為に万事経験を

以て進んで居る。 そこで実地に進んだ者が学

問をしたならば，鬼に金棒で其力計るべから

さるものである と云ふ考が，此学校を生み出

した原因と云ふて誤りはあるまいが，吾々の

在学中の模様から察すれば，其実は開墾を進

むる為に此学校も生み出された様に思はれる。

札蜆の方は北海道の開拓の為に開かれ，米人

を傭聘して米国的大農法に由らむとし，駒場

は内地の開墾の為に英国的大農法に由らむと

の趣旨にて，英人を以て教員を組織し， 専ら

20 I 駒場の伝統



（右）農学校官員教師及生徒人名表

明治10年，最初の人名表で「各科生徒総員百三拾八名」

とある。蔑学生徒に王利喜造，横井時敬，予科生徒に

斎藤萬吉らの名がある

（下）明治12年7月の農学科生徒定期試験点数表
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試業科第 1回生・中沢潤二の混同蔑事修成証言。明治

13年3月，見習生30人に授与された

ここで札幌の方とは札幌農学校，

は駒場農学校のこと。
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駒場と

こうして泰西農場で最初に学 んだ農業は純然

試業科生徒は一
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農学科第 1回生・牛村一氏の卒業証害。外人教師のサ

インがある

を体得する機会を与えられた。

公か早くから期待し，

日本農圃とが併立し，

圃が発生し，
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これは，
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名

大久保

深く配慮していたことで

あった。従 って次のような記録も残っている。

「……だから駒場の学校内には西洋農圃と

やがて其処から混同農

混同農事 といふ言葉がつくられ

混同農会という様な農会も生まれて混同農会

報告 まで出すようにな って来た……」7)
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駒場農学校初代農場監督

船津伝次平

1. 9 大久保公と船津伝次平

大久保公と船津翁の出会いは明治10年10月で

ある。 これより先，大久保公は明治 8年 3月，

府県に篤実な老農を推薦せよと命令をしていた

ところ，群馬県令から船津伝次平を推挙してき

た。大久保公はその名をすでに勧農局富岡製糸

場長から聞いていたが， さらに親しくその人物

を知ろうと，明治10年10月富岡へ出張したとき

に松方正義を伴って，特に彼と会見した。 ここ

で彼を本邦固有の農法の教師として用いること

をきめ，同年12月内務省御用掛勧農局事務取扱

として登用した。

船津翁はその知遇に感激して勤務，講義の外
しもひき

に実地開墾に従い，仮小屋に住み，鉢巻股引姿

で鍬をとり，人夫を督励した。

ある日大久保公が視察にきた際，翁の姿が見

えないのをあやしみ， その理由を人夫にきいた

が，彼は人夫の中に入って働いているとのこと

であ った。 そこで公は「こんなことをしていて

東京・ 飛鳥山公園に建つ船津翁の顕彰碑

は先に頼んだ調査をする時間がないだろう 」 と

きけば，彼は 「調査のまとめは夜業でやるから

差 し支えない」と答えたという。また 「仮小屋

で独り住いはさびしかろう」とねぎらえば， 「都

会人の想像もできぬくらいに自然の趣きがあり ，

また天頼の妙音がある」と答えて次の一句を示

した。

『駒場野や拓き残しに くつわ虫』

大久保公は大いに喜び，厚く労をねぎら って

立ち去った。翁は深くこれに感激して業務に精

励したと伝えられている 2)。ちなみに，翁の顕彰

碑は品川弥二郎撰で東京・飛烏山に建てられて

いる。

船津翁はこうして駒場老農派の中心とな って

活躍し，実習を重んじる日本農学教育の伝統を

きずいた。 この伝統を引きついで，以後の原鉄

五郎 • 玉利喜利 ・斎藤萬吉などの代々の農場長

もまた，駒場の実習を重んずる精神をうけつい

で，同校の伝統とした。
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1. 10 下総種畜場と獣医分科

明治 8年， 大久保内務卿は日本の将来を察し，

牧畜と耕転畜力の利用のため，

が用いられる ことを考え て，

また衣服に洋服

外国から広く牛馬

羊の優良種を輸入して種畜改良 を計画した。
とっ こ

のため下総に取香種畜場と牧羊場を開いた。

そ

ゴで口，

れらを明治13年に合併し， 下総種畜場と命名し

ここに本学獣医学科の起源とな った変則獣

医科が誕生した。

た。

駒場農学校の獣医科が明治10年にできている

ので， 明治15年には変則獣医科を駒場農学校に

属せしめ，

では，

下総獣医分科と改称 した。

この下総種畜場 （元三里塚 ・現成田国際空港）

また駒場農学校獣医科生徒の実地教育か~

行われていたので，

ここか ら生まれ，

の発祥地とな った叱

本科と分科の密接な関係が

この地が日本獣医学実地教育

·. ~ . i t I I !I II ＿ 
旧宮内庁下総御料牧場入口

変則獣医科の最初の教師は新山荘輔と 三浦清

わが国ではじめて日本語で獣医学を教授したの

は彼等であり，

t' ~ o 

移り，

た。

両人とも駒場農学校第 1回卒業生である。

の転任後，

その後西川勝蔵がこれに加わっ

また同種畜場は明治17年 には三 田育種場に

獣医分科は獣医別科と改称され，

業年限は従来の 2年が 3年とな った。

その修

三 浦清吉

勝 島仙之介が後任として教師となっ

明治19年，

同20年に東京農林学校獣医学科と同別科は駒場

れ，

建学 の 理 念

駒場股学校は東京農林学校となり，

野で合流した。 明治23年， 別科は乙科と改称さ

東京帝国大学農科大学獣医学乙科とな った。
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1. 11 西ヶ原の東京山林学校

林学科発祥の地西ヶ原に東京山林学校ができ

たのは明治15年。 この開校はまさに初代校長松

野石間の執念の産物であった。

明治 8年， ドイツで森林学を学んで帰国した

松野は，大久保内務卿によって直ちに内務省濯

に登用され，地理寮内木石課で山林の行政に当

たった。 これが明治政府の林野行政の始まりで

ある。

松野がドイツ留学中，たまたま岩倉具視が遣

外大使として大久保利通 ・木戸孝允両副使を従

えてベルリンに立ち寄った。その折松野は森林が

国家と個人の財政に非常に大きな関係があるこ

とを力説した。それを契機として松野は大久保

公の知遇をうけるようになった。松野は勇躍し

て林政にとりくみ，官林調査や山林直営を計画

したが，現場に人材がなく，林学教育の必要性

を痛感した。

松野環の執念が生んだ樹木試験場（矢印）あたり

（明治11年 6月，東京市測姐課作成の「実測東京全図」よリ ）

それ以来，要路の人 をとら えては 山林学校設

立の急務を訴えた。 その意義をようやく認めた

のは品川弥二郎であった。 品川は学校は無理で

も樹木試験場ならば， というので，松野は早速

馬車を走らせ東京市北郊を探し， 北豊島郡西ヶ

原村の民有地を 買い入れた9)。

こうして 明治11年樹木試験場ができ， ここが

また官員研修の場ともなった。これを手がかり

にさらに 山林学校の必要性を各方面に説き ，つ

いに西郷従道が農商務卿になったとき，その賛

成を得て西ヶ原の樹木試験場に山林学校の開設

をみるに至った。時に明治15年。開校式は同年

12月 1日農商務卿西郷従道臨場のもとに行われ

た9)。松野校長の式辞は次のとおりである。

夫れ山林の業は国家経済上 の急務たるを以

て進んで改良を企図すと雖ども ，我邦古来学

術の未だ完全ならざるを以て絃に東京山林学

24 I 駒場 の伝統



校を設置せられたり 。因て之を広告し篤志者 特典があった。一ヵ 月 5円で全寮まかないつき，

の募集に応ずるもの凡そ百余名，然り而して 被服・図書学用品も支給されナこ。制服制帽はド

試験合格の者四十 九名に及べり。 イツの森林官をまねて青緑一色で，束京の町で

其姓名録を具へ謹んで之を 閣下に呈す2)。 は 「青竹」とか「芋虫」などとひやかされたと

また当時の入校生の印象に強く残ったという いう 。

鹿児島なまりの西郷従道農商務卿の告辞はつぎ 林学の教官は松野校長がこれを兼務，まもな

のとおりである。 く新帰朝 の中村弥六がこれ に加 わった叱

我邦気候地質最も植物に適応し，山林も亦 同校は明治19年 4月駒場農学校とともに農商

富国の基礎たるは論を侯たず。 世人繁殖にび 務省の直轄に移され，同年 5月同校に修業年限

ん勉すと雖ども，未だ改良の効を奏するに至 2ヵ年の速成科を置く こと になった。その規則

らざるものは学術講究の問くるに由れり 。今 によれば，同科の目 的 は 「林務に従事すべき官

東京山林学校を設置し，以て学術と 実業を併 吏を養成する為に速に森林学術を 習得せしむ

せ講ぜしめんとす。他年其人を成育し其実効 る」2)にあった。これが本学林学科の起源である。

を奏するに至ては其責校員に在り，学徒も 亦 ＊ 

其意を体し，其業を研究して忘ることなく ， 以上のように本学の「建学の理念」は，明治

以て国家の稗益を期せよ庄 維新をなしとげた元勲諸公によ って形成され，

設立当初の修学年限は 3年であったか，明治 国産の基をひらき，気宇広大な人物を養成する

17年には校則が改正され てそれが 5年に なっ た。 という 「駒場の伝統」 とな ってひきつがれてい

学資は自弁であるが成組俊秀者には官費支給の る。

建 学の理念 25 
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清

2 実学の学風

2. 1 東京農林学校へ統合

明治19年 7月，駒場農学校と東京山林学校の

2校を廃し，新たに東京農林学校か設けられた。

初代校長は前田献吉，教官には 1日両校の現任

教官 が任命され，外人教師ヤンソン，ケlルネル，

ジョ ー ジソン， コックスの 4氏も引続き教鞭を

とることにな った。用地と校舎は旧駒場農学校

のものを使用した。 このようにしてわが国最初

の総合的農業高等教育機関が設けられた。 つま

り同校は農学・林学・ 獣医学の 3部からなり，

各部に速成科があるという，後の東大農学部及

び実科の原型ができあがったのである。

開校式にあたって前田校長が学生に与えた訓

示の 中から，•その趣旨を要約すると次のとおり

である。

「農業は国家の財源にして股業が盛んにな

らなければ国の財源も固まらない。ところが

近頃民力が次第に衰え，民納進まず，国家財

政も困迫している。 だから財源を深くし，民

力を養うことが急務であり，農林業の拡充を

しなければならない。農学校と山林学校では

国費の巨額を費して人材を養成したが，それ

でもまだ満足ではない。また，両校を併立させ

~~· 冒9

ておくと授業資材や職員 まで重複して冗野を

まぬがれない。経費増をしないで，牒林業を

拡充するために両1交を合併して本校が設立さ

れた。

学生生徒は国家の財源を固くする責任を各

人持っていることを忘れず……よくその業を

勉めて本校を満足させよ 」2)

時勢柄，農学徒諸君の任務も重大にな ったと

いうのである。 その時勢というのは， 明治14年

にはじま ったいわゆる松方デフレによる不況で

ある。 明治18年にはその極に達し， とくに農民

の公租の実質的負担は増大し，税金不納のため

強制処分をうけた者10万人を突破。 明治23年ま

での 7年間に全国でその数約36万人，不納金額

は約11万 円， それによ って公売 ・官没処分をう

けた地価は494万円。農地は地主に集中し，小作

地はふえてい った。前田校長の訓示はそれを率

直にあらわしている。

明治20年 3月 2日出火，建物14棟を焼失。 こ

のとき，明治11年に竣工した駒場農学校の本館

その他を失った。

明治20年12月校則改正で速成科は簡易科と改

称， 22年 2月，高橋是清校長となり，同年 9月，

簡易科は別科と改称，同年10月，前田正名が校

長となり， 23年には別科は乙科 と改称された。

このような急速な変遷は，当時の政界事情 ・

頻繁な人事交代等の反映によるものでもあ った。

26 I 駒 場の 伝統



明治22年度喪学別科卒業生 （ 後列左から 3 人目• 原鉄五郎）

2.2 東京帝国大学農科大学乙科と

同農学部実科

明治23年 6月，東京農林学校は帝国大学の一

分科として農科大学となり，乙科もひきつかれ

た。学長には松井直吉が，教授以下は大体旧東

京農林学校の教職員が任命された。

明治31年 5月には乙科は廃止され新たに実科

がおかれ，その入学資格• 学科課程も変更され

た。その主なものを農学実科の例でみると次の

とおりである。

1 . 新たに気象学 ・地質学を加え，且つ第三

学期も学課を課することとし，授業時間を

増加した。

1 . 入学を許可する 者の全部が田畑所有者若

しくは其の子弟と定めてあ ったのを，凡そ

半数だけその資格を要する事とした。

1 . 従来学課点数は学科目平均点と実習点と

の和を 2除したるものであったが，改めて

学科目平均点数に 2を乗じ之に実習の平均

点を加えて 3除することとなし……。

1 . 卒業期 9月を 7月に改めた。

入学資格を年齢17歳以上中学校卒業程度と定

め，従来の乙科は現存の生徒が卒業するまで存

置された。

なお入学資格については明治45年に至って範

囲を広めて甲種程度の農業学校卒業者も試験を

受けられる ことにな った2)。

この学科課程の変更は乙科 （実科）生の長い

間の希望であり， また卒業生と一体となって進

めた 「乙科改革運動」の成果でもあ った。

また一方， 日清戦争後ますます富国強兵を求

められた国情の中で，農村指導の重要性が強調

されていた。 それがその時代の要請でもあった。

2 実学の学風 27 



（上）浬場から見た農科大学構内と初代学長 ・松井直吉 （下）農科大学の正門

28 駒場 の伝統



明治23年度農学乙科卒業生 （前列右から 5人目が古在由直助教授，左隣りが王利喜造教授）

2 実学の学風 29 
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林学教室

林学乙科太田良作の卒業証替（各教官が証明 している）

... ,, ゞ ,ヽ,... 、，＇、,.,,,,. 、 く戸’’雀贔〗r,q、~:;..、・1,n~ しJ・,11," 
, -C'::,.,,,-. • ン'.

．
 

1

、

ヽ

':
9'

‘•, ．．9
1

 
，
 

ー

：
●

i
『
•
1

r

qも
-―
-1
年^

K
,

＇

q
`
‘
 

笠
月
7

J‘

d
こ

to

g

.

ヽ

各
悠
lri．ノ

， 
/ 

', 
’ヽ．． 
ク
Jv 

”
}
～
・
・1
ノ

‘

•

?

/

1

-

9

人．

•t.
‘, 

• • 
‘
'

”/ 

{
9
、
r
l
i
J‘.ー

9

`

t

`

 

、t

.

’?．
I

•}-. 

岱
店
屯
虎
i
涼

•••-., 

．．．．．．． 

1
 

t
!
ri

『国

I

叶
弓
「

＇翫
11

素

門
修
メ
定
刑
試
痔
完
ク
ご
竺

＂冒
リ乃テ之
7
談
ス

9
,

＂ヤゞ
‘屯""
仕ゞ
(中

,
＇
ト
い
+
"午・凡
r
t
旧
i

i
"
＂几

'H
川
キ
‘

Jr
几
刈
"
f

念
"
"h

休
ャ
几
崚
這
・
ぷ
’

"
‘
"
以
’
が
じ
卜
林
泊

fjt

朽

恥

内

戎
抹
．序

令
岱
＾
刃

抒
g
咲
生
腐

杓
バ
守
が
ぷ
t

岱
努

梵
汀
ぷ
そ
lliffr

しー

,f 

，和
3

枯

才V）

酪

柏

寸切

肉

炉I

籾

9丸
Iチ

認
~
戌
大
恋

唸
雇
合
政
年

東
沿
慶
忍
忍
蓼
協
焚
翌
芯
悶
累
悶

東
密
篇
命
翠
祉
寿
数
岱
哀
翠
寄
令
師
森
’

悉
ぷ
累
汎
喜
督
星
字
・
岱
喜
[ハ

虚
慮
寛
翠
晨
息
需
誓
守

〗

東
互
鸞
轟
傘
数
翠
熊
菜
多
粋
ぷ‘(9?

生
ぷ
屡
轟
念
繁
長
忠
ぞ
詞
也
911
f...

、

皐
爺
雙
な
麿
贔
翠
羞
富
翌
粛
〇・

悉
孟
桑
昴
奉
賛
鼠
翠
生
石
JtJ

応
凸,’
ム

東
玄
’
加
園
大
i

富
社
命
数
唸
葬
岱`
，
晶
袋
印
．

象
ぷ
製
笈
梵
ぷ
牧
唸
哀
生
覧
巫
庁

・｝

東
密
孟
条
凩
繋
協
焚
翌
差
繁
繁
卯

．

染
奴
篇
だ
氣
料
条
学
叉
倖

ク
”
屈
箪
1
.

東
密
富
荼
点
叶
方
裳
愁
唸
尤
翌
恋
岱

”

.

i

.

h

l

 •• 
'’『

-
f

.，念
Ir

闘
冷
又
賃
ふ
ゲ
助
手
柱
t
i
1
-
t
'し
11.＂r

―
―
 

•

I 

ヽ

.1

ぶヽ
，ぃー
．．
 
↓
 

I

•

し
ヽ

＇`，＇ 
ー

．， 

・
ー
！
・
1
9
~

’

.. 
、••

.• 
,
 

•. 
'.l.‘`

、

『
•
J

,
·
!

.~

. 
・
~

．．
 

｀
 
•. 

，

`

 

‘
・
~

｀

...̀ 

＇ 

ハ
．
，
．．． 

，＇、
．
．
．
 I
 

か

9
ぐ、
9
り
r

ti1 
,t
ヽ`

．
 

荻

ィ乍

,, 

‘ 

¥
J
l
 

、.

~( 
L
o
 

•• 

r"c 

.
i
 

., 
,＇‘、
t

(

-

•,J• 

，`．
 • 

2
 

実学の学風 31 



農科大学初代農場主任

原 鉄 五郎

第 2代農場主任

玉 利 喜 造

第 3代農場主任

斎藤萬 吉

（旧姓富田直蔵）

2.3 農村中堅指導者の養成

駒場農学校創設のとき，大久保公が船津伝次

平を起用して本邦固有の農法を指導させ，実習

を璽んずる伝統の端緒をひらいたことは前に述

べた。これが後に「駒場の実科」として大きな特色

をもつようになったが，船津に学びそのあとを

ついだのは玉利喜造であり，斎藤萬吉であ った。

ともに農学校第 1回生である。

卒業式のとき松方内務卿の訓示に， 「地方の

実際を知りて学び得たる学理を実地に応用し，

以て本邦農業の発展に資すべし」7)とあり，卒業

生ー同は 3 月下旬から 6 月まで， 東北• 北陸の

各県を巡視しで帰京した。

玉利喜造はこのとき感じたことを建白書とし

て松方内務卿に提出した。要旨を意訳すれば次

のとおりである。

く農事の改良は非常にむずかしい， とくに農

民は良いとわかっていても新しいことには手

を出さない。 しかし地方の地主や豪農が奮起

して新農法を採用し，農民にすすめれば改良

の効果は大きい。農事の振興はこれら地主 ・

豪農の店起いかんによる。 そこでこれらの子

弟を集めて適当の教育を施すべし……だから

速かに農学校にそれ らの子弟を集め て機械の

使い方，土地改良，牧畜，種芸 などの道をし

らしめよう〉 7)

松方内務卿はこの建議を入れて下総牧場に農

学校を設置しようとしたが，牒商務省への所管

がえなどで実現しなか った。 しかしこの建言 は

駒場農学校の試業科か ら 別科•….. 乙科••••••実科

となる間に趣旨は生かされてい った。

明治23年11月の乙科規則によると，入学資格

は中学校卒業という制限はなく， 「田畑五町歩

以上所有する者，若しくはその子弟に限る」と

している。 この規定について，元東京高農教授

近藤康男は次のように述べている。

「意味は明白で当時ようやく農村の階級的

分解が進行し，農村の安定勢力とな った豪農

ないし地主の子弟を教育の対象とし，卒業後

は農村へ帰って村の中堅となるような人物の

養成という目標を明確化したのである。 明治

の寄生地主制確立時代の教育上の産物のひと

つが乙科である」10)
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（上）明治24年度豊学乙科卒業生 （下）明治26年度典学乙科卒業生（前列右端は横井時敬講師）
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2.4 実習中心の教育

乙科の学課は本科とあまり変わりはなか った

が，その教育の中心は農場実習にあった。 その

典型が仮入学制度である。 明治22年卒の針谷吾

作は 「古き記憶」7)の中で次のように述べている。

「及第仮入学を許されたる者30名なり 。 こ

の30名は， 6月 1日より， 寄宿舎入りを命ぜ

られ，同日より直に膜場に出て，朝 7時より

タ5時迄，殆ど農夫同様労役に服したり。 し

かも この年は，夏の土用中希有の旱天続きに

て，農場は日中華氏 100度以上に達せること

度々なり 。 かかる炎天に初めてこの激しき労

農科大学撰場の一部

役に従事したるため病気となり， また激働に

堪えずして退校したる者も 4- 5名ありたり，

かくの如く漸く 三伏の夏を過し，本入学を許

されたり 」7)

また明治35年卒業の三 島敏行も「追想録j に

仮入学当時の思い出を次のように書いている。

「吾々が辛抱力の強弱を試さるるは，実に

此の仮入学時代である 。 …••• この炎天に日に

さらされ，脚絆掛けに鎌を手にし，むし熱き

圃場で草取り をやらねばならぬ••••••初めて な

れぬ労働に従事す るのは誠に苦痛である。 …

…それで辛抱力の弱き者は中途でくたばるよ

り外はない。遂に 1ヶ月位の仮入学中に 2-
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3名は落武者がでたかと記憶……しかし労苦

のあとの木蔭の（木みに何ともいえぬ有難味を

感じ， 夕食のうまさなども格別で，

で筋骨を鍛え， 意志を練る機会を与えた仮入

学制度に感謝している。 また実社会に出てか

ら実習の必要性を感じた」7)

仮入学制度とは， 明治24年の農学乙科の規則

によると， 中学校卒業程度の入試に及第した者

は 「7月より 9月10日迄仮入学を許し，

課し， 実業上の体質及意向の適否を検したる上，

本入学を許す」7) というものである。

左
）
堆
肥
の
分
配

この労働

実習を

このほか，

（
上
）
田
植

え

（
右
）
麦
の
刈
取
り

9月11B) の全部が農場実習にあてられた。

乙科教育の目的は 「学理通暁の実業者を養成

せんとするに在り， 農事改良の先導者たる模範

農業者を得んとするに在り，

最も重きを置き， 玉 利教授が主として厳重に生

徒指導訓練の任に当たり，

されば農場実習に

生徒の日常の採行挙

動の上迄注意を加えられたり 」7)

あった。

ということで

こうして仮入学制度は後に期間を 1ヵ月に短

系宿したりしたが， 実科時代まで続き， 駒場実科

の一つの特色となった。

各学年とも第 1-2学期は毎週15時間の授業が

あり， そのほかの時間と第 3学期 (4月26日～

2
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（右）西ヶ原農事試験場時代の斎藤萬吉。脚はん

姿の老農然たるいでたちで“百姓の神様”

とうたわれていた

（下）出身地福島県二本松市の長泉寺境内にある

斎藤萬吉碑。「浬は舌耕に非ざる也」などの

句が刻まれている。

2.5 農学は舌耕にあらず

明治26年農科大学講師となった斎藤寓吉は農

場監督となり乙科生指母にあたった。 また学生

寮の舎監となり ，学生生徒に敬煎された。

彼は農場実習の先頭に立ち，脚絆足袋に編笠

を被り， 自ら糞桶をにない，鍬をとるという老

農然たる姿で，生徒を指埒した。 そのおしえに

曰く ＇`農学は舌耕に非ざるなり 7) "と 。 実科の

特色である勤労尊重の“実学の学風”をよくあ

らわしている。

斎藤萬吉のあとは原熙か農場長となり （明治

32年 ）実科の主任とな った。 この前年乙科は実

科となり，前に紹介した学 則の変更とな った。

これは日清戦争後の時勢の移りかわりのあらわ

れでもあ った。 それを象徴しているエピソード

がある 10)。

「..…•吾々か入学当時の農場長は故斎藤萬

吉先生で，••••••百姓の生神様とまで謳われた

i 
ピ→

, __ 

嗜実そのものの権化 とも 称すべき 方 で， 脚絆

足袋に編笠被りの老農然たる出でたちであ っ

たので，農場の諸先生も生徒も之を実習服と

考え，斎藤先生の服装 を真似したものであっ

た。所がその春には原先生か斎藤先生の後を

承けて農場長 に就任せられることにな った。

一 日先生は実習指導のため吾々を 圃場へ引率

せられたとき ，ー 同を集めて剪頭次の訓戒を

加えられた。 すなわち， 『いやしくも 学生生

徒の身分を表徴するものに制服制帽がある。

たとえ実習の場合にせよ諸氏の編笠姿は，素

朴な百姓姿でもな く，純真な学生姿でもなく，

さなから，流行のホーカイ節を街路に流す堕

落青年 に類す』 と叱声一呼， ー 同の編笠を先

生の前に集められて焼却せられた。生徒はた

だ歴然とするのみ であ った。先生更に続けて，

『明日以後，炎暑を避けるにはつばの大小は

論じないから，学生としてのタイプの麦稗帽

に更めよ』と厳命された。先生は古武士気質
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”t‘、Ì)凡
加
で

の儀礼と形式を重んぜられた方であったが，

その気質の一端がうかがわれるのではなかろ

うか」11)

これは斎藤萬吉と原熙の個性のちがいだけで

はなく， 時代の移りかわりの中で，

や教育方針の変化をあらわしている。

このことはとりもなおさず豪農や地主の子弟

を実業者に育成するという老農的色彩の教育か

ら，

農

場

事

務

所

生徒の志向

官庁や農村団体の指導者養成教育への変更

でもあった。 これは又実科の卒業生が郷里に帰

っても直接自営するものが少な〈な って，

や産業組合に勤める者がふえてきたためである。

こうした時勢の要求に従って授業科目も農政

・経済 ・英語などがふえ，

農会

土地改良や法律 • 化

学実験な どが加 えられてい った。 また実習点数

のウエートも全教課の 3分の 1から 5分の 1に

緩和されるようになった。

温

室

第
4

代
泉
場
長
•
原
熙
と

そ
の
書

2.6 実科と本科の共棲

以上のように乙科 • 実科の教育は農場実習を

中心とするものであったが，

本科と乙科 （実科 ）

である。

が共に支え合ってき たこと

この駒場学園の特徴を前出の近藤康男

は次のように評価している。

「駒場では本科と 乙科 （実科）

ていたというのが一番正確な表現だと思う。

第一~ ， 実習 に重点の置き方はちがうけれども，

学習する学科目は本科も実科 も同じものが大

部分である。

導を受ける。

科 （実科 ）

居する。

乙科 （実科）

る段になると ，

伝いをしたり，

／
 

駒場の特徴は大学

とが共棲 し

の生徒も実験をす

教授室に入り込み，

も少なかったから，

実験の手

卒業論文用の実験その他の指

ことに初期は生徒数が本科も乙

寮や下宿で同

一番重要なのは乙科 （実科 ）

の教授がいないということである。

の専任

この点が

後にたくさん設立された専門学校と駒場の乙

2
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名奎峰杞｀-;,.:,..::;: -.. ク
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鍬

置

場

こ
の
江
戸
鍬
で

「
十
二

鍬
法
」

を
叩
き
込
ま
れ

た

場

科（実科）との相違であって，マイナスだけ べている。

でなくプラスのほうが多かったと思う 。 乙科 「駒場農学校も大学制度に変わった初めの

（実科 ） は農科大学の本隊の一部分で付属の 頃は本科，予科があって学生も相当在学して

施設ではなかった。だから全教授が乙科（実 居ったが，本科学生の入学資格が高等学校卒

科）の教育には責任をもつ建て前になってい 業生ということになって以来，農学などに志

たのである。 …...駒場の農学を学問のための す者は甚だ稀れで，本科の学生は一学級の総

学問に走らしめず，現実の必要を出発点とす 貝僅か数名，甚だしき年には 2- 3名に減少

る学問たらしめたという効果を無意識のうち した。獣医科，農芸化学科などは卒業生ー名

にもたらしたと思う。基礎学が学問として高 も出すことが出来なかった事もあった位だっ

尚で，医学や農学や工学はその応用だという た。 当時若し駒場に乙科の制度がなかったな

観念論を打ち破っていった農学の歴史の発動 らば，学校の維持は甚だ困難であったのみな

力になったものは，この社会の必要に出発する らず，今日各府県に於て駒場出身者の活動を

という実学的性格で，この性格の基礎に横た 見ることも六ヶ敷かった事と思はれる。殊に

わったのが，本科と乙科 （実科）の共棲であ 明治27-28年戦役後農事奨励の声漸く大なる

った と思う 。」 10) に及び，各地に農学校・農事試験場 ・農会等

“実学の学風”が生まれた由緑を雄弁に物語 農事奨励の機関が盛んに起こって来た。当時

っている。 若し本科の出身者のみであったならば，其の

また，玉利喜造は実科の功績を次のように述 局に当たる人物の不足を感じたであらうが，
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猷
医
学
教
室

の
傍
に
あ
っ

た
ヤ

ン
ソ
ン

像
。
現
在
は
東
大
農
学
部
構
内
に
移
さ

れ
て

い
る

島 村 虎 猪

乙科なり実科なりの卒業生， 即ち講農会員諸

君がいた為に，是等の機関が遺憾なく運転し，

今日の活動の基礎を築いたもので，

に，

満二は『東京高等農林学校沿革略』

其の功績

は実に偉大なるものであると云はねばならぬ

と思ふ。」7)

実科の存在を高く評価した証言である。 さら

後に東京高等農林学校の校長にな った小出

の中で，

のように述べている。

「…•• • 以来広大な駒場農園の耕転は殆んど

全部が乙科，実科の実習によって行はれ，

れの想出多きものである。

いふのが本校の特色だと評する者もある，

し一面を表はす至言と云っても宜からう 。

次

干

葉演習林に於ける栽植その他も亦林学科の夫

文句なしに働くと

蓋

.tl:~ 

の訓練の結果として輩出した幾多の卒業生が

斯界の中堅として邦家に貢献してをるのは聯

か誇るに足りる。」2)

ill 

わが国獣医 ・畜産界の指導者の誕生について

諸林武俊は次のように述べている。

「明治23年， 東京農林学校が帝国大学農科

大学になるに及んで後世わが国の獣医 ・畜産

学の指導者となった人材が養成された。 実地

教育を 目的とした乙科も明治31年に実科とな

るまでに14回にわたって卒業生を翡出し，

の数 182名に達した。

当時の獣医学乙科の学科課程は，

医学教育に当たり，

での間に，

そ

化学以外

の授業科目はほとんど本科と同じで，教官もま

た旧東京農林学校時代の人々がこれに当たった。

ドイツから招かれたヤンソンの外， 与倉 ・

勝島 • 田中・時重 ・津野らが日本の初期の獣

多くの人材を育成した。

また大正 8年東京帝国大学農学部となるま

昭和の獣医・畜産界を指導した岩

住 • 今井 • 鈴木 ・ 小倉 • 島村らの著名な教官

が続出した。J

2
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熱狂する大応援団

2.7 駒場の運動会

駒場の運動会は，明治20年前後から，秋の天

長節 (11月3日）のころ体育と行楽を兼ねて行

われていたようである。

当時東京農林学校に在学した先鮒の「運動会

余興の回顧」によると次のとおりである。

「忘れもせぬ去る明治22年の秋季運動会に

於て，何か奇抜なことをと云ふので，駒場第

当時日本一のグラウ ンドに繰りひろげた駒場大運動会

若宮三殿下の台臨

六といっ種牡牛に大なる二輪車を曳かせ，車

台を上段 ・下段に分け，上段に親任官の大礼

服をイ昔り着せる学友某を故大久保公に擬して

乗らしめ，下段に当時農場の助手たりし某が，

手古舞拍子 の横笛が名人なるを幸とし，一週

間も前から音楽好きな学友四 • 五名集って稽

古せる一 団を乗らしめて， ヒュードロチンチ

ンヂャンヂャンと馬鹿噺子をなしつつ運動会

場を一周せり 。 その前後には仮装の洋風紳士

42 I 駒楊の伝統
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会

・ 洋装婦人 ・ 支那服の男• 若衆 • 藤娘・按摩

さん ・犬 ・奴さん・武士などの異様な行列で

練り廻った騒ぎと云ったら， とても口にも筆

にも尽きせぬ大評判の珍事。是が基 となり爾

来年々運動会毎に，一組乃至数組異様の行列

を演じて居ると聞ゆるも，其趣旨は概して農

産物とか林産物と云ふやうな物の大模型を造

って観覧せしむると云ふ・・・・・・J7) 

こうして駒場の運動会は東京名物のひとつに

（いすれも大正～昭和初期）

あげられ，満都の人気をあつめた。明治の末年

から大正時代にかけて皇族の宮様たちが見学に

参加された叫

また駒場のグラウンドは当時日本ー で，全国

大学陸上選手の練習場ともなり，春は花見・遠

足の場となり，秋の運動会は全国大学高専選手

を招待して800m競争をし，余興は奇抜で婦女子

に喜ばれ，お見合いの場としても有名であ った12)0

2 実 学 の学風 43 
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寄宿舎の外観 （大正10年頃）

2.8 寄宿舎生活と賄征伐

駒場農学校はもともと建学精神が農村の中堅

人物 ・指導者の養成を目標にしていたから地方

の有力者の子弟が集まり ，従ってその宿舎も当

然必要であった。明治初年に建てられた寮は枡

型で中庭が大谷石で敷き詰められ， これに 1間

幅 (1.8m) の外廊下がある二階屋で，天井等

も長崎のグラバー邸の様式のようであった。室

は12畳半で下が自習室， 2階か寝室で，わら布

団つきの杉の頑丈な寝台が5-6台設置されて

いて， この上下の室が一組になっていた。窓は

上下開放式で当時は教室と共に駒場に異人館が

レバ舎長ヲシテ其責二任ゼシム

改正規則第二十条（舎中二於テ禁止スル事

件左ノ如シ といってあげてあること） 金

銭ノ貸借，食物ノ持込ミ煮炊キ，放歌吟味，

碁将棋，小説稗史， 読書，劇戯雑話，衣食ノ

好悪論，飲酒及茶水姻草ヲ喫スルコト，窓外

ヘ紙屑塵等ヲ捨ルコト 叫

またのちには所かまわず唾を吐き散らしたり ，

小便をしては相成らぬという規則も追加されて

しヽる。

明治14年に入学した生徒の懲戒記録に次のこ

とがある叫

生徒懲戒ノ儀伺

出来たと皆が見物に来たと のことである。 この 普通農学第一年生古在由直儀本月九日朝餐

外に中廊下をつけた I字形の家と平家とがあ っ ノ節食堂二於テ汁鍋並二飯器ヲ翻シ幾 ンド粗

た。平屋の方は向かい合った南北の両室が対に 暴ノ挙動二及候二付厳重取糾候処賄方ニモ聯

なって使用されそいた。 力不行届ノ廉モ有之候得共......3) 

創設当時の寮規則は相当厳格であったことが この生徒古在由直とは後の東大総長であり ，

うかがわれ，それには次のようにある。 わが母校独立運動の恩人の ことであ る。

第六条 生徒ハ常二身体ヲ清潔ニ シ就中衣 大正末期から府中に移転するまでにはかなり

服ヲ 着 スルニ整頓ナラズシテ教場二上~ リ或ハ ルーズになり，入退寮も室員の了解を得れば後

外出スル等ハ厳二之ヲ禁ズ は寮務室の入退寮簿に記入するだけでよかった。

第十九条 生徒ノ下着類ハ必ズー週間一次 舎費は一ヵ月 2円， 食事は 3食月15円， 風呂は

ハ変換シ之ヲ洗濯人 二送ラシム若シ違フ 者ア 毎日あって，農場実習の後で通学生も入浴して
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帰れるようにな って いたから，寮の専属浴場と

いうわけではなく，官舎の住人までも利用して

いた。 冬の暖房は一 日石油缶一杯の石炭が配給

されていたが，風呂用の石炭はタップリ野積み

してあったから自由に焚くことが出来た。卒業

間際になると椅子，机が次第に ス トープに消え

て行った。 しまいには寝台の引き出しが無くな

り，果ては跡片も な く薪に なったこともあ った。

その現場を小使に見つけられ， 10円を弁償させ

られた室もあった。

寮生活にはスト ームと賄征伐はつきもの，そ

の最たるものは実科の学生で， クラス会 ・県人

会の後は殊にひどく，体に一糸も纏わない豪傑

もおり，木刀の中央を持って，これでピストン

運動をやって一寮全部の硝子を割って弁償した

り，夜中 の賄征伐で醤油の 8升樽の鏡を抜いて

炊夫の布 団を醤油浸しにす る暴挙をして弁償 さ

せ られた者もいたが，彼らは必ずその責任をと

っていた。

夜の大ストーム。あらゆる理由をつけて行われた

賄退治の風習は駒場を去るまで続いたようで，

昭和 9年牒学実科卒山下粛郎 の思い出にも次の

ようにある。

「食事はお粗末でも ，食器が欠けていても，

空腹故にガツガツ食べる。やがて満腹になる

と食器のよごれが気になって 3年に 1回位の

割合で賄退治をやる。つまり 一斉に食堂に入

り食事をした上，飯が足らん，汁が足らんと

難癖をつけ て怒号，一斉に食台 をひ っ くり返

して食器を割 ってしまうのである。責任者が

始末書を書いて次の日から新品になる」 13)。

寮の食笠値上 げは僅かな額でも全寮大会をひ

らいて反対するなど，今も変わらぬ学生気質の

一端がうかがわれる。

ストームをや ったのはほとんどが実科の学生

で，本科の学生は旧制高校でさんざんやってき

ているからここでの行動は紳士的であ ったし，

教 員養成所 （旧東京教育大学農学部の前身）の

学生は教職の経険者てあ ったか ら， こんな行動

は稀であ った。

2 実学の学風

（大正末期～昭和初期）
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講農会廿五周年記念号 講農会報第壱百号記念帖

．．
 一，

林友時報

r!~ 砧友床
• • • * .. " 十 ＂ 纂 ＊ 彎二●襄.* 

2.9 講農会の活動

講農会は農学部同窓会のはじまりともいうべ

き会で，それらの歴史は重複するところがある

が， ここでは明治期の活動を 中心に紹介する。

講農会25周年記念号によると，

「購蔑会は，東京帝国大学農科大学農学乙

科及び農学実科 の卒業生及在学生の組織する

所」 「明治21年 9月， 1日東京農林学校別科生

相会して其専修する所の学業を研究練磨し，

併 せて親睦の情を厚うせんが為に組織したる

農話会に起る。当時農学本科 には農学会あり，

会員互に切瑳琢磨以て孜々発展に努力せるを

見，別科同窓の有志之に習ひて同窓会を設け

んことを発企し，各級より委貝を選びて協議

を開けり 。……創立総会を10月20日開催，毎月

1回の例会と会報の発行，名称を講農会 とす

ることをきめた。」7)

とくに会報発行 には力を入れ，同会報には農

科大学 ・農事試験場等の試験結果，地方の農事

上の調査事項，会員の動静等を集録し， もって

会員相互の知識交換，新知識の供給をはかった。

当時みるべき農事雑誌もなく ，参考書も少なか

ったので，会員らに益することが多かった。明

治24年の第一号から百数十号までを発行した。

主な筆者は玉利喜造，斎藤萬吉，針谷吾作，

船津伝次平，本田幸介，本多静六，石 川千代松，

岡田温古在由直，横井時敬，上野英三郎，成

毛基雄，河上濫な どで，後に有名になった人び

とが多く登場している。

そのほかの活動は，明治30年の「農学乙科改

革運動」や『講農会25周年記念号』の発刊 （大

正 2年）などがある。同会員は大正 2年に 660

名に達し ， 全国の官庁 • 試験場はもちろん教職

や実業面で活躍し， また北米 • 南米など外地の

農牧業で成功するものもあった。また後に述べ

る母校独立運動においても講農会の先翡たちの

在闘をみることかできる。

なお同会は大正10年 2月駒場交友会が発足し

たのを契機に，それに併合された。

2. 10 林友会の活動

林学乙科卒業の同窓生は明治30年ころ 150名

ばかりになっていたが， 多くは大林区署（今の

営林局）や御料局（帝室林野局）などで活動し，

地方勤務者が多かったので会員相互の連絡か不

十分であった。 それが明治31年実科規則が確立

し ， 本科 • 実科の区別がはっきりしたことから

林学実科の同窓会を作 り，機関紙を発刊して交

流を深めようという ことになり ，明治31年 1月

「林友会」の発会となった。

明治37-38年の 日露戦争を契機 として林業が

46 駒場 の伝 統



盛んになり，

の関係官庁のほか地方庁林務課や植民地の官庁

（当時の朝鮮総督府 ・台湾総督府 ・樺太庁）

るいは民間の三井物産 • 製紙会社方面に活躍す

るものが多くなり ，

った。 この間機関紙『林友時報』

員相互の結束を固くしていたことは特記すべき

ことである。当会は大正10年 2月，駒場交友会に

合体した叫

2. 11 

たもので，

ることなく，

ていたが，

した。

多く ，

た。

び，

林学出身者も農林省 • 宮内省など

あ

林友会は全国的な組織とな

を発行して会

このあと実科独立運動に参加した。

獣医学友会の活動

獣医学友会も明治31年の実科設立のときでき

それまで本科卒・乙科卒と区別され

一つとなって獣医畜産界に活動し

本科 • 実科の区別がはっきりさせら

れてきたので実科は獣医学友会を創設して独立

はじめの頃は在学生と当大学勤務者が中

心となり，農林省・地方庁あるいは陸軍獣医部

方面の卒業生と連絡をとりながら活動していた。

大正の初めまでは実科卒が本科卒よりはるかに

わが国獣医畜産界の中心勢力をなしてい

大正10年 2月， 駒場交友会が結成されるに及

これに合体した 14)0 また母校独立運動に参

加し積極的に活発な運動を展開した 14)0

駒
場
獣
瞥
學
友
命
E

々
報

面

和

十

六

年

九

月

登

行

＇ 

禎七拾B第
冨攣濱

駒場獣医学友会々報

母校独立の恩人，農科大学第2代学長・ 古在由直，

明治44年東京帝国大学総長となる

2. 12 駒場の学園生活

（明治末期から大正時代）

日清戦争をへて日露戦争のころになると駒場

の学生生活も草創期の農学校時代に比べて かな

りかわ ってきた。

そのころから大正期にかけての駒場の風物を

想い出の中からひろ ってみると次のとおり （『母

校燭立記念号』

る」 14) より抜粋）。

明治37年

で宮益坂下車，

帰省するもの，

が，

「第二編駒場時代の思い出 を語

信濃町駅で下車，青 山練兵場の砂

埃の中を真直に青山一丁目に出て，

現在の大学通りである幽霊坂を

急ぎ足に大きな円柱の大学校門へたどりついた。

... ••• 兎に角仮入学を許されて， 寄宿舎へ入った。

他校や林科・獣医科の入学生はすぐ暑中休暇で

山登りするもの等面白相な話を

よそにして各地から集った新参が淋しい寄宿舎

の窓に 1奇 って夕日を一杯浴びて居る。 • • •• • • • •• 蒸

し暑い苗木畑の除草 • 十二鍬の使い方，

厩肥の積み替への実習に「ランプ」

円太郎馬車

さては

の燈のうす

暗い室の隅で涙をこはす程のあはれさであ った

次第に仲間に馴れるに従って「ジャンケン」

で道玄坂まで焼芋を買いに行く程の朗かさを取

2
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りもどす頃には，寒蝉が植物園の樹に声をはり

上げる頃となって居た。（明39農卒 阿部喜之丞）

日露戦争後 自分等の入学当時は日露戦後の

影親を受けて軍人志願者の多かった時代とて，

学生気質は梢々蛮風に近いものであった。

先輩学生を見ると制服制帽で登校するものは

稀で，過半数は和服ハンチングの所謂私学風な

肩で風を切る時代であ った。 さて弁当片手に登

校したが，入学式がある でなく ，生徒心得を申

渡されるでもなく，先翡になら った下駄ばきで

教室 に入り，白煙渫々たる煙草のけむりかすむ

中に， 突如先生方の御入来 と同時に眼の廻る様

な口述筆記で開始された 。 •• •• • •体操もなく修身

もない，専門教育のみ受くる大学生待遇とて物

足りぬ半面には何となく紳士礼遇を受くるの若

駒場御殿は教官集会所に使われていた

きプライドを感じ，全く独立自治たらざるを得

なか ったのである。 しかも当時の獣医学科は本

科は数名に過ぎなかった故に，先生方は全部教

授であり ，学課によって本科，実科混合購義も

少なくなかったため，専門学校ではないとの自

惚は誰でも持っていたし，先輩学生も極めて呑

気なもので， いまさら新入生のため校風の鼓吹

もせぬし，新入生の善導などに頭を費す者もな

く全〈放任せられた自治であった。 ・・・・ ・・

昼休みの青草原に天空を眺めつつ，先生方の

功績を敬票し ， 或は駒場伝統を論じ， • • ••• •梧め

てポーとした慇怒揚なやや呑気なしかし健実な気

風が自然に培われたのであった。之は単なる想

定ではなく事実である。 あの農学科の連中の講

義以外に脚絆 ・草鞘でし ゅ うし ゅ うとして汗に
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雷
の
駒
場
野

原煕教授の圏芸学講泰 白井光太郎教授の講義振り

濡れての牒耕実習や，

喜々として飛び廻り ，獣医学科生の蹄鉄の実習

や，病畜の一手引受けに夜まで働かされて何等

の不平もなく着実な誠意こそは自然に培われた

駒場の気風であった。

鳥打鳩子の流行

の 9月，

た。

林学科生の測量 の激務に

（明40獣卒 近藤正一）

駒場に入ったのは明治44年

• ••• • • 入る時は洋服の規定なんか示され

てやかましいのかと思ったら， あとは一向に服

装なんかやかましくいはれない。古い洋服を直

して鳥打帽子 なんかかぶって行ったこともあるよ

うに覚えている。 和服でも随分通った様であっ

ことに寄宿舎の連中なんか殆んど和服で出

て来ていた。鳥打に洋服 （その頃は鳥打帽子が

割合に流行していた ），大黒帽に和服，中には背

然とした服装で，

で，

林学十号室という大きい教室

農林合併で脇水先生から地質学講義を聞い

たり， 植物の教室 で草野先生の講義を聞いたり

した。服装の揃わないのはいつまでも続いた。

恐らく中には制服を作らずに卒業してしま った

連中もあ ったのではないかと思う 。

ルーズであ った。

方代1子しこは，

そのくらい

ただ誰か教室 に下駄を履いて

入 ったのを川瀬さん （後の農学部長） にみつか

って引きづり出された。 丁度小学校のいたずら

っ子が先生に引きづり出された様な恰好だった。

...... 実習は駒場から清澄へ， さらに 2年の夏の

本多先生や右田先生に連れられて東

北から北海道に旅行した。（大 2林卒氏名不詳）

広を着 ていたものもあったようだ。 そうした雑

2
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病理解剖実習 化学実験

冬の兎狩り

造林実習

赤シャツ屋あたり やま
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3 実科から高農へ の独立運動

3. 1 卒業生と生徒の力で勝ちとった

独立

大正8年の学制改革によ って農科大学 を東大

の学部として本郷に移そうという話があり，こ

れと前後して実科は廃止すべしとの意見があ っ

た。 これが表面化したのは大正 9年11月，文部

省内で専門学務局長が「東大農学部実科の如き

は将来之を廃止すべきなり 」14) と発言 した時か

らである。 それ以来16年間，実科の卒業生と生

徒は熱烈な運動を展開した。 時の総理大臣をは

じめ要路の先違，文部当局，東大首脳を動かし，

幾度か機会を得ながらもその都度困難に•ぶつか

り，あるいは排除され， ようやく解決をみたの

は昭和 7年のことであ った。 こうして昭和10年

東大農学部の本郷移転と同時に東京高等農林学

校の創設 に至ったのである。

ふつうの学校昇格運動は，母体となる 学校に

熱心な教官• 生徒の父兄• 同窓会，そして地元

の官民一致の協力等 があ ってはじめて成功する

ものである。 ところが実科の場合 は固有の教官

なく，地元の協力なく，きま った予算なく ，まし

てや篤志家の寄付も 支援 もなか った。 ただある

のは卒業生 • 生徒の情熱と裸一貫の努力のつみ

重ね，不撓不屈の熱誠だけであ った。他の大学

• 高専 の設立どちがうのはこの点である。 わが

先輩たちは自らの母校を自らの力だけで独立さ

せた。 まさに駒場農学校試業科以来の伝統的開

拓精神の発露であ った。

3.2 独立運動略史14)

萌 芽 大正 の初めの頃から本科学生が増え，

それまで一体とな っ ていた本科• 実科の教育や

実験も，次第に中心が本科に移り，実科には専

任の教官も特別 の予算もなく，その教育内容の

低下 が心配される状態になっていた。 その改菩

9、
I,. 霞＾

駒場交友会初代会頭

西大路吉光子爵

と実科独立を望む生徒と卒業生の気持ちが独立

運動の源泉とな った。

発端 大正 9年11月，文部省松浦専 門学務

局長の前記発言（実科廃止）が新聞記事 になり，

実科在学生と卒業生に大きな衝撃を与えた。 こ

れが直接の動機とな って母校独立運動がはじま

った。

駒場交友会の設立と 猛運動 まず狼火をあげ

たのは農学実科の先輩で，講農会を中心に全国

の同窓生に檄を飛ばし，林科 ・獣医科の先輩・

在学生にも呼びかけた。大正 9年12月15日，帝

国農会楼上に在京各学科卒業生の臨時大会をひ

らき，集まるもの200名， 三科連合の実科独立期

成会を結成した。 その後も講農会 ・林友会 ・獣

医学友会がそれぞれの関係団体と協議し， さら

に同窓で社会的に有力な地位にある長老 ・大先

輩を動かし協力を仰いだ。

続いて三科を打って一丸とする駒場交友会が

大正10年 2月11日に設立された （会頭西大路子

爵• 副会頭原鉄五郎）。 この前後の運動は猛烈を

ぎわめ，毎日のように昼間は各方面を訪問陳情

し，夜は情報交換と運動方針の協議にあてた。
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初代東大農学部長・川瀬善太郎

（大正 9年就任）

運動の鋒先は文部省 ・大蔵省 ・東大当局はも

ちろん，帝国議会の問題とし て政治的な解決を

はか った。 当時の総理大臣原敬に原鉄五郎が直

接働きかけ， またその他の閣僚や各政党を訪問，

交渉数十回，会見した有力者は数百名にのぽった。

こう して同年 3月， 第44回議会に実科独立の

建議案を提出 （先輩有馬秀雄代議士）， 本会議

で可決された。 この過程で政府は「実科廃止の

考えはない」と 明言したが，独立については十

分調査研究するというだけで，実行の約束はし

なか った。東大当局でも古在総長，川 瀬牒学部

長などいずれもその意向は灰色であ った。

第一の暗礁 同年 5月，原鉄五郎 は単独で原

首相を訪問陳情， その結果， 5月末日，原首相

は古在東大総長を呼んで実科独立問題の解決方

を命じたので， 同問題は一両年後には解決とい

う気運にな った。 ところが同年11月4日原首相

は東京駅頭にて暗殺され，独立運動最大の同情

者を失い同問題は暗礁に乗りあげた。

原内閣のあとに高橋是清内閣が誕生。高橋首

相は元東京農林学校校長の経験があったので，

原鉄五郎は再び同首相の了解を得て，議会運動

をはじめた。 あけて11年 2月，貴族院にて岡田

良平議員が実科問題 を質問し，政友会内外に大

きな反響を与えた。意外な方面からの同情であ

った。

宇都宮高農への合併問題 高橋内閣は同年 6

月総辞職。 そのため独立運動はかえって悪化し，

危機に頻した。また，同年11月，当局は「実科

を宇都宮高等農林学校に合併すべし」という意

向を発表した。 同月25日， 在学生は大会をひら

き， 「吾人は死すとも駒場の地を去らず」と決

議 し，潰激のあまり 同盟休校。総退学を覚悟し

て宇都宮移転反対を誓った。 同月30日，駒場交

友会は近県大会をひらき，百数十名の出席を得

て合併反対を決議した。

同年12月 1日学生 400名は文部省に陳情して

赤司次官と 押問答した。その後，駒場交友会は

臨時総会をひらき，学生の同盟休校を止めさせ，

合併反対運動を継続すること とした。

大正12年には更に貴族院・衆議院に対する運

動を展開，建議案を議会に再提出させた。 その

結果，予算分科会における質問などを通じて，

文部当局の努力言明とな った。 その際駒場交友

会は実科 の特徴を 力説・強調した ことなど もあ

って，衆議院委員の実地視察まで行 わせるに至

った。

ところが東大教授会は同年 2月末に実科の宇

都宮移転を決議し，それを実施する方針であっ

た。 これを知った原鉄五郎は政友会総裁高橋是

清 （前首相） と床次前内相に訴え，青 山の高橋

邸に古在東大総長， 川瀬東大農学部長を集め，

宇都宮移転の不可を説得した。高橋・ 床次両巨

頭がこれを支持したため形勢は一変し，東大当

局は実科を駒場あるいは近傍の地へ独立させる

ことに賛同した。高橋総裁は翌 日鎌田文相に こ

のことの了解を求めた。

同年 8月文部省は 150万円の実科独立予算を

大蔵省にま わすことを決定した。

関東大震災にて予算解消 大正12年 9月 1日

の関東大震災は大混乱を おこし，実科独立の予

算も解消し，すべてが灰饂に帰し た。駒場交友

会の事務所 ・諸種の記録も焼失した。大正13年，

東大農学部 の本郷への移転子算は通ったが，実

科独立の予算は含まれず，禍根を残した。駒場

交友会総会は集まり悪く ，独立運動は沈滞した。

この中で，同14年には松戸に高等園芸学校が
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実科独立の運動は新聞にも大き〈取り上げられた（大正11年12月）

設立された際，

動をするものがあり，

してきたので，

に対し，

回 させた。

ここを実科の後身とするよう運

再び実科合併の説が再燃

実科独立に危機が訪れた。 これ

少数の同窓先輩が極力反対しこれを撤

これをきっかけに再ぴ実科独立運動

の機運がもりあがった。幸い前記岡田良平貴族

院議員が文相となり， 彼は同14年10月， 東大当

局に実科独立予算を東大震災復l日費より支出す

るよう指示した。
（大正13年就任 ）

大正15年 8月，岡田文相のもとに実科独立は

文部省省議で内定， その敷地には府中の東大演

習林をあてることとした。

また同省は実科独立予算の一部を東大震災復

旧費より支出の件を内定し， 一方東大の府中演

習林拡張費として 5万円を計上したが，

昭和 2年 3月，

これは

同省の予算通過とな った。

そのころ，世界恐慌はわが国にも波及し，

界パニ ック・不況 ・凶作が続いた。

財

昭和 3年に文部省は東京高等農林学校創設予

算として 137万円余を 3ヵ年継続予算として計

上 したので，

しかし大蔵省は不急と認めてこの独立予算を

削除した。

5年，

第
2

代
東
大
器
学
部
長
•
町
田
咲
吉

同窓先輩と学生は歓喜 した。

このようにして駒場交友会有志の各

方面への熱心な陳情もむなしく，

期は長く続いていった。

古在東大総長退官。

持久忍耐の時

古在前東大総長と独立運動最後の努力 昭和

当初東大当局にあっ

て実科廃止論者であった古在由直は，

たる駒場交友会の働きかけによって，

長年にわ

このころ

は最大の実科独立同情者となっていた。古在由

3
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東京属農の敷地に決定した頃の東大府中演習林（大正15年頃）

直は昭和 6年，実科問題を己れの手で解決せん

と決意，その夏は病身ながら転地静養を中止し，

15日間連続して大蔵省を訪問。ついに緊縮財政

で頑強であった井上準之助蔵相を動かした。

これによって実科独立予算計上の腹案定まり ，

同年10月，文部省は実科営紐費として実科独立

予算を計上した。その後内閣は変わ ったが古在

由直は高橋蔵相・ 鳩山文相からこのことの了解

をとり，ついに昭和 7年 3月，実科建物新営予

算45万円が第61回議会において成立した。

大正 9年に実科独立運動を起こしてから昭和

7年までの13年間，そして昭和10年に実科が東京

高等農林学校として府中に独立するまでの16年，

この間同窓先耀と学生を中心にした独立運動は

苦難の連続であった。 このことは他 の専門学校

の設立にはみられない特異な設立経過として明

記されなければならない。

この記録の詳細は『母校蜀立記念号』 （駒場

交友会 ・昭和11年 ） として刊行されており ，先

輩 ・恩師の努力を偲ぶ同窓生必読の書として残

すべきものである。

3.3 実科独立についての古在由直先生

の意見

つぎに紹介する覚書は，昭和 5年実科独立に

関して古在由直前東大総長が時の大蔵大臣井上

準之助に進言 した折のもので，東京農工大学100

年の歴史資料としても資重なものである。

この覚書は古在由直の意を受けて農学博士安

藤広太郎が起草し， それを添削して蔵相に提出

したものである。 こ四覚書から古在由直が実科

独立にかけた情熱のほどとその真意が偲ばれる。

昭和10年 4月，東京高等農林学校が実現され

るに際し，安藤広太郎博士は同年 1月こ れをタ

イプに付 して関係方面に配付 した。

覚 書

先に農学部と第一高等学校との相互移転を企

てたるは主として左の趣旨に基く

一、農学部が従来他の学部と離孤し総合大学

の実を挙ぐるに極めて不便なりしこと

一、農学部所在の周囲切郊外住宅地として漸

次発展し将米亦益々発展せんとするに際し

該学部が其中にありて広汎なる地域を占む

るは時宜に適せざること

ー、旧来の一高敷地は地域狭小なる のみなら

ず其所在地は今や商業街となり其環境が年

少子弟の教育薫陶に不適応にして駒場の地

へ移転することが教育上最も得策たること

一、一高が帝国大学と隣接するため一高生徒

と或る一部分の大学生と接触する機会自ら
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多く従て其種の大学生より受くる影響等に

就きて大に考慮せざる可からざること

以上の諸点が農学部と一高 と相互移転を急ぎ

し所以なり。

此移転によりて必然的に即行せざる可か らざ

ることは、従来農学部内に設置せられたる実科

の独立なりとす。是より先農学の最高学府たる

農学部内に実習を本体とする実科を設置するこ

とは、実科生徒の訓育上不適当にして、後に述

ぶる実科の本質的特徴を稀薄ならしむる虞勘な

からざるを感じ、夙に之れが分離独立を考慮し、

既に大正九年計画を立て、其実現を期したりし

が、財政の都合上未だ之が実行を見るに至らざ

るに農学部移転の問題解決し、昭和十年八月を

以て其の相互移転の完了を告ぐることとなれり 。

然るに農学部の新移転地は敷地狭溢にして、学

生の訓育及研究に必要なる営造物を建築し得る

に過ぎざるを以て実科を収容するの余地なきの

みならず、実習を主とする実科訓育の意義を完

ふせんには、此際校舎建設の計画を立て別に地

を相して昭和九年度中に之れを完成せしめ、其

独立を実現せしめざるべからず。

抑も実科は我国農村の堅実なる 中心指導者を

養成するの趣旨を以て、創設の当時にありては

入学者の資格を田畑十町歩以上林野二十町歩以

上を有する農業者の子弟に限定し、専門的学術

を授くると共に実習に重きを置き臨固なる意志

の鍛練と、我国体と国情に適応する堅実なる農

民精神の陶冶を期したり 。此根本精神は今日に

至るまで、敢て変ずる所な〈唯時代の進運に伴

ふ一般の要求に応じ、入学生徒数を増加し前記

資格の制限外のものを併せ収容せるに過ぎず、

即ち現行学則に依れば、 実科は農学・ 林学 ・獣

医学の三部に分れ修学期間三学年毎年凡百二十

名の生徒を募集し（農学実科凡四十五名、林学実

科凡四十名、獣医学実科凡三十五名）其農学実

科に入学を許可すべき者の、約三分のーは耕地

十町歩若くは山林原野二十町歩以上を所有する

者又は、 其子弟より選抜すと規定し、且つ実習

を重んじ毎年大学に於て夏期休業期たる七月十

一日より九月十日迄農場実習を課し、試験規程

に於て学年平均点数は農場実習以外の諸科目の

学年点数の平均数に四を乗じ、農場実習の学年

点数を加へ五を以て除したるものとせり。

実科訓育の精神は上述の如くにして、学術を

主とし比較的実習を軽んぜる他の高等農林学校

とは、全然其根底を異にせり。之を以て実科の

卒業生大約三千人中殊に農学及林学出身にして、

農林業を自家経営し我国農林業者の中心となれ

るもの五百人以上に達し、其他官庁、府県農会

其他の公共団体の産業事務に関与して、斯業の

指導開発に従事せるもの頗る多く、其我産業の

発展に貢献せる所顕著にして従て毎年新卒業者

を採用せんとするの世の希望亦甚だ多きは到底

高等農林学校の比にあらざるなり 。

思ふに現下我国情は研る重大の時機に際せる

を以て、国家経営上国民の指導に最も深く意を

致し、殊に地方農民の動揺を未然に防ぎ我国家

の安泰と産業の発達を期せんには農村に於ける

堅実なる 中心指焉者の養成に努め、農民を指迫

誘液すること最も緊急のことに屈す、之を以て

此際実科を独立せしめ永年伝来の特質と善良な

る伝統とを益高潮し独特の訓育を施し時流に卓

越して、質実剛健我建国の大精神を体得する士

を翡出せしめ、地方農村農民を指導し我国家の

安泰と国運の進展に貢献せしむること実に焦眉

の急務なりとす。

人或は現在の高等農林学校を改善し、実習に

重きを置かしめば可ならんと論ぜんも 、現在の

高等農林学校は実業者を養成するよりは、官庁

又は公共団体等社会に於ける需要を充たさんか

為めに創設せられたるものなるを以て、其の伝

統的の校風は自ら実科と異なるものあり元来伝

統又は特質は長年月を経て養成せらるべきもの

にして、単に命令若くは学則の改正によりて、

容易に変更し得べ きものにあらず従て国家急を

要するの秋に際し急に伝統を更めしむるが如 き

は、到底望み得べき所にあらざるなり。之れ実

に実科の独立が国家的見地よりして、極めて重

大なる意義を有する所以にして国費支弁により

其実現の一日も忽にすべか らざる理由妓に存す

るものなりと信ず。 （以上）14) 
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母校1蜀立記念号 （駒場交友会・昭和11年10月10日

発行）

3.4 初代校長と教官の選任

実科には固有の教官なく，すべて東大農学部

教官の兼務であった。その中で実科主任を兼務

する教官は農場長の職にあるものが多かった。

玉利喜造・斎藤萬吉• 原熙の諸氏であった。

独立にあたってはじめて校長・教官の選考が

問題とな った。昭和 6年ころから候補者の名が

あがっていたが，当時から古在由直前東大総長

は場所の選定や校舎の設計などすべてをとりし

きり，独立の上は自ら校長となると決意してい

た模様で，駒場交友会も文部省当局もその大勢

は動かぬところであった。 しかし同 9年 6月古

在由直は死去。農林省農事試験場長の安藤広太

郎や元農商務次官石黒忠篤らが候補にあがった

が，同10年 2月前東大農学部長の麻生慶次郎が

初代校長に決定した。

東京高等農林学校の教授は大学出身者 3' 実

科出身者 2の割合で，助教授は実科出身者を多

I 駒場の伝統



第

5
代
東
大
農
学
部
長
・
東
京
高
等
農
林
学
校
初
代
校
長
・
麻
生
慶
次
郎

くと 駒場交友会が希望し，同窓中の適任者が選

ばれることとなった 叫

3.5 駒場を去るに臨みて （原鉄五郎）

いよいよ駒場を去るというとき ，在学生も万

感胸に迫るものがあり，機会あるごとに「さら

ば駒場よ」と別れをおしんだ。 その中でも独立

母校独立に精魂を傾けた原鉄五郎翁の肖像

（昭和15年春勺末松勇画伯画）

運動のはじめから終わりまで，その先頭に立ち，

最も活躍した原鉄五郎先輩は，本科との別れに

あたって『駒場学友会 ・回顧号』に次の一文を

寄せた。母校を愛し，国を思い，将来を憂うる

先朋の情熱として，今にものこる教訓である。

「いよいよ本年度限りで本科 は本郷に，実

科は府中に行く ことになるが，之は決して永

別を意味するものであ っては ならない。過去

60年間両者は兄弟も只ならぬ厚誼を交へつつ

同一教室に同一恩師の下で燕陶を受け，同一

圃場で同一実験室で鍛練を重ねつつ，所謂駒

場の学風なるものを築きあげてきた。 また学

窓を 出た後は中央に地方に官に野に常に影の

形に添うが如く，両者は常に相提携し相扶液

し農民のために奮闘し，農業の為に努力して

きたのである。今その居所を異にするも，同

窓の誼みは未来永劫にこれを後輩に伝え，此

の駒場の学風をその伝統と共に，之を永遠不

易のものたらしむると共に本科 • 実科兄弟の

交誼にかわることあらしめてはならぬ（ 中略）。

願くば本科生，本郷移転後と雖も此の本を忘

れぬ尊き気持を失はず，駒場の伝統に少しの

ひずみをも与えぬ様にせられんことを祈る。

特に本科は今時勢に逆行して大都市の 中央に

移転せんとするのである。余程の反省と考慮

とがなければ，大自然の愛を忘れ，都市人に

なり終って農村 とも農民とも縁を切り ，物質

万能，亨楽謳歌惹ては我利我慾の徒輩となり

終る危険は柩めて大である。願くば各自大勇

猛心を以て菅起せられ，都市の邪毒を克服し

永久に自然の寵児として弟分たる実科生 と相

提携し，農村 ・農民の為に尽痒せられんこと

を希望して止 まない次第である。」 14)
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3.6 大正末期から昭和初期の

学園生活

-― 農学実科 ー一

初めての優勝 大正 9・10年 は丁度私の 2'

3年生の時である。 当時は未だ駒場運動会とい

えば帝都における秋の年中行事の一 つと数えら

れ，すこぶる賑いを呈したものであった。運動

場は日本一，余典は奇抜で婦女子に喜ばれた。

……対科競争は農学実科の名誉にかけ吾々の最

も期待して居たものであるが，運動会始まって

以来まだ一回も優勝したことかない。大正 9年

の晴れの運動会は11月の第 2日曜日だった。 強

敵農芸化学科に 1米の差で勝った。 しかしその

優勝の喜 びは束の間，第二走者間に問題があっ

たというので優勝旗は一時預りとなった。 さあ

大変だ。 夜になっても応援団は解散しない，焚

火はする。結局 その翌々日，わが農学実科が優

... 
大正末期の東大農学部全景

勝と決定。初めての優勝というので在京先輩と

同科の学生応援団が渋谷公会堂で優勝祝賀会を

開いた。

翌10年，今度は立派に勝ちたいと雌伏一年の

甲斐あって堂々と 1憂勝した 。 •••••• その夜は食堂

でスト ームまがいの祝賀会，応援歌を太鼓に合

わせて農場に原先生宅を訪問，先生は大変喜ば

れ，よく勝った，よくやってくれたといわれた 14)。

（大11農卒千野恒雄）

大型厚紙の卒業証書 私は昭和 3年に農学実

科 を巣立った。卒業証書はタテ41cm, ヨコ54cm

の厚紙で 「右者農学実科ヲ修メ正二其業ヲ卒ヘ

タリイ乃テ之ヲ証ス 昭和三年三 月三十一 日 東

京帝国大学農学部長正四位勲二等農学博土鈴木

梅太郎」と記してあ る。農学実科の同期生 は50

名，昭和初期の農業恐慌に当面し て困難な就職
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お茶もみ

事情のうちにありながら，農林省 ・農事試験場

• 県庁 ・教職員 ・農業団体 ・大規模自営と，そ

れぞれ持てる才能を生かした職に就くことがで

きた。私は帝国農会に経営主任として入り，経

済調査に従った。 これは遠い昔斎藤萬吉先生が

はじめた産業調査であ った。 当時帝国農会に大

先賭岡田温農林省に渡辺佳治先甜らがいて各

県 1名の経営主任は実科の卒業生をあててくれ

た 15)。 （昭 2農卒石川清）

3 尖科から高牒への独立運動

武蔵野逍造

給 桑
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—林学実科

きびしかった評点と楽しかった演習林実習

（
上
）
森
林
化
学
実
験

（
右
）
朝
鮮
演
習
林
事
務
所

（
左
）
台
湾
演
習
林
事
務
所

森林経理は千葉県の演習林 でそれぞれ 1- 2週

間実施された。 当時演習林実習用の学生寄宿舎

大正から昭和初期の林学科は，

• 森林経理 • 森林理水及砂防 • 森林化学・ 林政

の 6講座からなり，

科目に動物 ・ 植物 ・ 地質 ・ 経済 • 財政 ・数学・

外国語などがあった。

ったのは，

であろう 。

独乙林業が取 り入れられていたため

専 門学科 目の大半は東大の教授が担

当していた。

造林 • 森林利用

今の一般教養にあたる授業

外国語が独乙語だけであ

林学実科の授業は 2ヵ年半で終わ

り，あとの半年は ， 北海道庁 ・ 府県庁 • 各営林局

• 帝室林野局等で各専攻の実地研修をしてその

結果を卒業実習報告として提出した。

は実技を重視していたからである。

測量 •砂防は愛知県の演習林で，

60 

これは本

科が卒業論文に重みをおいたのに対して， 実科

もちろん実

科も本科同様実験室での研修報告 でもよかった

わけである。

実科は本科に比べて現地実習時間が特に多く，

造林 ・測樹 ・

は千葉県だけにあったので，

は民家に分宿した。

（清澄） • 東京（府中 ）

愛知県（瀬戸）
ヽ

演習林は樺太 • 北海道 • 埼玉 （秩父）

• 愛知

（全羅南道 ・江原道の 2ヵ所）

10数万haが散在していたから，

休みには各 自任意に 出かけて実習することがで

きたc

これは今の学生アルバイトに相当するも ので，

1ヵ月働けば往復旅費 ・食特等の実特に多少色

を付けた日当が支給されたので，

で各地に旅行かできた。

ては一つの楽しみでもあった。

又当時の進級は，

たのに対し，

（瀬戸）

で‘

• 千葉

• 朝鮮

• 台湾等全国に

2ヵ月の長い夏

自己負担無し

これが林科学生にとっ

本科 は学科目単位でなされ

実科は学年毎の全授業科目の平均

点が60点未満の場合および50点に満たない授業

科 目か一つあっても 原級に留めるという極めて

駒場の伝統



厳しいもの であった。

を事務室で計算して，

に報告され， 大し、た会議も無く及落が決定され

たとか。

担当教官からの評点報告

それが林学科の主任教授

カンニングがばれてその教官が零点を

付 けると文句無しに原級に留まり ，

れば除籍（放校）

中，

うで， 自然，

れていた 12)。

された。

（
上
）千
葉
演
習
林
で
の
地
質
見
学

2年連続す

だから40.:名の入学者

3ヵ年で卒業出来たのは 7-8割であった。

特 に林学科の場合この傾向がひどかったようだ。

その点農学科は農場実習点を菫視していたので

農場実習をサ‘・ボらなければ落第はしなかったよ

農場実習は出席がよかったとの こ

とである。

大正 6年 (1917)頃までの卒業者名簿は成績

順に記録されていた。

書は授業科目の担当教官が各々署名捺印 してい

る特異なものであった

また， 明治中頃の卒業証

(31ページ参照）。 なお，

本科の卒業証書には学科目の点数までが記載さ

（昭 2林卒 夏 目正 ）

本 多 静 六

ドクトル・林学博士、本多静六先生

まず目に浮かぶのは詰襟の黒服二重ボタンの

堂々たる体躯と太い籐のステッキである。講義

は部厚い先生の著書の逐条説明であったが，最

初の時間に「僕の講義が嫌になったら足で床を

打ち鳴らせ。 そうすれば誰がやったかわからな

いし， 講義は中止する」といわれたが，講義は

ユーモアが入刃漫談めいて飽〈ことはなかった。

また次週の講義の予告をされ，予習をノー トし

て来いという ことで，次の時間に質問される。

その解答によって採点し，定期試験は省略され

た。解答にノートはみてよいが教科書はいけな

いので，毎週が試験と 同 じで学生にと ってはか

えって負担であった。

造林実習は千薬の清澄演習林で，野外で色々

講義され，その内容は当番が細大洩 らさず筆記

しつつ，翌 日昼休みにこれを読み，聴きちがい

があれば訂正させる。 これをプロトコルといっ

ていた。実習の際， 他の教授と変わったことは，

先生に毎年同じお付きの女人夫か居た ことで，．． 
その名ははつとはなといった。先生は 3米余 り

の麻ロープを腰に巻き，余りは束ねて左手に持

ち，右手に測量用の一間のボールを杖代わりに

突いて話される。歩く時はロープの両端をはつ

とはなが肩にかけて先生を引張り，先生は坂路

でも反り身で足を運ぶという 具合である。はつ

と,~ ~-は汗だくであるか，先生は楽々と足を運 I
はれた 12¥ (昭2林卒夏目正） ー—_J

3
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大正12年獣医学実科入学者 この中に日本獣医畜産大学教授星修三，前大阪府立大学教授一色於菟

四郎、前山口大学講師藤村忠明，前麻布獣医科大学教授篠永紫門がいる。前列中央左は獣医学科主任仁

田直，右は獣医学実科主任島村虎猪

獣医学実科

実習の思い出 家畜解剖 実習は，専門科目で

最初に課せられた実習で， まず馬の骨学から始

まった。特に骨の各部名称を学名で毎週初めに

テストされるので随分悩まされた。 骨を自宅や

寮に持ち帰って一生懸命勉強するものもいた。

筋•内臓· 脈管・脳神経系等を系統的に指尊

され，主として馬体解剖で年20-30頭ほど軍の

老廃馬が実習に供された。他の家畜は比較解剖

として用いられたが， その数は少なかった。

装蹄実習はます蹄鉄造りから始まる。鍛冶屋

さんのように20cm位の鉄を適度に焼いて馬蹄型

に折り曲げ孔をあける。 出来上るとそれらを並

べて優劣がつけられ， それが実習点になったも

のだ。馬にさわったこともない生徒も冬学期頃

になると馬の前肢 ・後肢をかかえて装蹄するこ

ともできるようにな った。

牧場実習は一年生の夏 (7月頃）三里塚の宮

内省の御料牧場にクラス単位で実習に行 った。

宿舎は長い田舎風な建物だった。 広い牧草地で

の乾草作り・馬馴らし・バター作り・堆肥作り

・豚鶏の飼育等で約 3週間位だったろうか。 と

にかく ー通り習ったものだ。宿舎には炊事の お

ばさん 3, 4人が食事の用意をしてくれていた

ので，若い学生はたら腹食ったものだ。 食事が

終わると夜の散歩に町へ出るものも，高歌放吟

するものもいた。

乗馬実習は青山にあった陸軍大学校で行われ

た。今ならすぐバスに乗るだろうが，渋谷に 出

て三 々五々テクッたものだ。教官の指導でどう

やら乗馬が出来るようになった。

自由な学生生活・流行歌 駒場の学生生活は

比較的バンカラではあ ったが， 自由自立の実学

精神があってか，当時の不況にも拘らず割合に

ノンビリと自由を楽しめるものであった。駒場

の学園生活，大運動会等は実科で学んだ当時の
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者にと っては終世忘れることので きないもので

ある。

渋谷の道玄坂付近にはカフェー ・雀荘 ・ビリ

ヤード等当時としては華美な遊び場もあったが，

本校の生徒は比較的堅実の方で， これらの利用

者は少なか った。

流行歌は時代の風潮を物語るとかいうが，当

時の流行歌には船頭小唄 ・流浪の唄 ・籠の鳥 ・

馬賊の 唄• からたちの花 • 酒は涙か溜め息か ・

丘を越えて• 影を票いて等があった。満）小l事変

以後の世相は漸次，緊迫の度を加えてきて退廃

的 な歌が禁止されるような一面もあった。当時

の本校学生 が愛唱した「駒場小唄」にあるよう

に， 「駒場よいと こナ， 雲 とマタ自由の住むと

ころ」は実科時代の気持を十分に表現している

のではなかったろうか15)。（昭6獣卒諸林武俊）

蹄鉄づくり（上）と装蹄実習（下）
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（上）渋谷・道玄坂あたりを濶歩する

実科生（昭和 9年頃）

（中）その当時のクラス会風景

（下）寄宿舎のス トープ会譲

（昭和 2年頃）
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4 東京高等農林学校の誕生

4.1 目黒駒場から府中駒場へ

昭和10年 4月 1日に東京高等農林学校が誕生

した。 その際，実科に在学する生徒はすべて同

校の相当学年に編入され，授業は同月 10日から

目黒駒場の東大農学部構内で始められた。

同年 7月，本科 （東大農学部）は本郷の第一幽

高等学校跡へ，実科即ち東京高等農林学校は府

中へと袂を分かった。

東京高農の敷地は元東大附属府中演習林で，

その隣地を買い足し，府中町の好意によ って，

同町字蛇窪を「駒場」 と改め， ここを 「府中駒

場」 と称した。移転に先だって農科の学生はそ

の前年から農場及び敷地の開拓に当た っていた

が，同年 6月下旬には農科の 1- 3学年生が一

足先に新寮に入って農場開墾に従事した。

松・楔・楢・檜等が混生する演習林の開墾に

は， トラクター・抜根機 ・カーリットという爆

薬等を使った。農学科の いわゆる伝統的パイオ

ニアである。

他の学科は同年 9月までに移転し， 3学科と

も同月から府中で授業が行われた。

同年10月12日松田源治文相来校， 16日独立記

念祭，生徒寄宿舎 は「駒場寮」 と命名され， 18

日記念運動会を行う 。

松田源治文相は同年 4月に建設中の学校敷地

内外を視察していたが，秋の月見もよかろうと

再訪し， 「日本精神の涵養」について教職員と

学生に講演した14¥

初代校長麻生慶次郎は創設の意義について大

要次のように述べた。

「国情重大の時機に農民を指導する人士の

養成は緊急であり，そのときの本校設立は有

意義である。実科は永年東大内にあ って，そ

の伝来の特質と伝統は他の専門学校にはない

異色のものである。諸君は本校において時流
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に卓越した質実剛健の大精神を涵養せよ。 徒

らに小策を弄し空言輩語に耽るが如きは慎ま

ねばならぬ。云々 14)」

この談話は， 前 に紹介した古在由直前東大総

長の「実科独立の意見」，松田源治文相の「 日本

精神の涵養」なる講演とともに，時の左翼思想

を憂い，農民の動揺を案じ，併せて徳望高き指

導者の養成を本校に求めていたためのものであ

った。

その背景には次のようなことかあ った。

~ 稔ゑ
麻生校長の鍬入れ（昭和10年 7月1日）

そして，カーリットによる爆破，抜根，整地の作業

に明け暮れた

「我々が在学していた頃は，昭和恐慌に重なる

世界恐l荒があり，農産物価格の暴落や東北凶作

など相次ぎ，世はまさに農業恐慌の渦中にあ っ

た。 企業倒産・失業者の増大・ 労働争議 • 小作

争議の頻発 ・左数思想の台頭などで社会不安が

つのり ，つ いには中国大陸への武力進出となり ，

昭和 6年に満州事変の勃発をみた。 これが第二

次世界大戦へと拡大する暗い悲劇への幕開けと

なるのである。」15) (昭 9農卒松永正隆）
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木の香も芳し い駒場寮

68 

~,Jii., .,,> .'・・・ 

武道場も竣工 （昭和12年10月。農学部に現存

する唯一の木造建槃物）

4.2 拓殖学科の増設

東京高農とはいっても ，実科の全学年が揃っ

て移転したので，設備その他が間に合わない不

便があ った。教官は東大との兼任者が多かった

が，教職員 • 学生は一丸 とな って自治自立にカ

を尽くした 。 また従来農 • 林 ・獣の三学科が個

I 駒場 の伝 統
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第

3
代
校
長

・
小
出
満

々別 々の感じであったのが，

和合統一してきた。

昭和11年 3月， 麻生慶次郎校長が退官し，

二代校長に宮崎高農校長の松岡忠ーが赴任した。

新校長は本校創始期の諸事 を継ぎ，

しての諸規則を整備し，

年 2月， 校旗が制定され，

た。 同13年 4月， 松 岡忠ー は文部省督学官に任

ぜられ， その後任に鹿児島高農校長兼九大教授

小出満二が就任した。

日中事変は拡大し，

ようになり，

し，

授業を開始した。

あり ，

次第に学校全体が

専門学校と

秩序を軍んじた。

第

同12

10月武道場が竣工し

挙国一致の緊張を要する

獣医学科の入学定員を60名にふや

新 たに拓殖学科を増設し， 同14年 4月から

同学科は海外， ことに東亜大

陸に向かうぺき指導者を養成することが目的で

これはまた時代の要請でもあった。

4.3 

前述のように実科は昭和10年 4月 1日に東京

高等農林学校として独立し，東京都下府中町（現

在の府中市）に新校舎を建設したのでその祝賀

の準備をしていたが，

延期となった。

3月ようやく創設工事一切が完了したので同年

4月28日，

朝野の来賓多数を迎えて祝辞をうけ，

友会の在京 ・地方の各代表と学生は喜びを共に

した。

独立記念式における小出校長の

式辞

を述べた。

同12年日中事変の突発で

工事 も繰り延べられたが同15年

独立記念式典が講堂で行われた。

このとき小出満二校長は駒場農学校開校

のときの勅語を奉読し，

これはわか国が米英と戦端をひらく

1年半前のことであり，

の公式の式辞である。

駒場交

さらに次のような式辞

リペラリスト 小出校長

4
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70 

学校長式辞 小出満二

本日は当校新営の工事が一先づ完成したので、

創立以米を追懐し独立を記念して式典を挙ぐる

ことに致した処、来賓各位が御多用中この辺地

まで来臨されたことを厚く感謝す。絃に本校の

成立につき一言 したく、暫く御許を願ふ。

本校は昭和十年四月に創設、同時に東京帝国

大学農学部実科を其儘移管した。創基は遠く明

治初年にあり、内藤新宿（今の御苑の所）に初

て設けられてから七十年に近く、駒場野に校舎

か落成して畏くも明治天皇の行幸を仰いだのが

明治十一年一月廿四日で、 宮様方を始め文武百

官屋従し盛典であった。陛下御自ら開校し給っ

たので、先刻奉読の勅語を下賜せられ、その御

趣旨を奉じて教授訓練の要となし、その光栄の

日を開校記念日と定めてをる。その時の当事責

任者であ った内務卿贈右大臣大久保利通公は謹

んで祝辞を奏上し、深く期するものがあ った。

大久保公は維新元勲中でも卓越した政治家で、

国力を強め国威を揚ぐる為めには産業の開発を

急務とし、各種産業の振興を図った。その方面

の人材養成か必要で、先づ農学校の設置を計画

した。駒場農学校の成るや賞典禄二箇年分を寄

贈して奨学資金に充て、以来その恩恵に浴した

学生は多数に上り、現に東京帝国大学に引継が

れて将米に及ぶのである。また本校の徽章は菊

と桐を表したものだが、公の尽力で特にお許を

得て定め られたと聞く 。惜しいことに間もな〈

公は凶刃に斃れたか、若し天寿を全うせられた

なら農業の為には元より 、他の産業の為にも必

ずや更に多大の貢献を致されたに相違なく、誠

に残念であり邦家の損失であ った。

本校は今日に至るも公を創設の恩人とし、毎

年その忌日には墓参などして遺風を仰いでをる。

単に創立当事者たるのみでなく、また奨学資金

を寄附された為のみでなく、良く本校の使命を

示して方針を授けられたのである。即ち維新当

時の開発の趣旨により、泰西の学術技芸を輸入

すると同時に我が在来の固有なものを進展せし

め、学理に偏せず実際に即して勤労することを

重んじたので、本校が一種の学風をつくりたる

のも全く公の精神に基いてをる。公の後は松方

正義公が引継いだので、従来その所見を同じう

して形影相伴ふ間柄、方針に異動なくして万事

進められたのは甚だ仕合、本校が松方公その外

当時の関係者に負ふ所は亦少くない。

爾来駒場の農学校は幾多の変遷あり、最初内

務省の下に出来たのが農商務省に属し遂に文部

省の所管となった。東京農林学校を経て帝国大

学の一分科となり、今日の東京帝国大学農学部

となった。その本科と共に最初から特別の実習

を重んずる学科かあり、試業科とか別科とか乙

科とか呼んだ時もあり、最近は大学部に対して

実科と称せられてゐた。

我が国土を開発し地産の増殖を図るといふの

か目標であり、且つ農山村の中堅となり当務者

たり指導者たるべく、能く自ら労役に服して作

業に従ふといふのが本来の特色で、入学者の資

格として田畑または山林幾町歩を所有するもの

や其の子弟といふやうなことか定めてあった。

六十余年を過ぎて現に卒業生は四千六百人を超

え、各方面に夫々の業務に従ってをるが、各自

の郷村に帰住して地方に重をなすものが相当に

あるのも、全く初からの趣旨に能＜ 叶ってをる。

創立は古く久しい間此種唯一の存在であり、又

中央に位して入学者も全国から集合し、卒業者

が遍く散在してをるのは申すまでもない。今絃

の事変に際しては陸軍獣医官として多数従軍す

るのは元より各科ともに応召者少からず、既に

幾人もの貴い犠牲者を出してをる。

最初から大学内にあり本科と相並びて育てら

れて来たので、一時本科の学生数が少かった際

には、駒場農場や千葉等の演習林に於て実科生

徒が多く仕事を為した。また世間に出てから後

は兄弟相共に手を携へて進み、国運の発展に応

じて斯界に尽したことは一般に認められてをる。

処が時代の然らしめたのか、一時この実科は廃

止されようとし、又は地方に移して新設の高等

農林学校と合併しようとの議もあった。関係者
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は左様な成行を其のまま見逃すわけに参らず、

問題となり運動となったので、或時は四百の生

徒が大挙して文部省に押しかけたといふやうな

こともあった。卒業者は相計りて奔走し、種々

の困難と幾多の曲折あり、 大正の半から十余年

を経過する間の苦慮は実に容易ならぬもので、

漸く認められ酬ゐられて昭和七年に至りて独立

が確立した。新営計画と合せて震災復旧事業と

して施行されたので、工事は総て東大営繕課の

御世話になった。

此の創設につきては政府並に大学代々の当局

者、及び先輩幾多の尽力に預った。故前総長古

在先生には晩年多大の配慮を煩したので、予算

の成立から校地の選定や建築の設計配置に至る

まで終始実に容易ならぬ御尽力に預った。敷地

としては此の府中に大学の演習林約十五町歩が

あったのを利用し、隣地を買ひ足して現在は二

十二町歩許り、水田は十数町を距る多摩川畔に

設けられた。地元か らも種々の便宜を提供せら

れ、特に町会の決議を以て此の区域を駒場と改

名した。尚ほ将来もお世話になることがあらう、

ここに感謝し且つ御願する次第である。校舎建

築の工事は昭和八年四月に始め、七箇年を要し

て去る三月完成、経費は約百万円、六十二棟で

総坪数三千八百余坪である。

今や工事 も終了して分離独立したが、東京帝

国大学とは密接な間柄にあり 、従来同じ所で兄

弟として暮したのが、分れて別に一家を立てる

こと になった。久しい間養育して頂いたことを

厚〈謝すると共に、本家分家として最も近い親

戚とな ったので、この際更めて末永く指導され

引立てられんことを切望する。

最後に一言すべきは新に拓殖学科か昨年四月

増設されたことで、之は海外殊に東亜大陸に向

ふべきものを養成する目的である。或は本校創

基の趣旨に反せずやとの疑もあるやうだが決し

て然らず、元来地産の開発と云って明治当初は

国内を対象としたに相違ないが、今は時勢の進

展に伴ひて朝鮮台湾樺太南洋といふ外地に及ぶ

は元より、更に大陸に至り南米にも至るべきは

当然となった。殊に東亜を一区域として進み、

新秩序の建設をするといふのである。本校の使

命は何等変更なく、時勢に応じて愈その活動舞

台を拡張するに外ならぬ。現に本校出身者は旧

来の農林獣医の三科ともに、満少I、i国等の開拓や

移住に指導者として努むるもの甚だ多〈、抑も

明治十一年開校式の際に最初の試業科生として

在学中であった方で、八十八歳の高齢を以て尚

ほ塑礫たる中沢潤二先輩は本日ここに御出席だ

が、ブラジル移住の先達として貢献されたので

ある。

武蔵野の中心に新しい校舎を完成して頂いた

ので、当初建設の趣旨を汲み、代々当事者が六

十余年間に育て上げた駒場実科の精神と伝統を

守り、更に時代に応じて改進を加へ、斯界に奉

仕すべき人材を出すことが本校の使命であり責

任であり特権でもある。今や空前の事変中では

あるが、 皇紀二千六百年を迎へ且つ教育勅語換

発五十年に当り、この記念すべき時に本校の式

典を挙げ得たので、私共は国家の重命を託され

た当事者として、本日を契機として万善を期す

る覚悟である。現に在学せる諸君は克〈此意を

体して今日の光栄を忘れぬやうに頼む。

本日の来賓各位によりて代表された各方面に

は、今後一層直接間接の御援助御鞭撻を切望す

る2)0 

（昭和15年 4月28日）
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永 井 威三郎

大 沢 竹次郎

4.4 雲と自由の住むところ…駒場精神

の継承

府中駒場の草創期は，

とまど ったが，

皆が努力し，

て幅も 20間，

もあったが，

ゃな 1,,ヽ んだ，

きくして，

宅

学生 も勝手がちがって

目黒駒場の精神を継承しようと

ストームも盛んにおこなわれた。

当時の卒業生の思い出は次のようである。

「当時正門から玄関までの道がかなり長く

広すぎるんじゃないかという人

原鉄さんがいうには，

これでもせまいんだ，

『そ うじ

もっと大

とにかく大人物を駒場は作らなき

ゃいかん』。 そして彼は自主性を強調して，お

まえたちはしっかりしろということをいろん

な会合のたびに言っていた。

保

実
科
出
身
の
教
官
た
ち

雄

東
京
高
農
初
代
農
場
長
・
谷
口
俊
＿

..• .. • 『雲と自 由の住むところ』

な自由な環境づくり ，

を深めようとして，

中 島 道

ー

れ
紗
ふ
，
：―a
 

その中での人間的接触

大久保公の墓まいりをし

た り毎年農学科の講農会で会合を開いたりし

ていたが， それらにはお互いに血のつながる

ような感じがあった。」 13)

（昭13農卒

つ こ とをモットーとし，

技の習得を重点としていたが，

方針は受け継がれた。

のを1昔りて，

等の現地実習が行われ，

郎

g兎
、J
I
 

（自画像）

というよう

成毛半平）

「実科時代の教育方針は実社会に出 て役立

机上の学問と共に実

独立後もこの

実習の時間が相当多く ，

独立早々は自校の演習林はなかったので東大

造林 ・測量 ・製炭 • 林道 ・砂防

予定期間に終らない

ときは現地 に残留させられるほど厳しかった。
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昭和13年12月当時の教官

校長：小出満二， 教授： 永井威三郎・近藤正一

・末松直次• 鈴木秀雄 • 杉原清一・ 望月苓 ・近

藤康男 • 有働繁三 • 三宅保雄・大沢竹次郎・中

島道郎• 石井悌 • 高山茂七郎・松岡富治• 木島

俊雄• 谷口俊一 • 宮本一雄 ・ 芝木武夫• 伊藤秀

ー ・染野喜一郎， 助教授： 飯島忠雄 • 月野誠道

• 夏目正• 前野茂夫 • 石黒秀雄• 関明• 桜井信

雄•黒岩菊郎・高橋八太郎・山田誠，講師：岩

住良治 • 岡田隆平• 湯山清 • 諸戸北郎 • 奥野道

夫 ・村田庚午郎・柴田秀賢 ・弘中勝• 田中八百

八 • 黒板勝美 ・ 酒井克己• 岩松五良・丹羽鼎三

• 佐藤繁雄・ 小寺俊吉 • 宮田長次郎・木下広野

・ 宗正雄・ 三浦伊八郎 • 田 中丑雄• 島村虎猪 ．

麻生慶次郎 • 新美1官太 • 橋川 渡• 大峡秀栄 • 今

岡英夫・大塩義男

また夏休み期間は営林署や会社の山林事業所

で， あるいは樺太 • 台湾の山中で林業体験を

積んだ。」15)

「旧制中学で しめつけられていたものにと

って駒場は何とおおらかなも のかというのが

実感だった。 3年生が休み時間にやってきて，

こせこせするな，

自由間達にやれ，

（昭13林卒

人間が小 さくてはいかん，

とよくいわれた。」 15)

（昭14獣卒

「家庭的な雰囲気で，

規則規則 とうるさくなって，

中にきてからおかしくな っ た”

ては訴えてまわった。」 15)

（昭14獣卒

安藤辰巴）

高嶺 浩）

ノンビリした良い学

校だった。上級生は“専門学校になってから

駒場の気風が府

とOBを訪ね

Jll村 亮）

.•• ー王

墾の先頭に立ち，

沢竹次郎教授，
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（上）独立2年目の学生募集ポスター

（左）当時の府中～国分寺間のバス

（府中乗合自動車商会の経営）

教官もまた駒場の伝統をひきついだ。 農場開

自らトラクターを運転して抜

根作業を行った谷口俊一農場長，

永井威三郎教授 • 石井悌教授，

講義のかわり

に上野動物園 を見学させて教えた獣医学科の大

おおらかでリベラルな農学科の

それに林学科の

三宅保雄教授 ・中島道郎教授をはじめとし， 各

学科には実科出身の教授・ 助教授 ・講師が大勢

しヽた。

独立早々は東大との兼任教官も多かったが，

昭和13年頃になると教官も専任者で占められる

ようになった。次に昭和13年12月における教官

名を上に列挙しておく 。

このよ うな人々によって気宇壮大な人づくり

と実学の学風が継承された。
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（上）独立第 2回運動会のデコレーション（昭和11年秋）

（左）独立当時の府中の栂並木

（下）昭和15年頃の東京高農全景

I 駒場の伝統
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府中本町水田の田植え

4.5 附属施設

●農 場

独立当時の農場は，駒場の伝統を具現する重

要な場として多くの人々によりその整備が進め

られた。農場用地は構内 に約13ha, 府中本町 に

水田3.3ha,合計約16.3haであった。

構内農場は 旧束大演習林で， この開墾は職員

• 学生 の労働によってなしとげられた。当時の

卒業生は「来 る日も来 る日も農場実習は開墾，

開墾であった」 15) と懐古している。

農場の各種の施設がある程度整ったのは昭和

15年 で， こ の こ ろから養畜• 温室栽培など多面

的な実習かできるようになった。

昭和 9年 から本町水田に水稲を作付けしたの

~心~-., "> 

堆肥積み

で，学生は目黒駒場から通いの実習をした。機

械力利用の少なかった当時，人力による開墾を

遂行 した学生の労苦は大変なことであった。

整備が進んだとはいえ，新設農場は多くの課

題をかかえていた。 とくに第 2次世界大戦の影

響は資材 ・労力の不足となってあらわれ，学生

の献身的奉仕にも拘らず，農場の発展が大きく

阻害され，不本意な運営が戦後まで続いた。

戦中はもちろん戦後の数年，農場運営の主役

は学生であった。 日中授業としての実習に精魂

をかたむけるばかりでなく，夜にいたっても“私

的実習”がなされたと伝聞されている。 深刻な

食糧事情の一端がうかがわれる。
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●演習林

独立早々は独自の演習林はなく，東大の千葉

• 秩父 • 愛知などの演習林をイ昔りて各種の現地

実習を行っていたことは既述のとおりである。

本校の演習林は開校当初から林学科の施設と

してその設置が計画され，昭和15年 5月に御料

地 533haの移管をうけて演習林とした。 これが

当時の草木演習林 (279ha)・大谷山演習林(92

ha)・ 唐 沢山演習林 (162ha)である。 また同17

年 6月には東大 （東大農学部附属秩父演習林）

から 334haの移管をうけ，こ れを埼玉演習林と

した。

草木演習林の設置にあた っては地元の絶大な

協力を得，同演習林の本校への移管が帝室林野

局において正式決定される前にその寄宿舎が建

設されている。 また唐沢山演習林については地

製炭実習

元の唐沢神社の氏子ー同から返遠運動が起こり，

代替地を付して検討を迫られたこともあ ったが，

当時の校長や林学科主任教授などの英断と荏闘

により 事 なきを得た。この際本学 は 「地元民に

よる林内落葉落枝採取」の従来からの慣習を継

続した。学生実習には草木 ・大谷山・ 唐沢山の

三演習林を 主 として使用した。

●家畜病院

家畜病院の完成を見たのは昭和11年のことで

ある。 当時としては他に比肩 すべきものがない

最新設備を誇る鉄筋 コンクリート建ての独立し

た立派なものであった。内科・外科の研究室を

備えた上に外来診療業務も十分可能な規模であ

った。 またバンソー式倒馬機等も備えており，

当時としてはユニークな病院であ った。 なおそ

の面積は264m'(80坪 ） であ った。

76 I 駒場の伝統



従って当院設立後は他高農からの見学が相つ

ぎ， これが事後に設立された他校獣医科の家畜

病院の整備充実に寄与したことは事実である。

なお第 2次大戦の後期に本校獣医科は全国各

農専の陸軍獣医部依託生徒約80名の集合教育に

あた ったが，その臨床実習にも当病院が用いら

れた。

4.6 東京第二臨時教員養成所の設置と

東京農林専門学校への校名変更

当時の中学校 ・高等女学校の生物科の教員を

養成する目的で東京地区に二つの臨時教員養成

所が設置された。その一つが昭和18年 4月に東

京第二臨時教貝養成所（生物科）として本校に

併設された。同養成所は昭和24年 3月末に閉鎖

されたが，それまでに82名の卒業生を世に送り

出した。

ちなみに，東京第一臨時教員養成所は東京文

理科大学（のちの東京教育大学）に設置された。

学制改革によ り，昭和19年度から東京高等農

林学校は東京農林専門学校と改称され， この名

称は大学移行まで続いた。

昭和11年に完成した家畜病院（左）と

バンソー式1至＂馬機（ 上）

昭和15年頃の府中の町並み（上）と国分寺駅（下）
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（上）富士山麓の野外教練

（左）勤労報国隊の勤労奉仕

（ 満州 • 西郊）

5 戦時下 の 学園

5. 1 軍靴の足音

昭和10年ころ， 1日制中学の軍事教練や軍国主

義教育を受けてきたものにとって，駒場の軍事

教練（軍教）は拍子抜けしたようなもので，体

操の時間に軍教をやるだけという，のんび りし

たものだった。 しかしそれが，府中に移った頃

から次第に「非常時」の声が高くなり，学園に

も軍靴の足音が確実に迫っていた。

「文部大臣松田源治が月見にきたといって

午後から『日本精神について』の講演をやり ，

陸軍大将荒木貞夫が文相のときもきて時局講

演を行った。本校国史講師の文学博士黒板勝

美は『祭政一致』とか『日本精神』の講話を

しょ っちゅうやっていた。」13)

（昭11獣卒 岡田正典）

体採の教官は退役の陸軍中佐であり ，配属将

校はもちろん，常駐していた。

そして昭和11年の2・26事件。帝都に戒厳令が

しかれて学校は休講。大雪の中を寮を飛ぴ出す

もの， ラジオにかじりつくものもあり，全校生

徒の身近かに戦争の予感が迫った。 このころか

ら獣医学科では陸軍の依託生 （陸軍獣医部から

手当が支給され，卒業すると陸軍獣医将校にな

る生徒）の人数が増えた。 その校内組織 「紫誠

会」の会員は その月例会に軍人勅諭を奉誦し，

配属将校から講話を聞いた。 夏休みには騎兵連

隊に 3週間の入隊，現役獣医将校の先輩との交
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流として 「桐紫会」 がひらかれた 15)0 

（昭15獣卒 高橋威彦）

やがて同12年 7月日支事 変の勃発，

と戦争への道に拍車をかけた。

校内に満蒙開拓会か生まれたのもこの頃で，

勤労実習団が組織さ九，同13年 7月に北満少卜I(現

中国東北部）に 3ヵ月派遣された。

続いて同14年には輿亜学生勤労報国隊が編成

され，本校からも 10名が北支蒙彊班に参加し，

北京郊外の飛行場建設や軍指導の農場で作業に

汗を流した 13)0 （昭15林卒
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続いて同年11月，

昭和14年から灯火管制と消防訓練もはじまっ

った駒場学友会は改組され，

教職員一体とな って大政翼賛をすることとなり ，

精神面から戦争に総動員されることにな った。

教官の服装も次第に国防服が 多 くな った。

食糧 • 衣料も不足し始め，

情に比較的有利なはずでも若い生徒達には不足

するので，

などを持って行かれたことも少なくなか った。

同20年 7月にはわが校にもグラマン艦載機が

来製，

●●9●螂" . —.. ●9と・- 一

駒
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拓
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発
会
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14
年
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今までの学生自治組織であ

報国団と名を改め，

わが校では食糧事

時には農場の野菜や馬の解剖後の肉

機銃掃射を受 けたが幸いにして損害は軽

微であ った。

た。 同15年皇紀二千六百年記念行事があり， 大

東亜共栄圏構想がうち出された。
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海軍予備学生として出陣する四兄を送る

（昭和18年 9月10日）

習志野練兵場で

5.2 学徒出陣・勤労動員

昭和16年12月 8日の米英に対する開戦は，全

国民を第二次世界大戦にまきこむことを決定的

にした。

専門学校と実業学校は翌年 3月卒業予定の学

生•生徒を 12月に繰りあげ卒業させることにな

り， またその翌年からはさらに繰りあげて 9月

卒業とした。これが同20年まで続く変則卒業で

ある。獣医科生徒は獣医将校として戦力にする

という軍の要請で，補講が多くなった。

そして拓殖科では 2年生から満蒙開拓の実習

ヘ，続いて農科の学生もこれに参加した。それ

ぞれ 1-4ヵ月を満J小l二龍山鎮の開拓農場で勤

労奉仕した。その最中，第 1回の学徒出陣が行

われた。一方，同17年 にはミッドウェー海戦に

敗退，同18年 2月にガダルカナル島撤退と敗戦

が続いた。

文科系学生の徴兵検査延期も廃止になり，続

いて理科系も直接戦争に役立つ学科の学生• 生

徒だけをのこして徴兵されることになった 13)0 

昭和18年 10月21日，小雨降る神宮外苑の競技

場において出陣学徒壮行会の分列行進が行われ

た。閲兵するのは時の総理・陸軍大将東條英機。

東京高農からは同年12月 1日に入隊する数十名

が参加した。

一方，満州に勤労奉仕に出ていた学生も ，12

月 1日に入隊した。戦場にかりたてられる学生

はその後も続き，同19年からは徴兵が 1年繰り

上げられ，満19歳で学業中途にして出征するも

のがふえた。

在学生は一年生だけを残して農科 ・拓殖科の

一部の学生は開拓や農兵隊幹部養成という名目

の下に内原訓練所へ， その他のものは地方農事

試験場・指導農場などへ勤労動員された。また

林科の学生は営林署等関連分野に動員された。

80 I 駒場の伝統



長野県で勤労奉仕に励む拓殖学科生（昭和19年）

これがさらに同20年 4月からは， 1年生も含め

て，勤労動員が通年化されてしま った。 また諸

教官も応召され授業は他の教官で補充していた

が，やがてそれもほとんど出来なくなり，残留

生徒は教官の研究補助か農場実習な どに終始し

ナっ~ o 

獣医科はもっばら陸 軍獣医将校の養成にあた

り， 第二次大戦の末期からは陸軍獣医部の依託

生のために本校の一部が用いられたが，間もな

く終戦とな った。

5.3 自由の伝統を守った人ー小出満二

校長一

昭和16年 4月， 2日間にわたり，文部省実業

学務局長 ・農業教育課長 ・督学官 ・教学官並び

に軍部関係者等による総合視察が行われた。

講義状況をはじめ寮 ・購買部（現生協の前身）

その他隈なく視察がなされた。視察後全教官を

農場に残って食糧増産の指

揮をとった第2代農場長・

加茂善治

集めての講評で「寮には舎監がおらず，購買部

ではタパコを販売しており，学生には長髪 ・下

駄履きの者が多いこと」などを指摘し，これら

はすべて学校管理の甘さによるものとキメつけ

ての酷評であ った。 これに対し小出満二校長は

「ご講評には， なるほどと思われることもある

が， 納得のいかないものも多々あります。とに

かく私はこの学校の責任者でありますから， ど

うか信頼してお任せ願いたい。 そして本校の卒

業生の10年後の活躍を見ていて下さい」と敢然

と言 い放たれた。 当時の教職員・学生に満幅の

信頼をよせていた小 出満二校長の偉大な姿が偲

ばれてならない。 当時の学生が卒業後活躍し，

小出校長の期待にこ たえたことはもちろんであ

る。

「昭和16年12月 8日， この日は太平洋戦争

開戦の日である。 この日の朝はうす冷えはし

ていたがさわやかに晴れ渡っていた。当時本
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校でラジオが備え付けられていたのは宿直室

のみであった。この朝小出満二校長はこの宿

直室の前のコンクリート廊下に立って， うつ

向き加減にジーッと 一点を凝視して微動もせ

ず，開戦の戦況を伝えるラジオ放送に聴き入

って いた。 それは望みなき開戦を嘆き，そし

てまた祖国の前途を憂慮している老校長の姿

であった。」 （昭17拓卒 山本兼三）

昭和20年になると空製はますます烈しくなり，

府中にも艦載機か来襲し，校舎に機関砲が撃ち

込まれた。

こうした戦時下の学園で，配属将校をはじめ

とする体制側に立つ教官もいたが，学園の自由

を守る教官も多かった。 とくに小出満二校長は，

配屈将校の干渉に対して「この学校は私が校長

だから」 15) と規制をはねつけ，また査閲のとき

も「教官は分列行進に参加しなくてもよい」 15)

と，軍事教練の先頭にたたなか った （他の学校

では教官が生徒の先頭に立って行進するのがふ

つうであった ）。 学生に対しても，入学式のとき，

北満の大地に勤労の汗を流す東京高蔑生

（昭和16年頃）

「巻脚絆は巻いてもよいし，巻かなくてもよい。

煙草もすってもよいし，すわなくてもよい，要

は自分の心の問題だ。君たちは紳士だから，君

たち自身で責任をもってやるなら何 をやっても

よい。 しかし社会に出てからは社会人として規

制されるから 気をつ けよ 」16)と訓話したという 。

「戦争のことは兵隊に任せて，君たち学生は勉

強に熱中しろ」 13) 「駒場寮は自治寮だから」と，

文部省の規制を弱めて，舎監の常駐も強制され

ず，ストームも禁止されず，駒場寮の自治は小

出校長と寮生によっ て最後まで守られた。

出征する学生にも， 「いのちを決してむだに

しないように」 「生きで帰れ」 13)とはげまされる

教官が多かった。 “自由駒場”のシンボルのよ

うな小出満二校長だったと，当時の卒業生の多

くが語る 13)。これも尊い駒場の伝統である。

当時， 学徒動員の派遣先は大体軍需工場であ

ったが，動員にあたって小出満二校長はそれぞ

れ各学科に関連して勉強の助けになるような配

慮をした。
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第二次大戦後の学園復興

6. 1 敗戦の混乱の中で
かしたので， 学生ー同感泣した」13)

その冬休みには転入学生の補習授業が行われ

小 出満二校長は終戦の数日前に講堂に全教職

員・ 学生を集め，

噂等にまどわされず，

め」13)と講話した。

は

謹慎中である 」13)

「重大な転機があっても巷間の

常に落ち嗜いて勉学 に励

勤労動員先の学生にも 手紙を送った。

「敗戦日本の前途を憂い，

それに

戦争の責任を感じ

と述べてあ ったという 。

そのうちに軍隊から復員するもの， 動員先か

ら帰るものが続いたが，昭和18年 4月入学した

ものは同20年 9月の卒業であった。 それ以後に

復学したものは同21年 3月卒となった。

「同11月15日には陸海軍諸学校と高等商船

学校からの転入学生の入学式が行 われた。

t> -o お互いに食べるものもない時であったが，

よく 出席した。

に休講が続き，

しかしその後の半年位は全校的

翌21年 5月下旬，学生代表は食

糧が欠乏してこのまま 学業は続けられずと，

糧休暇を学校側に申し入れ，

った。

食

1ヵ月の休暇とな

農場実習は相変わらす農科以外の学生も

空腹をかかえながらよくやった。有名な 「夜間実

習」

社会一般には，

かに生きるかという生命存続の危機があり，

方，

が深刻な問題とな った頃である。

敗戦の虚脱感から抜け出てい

何よりも食うことが先決と ，

ヤミが横行し，

かった中で，

食柑量を求めて

強盗・ 殺人・浮浪• 餓死等の多

駒場の学園は大きな混乱もなく復

のとぎ農科 2年へ 5名， 同 1年へ49名が転入 興へと向かった。

学した。 同月 21日新穀披露式が行われ， この

折小 出満二校長は本校を辞めることをはのめ
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（上）藪後第 1回の林学科入学生。

思い思いの服装に当時の生活

がしのばれる （昭和21年 5月）

（下）その学生たちの巣立ち。 3年

の歳月を経て服装の変化が目

立つ（昭和24年 3月）

6.2 その当時の校内の動き
のとして，

昭和20年12月，

--:1 II l:f 
胃 “

小出満二校長は戦争の責任を

感じて校長を辞任し， 第 4代校長として三重農

林専門学校より高橋隆道が赴任した。

東大の一部をなし，

学生は真理の探究，

教育者であったが，

当然のこ

とながらその教育方針には在来の本校のそれに

比していささかの変化がみられた。

そもそも実科は目黒駒場にあるときから常に

教官はすべて大学人であり，

学問の自由と自治の精神の

もとに訓育されてきた。

理に専念してきたので，

従って入学早々から一

人前の紳士として処遇され，

してきた。

自らの責任で行動

高橋隆道校長は古武士的性格を備えた立派な

今まで専門学校の教育・管

本校に赴任してきて幾

分勝手がちがったのであろう 。

学生は学校当局の指示・オ昔濯をことごとに官

独裁だときめつけた。

この頃，

れた。

また当時の民主化運動の全国的ひろ

僚的規制であると受けとめ， あるいは感情的に

がりの中で， このような受けとめ方は当然のこ

とだったかも知れない。

校内民主化の動きが次第に活発化し，

昭和21年には教職員組合• 学生自治会が結成さ

また厳しい農場実習を課せられた学生達

からは実習改革の声があがり，

どからは農場収穫物の分配要求が出された。

同22年 2月 1日前後はいわゆる 2・1ストを

めぐる動きも活発で，

自由な学風下に育ったも

教職員組合大会や学生大

会がさかんに開かれた。 このころから学内のサ

ークル活動もさかんになり，

活し，

教職員・学生な

駒場社会科学研究

会・駒場文学会・演劇同好会など， 理科系以外

の研究会やサークルができたのも時代の反映で

あろう 。

同22年秋から文化祭・運動会・収穫祭等が復

往年とはまたちがった若いエネルギーが

発散された。

6
 

第二次大戦後の学園復興 85 



.,,, 心●

·-ロロー- ·~),I:~
昭和21年，駒場運動会も復活。新設された悪芸化学科の仮装行列（昭和23年11月）

6.3 農芸化学科と農業土木科の創設

「終戦当時の学科は旧来からの膜• 林・獣医

のはかに拓殖と生物（束京第二臨時教貝養成所）

があり，全部で 5学科だった。 このうち獣医科

だけは入学定貝が当初の 2倍で， 1学年60名に

なっていた。 これは同学科が主として陸軍獣医

将校の養成にあた ったからであるが，その必要

もなくなり海外雄飛も夢とな ったので，拓殖・

獣医両学科の体質改善が考えられた。そして獣

医科の入学定員を半減して旧に復し，新たに農

芸化学科を作ることになった」18)

これは当時農芸化学科設立の企画者の 1人で

あった川村亮教授の思い出である。

また農業上木科新設当時の責任者山崎不二夫

教授は 「拓殖科は満蒙開拓の技術的指導者養成

を目的としてつくられたものだから，敗戦によ

ってその存在意義を失してしまった。 だからそ

の廃止は当然の措置で，その代わりに農業上木

科が新設されることとなった」そして，「何より

も大事なことは，今まで軍国主義一点ばりの教

育をうけて育ってきた若者に民主主義の理念を

理解させ，その方向に志向させることだった。

農業土木科のはじめてのクラス会に出席して，

『明るい民主的な気風と， しっかりした科学的

精神とを科風としてつくりあげよう』とよびか

け， 『科学的精神というのは真理探求の情熱を

土台とした合理的批判精神であり，かつ自由な

囚われない民主的な精神だ』と強調した」19)

以上のことは昭和21年の 4月，敗戦の混乱の

中に創設された両学科誕生のいきさつと，当時

の学内民主化運動の一端とを示している。

6.4 困苦欠乏時代

戦時中軍需関係の研究をしていた学校は研究

費も潤沢で，設備も整ったが，農学関係は精神
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昭和23年頃の駒場寮（上）と床勉（とこ ぺん）（右）。困苦欠乏の時代だっ

たが “武蔵野” はまだ大き 〈息づいていた

力だけで何でも出来ると思われ予算も つかなか

った。戦後は戦災校の復興が優先と，ここでも
るつば

予算がつかず，化学の実験に地渦を焼くのに炭

火しかなか った有様である。

物資の不足 ・食糧の欠乏は戦時中もひどかっ

たが，戦時統制経済のもとにあ ったのでそれら

の流通 ・配給はまだ正常だった。 ところが戦後

はそれが全く混乱し，国家権力は崩壊し，統制

はとれず，配給は滞り，ヤミ取引の横行で頼る

べきものは自らの力以外になか った。学校も教

官も拓ける土地は余すところなく耕して作物を

作り，食糧の自給をはか った。

講義に教科書もノートもなく， ワラ半紙にエ

ンピツでノートする こ とが何年か続いた。

学生も食うためのアルバイトが優先で，学業

中途で去るものも多かった。その苦労話は『駒

場の青春』13)に詳細に語られ，寮の落書にも「ひ

もじさと君恋しさとくらぶれば 残念ながら

ひもじさが先」とあった 13~

そうした困苦欠乏時代の貧しい中においても ，

教官 は情熱を傾けて講義し，学生はたくましく

育 った。 この頃は復貝学生もいたので同一学年

の年齢層に幅があり ，思想的にもいろいろなも

のがおりお互いに視野 を広め，切磋琢磨した。

通学生・寮生の交流も厚く，深い友情で結ばれ

た。 また昼夜わかたぬ農場実習で鍛えられ，健

全な体をつく った。 それらがパネとな って戦後

の卒業生の中から教職 ・研究職 ・ 行政職 • 実業

界 ・報道界などの各方面へ多士済々な人物を輩

出した。

また， 「戦後復興は農業から」「平和日本の建

設」 という国民的目標によって，農林畜産関係

に生き甲斐をみつけ出した こと が学校全体を活

気づけ，やがて大学昇格運動へと発展して行っ

たのである13.16~
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西ヶ原の系譜（工学部の前身） 略年表

明治 7 3月内務省勧業寮内藤新宿出張所（現新宿御苑）内に蚕業試験掛か設けられ，蚕業

に関する試験・研究並びに伝習の業務開始。

8 8 月円中文助イタリーで製糸に関する技術を習得，麹町区内山下町博物館に伊 • 仏

国より購入した製糸機械並びに織機を据付け伝習する。

9 11月これを内藤新宿の試験場へ新築移転する。

10 勧業局試験場となる。

12 5月勧業局試験場を廃止。

17 4月麹町区内山下町に農商務省農務局の一分課として蚕病試験場設立。

19 10月蚕病試験場は北豊島郡滝野川村字西ヶ原の旧東京山林学校跡地に移転 （蚕業講

習所時代は官制発布の 3月18日を創立記念日としていたが，明治19年10月24日に西ヶ

原に移転したのを記念して，大正4年にこの日を創立記念日とした）。

20 4月農商務省農務局蚕業試験場と改称。

24 4月仮試験場蚕事部と改称。

26 4月再び蚕業試験場と改称。

29 3月農商務省農務局蚕業試験場を廃止して蚕業講習所を設立 (3月18日）。 初代講習

所長練木喜三，試験部長松永伍作， 伝習部長本多岩次郎就任。

32 3月京都に蚕業講習所設立のため本講習所を東京蚕業講習所と改称，初代東京蚕業

講習所長に沢野淳就任。

35 3月試験 ・伝習両部の官制を改正して養蚕部，製糸部とし，養蚕講習本科，養蚕講

習別科，製糸講習男生本科，同女生本科同女生別科の 5科に改組。

36 2月沢野所長逝去， 2代目所長として本多岩次郎就任。

5月常宮・周宮両内親王殿下，東京蚕業講習所に台臨。

37 6月富美宮 ・泰宮両内親王殿下，東京蚕業講習所に台臨。

38 5月皇太子妃殿下，東京蚕業講習所に行啓。

本科男生の入所資格を中学卒業程度とし，修業年限を 3ヵ年に改正。

41 5月伏見宮貞愛親王殿下，東京蚕業講習所に台臨。

6月皇后陛下 （後の昭憲皇太后陛下），東京蚕業講習所に行啓，親しく優渥な令旨

を賜る。

43 5月迪宮 （今上陛下）・淳宮（秩父宮殿下），東京蚕業講習所に台臨。

6月皇太子殿下 （大正天皇），東京蚕業講習所に行啓。

44 5月原蚕種製造所の官制公布，試験部の事業を製造所へ移管，豊多摩郡杉並村高円

寺に移転 （後の農林省蚕糸試験場）。 残る講習所は教育機関に改組。

大正2 6月官制改正，農商務省から文部省へ移管。

3 3月東京高等蚕糸学校と改称，養蚕科，製糸科，製糸教婦養成科設置，初代校長と

して本多岩次郎就任。
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業年次の 3年生が宮中紅葉山の拝観を許される。

5 10月創立30周年記念祝賀会と展覧会を開催。

皇后陛下，東京高等蚕糸学校に行啓。

8 5月養蚕科を第 1部 （後の養蚕科），第 2部 （後の栽桑科）に分け，養蚕実科を新設。

8 -9両年にわたり蚕糸大学昇格運動があったが結実せず。

12 9月関東大震災にあい，大損害を受ける。

12月規則改正，養蚕学科，栽桑学科，製糸学科と改称。

13 第49回帝国議会で震災による移転改築が認められる。

昭和4 2月北多摩郡小金井村に49,318坪の土地を購入。

5 府中町中河原に3,161坪の桑園用地を購入。

8年以降小金井校舎の予算が付く 。

11 4月本多校長， 日本蚕糸学会評議員会の席上で倒れ逝去。

5月今井五介葬儀委員長となり本多校長の校葬をとり行う 。

第2代校長として伊東広雄就任。

10月創立50周年を迎えたが小金井校舎工事中等のため記念行事を延期。

15 4月小金井校舎完成，小金井へ移転。

16 4月繊維学科新設。

10月創立55周年を機に新築落成祝賀会挙行 ・50年史刊行。

17 11月東伏見宮妃殿下，東京高等蚕糸学校に台臨。

19 4 月東京繊維専門学校と改称。 繊維農業科，蚕糸科（養蚕• 製糸コース），紡織科，

繊維化学科に改組，校長として伊東広雄が引きつづき就任。

20 8月終戦，学徒動員解除，復学，繰り上げ卒業等の措置。

9月 21年卒業予定者の繰り上げ卒業。

21 4月蚕糸科を養蚕学科，製糸学科に分離。

10月伊東広雄校長辞任，第3代校長として木暮横太就任。

22 10月貞明皇太后陛下，東京繊維専門学校に行啓。

24 5月東京農工大学設置により東京繊維専門学校は包括学校となる。

26 3月東京繊維専門学校最後の卒業式挙行。
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1 西ヶ原以前

1. 1 母校創基以前の変遷

明治政府の掲げたスローガンは，富国強兵と

殖産興業であった。 そして明治から昭和の初め

にかけて，輸出産業の第 1位は蚕糸業であった。

しかるに明治初年からヨーロソパで猛威をふる

いヨーロッパ蚕業の潰減を招いた微粒子病が我

が国にも発生のきざしがあることを政府が知り，

時の農商務省農務局長岩山敬義は蚕茶課長半井

栄の建議を容れ，練木喜三（後の初代蚕業講習

所長） を招いて，蚕病試験研究のことを委託し，

明治17年 4月，農務局の一分課として，麹町区

内山下町農務局出張所内に蚕病試験場を設けた。

隣りには内務大臣官舎と鹿鳴館があり，汐留駅

（新橋駅）にも近 く，便利な場所であ った。

そして微粒子病の害を防ぐため，明治19年 8

月17日に農商務省令第 9号で蚕種規則が発布さ

れ，そのための検査員を養成することが急がれ

た。また同試験場は蚕病に関する試験研究だけ

でなく，広く蚕業上の学理や実地の試験研究を

も行うことが必要になったが，手狭なので同年

10月24日に東京府下の西ケ原に移転した。

政府が養蚕や製糸に対する試験研究を行い教

育施設を造ったのは蚕病試験場が初めではなく，

既に明治 7年 4月内務省勧業寮所管内藤試験場

（今の新宿御苑）に蚕業試験掛を設け，翌8年 8月

92 II 西ヶ原の系譜



農務局昇病試験場平面図
内山下町時代

•、•

＇ ·• ． 
T 夏

L • -=• 
事

" 
Iさi'

9鱒

~ ロ」’‘ ， 

□: 
―. ・1. f. .. 

明治 8年，内山下町の博物館内で製糸，

撚糸の伝習生を養成していた

1 y 1~ 

には，内山下町博物館内にフランスから輸入し

た製糸機械• 織機を据付け，製糸および撚糸の

伝習生を養成した。翌 9年11月には内藤新宿の

試験場内に工場が完成した ので製糸工場はそこ

に移転した。翌10年それが勧業局試験場と改称

され， 12年 5月には廃止となった。この折，育

成した伝習生は明治初期の我が国蚕糸業の発展

に貢献したので，蚕事学校建設の建議もなされ

たが，同試験場廃止とともに実現 しなか った。

明治 17年課査 (1/10)
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蚕病試験場の平面図

1. 2 母校発祥の地

東京高等蚕糸学校は，西ケ原移転の日をも っ

て創立記念日と したため， それ以前の内山下町

については日比谷付近とあるだけであった。

この度当記念出版委員会が蚕病試験場跡地に

ついて調べたところ，そこは明治20年初めに渋

沢栄一，大倉喜八郎の両氏が発起人総代となっ

て提唱した帝国ホテル建設の地であり ，同年 8

月には建築計画に稽手し ている。そ して帝国ホ

テルは， その後内務大臣官舎跡地まで拡張され

ており，母校発祥の地は鉄道線路寄りの現在の

帝国ホテル管理棟のあたりである。

］ 西ケ原以前 93 
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盃病試験場の西ケ原移転とその後の発展

2. 1 西ケ原へ移転
転した。 この時政府か ら東京山林学校に対し，

明治21年に製作した錦絵には正門左側に農務

局蚕業試験場，

ヵ月前まで，

のである。

右側に 山林局試験場の看板が掛

かっている。所管の違うものが，門が同じでは奇

異に感じられるかも知れないが， 実は蚕病試験

場が明治19年10月24日西ケ原に引越した僅か 3

ここに本学農学部の罰身の一つで

ある山林局東京山林学校の看板がかか っていた

従ってこの地こそは農・エ両学部に

とって等しくゆかりの地であった。

94 

明治19年 7月22日に束京山林学校は駒場に移

「地所・建物・立木は会計局に引渡せ」という旨が

令達されているので， 明治15年に東京山林学校

が開校した時 6,000円の予算で，

した教場・化学教室・学生寄宿舎等は，

ところで，

が，

ると， 江戸時代は咄狩りの指定地で，

茂した高台であったようである。

陳列場を修築

そのま

ま蛮病試験場に引き継がれたことだろう。

この東京府北豊烏郡西ケ原の地

この頃どんな所であったかを振り返ってみ

樹木の繁

II 西ヶ原の系譜
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蚕業試験場の建物配置図

（明治20年 4月）
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明治にな ってからは郊外の散策地として知ら

れており，昭和15年まで歌われた校歌の一節に

「桜咲く山ほど近く，紅葉照る 川遠からず…」と

あるように，近くの飛鳥山は古く江戸時代から

上野 ・小金井と並んだ桜の名所であり ， また飛

鳥 山の麓は音無川 で，名所 ・名主の滝があり ，

楓の紅葉する時期には観光客で賑わった所であ

る。

飛鳥山の麓には，明治 8年から日本最初の洋

紙製造工場である王子製紙株式会社も創業して

おり ，大蔵省印刷周王子工場も所在した。また

敷地の隣りには本校と関係の深かった渋沢栄一0

子爵の別荘 （王子邸）が明治11年 からあった。

そして正門の前を日光御成道 （岩槻街道）が通

り，敷地のはずれには日本橋から 2里目に当た

る一里塚があ って，その傍には二本榎がそびえ

てい •た 。 試験場は明治17年上野から高崎まで完

成していた日本鉄道株式会社の杜線王子駅から

徒歩で約12分位のところにあり，当時は未だ東

京駅も開設されておらず甲武鉄道 （現在の中央

線 ） も開通していない時代なので，交通の便に

はめぐまれていた。

しかしながら，敷地内に運動場がなく ，血気

溢れた当時の 中等学校卒業者を入学させるには

ふさわしくないような感じであるが，所管が文

部省てなく農商務省だったので， こういった方

面の配慮に欠けていたのであろう 。

2 蚕病試験場の西ヶ原移転とその後の発展 95 -



明治20年代の桑園

2.2 蚕業試験場の誕生

かくて明治19年10月西ケ原に移転した蚕病試

験場は翌20年 4月蚕業試験場と改称した。 この

措置は， これまでのように専ら蚕病の防除試験

のみを主体としていては時代の変遷に追いつけ

ないばかりでなく， もっと視野を拡げて蚕業全

般にわたっての試験研究をなさねばならないこ

と，同時に伝習生を養成することが必要である

ということからの改称であ った。

そこで規則を改正 して従来のような蚕病試験

本位の業務を改め，蚕業一般の学理と実地の教

育に重点を置くこととな ったのである。

実用蚕室

ところがその頃の当試験場は設備その他が整

備されておらす，広く蚕業試験を行うには不十

分であ った。 また伝習生 の教育にも不都合な点

が多か った。例えば伝習期間は僅か 3ヵ月程度

の短期間であり ，伝習生の資格も 20歳から40歳

までと幅が広く ，実業に従事すること 3年以上

のもの， という規程が定められていた。 そのた

め年齢と履歴がまちまちの者の雑居状態で伝習

上の不便が多か った。

そこで試験場規程を改正して， これらの点を

是正し時代に即応した試験場に整備し，近代的

な蚕業試験場にする こ とが要請された。

ところが政府は緊縮政策を打ち出して，農商

96 II 西ヶ原の系譜



明治24年卒業生

務省関係機関にも機構整理を命じてきた。 その

ため明治24年 4月，農務局所管の農事 ・畜産 ・

製茶・蚕業の 4試験場を統合して農務局仮試験

場とした。 このため蚕業試験場は仮試験場蚕事

部に縮小を余儀なくされたのである。

かくて折角の蛮業試験場も気勢が挙がらず業

務停滞の状態に陥った。 ところが間もなく政府

の政策が変わって， 2年後の同26年 3月には農

事試験場官制を公布し てこの仮試験場を廃止し，

元の蚕業試験場を復活することとな った。

（イ云習科目 ）

l. 蚕業沿革

2. 製糸法

3. 物理学，気象学

4. 顕微鏡使用法，蚕種検査

5. 養蚕術，養蚕実習

6. 化学，桑柑栽培論

7. 動物学，植物学

8. 蚕体解剖

（担当教師）

殷商務技師純木 喜三

農商務技手高 橋信貞

同

同

同

同

大 林雄也

芝山 宗 太郎

松永 1五作

本多岩次郎

同 内山 貞一

理 学 博 士佐々木忠次郎

微粒子病検査

参考までに当時の蚕業試験場職員配置状況を

示すと左表のようである （明治26年度現在）。

なお政府監督官は農務局長岩山敬義，蚕茶課

長半井栄であ った。

2 蚕病試験場の西ケ原移転とその後の発展 97 



2.3 蚕業試験場時代の業績

I~
墨

ポ
怜
内
井
ぶ
牙
t
伯
化
T

孔
人
・
今
そ
｀
§
’
数

Iii.
”’
f
袂
ぷ
ぷ
で
ふ
．

i
i
る
1乞
．
土
漏
杓
9

や
‘ボ
f

、

’
ど
伐
T
K
;
n
しヽ
バ`
〒ょ様
(
3
1タ
・
和
隣
打
，
ふ
t

込
る

{
L
i
"
「
仔
允A
」
'
拉•
1し
祐
分
を
べ
'
t
靖

戎
4
'
渉
t
ク
‘
*
'
奸
屯
稽

;
;
t？
玲
免

第 1回卒業生の一人・今井五介 （元貴族院議貝，
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今井の 「動植物原論ノ ート 」 （明治19年）
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伝習生養成に努めて

そして同試験場創立以来 9年間に 1,105

明治20年から同29年までの10ヵ年の蚕業試験

場時代における蚕業に関する試験・研究・調査

の業績は， 数多く残されている 。

例えば母校30年史1)には， (1)桑樹関係20件，

(2)桑葉関係11件， (3)蚕の品種関係 3件， (4)蚕種

関係19件， (5)蛮卵関係 5件， (6)飼育関係21件，

(7)蚕の生理関係20件， (8)蚕病関係104件， (9)製糸

関係15件， (10)製糸用水関係16件， (11)繭及び生糸

関係11件，合計245件の文献があると記録されて

おり， その中には学問的に相当価値あるものも

含まれている。

日清戦争を前にして，

これによって，

日本は富国強兵，

産が強く要請された時代である。 そして，

はこの期間に著しい増加を示した。

このとぎ西ケ原の蚕業試験場は，

98 

殖産

興業を国是として戦時体制が進められてきた。

中でも蚕糸業は主要な輸出産業として生糸の増

養蚕

農家も製糸業者も懸命にそれに向けて努力した。

繭及び生糸の生産量と輸出高

J也味ながら

名の卒業 （修了）生を実業・教育界に送り出し

がゞo その多くは全国各地にあって養蚕教師や蚕

業技術貝として働き，

糸工場に勤めるなど，

献した。 中には自ら蚕を飼って実業に精出した

者も少なくない。

これら卒業 （修了 ）

あるいは蚕種製造業や製

蛮糸業の発展に大いに貢

生の中から知名度の高い

者を拾うと次のようである。

今井五介：明治19年同試験場第 1回の卒業

生， 片倉製糸誅）の社長に就任，

土屋泰 ：明治24年の卒業生，

授の第 1号であり，

日本蚕糸業界

を代表する第一人者である。

御法川直三郎： 明治20年の卒業生，御法川

式多条繰糸機をはじめ多くの発明をなし，

界の発明王と称された。

業

母校出身の教

養蚕飼育法の大家。

山本竹蔵：明治25年の卒業生，

して製糸科を盛り立てた。

母校教授と

（引用文献 ・資料，参考夜料は156ページ）

II 西ケ原の系譜
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蚕病試験場の西ケ原移転とその後の発展 99 
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練木喜三が作歌した「養蚕

唱歌」と養蚕唱歌集の表紙

2.4 蚕業講習所と改称
業試験場の規模を拡大し蚕業講習所とし，

蚕業試験場は蚕業各般の試険研究と伝習生の

養成を主な業務としてきたが，

がある。

100 

当時の試験場の

情勢は時勢に合わなくなっていたので何等かの

改善が必要となってきた。

たまたま第 8回帝国議会において， 蚕業講習

所設置に関する建議案が新井亮代議士によって

提出された。その案文は次のようなものであった。

「蚕糸は重要なる輸出産業であるが，最近の

養蚕及ぴ蚕種に就ては行政の完からざるもの

ここ に於て蚕業教育を興し， その改

善を図ることが急務である。

せて京都に同一の蚕業講習所を設罹すべきで

ある。」

この建議案は両院を通過し可決されたため，

政府は翌29年 3月蚕業講習所官制を公布して蚕

業試験場を廃止し，

ることにした。

みとなった。

ただし京都に新設の件は沙汰止

ここにおいて蚕業試験場は蚕業講習所と改称

されたのである。

よって西ケ原蚕

併

新たに蚕業講習所を設置す

当時の記録叫こよればこの蚕

業講習所設置経常費が14,871円也で， 他に新営
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桑の運搬出と化学実験風景げ）

（蚕業講習所時代）

費 7,925円を加え合計22,796円也であった。 そ

の中で最大の経費は俸給諸費 4,640円也とある。

教官（閻）

同

農 学 士針塚長太郎

農学士月田藤三郎

これで国立の蚕業講習所が賄われたわけで，今 このはか新任の学者が教官として多数任命さ

から見れば夢のような話である。 れた。また講師には数多くの有名学者が委嘱さ

同年 5月に，新生した蚕業講習所の役職員の れた。 中でも著名な講師は次の 5名である。

任命があった。 理学博士佐々木忠次郎・農学博士横井時敬

所 長

試験部長

伝習部長

教官（｝闘）

同

農商務技師練木喜三

農商務技手松永伍作

農商務技手本多岩次郎

農学士石渡繁胤

農学士辻暢太郎

・農学博士本田幸介・漿学博士青山元・農

学博士田中節三郎

そのほかに11名の学者がおり，実習担当者に

は旧蚕業試験場出身の毛呂正容• 土屋泰・児玉

賓詮の 3名が任命された。

同 農学士広瀬次郎

2 蚕病試験場の西ケ原移転とその後の発展 101 



2.5 東京蚕業講習所と改称

かくて蚕業試験場から蚕業講習所となり，陣

容を新たにして出発した。 その運営には講習所

長練木喜三 を中心に試験部長松永伍作，伝習部

長本多岩次郎の 3本柱であたり，これを新進気

鋭の教官が補佐した。伝習生の定員は本科100名

• 別科60名と定められた。 ところがそれから 3

年後の明治31年10月，練木講習所長が突如とし

て退官とな った。それは罷免ではないがもちろ

ん依願退職でもなか った。折からの行政整理の

犠牲とな っての退官であったと推測される。

練木講習所長は東京下谷の生まれで，動植物

学の研究を志し，同13年駒場農学校の植物病理

学教師となった。 そのとき「盃病の注意」 と題

する 著書を発表している。 同17年蚕病試験場設

立に当たって佐々木長淳の後を受け同試験場主

任となり，その後西ヶ原蚕業試験場を経て同29

年蓋業講習所の初代所長となった篤学の士であ

る。 ために，その退官は業界各方面から惜しま

れた。後年門下生が資金を募って練木奨学金を

設匿したほどである。

練木喜三の後任には農事試験場長沢野淳が任

命された。沢野は初め農事試験場と兼務であっ

たが，間もなく専任の蚕業講習所長にな った。

兵庫県生まれで駒場農学校を出て同校助教授と

なり ， 同26年農事試験場設立に努力し，その功

で初代場長とな った。
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東京蚕業講習所の正門

佐初代東京蚕業講習所長・沢野 浮

げ）講習所の備品となっていた煙草盆

（盆は繭の形にくり抜かれている）

東京蚕業講習所研究報告 （明治39年）

紅）

CALENDAR 
o, TIIE 

TOKYO SANGYO l1.; 
(Sl:RICULTURAL INSffl呻）

・:z, 汽3翼

1906—7. 

傘
同32年には蚕業講習所官制が発布せられ，蚕

業講習所は東京蛮業講習所と改称された。これ

は単に「東京」の 2文字が付加 されただけの こ

とであるが， それは京都に同じ蚕業請習所が新

設されたためであっ た。

母校が明治29年に蚕業講習所と改称された時

から出されていた「西日本にも蚕業講習所を設

置すべし」という産業界からの要望が，その折

実現したわけである。

上記のような経緯で京都蚕業講習所の新設と した。そして本多岩次郎は従前どおり伝習部長
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な り， 先翡格の母校 も改めて東京蚕業講習所と としてそのまま東京勤務で残った。ま た石渡繁

改称するに至ったのである。 胤 • 辻暢太郎 ・広瀬次郎の 3教官は，東西両蚕

同時に職員の異動も行われ，東京蚕業講智所 業講習所の兼務となるなど，両講習所は姉妹関

試験部長の松永伍作が京都蚕業講習所長に昇格 係にあ ったのである。
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明治38年頃の製糸実習

2.6 製糸部の開設

以上の ごと く，蚕業講習所は東京蚕業講習所

と改称され，同時に新陣容が整備されたが，授

業は試験部と伝習部の 2部制で行われ，専ら栽

桑 ・養蚕・蚕種とい った蚕業部門が主体であ っ

た。そして製糸部門はほとんど除外された形で

あった。

ところが，製糸業の実情は，従来の家内工業

的座繰製糸が多 く， これを新式の器械製糸に切

り替える必要に迫られていた。 また技術面に

おいても旧態依然 としたままに放置され，新時

J 
．ヽ ー'.

代の学理を教え先進の技術を導入する必要が要

望されていた。それら業界の要望に応えるため

には，本講習所に製糸部を新設して新しい指導

者を養成することが先決急務とされた。

このこと を痛感した本講習所は， 製糸部新設

の計画を樹て政府に要望した。政府もその必要

を認め， 明治35年 3月蚕業講習所官制を公布し

て製糸部設置を許可した。 ここにおいて本講習

所は従来の試験部 ・伝習部を改め，養蚕部 ・製

糸部の 2部制とした。ここに本邦初めての製糸

教育制度が確立し，製糸指導者養成の望みが達

成された。 この製糸部設立は京都蚕業講習所に
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明治35年，製糸部の新設によって東京蚕業講習所はわが国唯一の製糸指導者養成機関となった

当時の製図室（この製図台は昭和41年まで使用された）

は認められずヽ，本講習所だけに許可された。

これで我が国唯一 の製糸指導者養成機関が出

現したわけで，各方面から等しく大きな期待が

寄せられたものである。

この製糸部設立には，主として伝習部長本多

岩次郎が当たった。

まず横浜生糸検査所今西技師の助言によ って

陣容を整えた。近江八幡製糸の工場長で製糸経

営の先覚者と言われた石居一郎 を主任教官に迎

え， これに生糸検査所の岩淵修三 と富岡製糸場

の町田穣を配した。 また，本講習所の前身，蚕

業試験場の出身で新進学者として前途有望の三

谷微と松下憲三郎 の両名を加 えた。

さらに，製糸界の大先輩 • 円中文助を講師に

招へいした 。 彼は伊 • 仏国の製糸業を修得し，

勧業寮試験場時代に子弟の育成に当たるな ど，

その途の大先翡である。 この人を得たことは本

製糸部に千鈎の重みをもたらした。

ここで今 ひとつ特筆すべきことは，製糸部の

中に女生本科と女生別科を設けた こ とである。

当時はこうした所に女性の進出は禁断とされて

いた時代である。 この思いき った英断は各方面

から好評を博した。 そして各地から入学志願者

が殺到したとのことである。
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2.7 本多岩次郎所長と

短期講習会の開催

明治36年 7月26日，大阪で開催された第 5回

内国博乾会に，審査官として出張中の沢野淳講

習所長は病いが再発して逝去した。 よって翌27

日付 をもって伝習部長の本多岩次郎が本講習所

長に任命された。次いで養蚕部長に辻暢太郎，

製糸部長に永井米蔵，試験部長に林騨作がそれ

ぞれ任命された。そしてその他職員にも多少の

異動が行われ，面目一新の形となった。

この時を契機として，後世名校長といわれた

本多岩次郎の，良い意味での独裁運営が始まる

のである。本多岩次郎は， まず事始めに本講習

所の規程改革を断行した。

それは，養蚕別科を廃止 して，同講習所を養

蚕本科• 製糸本科と教婦養成科の 3科制とした

ことである。 同時に生徒の入学資格を高めて 中

等学校卒業者と限定し，修業年限を 3ヵ年に延

長した。

ここで大局に 目を転ずると， 日本経済・は明治

38年の日露戦争の勝利 を経て躍進的発展を遂げ，

蚕糸業も年糸輸出増進のかけ声に乗って徐々に

増進一筋を辿り ，蚕業講習所の方も 順調に推移

した。

この頃，養蚕業では技術改善の声が高まり ，

とくに薬品使用法か問題となった。 そこで本講

習所はこれに応えるためホルマリン処理の短期

講習会を計画し， 明治39年 9月ホ ルマリン検定

法講習会を開催し，蚕糸業の指導監督に当たる
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府県の官公吏と蚕業技術員を教育した。 そして

これは明治41年まで 3ヵ年続行され，業界から

感謝された。

一方，製糸関係については，先に本講習所に

製糸科を設け，製糸の指導者と技術者の養成に

努力したことは前述の通りである。 この頃，製

糸工場の経営監督の地位にある人々は， 1日態依

然として昔ながらの商人気質を持っていた。 -

れらの人に対し，新しい知識と教養を与えるこ

とが急務であるとして，製糸短期講習会を開催

した。期間は 3週間程度とし，製糸工場の責任

者から募集したところ， 多数の志願者があ った。

第 1回講習会は明治40年 2月に開催され， そ

の後大正 3年まで 8回続き好評を得た。この間

の講習会受講者は合計 338名に及んだ。この中

には第 1回に片倉修一（第 3代片倉製糸社長），

第 5回に片倉三平 （日東紡績社長，西ヶ原同窓

会長），第 7回に波多野林一 （郡是製糸会社社長）

等，業界の名士が出ている。
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2.8 夏秋蚕講習所と

国営原蚕種製造所

は夏秋蚕飼育の中心地であり，

ら見ても，

である。

その他の条件か

最も適当であると 判断し決定した の

明治も後年にな って， 養蚕界では夏秋蚕飼育

が問題化した。 これまで夏秋蚕は春蚕に次ぐ有

利な養蚕であるとして，

家が増えてきたか，それにつれて，桑園関係者や

蚕種関係者から夏秋蚕飼育が問題視されてきた。

このとき，

出され，

査を行い，

これを飼育する 養蚕農

大日本蚕糸会の松平会頭が業界の

要望をいれて，

岡農相に要請した。

つづいて同様趣旨の建議案が長野県選出代議士

降旗元太郎，工藤善助等によ って帝国議会に提

難なく通過可決された。

これにより，

夏秋蚕講習所設置の必要性を松

明治40年 1月のことである。

本講習所においては所長本多岩

次郎が先頭に立って設立準備にとりかかった。

初め設置場所は群馬・山梨• 長野の 3県が候補

地に上っていたが， 本多岩次郎は詳しく現地調

長野県松本市を指定した。松本地方

また， 地元長野県は大山知事が先頚に立ち，

県会や国会議員を動員して猛烈な運動を展開し

た。 そして，

寄付し，

地元松本市は 1万 8千坪の土地を

建設にも協力した。

かくて明治42年 2月， 東京蛮業講習所夏秋蛮

部として松本夏秋蚕講習所が設置され， 所長に

は福島県立蚕業学校校長• 藤本春二，事務主任

には本講習所技手・横田長太郎が任命された。

この横田主任は後年母校教授となり，

育の権威となった。

ところが，

夏秋蚕飼

多大の期待をもって出発した折角

の松本夏秋蚕講習所もわずか 2年足らずで閉鎖

を余儀なくされてしま った。

政府は蚕種業の現状から，

の必要を痛感し，

直接の原因は，

立原蚕種製造所が設立されたことによる。

国

原蚕種の国家管理

取りあえず国立原蚕種製造所
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明治時代の原蚕種製造所（高円寺蚕糸試験場）

を設立することを決意し，明治44年東京府下杉 ことになった。

並村にこれを設置した。 そしてそこでは，原蚕 この機構改革が折角の松本夏秋蚕講習所を自

種の製造のみならず蚕糸業に関するすべての試 然閉鎖の止むなきに至らしめたのであるが，こ

験調査を行うこととなったため，わが東京蚕業 こが後年に農林省蚕糸試験場松本支場となった

講習所はこれまで主要業務であった蚕業の試験 のである。

調査業務の一切を国立原蚕種製造所に移管する

2 蚕病試験場の西ケ原移転とその後の発展 109 



東京高等蚕糸学校の全景

3
 
東京高等蚕糸学校の誕生

3. 1設立の経緯

このように明治末期に国立原蚕種製造所（後

の農林省蚕糸試験場）の設立を契機として，専ら

蚕糸の教育機関にな っ た東 • 西両蚕業講習所に

も，大正年代に入り 一つの危機が到来した。そ

れは蚕業講習所の興廃問題の台頭である。 これ

については実にいろいろの流言や諸説がある。

ひとつは東 ・西両蚕業講習所を廃止して新たに

蚕糸専門学校を設置せよという説，あるいはこ

れを農科大学に合併せよという説， またこれを

拡大強化して強力な教育機関とすべきであると

いう説など，諸説紛々たるものがあった。

また，帝国議会においても問題になり，国民

党の小西代議士は，東 ・西両蚕業講習所を合併

して東京に蚕糸専門学校を設立すぺしという建

議案を提出した。また政友会の武藤代議士は蚕

業講習所を全廃して新たに蚕糸大学を設立せよ

と叫んだ。このため講習所の教職員，学生ー 同

は同窓生を加えて頻繁に会合を重ね，成り行き

如何と神経をとがらせた。

時あたかも文部省は学制改革を標榜して専門

教育と実業教育の刷新を打ち 出 し，明治43年 4

月には長野県に上田蓋糸専 門学校を新設した。

このため，にわかに蚕業講習所の存廃去就が重

大な問題とな ってきた。 というのは蚕業講習所

は農商務省所管であり，上田蚕糸専門学校は文

部省直轄であることによ った。

政府はこの辺の統一を図るため，大正 2年 6
r,' 

月蚕業講習所官制の改正令を公布し，蚕業講習

所をすべて文部省所管に統轄することに決した。

続いて翌 3 年 3 月勅令第44号をも っ て，東 • 西

両蚕業講習所をそれぞれ東京高等蚕糸学校，京

都高等蚕糸学校と改称した。

110 II 西ケ原の系譜



帽制J

｀ 釦゚
制帽・帽章・釦

東京高等蚕糸学校正門

i.・ 

蚕 室

ここに東京蚕業講習所は幕を閉じたのである。 いる人を挙げると ，明治32年組では代議士下元

明治29年盃業試験場の後を受けて盃業講習所と 鹿之助 • 上田蚕専教授三谷微 • 長野県蚕糸課長

なり， さらに同32年東京蚕業講習所と改称され， 谷田部七郎，33年組では代議士加藤知正・母校

蚕業試験場 ・購習所時代は18年の間つづいたこ 教授岩淵平介 • 坪井啓作， 38年組では本省技師

とになる。 田中直義， 三井物産で活躍した伊藤精一， 39年

この間に蚕糸業に関する幾多の試験研究・調 組では片倉製糸社長野崎熊次郎， 42年組では郡

査を達成し，そ の業績報告を出版した。同時に 是製糸の小野蔵三等がいる。この他地方の蚕糸

1,650名もの卒業生を世に送り ，蚕糸業の啓発 課長や試験場長として名を成した者は枚挙にい

に大いに貢献した。 とまがない。

参考までにそ の卒業生の中から 今も知 られて
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3.2 本多所長の開講25周年

祝賀会と記念図書館

大正 2年はあたかも本多所長の開購25周年に

相当するこ とから，門下生 ・ 職員• その他有志

が相寄り，記念祝賀会を計画し，同年11月9日

祝賀会を挙行した。これは東京蚕業購習所にと

っては最後の行事であり，本多所長にと っては

めでたい記念日であるという意味において有意

義な企てであった。

当日の祝賀会では，来賓席に元田逓相を始め

正親町伯爵 ・松下子爵• 渋沢男爵 • 仲小路前農

相 • 志村勧銀総裁 • 古在農科大学学長・横井時

敬博士 • 佐々木忠次郎博士等多数の列席をみ，

会場には門下生その他有志約600名が参列した。

まず会は辻委員長の慶讃の辞朗読に始まり，

山本農相 • 奥田文相 ・元田逓相の祝辞朗読の後，

こ ---・・・--........ , 
本多所長開講25周年祝賀会の記念写真

（大正2年11月9日）

松下大日本蚕糸会会頭 ・大分県杵築藩主松平子

爵の口頭祝辞，それに続いて渋沢男爵の記念演

説， そして最後に本多所長の謝辞をも って幕を

閉じた。

引続き ，築地精養軒において懇親会が開催さ

れ，数百名の名士が出席して盛大に祝盃を挙げ

た。 当時この種の宴会としては稀に見る盛大な

もので，本多所長の人徳が偲ばれた。本多所長

48歳の時である。明治22年農商務技手兼務で西

ヶ原蚕業試験場に勤務して以来，終始一貫本講

習所のために尽くしてきた功績は多大なもので

あり ，そ の功績に報いるためこの記念祝賀会が

催されたのである。

また， この記念祝賀会を好機として本多記念

図書館が寄贈された。この経費は本多所長開講

25周年記念祝賀会の発起人一同が募集した寄付

金の 中か ら支出され， この図書館には同本館一
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棟・書庫・ 図書その他一切が含まれている。

この図書館は総面積32坪 5合，書庫 9坪で，

すべて煉瓦造り，照明・通風 ・防火設備は完備

し，母校建物の中て最も美観のある建築として

学生から誇りにされていた。

記念図書館の外観山と内部（左， 下）

既に明治35年11月，西ケ原蚕友会によって組

織された簡易な図書館があ ったが，生徒の利用

を満たすには余りにも貧弱なものであった。

そのようなとき， この記念図書館の寄贈を受

けたことは，母校にと っても生徒や同窓生にと
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0本多岩次郎開講25周年祝賀会における渋沢栄一男爵の祝詞

本日の盛典に当りまして，既に各大臣並に来

賓諸賢の至れり尽せりの祝辞がありましたから，

私は祝辞に代へて昔の牲へ話しを致さうと思ひ

ます。

元田逓相は本多所長と郷里を同じうすると仰

せられましたが，私は本多所長と郷里は遠く距

れて居りますけれども，現在の居所は此の講習

所と最も近い直ぐ此の隣りでありますから，本

多所長とは離るべからざる関係を持って居るの

であります。併し此の関係あ るが為めといふ訳

ではないが，私は本邦の重要物産たる此の蚕糸

業を世界に紹介せんために，此の隣りに住んで

居るのを幸ひとして，海外から来客がある度毎

に本所に参観をお願ひして案内するを常として

居ります。殊に米国人は其主なるも ので御座い

まして，昨年は ノックス氏， その以前にはエリ

オット博士，其又以前にはジョルダン博士の如

きを案内したので御座いますが，此の外の欧洲

の来客なども皆案内をして本邦の製品が此の如

き苦心経営によ ってなるもの なることを示し，

ーは学理の方面より他は実際の方面より世界に

紹介するのを 国家の為めなりと信じ，出来得る

限りの尽力をして居るのであります。併し之が

為めに生糸が余計に売れたかどうかは判りませ

ぬが，兎に角是等の関係からして私が本日の祝

典に列席して此の演壇に立つの光栄を有す るこ

とになったのであります。

此の如く申しますると如何にも斯業に取て学

識経験のある様に聞えますが，実際は学問にも

実地にも甚だ疎いのであります。只年寄って居

るから昔の時代のことは少々心得て居る積りで

あります。昔語りによれば昔は年寄りを疎ん じ

て七十以上になる と姥捨山と云ふ所へ捨てたも

のだと申し伝へて居りますが，其の後漸時社会

っても，非常な感激であった。 この建物は 内外

ともに整備され，教職員• 生徒に多大の便益を

与えた。

ところが，大正12年の関東大震災で大破し使

が進歩するに従ひまして此の如き風習はなくな

って今 日では老人を大切にする様になって来ま

したの で，私の様な老人も先づ捨てられる気逍

はないと安心して居ります （笑声起る）。

それと云ふのが年寄りだといって馬鹿にはな

らぬ，現代の人にも 判らぬ様な有益な事を知っ

て居るのは年寄りだといふ事を認めたからであ

らうと 思ひますが，今其一例を挙げて見ませう 。

昔支那から「タガヤサン」の如き木を送 られ

た事がありましたが， どうしても其の樹の元と

末とが判 らないので弱って居る処ヘー老人が来

て教へて呉れた，夫れは水の中に入れて見るが

よい，其の沈める方が元であると斯う教へたの

です。成程御尤ぢゃと一同感心したさうであり

ます。次に又斯様な話もある。昔一つの曲玉が

あってこの曲玉の穴に糸を通さうとしたが，何

人にも其の工夫がつかなんだのであります。処

が此の時も一 人の老人がありまして，一方の穴

ロに蜜を置き他方の穴口に蟻に糸を著けて罹け

ば必ず糸を通すことが出来ると教へて呉れた。

然らばといふので遣った処が果せる哉甘く 其の

曲玉に糸を通すことが出来たのであります。之

から年寄りだとい って馬鹿にしてはならぬ， イ

ヤ大に尊敬せねばならぬといふことに気が附い

て，爾来世人が老人を大切にし尊敬するやうに

なったと申しますが，私も老人の仲間入りをし

て居る丈けに多少，古い事を知って居ります。

ソコで私も昔は蚕業に直接関係したものである

から，今の盛大を見るにつけて深く 之 を喜ぶと

共に又無限の感に打たる、のであり まするので，

一寸其の昔話を致したいと思ひます。

一体私は昔百姓をして居りました者でありま

すが，私の宅は又相当な蚕種を製造して居りま

したから，十七八歳の頃は種箱を背負うて蚕種の

用不可能に陥った。翌年，木造平家の仮図書館

を造ったが， これは文字通り 仮図書館に過ぎな

かった。

東京高等蚕糸学校当初の教官陣容は次の通り

114 II 西ケ原の系譜



販売をしたもので御座います。維新後我国に於

ても大蔵省管轄のもとに明治三年富岡に製糸場

を設くることにな りまして， 製糸の改良を計 り

ましたが，其の動機といふのが， 当時横浜から

輪出した生糸が非常に悪かったので，和蘭八番

より，蔽は善いが生糸が非常に悪い，是非之れ

を改良して欲しいと云ふ忠告を受けたのであり

ます。此の忠告は故伊藤公現在の大隈伯等が政

府に居らる、時代のことで，生糸の事 を多少知

って居る者は当時大蔵省に勤めて居りました私

より 外 にないといふ処か ら，富岡製糸場の創設

に就て尽力するやうにといふ命を受け，ブリュ

ナー氏と共に其創設の任に当り 苦心をしたこと

であります。其当時英国の公使シルパルジー，

パー クス氏の代理公使にアダムスと云ふ人が居

りましたが，私は前に蚕種を作った関係から大

蔵省内にあ っては第一の整蚕学者と云 はれたの

でありまして， 自然蚕業の奨励には力を尽すや

うなことになり，アダムス氏とも色々研究した

こともありますが、其中製糸家には左程の害が

ないが蚕種製造には最も関係の多い姐害 につい

て論及したことがあります。私は元来蛾害の多

少は桑園の地質と肥料との関係であらうと信じ

て居 りました。即ち砂土で陽気 な処に栽培した

桑には蛾がなく，町の附近で人糞尿肥料を多く

施すものには蛾を多く生ずるものと思って居り

ました。然るにアダムス氏は，姐害 は一種の蠅

があ って蚕体に卵 を産み下すので蛾を生ずるも

のであるから，其の蛾害を防がんには蚕に網を

覆ひ飼育し蠅を減少するにあると申して居るの

であります。而し私 は姐害の原因は土にあるこ

とと 信 じて居りましたからアダムス氏の言を御

尤なりと賛成することが出来ない。其結果互に

意見を闘はして両々下らざる有様でありました

であ っ た。

校長 ：本多岩次郎

教授 ：上田栄次郎，中村雅次郎， 土 屋泰，明

石弘，森繁太郎，松下憲三郎，鈴木英

が，アダムス氏に生物偶発説の矛盾なる理を聞

かされたのには聯か閉口したのでありました。

之れが明治初めの養蚕に比較的知識の多かっ

た人の説でありますから，此の時代に於ける本

邦蚕糸業の幼稚であった事は推して察すること

が出来るのであります。爾来四十年後の今日此

の如く養蚕が進歩いたしましたのは，畢尭本多

所長の教養せ られたる二千の卒業生が国家に貢

献せられたによるのであります。 これによ って

も，本多所長の功績の如何に 多大なるかを知る

ことが出来ます。

元田逓相は声が低くして効果の大なるは本所

が第一 であると申されましたが，実に御尤もな

る事であ って，国務大臣として此の如き事 に注

意せらる、ことは私の非常に感服する所で，私

もそれに裏書 きをした次第であります。

然れど も今日の盛況を以て本邦蚕糸業の前途

に対し満足して居ることは出来ないのでありま

す。何となれば世界の競争国は瞬時の暇もなく

進歩発達しつ、あります。故に国力の発展を計

らんがためにより以上生糸貿易の旺盛を図 らね

ばならぬことでありますが，私は蚕糸業者諸君

に対し二個 の希望を述べて置きたいのでありま

す。

生糸を 多々益々輸出せんには，欧米顧客

の気に入る様に製作すること。

ー 商を低廉に作ることを養蚕者に奨励する

こと。

此二項であります。之は平素私が考へて居る

ことでありますが，今此機会に於て遠慮なく之

を述べ，以て諸君の御奮発を促し、本邦蚕糸業

の健全なる発達を期したいと思ひます。聯か所

感を述ぺまして祝辞に代へた次第であります

（拍手喝采）。 （大日本蚕糸会報。第263号。大正2年12月）

亮長沢寸美遠，小松豊作，岩淵平介，

三室 戸善光

助教授 ：坪井啓作， 岡戸一栄，巻島庄之助，

丹羽四郎，鈴木謙二，高坂周一
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一方，東京高等蚕糸学校と改称された当時の

学 生の生活l胄況について一言する必要がある

（大正 4年現在）。

大正 3年 3月同校学校規定が発せられ，

は養蓋科• 製糸科の 2科制とし，

教婦養成科が併置された。

募集された。

教婦養成科

そのほか製糸

そして，

学科

総計80名か

（募集人員）（志願者 ）（入学者）

養

製
蚕

糸

科

科•

25 

25 

30 

91 

64 

41 

22 

18 

25 

計

即ち初年度は募集人員に対して約 2.5倍の志

願者があり ，

当時の専門学校としては，

った。

その 3割強が入学した ことになる。

入学者の大半は地方農村 出身で都会出身

は僅少であり ，

当数いた。

80 

まずまずの程度であ

蚕種製造家や製糸家の子弟も 相

なお授業科目は修身• 国語・漢文• 数学 ・英

語 ・独逸語 が一般学科目で，

製糸に関する 専 門学科目か多 かった。

講義の外に，

は， 文科系の学校と違って，

か必要とされたからである。

196 

その他 に，

この他，

に多くの時間か割り当て られた。

そのため，都会出身の学生 など，

2ヵ月は不眠不休の日が続いた。

間おきに給桑するとい った，

の飼育法が採用されていたので，

であった。

65 

養蚕 ・

授業時間

は 1週20時間ないし26時間と規定されていた。

実験 • 実習の時間が多か ったの

各種の実験 • 実習

校外実習

ことに養蚕科

の実習は野外か多 く牒家同様の軍労働であ った。

中途退学 する

者もあったほどである。

養蛮科は毎年春蚕期に校内にある蚕室で蚕の

飼育実習を行った。催青から上族・収繭まで，

当時は， まだ

桑を細かくきざん で師（ふるい）にかけ 2- 3時

いわゆる西ケ原式

大変な重労働
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当時学校の近くに桑園はなく，

ら30分以上も歩かねばならない荒川堤防に本校

の桑園があった。

遠く赤羽駅か

この桑園まで西ケ原の学校か

ら荷車を引いたり，

である。

桑籠をかついで通ったもの

カンカン帽にカーキ色の作業済を着て

桑摘籠を背負った姿は都会人には異様に感じら

れたようである。

製糸科の実習では校内の製糸場で製糸したり，

（
上
）荒
川
堤
防
の
赤
羽
桑
園
実
習

（
下
）
柔
道
部
の
練
習
を
指
導
す
る
本
校
武
道
講
師

・
三
船
久
蔵
十
段

（窓
き
わ
の

右
か
ら
三
人
目
）

乾繭作業をやったりした。 なお上級生は夏休み

を利用して地方の製糸工場に住み込み，

るという校外実習もあった。

実習す

また生徒の多くは地方出身であるから，

舎生活の者が多かった。

で，

寄宿

寄宿舎は図書館の隣り

に設けられていたが，格子造りの古い木造建築

8畳の室に 3人雑居という祖末なものであ

った。

3
 
東京高等蚕糸学校の誕生 117 



＼雇

大

正

4
年
10
月
、
大
正
天
皇
の
即
位
式
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
校
旗

校旗出動

.. 

. . . 
ヽ a

• ー、.. .. .~ ..~ . 
， ,. -. . . . : ・. ..- ; . 
ヽ.'-. .... 
9、...••• -,・ ・・,

・’ヽ

. ---." 
. . 、そ響属

"'・ 

118 II 西ケ原の系譜



·~ fj J;I・,;: I'/・"'lj u t 
r， 埠".t:• 了，：,・:. , .. 

にヽ よ賓 . l'l ~ 
ら II~ l'{: " 1 "北j .. .-, 噂やし・...~. 歪予勺；ゞ l :; If ,; •, ~ ~ i、'"
＂：か
;, ~Ii\ fl I 
励°'J>• l'l ぁ令 fl';: • 

( 
に し, I) •• ,・.  り

ふ 』圭此i恥9旦1溢り迂丑
• II';;1, 1,-綱 in・ II よ,,

炉.i弓聴考Dlr::工面王 :;t ~ ~; ~: ょ；，
・ 膚 ~ n. Jll• "':: ら.,. . .. . . . .'. . ,. ,,,. ,. ヘベ・ ふ止

筐i蜘 fr~-~'.· ~: ;-ヽ
• • • ,: f, ペ・ ., '・ .''● ● ムヽ..

, ...  ● ...  ● 

科噌：炉弓戸和担2J

,・. 

"' ・,, 
n 

“ ,｝’ 
tt 
, t 

羞三

3.4 創立記念日と校歌・ 校旗の制定

困東京高等蚕糸学校校歌（阪正臣作詞・

島崎赤太郎作曲）

げ）東京高等蚕糸学校校歌と西ケ原蚕友

会会歌を吹き込んだレ コー ド

（昭和10年， テイチク ）

創立記念日

母校の創立記念日は， 従来明治29年 3月18日，

すなわち蚕業講習所に官制がしかれた日をもっ

て定められていたが，

す るに 当 たり，

出された。

会に諮り，

東京高等蚕糸学校と改称

これを改正すべしと い う意見が

そこで本多校長は校内教職員や同窓

蚕業講習所の前身である蚕病試験場

が麹町内山下町から西ケ原の地に移転した明治

19年10月24日をもって創立記念日とすることに

決定した。

そして大正 4年10月24日，

なる記念式を挙行した。

に記念式が行われる慣わしとなった。

校歌の制定

東京蚕業講習所が東京高等蚕糸学校に生まれ

変わった この機会に校歌を制定すべきである ，

という議が起こ った。

奉仕し，

講堂において厳粛

それ以降， 毎年この日

そこで当時宮中御歌所に

その途の大家である阪正 臣に依頼して

郎か曲譜をつけ，

る川遠からず，

り所」

都の北 の西ケ原，

という名句の校歌ができあがった。

て前述の大正 4年10月24日，

おいて一 同揃って唱和した。

として広く歌われるようにな った。

ちなみに昭和15年母校が小金井 に移転したた

め， 「都の北の西ヶ原」の歌詞ではそぐわないこ

とになり， 東京音楽学校校長乗杉嘉寿に依頼し

て新しい校歌か制定された。

校旗の制定

東京蚕業講習所時代には校旗の必要がなかっ

たのであろうが，

ら校旗制定の声がにわかに起 こった。

も大正 4年10月，

所で挙行 された。

ることになり，

「桜咲く山ほど近く ，紅葉照

よき学校の在

そし

創立記念式会場に

それ以来母校校歌

東京高等蚕糸学校となってか

時あたか

大正天皇の御即位式が京都御

これを記念して校旗を制定す

教職貝 • 生徒ー 同応分の基金を

拠出し合い紫紺綴錦の生地に母校徽章を織り込

んだ見事な校旗が作製された。

は繊維博物館に飾られている。

現在， この実物

歌詞を作り， これに東京音楽学校教授烏崎赤太

3
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東京高等蚕糸学校三十年史

3.5 母校創立30周年記念祝賀会

大正 5年は母校創立の明治19年から数えてち

ょうど30周年に 当たるとあ って，

創立30周年記念祝賀会が大々的に挙行された。

主催は本校教職員 ・卒業生およぴ本校に関係あ

る朝野の有志で組織した協賛会 （会長 ・今井五

介）であ った。

同時にこの機を利して記念展覧会及び記念講

演会も開催された。 この祝賀会は本校にと って

は未曽有の大行事 で永く校史に残るものであ っ

た。

当日は前夜来の秋雨降り止まず，

悪天候にもかかわらず，

同年10月29日，

あいにくの

会場は立錐の余地もな

いはど多数の出席者で溢れた。来賓の主な者は，

岡田文相• 渋沢男爵 • 志村勧銀総裁 • 山川東大

総長 ・古在農業試験場長等であり ，蚕糸業関係

では清浦大日本蚕糸会会頭・紫藤生糸検査所長

• 加賀山試験場長 ・針塚上田蚕専校長， その他

貴衆両院議員を初め要路の高官等百数十名に及

んだ。なお，会場には 同窓生，学生などが千数百

名も集まり甚だ盛況であ った。

祝賀会は本多校長の開会の辞に始まり ，寺内

首相・後藤内相 ・仲小路農相の祝辞朗読の後，
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記念祝賀会の余興（左 • 養蚕科， 右・製糸科）

書
画
等
の
陳
列
室

今井協賛会長や来賓各位の祝辞があり，勤続30

年教職員の表彰，最後に伊藤西ケ原同窓会副会

長の謝辞があって閉会となった。

この日特に印象に残ったものは，渋沢栄一男

爵の祝辞演説であったと記録されている。

時を同じくして開催された記念展覧会には，

全国から5,477-点の出品があり，このほか台湾・

朝鮮・支那からも珍重な出品が寄せられ，参観

者に深い感銘を与えた。その会期はわずか 3日

間であったが， 3万余の参観者を集めるほどの

盛会であった。

この記念展覧会には時の皇后陛下の行啓を仰

いだ。陛下は事前にこの催しを承知され，宮内

省を通じて本多校長に御観覧の御通知があった

という。また本多校長に対して有難き御言葉を

賜った。

また， 10月30日に開催された記念講演会には

500名余の来聴者があった。当時この種の講演

会は珍しい催しであった。講師は京都高蚕の鈴

木教授・ 京都高等工芸の萩原教授• 上田蚕専の

川 瀬教授 • 桐生高等染織の西田教授・蚕業試験

場の大沢技師•生糸検査所の紫藤所長・農科大

学の佐々木博士等 7名で，それぞれが専門の学

術講演を行い来聴者に多大の感銘を与えた。

3 東京高等蚕糸学校の誕生 121 



3.6 蚕糸大学昇格運動

大正 8年暮れの第41回帝国議会において，文

部省 6ヵ年計画案が決定し，東京高等商業学校

と数校の医学専門学校の大学昇格が認められた。

そこでこの選にもれた全国16の専門学校は猛然

と立ち上って昇格運動を展開した。これが有名

な昇格馬蚤動である。この騒動は地元県会にまで

波及して政治問題にまで発展し，遂には中橋文

相の舌禍を引き起こし世間を騒がせた。

この時，本校も決然と立ち上って蚕糸大学昇

格運動を開始した。 同様に上田蚕専も京都高蚕

も，等しく立ち上 った。

本校においては，大正8年12月17B, 急きょ

学生大会を開いて運動方針を協議した。さら に

翌 日西ケ原同窓会が立ち上って実行委員18名，

陳情委員14名を選んで，同様の昇格運動を開始

した。明けて翌 9年正月には， さらに運動が白

熱化した。蚕糸業団体も立ち上ってこれを応援

した。蚕糸中央会は同年 1月開催の第 5回総会

において，蚕糸大学設置建議案を満場一致で決

議し，清浦会長自らが政府に陳情した。 また，

これより先，貴族院議員となった今井西ケ原同

窓会長は母校出身の代議士と共に議会各方面へ

の政治運動を展開した。

当時の模様は次のように語られている。

122 II 西ヶ原の系譜



ヽ

←企・
寄宿舎食堂で旺盛な食欲を満たす

「大正 8年暮れの ことである。 西ケ原学校の

講堂は赤々と電燈が蝉き，大勢の学生と教官
かん が（

と同窓生が入り交じって侃々鍔々の論議で夜

の更けるのも知らぬ有様。 そこに横浜から同

窓会副会長伊藤精ー氏が自動車で駆けつけ気

勢を上げた。あの光景は凄まじいものであっ

た。」

そのため学校は授業を休止して，学生も教官

もこの昇格運動に熱中し，学期試験も延期され

るという情勢であった。そして，運動は翌大正

9年暮から10年にかけて続行されたが，次第に

熱が冷め，低調なものとな った。

折から文部省は第 2次計画案を 発表して東京

当時の授業風景

｀｀胄渭•一"

• 大阪の両高エ，東京 ・広島の両高師及び神戸

高商の 5校に限って大学昇格を許可した。ため

に他の11専門学校の大学昇格は絶望的となった。

このようにして本校の蚕糸大学昇格運動も 一

場の夢物語と化してしまったわけである。まだ

この賢動で京都高蚕の川島勝次郎校長 と盛岡高

農の佐藤義長校長の 2人か犠牲となって退官し

た。 本校の本多岩次郎校長は事なく留任となっ

て納まりがついたことは，せめてもの燒倖であ

った。

3 東京高等蚕糸学校の誕生 123 
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右 • 同年 9月19日）

3.7 関東大震災と軍事教練
々の流言輩語に市民は神経をとがらせた。 本校

職 員学生は協力して微夜で笞戒に当た った。 同

大正 8年 5月，学校規則を改正して従来の養

蚕科を第一部と第二部に分けた。

科を本校に設置した。

行われ，

た。

ところ，

た。

同時に投蚕実

そして大正10年12月に養

蚕実科規程 • 製糸教婦養成科規程の一部改正が

翌大正11年には寄宿舎規程が改正され

この程度のことで大した問題もなく推移した

大正12年 9月1日， 関東大地震が突発

して大騒ぎとなった。本校は大きな損害を被っ

た。幸い火災は免れたが，校舎や倉庫の破損は

甚 だ しく ， なか で も図書館の被害は甚大であっ

当時の記録によると被害約10万 円 と記され

ている。

東京市内の火災は 9月 3日にな っても止まず，

各所で燃えつづけ，職員 ・学生は不眠不休で筈

戒に当たった。飛鳥山方面を目指して避難する

群衆が引きもきらず殺到したため，

開いて運動場に避難民を収容した。

本校は門を

この当時種

月 4 日にな ってようやく火災も鎮まり ，

が発せられた。

れ，

戒厳令

そして本校には戒厳司令部の中

隊本部が置かれ，

大正14年 3月，

千葉歩兵学校の兵士60名が到

着し菩備に当たった。

たので同年10月 8日，

ようやく平静を取り戻し

その笞備も解かれ，

15日から授業を再開するに至った。

追加され，配属将校が赴任してきた。

同月

◇ 

陸軍現役将校配属令か公布 さ

本校においても各学科に軍事教練の科目が

これによ

って本校生にも軍事教練が始まったわけである。

そのため， これまでのように実業教育に専念す

るこ とがむずかしくな った。

それから年を追って軍事教練が厳しくなり，

昭和 6年 9月の柳条溝事件から同12年 7月の日

支事変となり， ついには太平洋戦争にまで進展

していくのである。

124 II 西ヶ原の系諮



:~ 礼れ
.，ヽ・

戒厳令下の本校正門山と 警備詰所（右）

寄宿舎の被害
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御養蚕所内

紅葉山御養蚕所 （大正 3年10月新染）

4 皇室の盃糸業御奨励

4.1 紅葉山御養蚕所と西ケ原母校

蚕糸業御奨励の思召をもって，九重の雲深き

宮城内で御養盃を致されることは，蚕糸業にと

っては無上の光栄である。 そのことはまた母校

にとっても因縁浅からぬものがある。 その概要

を述ぺてみよう。

そもそも，宮中御養蚕の事初めは古く 明治 4

年の昔に遡る。 明治 4年， ときの皇后陛下 （後

の昭憲皇太后）が宮城内吹上御苑滝の御茶屋に

おいて初めて御養蚕 をなされた。 当時大蔵大丞

の職にあった渋沢栄一の推挙で上州島村の田島

武平が御世話役となって奉仕した。 それが 6ヵ

年続いたが失火のため御養蚕室が焼失して中止

とな った。 その後，明治12年， 皇太后陛下（英

昭皇太后）が青山御所にお いて佐々木長惇（内

藤新宿試験場蚕業試験掛） を指導役として御養

蚕を営まれた。 これが明治29年まで続いた。

明治40年暮，皇太子妃殿下が同じ青山御所に

御養蚕所を設けられ，翌年の春蚕から御養蚕を

始められた。 この時はわが東京蚕業講習所の本

多所長に御下命があった。本多所長は本講習所

出身の有泉善三を御世話役に推挙した。こ れか

宮 中御養蚕と本多所長とのつながり の発端であ

った。

続いて大正 3年10月，皇后陛下は宮城紅葉山
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（右）御養蚕室での給桑

（下）本校生徒の御養蚕所見学

に御養蚕所を新築され，翌年春盃から御養蚕を

始められた。 このときも本多校長は心を尽くし

て奉仕した。蚕室は新1日二様の建物とし，桑園

は青山御所の桑園を廃して新たに宮城本丸跡に

し繰糸した。彼女等は等しく 一世一代の御奉公

と感涙したものである。

これが有名な紅葉山御養蚕所のあらましであ

るが，同御養蚕所は今もなお全国蚕糸業者にと

6反歩を新設した。蚕種は日本在来の「小石丸」 って崇高な名所として拝観を希望するものが絶

とし、出来た繭は西ケ原の東京高等蚕糸学校に えない。最初に拝観の栄に浴したのは，大正 5

運んで繰糸した。 この間事務的処理には有泉主 年春，大日本蚕糸会主催の業界代表21名であ っ

任が奉仕したが，総括的なことは本多校長自ら た。

が指揮に当た った。 東京高等蚕糸学校は，特別扱いとなり，毎年

その後，御養蚕所内に足踏製糸機が設置され 上級生ー 同が本 多校長に引率されて御養蚕所拝

たので，そこ で繰糸することとなった。 その繰 観に伺候する習わしとなっていたか，戦後は中

糸には本校教婦養成科の生徒が奉仕した。毎年 止された。

選ばれた数名の生徒は斎戒沐浴して宮城に出向

4 皇室の蚕糸業御奨励 127 



皇后陛下（後の昭憲皇太后陛下）， 東京蚕業講習所行啓の折の令旨（明治41年 6月3日）
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東京蚕業講習所卒業証書授与式における伏見宮貞愛親王殿下の令旨（明治43年 7月9日）

4.2 皇族の台臨
泰宮両親王殿下の台臨があった。

明治初年の昔から， 皇室が蚕糸業に対して特

別 の関心を寄せられたことは歴史の証明2)すると

ころである。 わが母校も， しばしば宮様の台臨

を仰いでいる。． 
このことは当時としては母校にとり無上の光

栄とされ， 記念すべき行事 であ った。

皇族台臨の最初は明治36年 5月17日，
,,..,_~ 
吊呂•

周宮の両親王殿下が東京蚕業講習所に台臨され

たときである。次いで同37年 6月26日に富美宮 ・

5月31日， 皇太子妃殿下 の行啓，

そして翌38年

さらに41年 5

月30日伏見宮貞愛親王殿下の台臨があ った。

いずれの場合も ，

親しく御廻院され，

つつ→いて，

昭憲皇太后）

相， 松平大日本蛮糸会会頭を始め農商務省関係

の各局長，

本多所長の先導にて所内を

御言葉を賜った。

同41年6月3日には皇后陛下

の行啓があった。

（後の

この日は松岡農

試験場長等多数高官がお出迎え申し
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皇后陛下（後の貞明皇太后陛下）の行啓（大正5年10月27日）
"'-

~ 

ヽ， . ,..._, 

上げた。 本講習所内を親しく御廻院の後，

農相を召されて次の令旨を賜った

松岡

（写真左上）。

「此 の蚕業講習所は今日初めて一覧せしに養

蛮製糸のことにつきあ らゆ る方法を研究講習

し其卒業生を各府県に送りて伝習せしむると

のこと総て能く整ひ居る様に見受け喜ばしき

こ となり

御国産中，

申すま でも なき ことなから生糸は

最も重なるも の なれば，ー同勉励

皇） と皇孫淳宮 （故秩父宮）の両殿下が学習院

益々斯業の発達を計 らむ ことを望む」

の生徒を随伴し て台臨さ れた。

さらにまた，

行啓があ った。

大正 5年10月27日， 皇后陛下 の

これ は本校の創立30周年記念祝

賀会 を兼ねて開催された記念展院会御廻覧のた

めの行啓であった。

先に 明治38年，

皇后陛下におかせ られては，

皇太子妃殿下であらせられた折

にも行啓されているので，

であった。

これが 2回目 の行啓

それか ら明治43年 5月 9日， 皇孫迪宮 （現天

4
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5
 

「西ケ原の本多か」「本多の西ケ原か」といわ

れた本多岩次郎校長とその書「百折不撓」

＠枕竹
西ヶ原興隆の功労者

5. 1 本多岩次郎校長

かくして昭和年代とな ったが， 日本蚕糸業は

この昭和初期に最高生産高を示した。 これを統

計的に見ても， (1)昭和 5年の養蚕戸数22万戸，

(2)同 5年の繭産額39.9万トン，(3)同 9年の生糸

生産量75万4,000俵，(4)同7年 の生糸輸出高58万

2,000俵で， これらの数値はいずれも史上最高の

ものであ った。

また昭和 2年農林省蚕糸局が独立し，同 7年

蚕糸業組合法によ る全国蚕糸業 7団体が結成さ

れ， 同 8年には糸価安定融資補償法が制定，同

9年の原蚕種管理法公布など重要な政策が次々

と打ち出され，蚕糸業政策の黄金時代を形成し

た。

この間，本校はさしたる問題もなく順調に推

移した。 ところが校長本多岩次郎の急死が報ぜ

られ人々を銹かせた。昭和11年 4月30日のこと

である。この日 ，本多校長は蚕糸会館で開かれ

た日本盃糸学会に 出席し，そ の役員選挙の委員

長を勤め， その結果報告に立ち上ったとき突然

に倒れ，午後 8時40分静かに瞑目した。葬儀は

校葬をも って今井葬儀委員長指令の下に厳粛盛

大に行われた。

その後任には同年 5月 1日付で教授岩淵平介

が校長事務取扱を命ぜられ，同月30日， 教授伊

東広雄が正式に後任校長に任ぜられた。

ここで本多校長についてこれまでの功緻を振

り返らねばな らない。西ケ原の本多か本 多の西

ヶ原か， とまで言われたほどで，本多校長の歴

史は即西ケ 原の歴史でもある。

本多岩次郎は慶応 2年大分県杵築藩士工藤常
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謝
恩
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国
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で

、ご..... 

英の次男として生まれ， 明治21年東京鹿林学校

を出て農商務省勤務，

兼務，

同時に蚕業試験場技手を

同36年東京蚕業講習所長，

高等蚕糸学校長となり ，

49年にも及んだ。

この間 母校一筋に挺身し幾多の子弟を育成

して我が国の蚕糸業発展に貢献した功績は特筆

すべきことである。

大正 3年東京

以来昭和11年まで勤続

中央の蚕糸政策遂行にも努

向
か

っ
て

大
日
本
蚕
糸
会
総
裁
・
閑
院
宮
殿
下
を
か
こ
む
同
会

幹
部
と
同
支
会
幹
事
長

（閑
院
宮
殿
下
邸
で
。
中
央
が
宮
殿
下
‘

右
隣
り
か
本
多
校
長
）

糸会がある。明治25年の創立で，宮様を総裁に戴

くわが国最高の団体であるが，

して同会参事 となり ，

本多校長は若く

大正10年に副会頭に推さ

れて終生同会の発展に尽力した。 また蚕糸業同

業組合中央会においても副会長に推され，

諸政策の遂行に尽力した。 さらに日本蚕糸学会

の初代会長として学会に貢献し，

蚕糸

あるいは宮中

御養蚕所に奉仕したことについては前述した。

力を傾注した。 その一例を挙げると， 大日本蚕

5
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rl 

.... 

（昭和4年 6月6日）

製
糸
工
場
案
内

5.2 渋沢栄一子爵
典に は， 子爵は高齢 の晩年まで臨席され，

渋沢栄一子爵は大蔵省租税正として，

糸所の開設を担当し，

丞を退官して第一国立銀行を創設した。

以後

その後明治 6年，

富岡製

大蔵大

多くの企業の創立と発展に尽力し，

治・大正の実業界の偉大な指導者であ った。

に蚕糸業には関心が深く，

糸業の発展に尽力している 。

こうしたことと，

生糸の輸出貿易や蚕

同子爵邸と本校が隣同士で

あったという因縁もあって，

明

特

同子爵は東京高等

蚕糸学校およびその前身の創設と発展に多大な

尽力をされた。

学校の卒業式や校内で催される大小の会や式

都度子爵独特の名演説をされて，

深い感銘を与えられた。

った。

参列者一同に

大正 5年10月29日に行われた本校創立30周年

記念式典での演説の内容は次のようなものであ

「閣下校長並びに臨場の淑女紳士諸君，

此 の式に列する光栄を担うに当り 一言お喜び

を申し述べたいと思う 。 然しここに祝辞を文

章 として持参せなんだのは甚 だ失礼であるが，

私はこの機会に際し，

その

禾ムも

むしろ祝辞より ー場の

昔語りを述べんが為 に参りました。我が蚕糸
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業の今日の有様は実に盛んなものであります

9

9
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カ

カ

本校創立当時の30年以前はどうであった

更に潮って明治初年の状態は果してどう

であったかと考えると，

あった。

実に微々たるもので

この微々たる当時の盃業が今日の大

を致したのは丁度細い流れが相合して大河を

形作り， 小さ な双葉が遂に大木となったと同

し様に考えられる。…...(中略）……私か今こ

の学校の盛典を祝するに際して， 明治当初の

規模不完全なりし昔を述べるのもあながち無

用のことでもあるまい。 自分はここで祝辞を

言上する 資格がないかも知れぬか，

云わばご近所交際の意味

両隣に住

から申し述べようと思うのである・・・・・・（後略）」

これによると，

いた様子が分かる。

なしヽようで，

しヽが， 古いものでは，

式での演説内容が記録として残されている。

この外，

されたり，

た。

学校の創設の頃から関係して

また子爵の演説には草稿が

従って演説内容は余り残っていな

明治39年 7月25日の卒業

子爵は欧米その他からの外客を案内

また養蚕時には自ら家族，

そして昭和 4年 6月6日，

親戚を

同伴しての養蚕• 製糸の参観も一再ではなかっ

徳 川喜久子姫の

ご婚儀に先立っての本校見学も子爵自らの先導

であった。

んでいる関係から，

5
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市電「西ケ原2丁目 （蚕糸学校前）」

6 西ヶ原から小金井へ

6. 1 昭和初期の西ケ原

昭和初期のわが国生糸生産高は約60万俵 (1

俵は約60kg)で， その約80%が輸出 （主として

アメリカにおける靴下の原糸に使用） され，生

糸はわか国外貨獲得資源の王座を占めていた。

いわゆる蚕糸業華やかなりしよき時代かこの頃

であった。 そのため，本校は官立の専門学校と

しては東京高等師範学校・東京高等商船学校と

並び称された名門で， その頃宮中伺候した本多

校長が専門学校長として最上席に就いたと言わ

れていた。

当時の東京高蚕は東京府北豊島郡滝野川町西

ヶ原に所在し，省線駒込駅前から飛鳥山に至る

市電飛鳥山線で約10分 （電車賃は 5銭 ），飛烏山

公園近くの高等蛮糸学校前停留所の前面に正門

があり，敷地は11,000余坪，建坪は4,200坪で，

その伝統と偉容を誇っていた。

当時の教授陣容もそうそうたる学者揃いで，

本多岩次郎校長をはじめ農学博士 3名，農学士

7名，理学士 1名，工学士 1名，法学士 1名，

経済学士 1名と母校出身の教授 4名・助教授 7

名の先生方が後輩学生の教育に当たっていた。

講師の陣容も多士済々で，農博 1名，理博 1

名，農学士 3名，理学士 1名，文学士 3名の 9

名であった。

この頃の出来事としては， まず大正15年12月，

学生は大正天皇の大葬を送葬したため，翌昭和

134 II 西ヶ原の系譜
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なつかしの省線駅

（上）駒込駅

（右上）王子駅

（右）上中里駅

王子から赤羽まで，桑摘み

簡を背負って通ったものだ

市
電
「
一
里
塚
」
停
留
所
付
近

2年の秋季運動会は服喪中ということで中止に 他に数棟が半焼したことである。

なったことである。 2年次生の養蚕実習 では， 学生は地下足袋姿

また昭和 3年11月，今上陛下御即位の御大典 で桑摘み籠を背負 って王子から赤羽まで電車で

が京都御所で挙げられ，本多校長はじめ多くの 通うなど，辛いものであった。その実習期間は全

教授が参列したがその留守中 （同年11月12日 員寮宿泊だったので，実習も終わりに近づいた

早暁），校舎の一部より出火し，蚕室 3棟が全焼， 頃には，青春のエネルキーと ，古びた寄宿舎の雑
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王子の名主の滝 音無川の流れ

訊／ ~· 

魚寝に対する学生の不満がt暴発して， クラス総

出でストームを決行し，ガラス窓を破り食堂の

食器を大量 にこわして大問題にな ったこともあ

ったという 。

当時，本館の左側には，20m'ぐらいの職員食

堂があ った。正面が校長の席でその左右が側近

教授や賓客の招待席，いわゆるメインテープル

というわけであるが，今時は田舎の集会所でで

も見られないような代物であった。特に決めた

わけでもないが，その食堂の向か って右側か主

に製糸教官席，左側が養蚕 • 栽桑の教官席のよ

うにな っており ，15人程で満員とな った。

食事中の会話は出張先の出来事とか，光頭の

進展度など， また時には法文系の先生が算数の

問題を出して子供にも分かるような解き方を理

工系の先生に迫まる等，極めて和やかなもので，

.. 

当今の教授会の雰囲気からはとても考え られな

いものであ った。

◇ 

なお， この食拡に冷房 を入れようとした経過

がある。

当時繭冷蔵試験に熱をあげていた先生が，そ

の余勢をか って，校長室と職員食堂に 100m余り

も離れた冷蔵嘩から冷風を送りこむ工事をした。

いよいよ試運転の日にな って， 1インチパイプ

の出口に紙片を吊るして風速の測定準備やら寒

暖計を吊るすやら大変であ った。

その時の実験結果は聞きもらしたが，その実

験は当時としては時代の先端をいったセントラ

ル・クーラーの試みであ ったことには間違いな

し、

゜
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飛鳥山の花見の宴

蚕室焼失を報じた東京日日新聞

の記事
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小金井の新用地 （東京府北多摩郡小金井村， 162,749mり

6.2 小金井移転の経緯

昭和15年 4月8日，小金井新校舎が竣工した

ので，伝統の地西ケ原を去って小金井に移転し

た。 ここに55年の西ケ原学園の田套を脱して新

しい歩みへ第一歩を踏み出したわけである。

小金井移転の直接の動機は大正12年の関東大

震災であるが，母校はそれ以前に所在地の移転

と同時に改築を文部当局に要望していた。 それ

は西ケ原の敷地が狭くて増改築の余地がなく，

また周囲の工場化，住宅化が進んで栽桑• 養蚕

等の実習教育機関の所在地としては不適当とな

り，かつ校舎も建設以来30-40年を経て老朽化

していたからである。

たまたま大正12年の関東大震災で校舎のある

ものは使用に耐えない程に破損し•たので，その

復旧を図ると同時に，他方適当な地を選んで移

転する計画をたて， その費用を震災復I日による

移転改築費として文部当局に要請した。幸い当

局の理解を得て，大正13年第49回帝国議会で，

大正13年度から 7年間の継続予算として承認さ

れた。

かくて移転改築の当初計画は大正13年度に瘤

手 し，同19年度 （昭和 5年度）に完成の予定で

あったが， その後財政緊縮のため幾度か繰り延

ベ変更を受けた。 すなわち，昭和 6年度に至り ，

文部省所管の震災復1日工事として昭和14年度起

工，同17年度竣工に繰り延べられた。

移転用地の購入は当初計画では大正14年度で

あったが同17年度 （昭和 3年度）に繰り延ペ

られた。 そしてともかく， その年度 （昭和 4年

2月28日）に北 多摩郡小 金井村に 162,749m' 

(49,318坪 ）の土地購入手続きが完了し，写真

に見るような東京高等蚕糸学校用地の標識を建

てることができた。

小金井に決定するまでには紆余曲折があり ，

埼王県や千葉県あるいは横浜等にも候補地があ

ったが，東京高等蚕糸学校の「東京」にこだわ

りがあ って， これ らは取り上げられなかった。

昭和 5年度にはさらに府中町中河原に桑園用
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地10,431吋を購入したが，その後移転改築計画

は遷延に遷延を重ねた。

その間，学校当局の熱心な移転改築の促進，

即ち復1日年度の繰上要望と，加えて昭和 7年春

以来，西ケ原同窓会の熱烈な尽力奔走があり，

昭和 7年 8月第63回帝国議会における衆議院の

製糸業法案委員会で，東郷政府委員と有馬・加

藤（卒業生）委員との間で母校移転改築に関し

質疑応答が交わされ，政府からはできるだけ速

やかに移築を実現する旨の答弁を得た。 そして

次の第64回帝国議会で昭和 8年度支出予算にそ

の一部が計上，協賛を得た。

その後，同 9-14年度と続年支出が計上され，

昭和14年度に竣工，同15年 4月に小金井新校舎

への移転を完了したのである。

この頃は物資不足のため，移転作業は大変で

あった。例えば輸送トラソクは全体で60余台し

か確保できなかったので，農場と工場の分を除

くと各研究室への割り当ては 1- 2台となり，

積み残し分はそれぞれ適当に運べという指示で

あった。荷造り材料にしても十分でなく，縄・

紐を集めるのも容易ではなか った。従って，化

学天秤とか顕微鏡等は教官自ら抱いて電車で運

んだとしヽう。
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6.3 小金井の新学園

颯爽たる雄姿の本館 （現繊維博物館） は 3階

建鉄筋コンクリート造りで，屋上か らはすばら

しい富士の景観が眺められた。正面玄関の右は

庶務課と会計課で，左は教務課と学生課，その

1階東側は工場に近いので製糸学科教官室，西

側は桑圏に近いので栽桑学科教官室という こ と

であった。 2階の中央が校長室でその東が蚕種

学教官室，続いて絹糸物理学教官室，西側が栽

桑学科教官室となっていた。 3階の中央は会議

室で， その東が蚕体解音lj学教官室，西が繊維学

科教官室に当てられていた。

本館の北側には 2階建の教室棟が並置されて

いたが，以下の建物は物資節約の時代で木造に

された。 この教室棟の北側左には大講堂，右に

は西ヶ原から移築した 1日講堂の学生控室があっ

た。 さらに北側には標本室と図書館が設けられ，

それらには西ケ原からの貴重な資料 ・文献が収

められた。次いで広大な蚕室が 3棟 も並び， そ

の東には最新式のキャ リア蚕室も設けられた。

これらが学園の中枢をなし，長い廊下 によって

結ばれていたが，この廊下は防空体制が進めら

れるとともに撤去された。

本館と教室棟の東側に は化学室 • 製糸の汽罐

場・乾燥場 ・貯商庫 ・煮繭場 ・繰 糸場 2棟等が

あり，一種の工場団地が形成されていた。 なお

その 中で， 貯繭庫と煮繭場は早く 設 けられた関

係で鉄筋コンクリート造りであり，堅牢な建物

として戦時中は避難場所に指定されていた。

また，正門の西側には同窓有力者が，西ケ原

の由緒ある本館を移築して西ケ原記念館とした。
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その後方には，温室を囲んで試験桑園が造成さ

れていた。

南北に走る広い道路に交差して東西に農道が

あり， これを隔てて北側の東面が大桑園で，実

習生 はかつての西ケ原時代とは異なり，電車に

よらなくても桑運びができるようにな った。桑

薗の西面は運動場で，西ケ原時代のように 2km 

も離れたグラウンドでなく手近かに利用で きた。

しかし反面，街を練り歩く機会も少なくなり，

西ケ原でのような地域 ぐるみの運動会も見られ

なくな った。

男子寄宿舎は和・衷• 信 ・義の 4寮からなり，

キャンパスの西北にあって「西ケ原寮」 と呼ん

だ。 また女子の寄宿舎は「楓寮」と称して工場

の北側 にあったが， これは義寮とともに西ケ原

から移築したものであ った。

昭和15年当時の武蔵小金井駅

移転準備には学生の勤労奉仕が大きく貢献

した。移転前は西ケ原蛮友会の事業として校

内の集団勤労奉仕を行っていたが，昭和13,

14年の夏期休み前後には， 小金井新校舎の蛮

室等に宿泊してグラウンドの整地作業に汗を

流した。

小金井に移転した昭和15年の夏には， 1年

生は 7月14日から 18日まで，同 2年生と 3年

生は 9月 5日か ら 9日まで，校内運動場・校

庭の除草 ・整地，射撃場新設作業などを行い，

女子の 1・ 2年生は 7月14日から 18日まで，

女子寄宿舎内外の大掃除，真綿製造，待避壕

の築造等を行った。 そして昭和16年も同様の

作業が続いた。
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6.4 繊維学科の新設

本校の教官には斯界の権威を網羅し，牒博 ・

理博の伊東校長を筆頭に小 倉，尾崎，木森，高

木，北尾の農博を併せて博士 6名を擁し， その

教官層は当時全国高専中でf憂位を誇っていた。

昭和16年 4 月には従来の養蚕• 栽桑 • 製糸学

科に加えて繊維学科が新設されることになり，

これに伴い教授 5名・助教授 3名・ 書記 1名が

増員された。 かくして本校は都合教授21名 ・助

教授11名 ・書記 8名の大世帯に飛躍し，名実と

もに斯界における最高学府とな った。

昭和初年以来わが国の蚕糸業は生産面では飛

躍的な発展を遂げ，農村経済上また国際収支上

極めて重要な地位を占め， 蚕糸王国を謳歌して

きたが， その半面，消費面に対する研究につい

ては概ね等閑視され，需要者側まかせのうらみ

があ った。

当時の授業風景

昭和 8, 9年頃の蚕糸業は極度の不況に直面

し，朝野の蚕糸指導者は過去を反省し，蚕糸業

の永遠の繁栄を策するには，生糸の生産と 同時

にその消牲者が要望する適切な加工法の指導と

その施設設置の必要を痛感させられていた。

母校では早くから製品加工までの過程、即ち

桑から繭，繭から生糸，生糸か ら織物への一貰

した産業教育の実現を要望していながら•なお果

たし得なか った。 その後，片倉製糸紡組会社よ

り生糸の消費方面の研究に必要な施設・設備（紡

納機織試験室 • 織物試験室 ・繭糸加工実験室並

ぴに各室に要する諸設備）の寄付を受けたので，

小金井の構内にこれ等を施設した。 これを枯礎

にして将来を担うべき人材を養成し得る見込み

がた ったので，応用繊維学科の新設を要求した

ところ，昭和16年 4月に繊維学科新設の実現を

見斯業教育機関としての体制を整備し， 一 つ

の躍進時期を画した。
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母校創立60周年記念学園祭の

前夜祭大ストーム

（ 左 • 小金井駅前， 下• 西荻窪駅前）

記念運動会の後のフ ァイヤーストーム

新
設
さ
れ
た
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剪毛実習（繊維農業科生）

7 東京繊維専門学校へ衣替え

7. 1 東京繊維専門学校の発足と繊維

化学科•繊維農業科の新設

昭和10年，米国デュポン社のカローザス博士

の率いる研究グループは，高分子化学および高

分子化学工業にとって画期的といえるナイロン

を発明した。

この分野の研究の発展は，わが国の教育体系

にも大きな変革を迫った。また当時，資源を東

南アジアに求めたわが国の国策は，羊毛 ・棉花

• 麻の生産に関する教育を要求すると同時に，

各種天然繊維 • 化学繊維の原料から製品までの

一貫した教育機関への転換を要請した。

その結果，本校は昭和19年から繊維化学科・

繊維農業科を新設し，蚕糸科 （養蚕，製糸を合

併 ）・紡織科 （繊維科を改称）の 4学科に再編，

校名は東京繊維専門学校と改められた。

ところで，繊維化学科は誕生したものの，実

験研究室も教室 もなく，既設の木造建物を利用

していたので， たえず被災の危険にさらされて

いた。化学実険用のガスは石炭ガス発生装置を

設備して賄ったが， 2カ所の学生実験室で 3-

4時間使用するとタンクは空になったものであ

る。

繊維農業科は桑園を転換して圃場にするため，

桑作りの農具を借りて桑を抜き，その跡に棉花

• 麻 ・飼料作物を栽培し， これに よって緬羊の

飼育をはじめた。

このようにして，敗戦にいたる柩度に物資の

欠乏した状態のなかで， これらの新学科は苦難

の発足をしたのである。
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富士山麓の野外教練

7.2 戦時体制の強化
なお，

替えし，

昭和15年12月，

友会を解散して東京高等蚕糸学校報国団が結成

され，

本団は，

「戦時体制に即応して本団員は国体の本義に透

微し，

銃後の戦時体制が強化された。

文を修め武を練り，

養すべし」

従って，

時局に即応するため従来の蚕

団綱領の第 1条に示されたように，

という 主 旨に碁づいて結成された。

その組織も総務 ・ 鍛錬 • 国防 ・文化 ・

生活の 5部で構成した。

尽忠奉公の信念を涵

そのうち鍛錬部には剣

道・柔道 ・ 弓道 ・ 庭球 ・ 陸上競技 • 相撲 ・女子

の 7班が，国防部には射撃 • 騎道の 2班が， 文

化部には講演 ・ 文芸 • 科学研究 ・興亜研究 ・女

子の 5班があった。

昭和16年 9月には本団を隊組織に編成

東京高等蛮糸学校報国隊と称し，

• 本隊 • 特技隊•特別笞備隊で編成し，

加えたので，

班 ・救護班 ・配給班の各班で編成し，

を強化した。

有事の

際挺身奉公の誠を致すことを任務とした。

昭和16年11月には時局がいよいよ緊迫の度を

昭和11年設立以来防空訓練に努め

てきた東京高等蚕糸学校特設防護団を強化して，

本部・笞報班 ・笞護班 ・防火班 ・エ作班 ・防毒

防空体制

これらは初めは食糧増産が主体であったが，

時局の展開に伴い直接軍関係方面の仕事や軍事

関係の工場に勤労奉仕するようになった。

本部

防護

団は初めの間の防空演習からいつしか抒戒笞報，

空製替報にまで関係するようになってしまった。
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7.3 学徒出陣

繰上げ卒業 戦局が次第に急迫を告げ，

並びに関係各方面に要員の不足をきたしたので，

政府はその補充拡大を計るため，

に， 翌年 3月卒業予定者の卒業を 3ヵ月繰り上

げて卒業させることにした。 これが繰り上げ卒

業の第 1回生である。翌17年 9月には次年卒業

予定者を 6ヵ月繰り上げて卒業させ，

終戦の20年まで，毎年 9月に卒業生を出した。

昭和21年には正常の 3月卒業に戻ったが，

年の卒業者は蚕業実科21名，

みで，

うにして，

前線

昭和16年12月

引き続ぎ

その

製糸教婦科14名の

本科 3年の卒業者はいなか った。

昭和22年 がら正規に復帰して 3月に

1年次

2年次

3年次

4月か ら12月まで

翌年 1月から 9月まで

10月から翌年 9月まで

といった変則的な もので，

ろな勤労作業に出動した。

仮卒業と仮修業

このよ

卒業式を行うようになった。

昭和19年度入学者に対する授業計画は，

しかもその間いろい

制度及び仮修業制度か公布された。

「仮卒業 ：明年 9月卒業の見込みあると認め

られるものに対しては本年11月において仮卒

昭和18年10月には，

徴兵延期停止と同措濯に伴う次のような仮卒業

在学生

業証書を授与し，

に対しては除隊帰還後において補講する」

（期間概ね10ヵ月）。

「仮修業 ：現在第 1年生に在学するものには

本年11月，

後の復学は上級学年に修業させる」

右上の写真は，

昭和18年入学の学生の学徒出陣壮行会の時のも

のである。

なお，

専の出陣学徒総員をあつめ，

卒業期を見ると，

なお，

明年 9月卒業させたる学至

該当学年修了の取扱いをし， 除隊

この適用を受けて仮修業した

これら仮卒業 ・仮修業の都下大学 ・高

同年12月初め明治

神宮外苑で盛大な壮行会が挙行された。他方，

クラスにとどまった学生も時局の推移に伴って

勤労動員が強化され出動に追われ， 校内で学業

に専念するいとまはなかった。

当時の在学生を通常年度の学年別にしてその

次ページの表の通りである。

表中の①は繰り上げ卒業の第 1回を示す。

以下同じ。
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栽桑学科 3年・井上善治郎の教練検定合格書困と

武運長久を祈る同君への寄せ書き止）（昭和19年）

B召禾015.4/16.3

16.4/17.3 

17.4/18.3 

18.4/19.3 

19.4/20.3 

20.4/21.3 

21.4/22.3 

22.4/23.3 

23.4/24.3 

3年生

1年生

2年生

3年生

1年生

2年生

3年生

1年生

2年生

16.3正規卒

18.9繰上卒③

19.4蚕糸科
第 1回入学

22.3蚕糸科
卒業第 1回

22.4入学

2年生

3年生

1年生

2年生

3年生

1年生

2年生

3年生

1年生

16.12繰上卒①

18.11仮卒業

19.9繰上卒④

20.4蚕糸科
第 2回入学

23.3蚕糸科
第 2回卒業

専門学校
最終入 学

1年生

2年生

3年生

1年生

2年生

3年生

1年生

2年生

3年生

17.9繰上卒②

18.4入学
18.11仮修遵危

20.9繰上卒⑤

21.4入学

24.3卒業

7
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7.4 勤労動 員
立川獣医資材本廠に，

生か勤労動貝された。

戦局は支那事変か ら大東亜戦争へと拡大し，

ますます戦事色濃厚となり ， ひとり学生のみ勉

学にい そしむこと が許されない状態にな ってき

がゞ 0 昭和16年暮，

があり ，

た。

本校報国隊に出動協力の要請

各科 1・ 2年生が赤羽兵器廠に出動し

昭和17年 5月には立川獣医資材本廠に，

9月には赤羽被服廠に，

150 

同年

また同年12月に は再び

各科の 1年生または 2年

明け て昭和18年の 8月と 10月に福生（ふっさ ）

陸軍飛行場内の飛行機格納用堰体築造作業 に各

学科 1・2年生が参加した。 また同年12月には

長期食糧増産勤労奉仕隊として，

• 小笠郡に，

静岡県磐田郡

出陣学徒を除い た残留学生全員が

暗渠排水路の築溝と1番麦作業に参加した。

昭和19年 7月には， 東京都淀橋地区の建物疎

開作業に各科 の 1年生 が動員 された。
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同年 7 月から 9 月にかけて，養蚕 ． 栽桑 • 製

糸の各学科は， 日本蚕糸製造会社の萩町工場，

一毛町工湯向山工場，勢多工湯村松工場，

村上工場，松本工場等に数名ずつ分散して勤労

動員に参加した。 さらに 同年11月には，調布飛

行場の擬装工事に緊急動員された。

終戦の年昭和20年 5月には，製糸学科は日本

蚕糸製造郡山安積工場に出動，繊維学科は富士

瓦斯紡績小山工場，大 日本紡績関ヶ原工場に出

動，繊維化学科は江戸川工業所山北工場， 日束

紡績郡山工場に出動した。

その中で，富士瓦斯紡粕小山工場に出動した

繊維学科 2年生の吉原康雄君が終戦も間近い同

20年 7月30日午前 7時30分，同工場が空襲を受

けた際，敵機の機銃掃射により戦災死をとげた

ことは本当に気の毒なことであ った。勤労動員

中の犠牲者は同君一人だけであったが，彼は昭

和34年10月，陸軍軍属として靖国神社に祀られ

t・ し— 〇
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母校遠景（昭和20年）

8 学園の再開と復興

， 
9 ，ヽ t

，， 一

終戦直後の正門山と西ケ原記念館m

ー

ー
／
 

、）

會

9
/
 
9
 

食 ~ゞ 8. I 終戦直後の母校

尽忠報国も空しく，神風も吹かず，昭和20年

8月15日，ついに終戦の日を迎えた。幸いにも

本校は都内の学園と異なり機銃掃射を若干受け

た程度の軽微な被害であ ったので，即座に学園

の再開にとりかかった。

即ち，文部当局 から，

1) 動員学徒は原則として解散し， なるべ

く早 く帰校させる。 その際帰郷又は学業 を中

止する 事 なき事。

2) さきに計画中の戦闘隊編成は解散する。

等の指示があ り， さらに同年 9月早々，

1) 第 3学年は 9月22日に卒業させる。

2) 入営又は入団者にして帰校の 3年生は

試験の上在学生と同時に卒業させる。

等の指示かあった。

これら の指示に従い，工場に動員 されていた

学生並びに復貝 • 復学のできた学生たちの卒業

式が挙行された。復 員がおくれた学生は昭和21

年 3月に卒業式が行われなか ったため，翌22年

3月に卒業した。次いで同20年10月，解散にな

った陸海軍諸学校の出身者 ・在学生， その他高

等商船学校生 ・大東亜錬成院生 ・陸軍特別幹部

候補生等の本校第 1・2学年への転入学の割当
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通達があり， 選考の上入学 か許可された。

日本人として初めて受けた敗戦 の ショック は

大きく， み な虚脱状態に陥っていた。

の ようななかでこの非常措置 はスムーズ に進行

し， 再 び若 人が校庭に溢れて日 一 日と昔の学園

風景に戻っ てきた。

ただ当時は食糧が極度に不足し，

が飢餓状態で，僅かな配給と進駐軍 か らの援助

物資で命を つ ないでいた有様で，

た例外ではなか った。電力も進駐軍1憂先で，

般家庭への供給復興がおくれた。

足か ら電気 コンロが出回り，

輪をかけ，

ぎる、状態ではなかった。

昭和21年 1月10日には，

しかしそ

日本人全体

学 園生活もま

さらに燃料不

それが電 力不足に

夜は停電続出で落ち瘤 いて勉学 ので

かつて戦時非常時体

制に臨んで昭和19年に合併させられた蚕糸科が

時代の要請 に応え，

分離復元し， それぞれ入学定員40名とすること

が本省に認められ，

お蚕糸科 1

年で盛 を閉じたが，

ため，

元の養蚕学科• 製糸学科に

同年 4月か ら発足した。

. 2年生には， 養蚕専攻，

のいずれかを 自由に選択させ，

れ専攻別に授業を開始した。

な

製糸専攻

4月か らそれぞ

結局蚕糸科は 2ヵ

それも専攻別に分けられた

蚕糸科の卒業生は誕生しなか った。

陸軍特別幹部候補生等の転

入学割当通知（文部省）
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第 2代校長・伊東広雄

8.2 民主化の嵐の中で

前述の通り ，終戦 1年目は授業の再開，復員

学生の受け入れ，陸海軍諸学校その他の学校か

らの転入学生等の受け入れ対策に追われ， さら

に食糧事情の悪化も加わり， まずは当面の対応

策にのみ明 け葬れた 。 即ち，軍事教練• 体操の

廃止， 1年生の全寮制度の廃止，授業時間の短

縮 (50分授業を40分に切り詰める ），土曜日の臨

時休講， 食糧不足による数日間の休校等々であ

る。

さらに翌21年には，戦時体制下に作られた挙

手の礼• 朝礼 ・頭髪型 • 武道等々の生徒心得や

諸規程につい て， 時代 に即応させるための改廃

が行われた。一方，戦時中の戦時体制強化に対

する学生の反発が，学校当局，特に学校長や生

徒主事に対 して生徒大会の形で向けられてきた。

また食糧事情はますます窮迫し，夏期試験の延

期，休暇の繰り上げ実施等の形で現れ，教官も

第3代校長・木暮損太

生徒も混乱と混迷の中から新しい道を見出すの

に必死であった。

さらに職員の間でも校内民主化運動が起こり ，

昭和21年 3月にその草案起草委員会が設けられ

た。 そして 5月にその案が提出 され，諸規則の

改正，掌務規定の改廃が進められることになっ

た。

この年の最も大きな事柄は，瘤々と母校 の民

主化が進む中で伊東広雄校長が10月に辞．任した

ことである。

伊東広雄は初代校長本多岩次郎の突然の逝去

に伴い，昭和11年 5月に第 2代校長として就任

した。以来，西ケ原から 小金井新校舎への移転，

東京繊維専門学校への移行など本校 の転機に釆

配をす辰ってきた。 また時局は支那事変から大東

亜戦争へと発展し各種の難局に対処するなど，

母校の一番苦しい時代を乗 り越 えて こられ， そ

の功納は多大のものであった。

同校長は戦時中の本校の最高責任者であ った

154 II 西ヶ原の系譜
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ので，戦後学園の再開・復興のめどがついた時

点で潔くその責任をとって辞任したのである。

この あと昭和21年10月 1日付で，元東京高等

蚕糸学校教授 • 長野県蚕業試験場長の木暮横太

博士が第 3代校長として就任した。 そしてこの

新校長のもとで校内民主化案の具体化が進め ら

れた。 この年も食糧不足と電力不足の中で教官

と生徒は一体となって学園民主化に邁進した。

翌22年10月には，蚕糸にゆかりの深い貞明皇

太后陛下が小金井校舎に行啓され，復興なった

学園を親しく視察された ことは，教職員一同に

とって大きな感激であ った。
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大学の形成 略年表

昭和24 5 月 31 日 国立学校設置法により東京農工大学設置〔農学部（農学科 • 林学科 ・獣医

学科・ 農場 ・演習林 ・家畜病院） ， 繊維学部 （ 養蚕学科• 製糸学科•繊維学科 ・ 農場 ・

工場・ 繊維博物館）〕。 7月新入生入学，第 1回協議会（昭和26年12月に評議会となる）

開催。

25 5月学部通則制定。6月附属図書館規程・附属図書館商議会規程制定。

26 4月繊維学部蚕糸別科発足。 7月学内措置の教養部設置。 12月農学部細則・繊維

学部細則制定。この年に農学部農芸化学専修・ 繊維学部繊維化学専修の学生入学（定

員各30名）。

27 4 月農学部農芸化学科発足。 6 月評議会規程・農学部教授会規程 • 繊維学部教授会

規程制定。 9月教養部を一般教育部と改称。この年に本部建設の予算がつき建設を決
,--'--

疋 o

28 1月学生通則制定。 3月教職課程認可。 4月繊緋学部繊維化学科発足，繊維学科を

繊維工学科と改称。 6月教特法による協議会の規程制定。この年に学生相談部は学生

部となる。

29 4月繊維学専攻科・農学専攻科発足。5月電子顕微鏡室開設。 7月教官選考内規制定。

30 4月一般教育の統合実施 （両学部の 1年次のみ一本化）。

32 9月農学部に学内措置の波丘地農業研究所開設。11月厚生補導協議会規程制定。

34 4月繊維学部機械工学科発足。 11月第 1回農工祭実施。

35 4月繊維学部工業化学科発足（本年度以降繊維化学科の学生募集停止）。

36 4 月農学部農業生産工学科発足 。 9 月学則・農学部規程 • 繊維学部規程制定。

37 2月農学部学生会館（前年建築の学生食幽をふくむ）竣工。 4月繊維学部を工学部

に改組して電気工学科発足。養蚕学科を農学部に移管。

38 4月農学部植物防疫学科発足。

39 4月放射線研究室開設。

40 4月大学院農学研究科修士課程と農学部林産学科発足。10月養蚕学科か農学部構内

へ移転。

41 3月工学部学生食堂竣工。 4月大学院工学研究科修士課程と工学部化学工学科発足。

11月新寮への正式入寮を決定 (3月と 10月に椿寮竣工）。

42 4月工学部応用物理学科発足，推薦入学制度実施（製糸学科）。 この年に電子計算機

室開設。

44 4月農学部附駆皮革研究施設 （のち硬蛋白牲利用研究施設）設置，核磁気共鳴装置

室開設，本部事務局の 2部 1課制か発足。9月農学部本館等の封鎖行為発生 (10月に

封鎖解除）。 12月第 7期学長選考に 3段階制をとる。

45 4月工学部共通講座設置。この年，図書館の全建物を建て替える。

46 4月繊維工学科を繊維高分子工学科と改称。11月第 8期学長選考に 2段階制を とる。

47 4月工学部電子工学科発足。

48 4月農学部環境保護学科・ 附属波丘地利用実験実習施設 (I日波丘地農業研究所）の

発足。

49 4月工学部生産機械工学科発足，工学部で高専卒業生の特別編入学実施，養蚕学科

を蚕糸生物学科と改称。

51 4月工学部数理情報工学科発足。
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52 2月工学部総合会館竣工。3月農学部福利厚生センター竣工。4月保健管理センタ

ー開設，一般教育部長は一般教育主事に公認される。

53 4月工学部附属界面 ・混相工学実験実習施設開設，農業生産工学科を農業工学科と

改称。

54 1月国公立大学入試共通 1次試験実施，東京農工大学後援会設立。 4月工学部資源

応用化学科発足。 5月工学部事務部門中央棟へ移転。 10月創基百年・設立参拾周年記

念式典挙行。

55 5月繊維博物館で創基百年展と蚕織錦絵展（鈴木三郎コレクション ）を開催。

歴代学長

（氏名） （在任期間） （氏 名） （在任期間）
昭f11

近藤頼巳 41年 2月10日-47年 2月 9日田中丑雄悶1年 5月31日-30年 7月31日
0中 島道 郎 30. 8. 1 -30. 12. 19 

吉田正男 30.12. 20 -34. 12. 19 

0北尾淳一郎 34. 12. 20 -35. 2. 9 

井上吉之 35. 2. 10 -41. 2. 9 

O諸星静次郎 47. 2. 10 -48. 3. 31 

福原満洲雄 48. 4 . 1 -54. 3. 31 

諸星静次郎 54. 4 . 1 ―現在

O印は学長事務取扱

歴代農学部長

（氏 名） （在任期間） （氏 名） （在任期間）
昭和 11/{!II 

石井 悌 24年 6月28日-27年 5月31日 伏谷伊 ー 41年 2月10日-43年 2月 9日

有 働繁 三 27. 6 . 1 -29. 5 . 31 諸星静次郎 43. 2 . 10 -52. 4. 1 

中 島道 郎 29. 6 . 1 -33. 3. 30 JII村 亮 52.4 . 2 -54. 12. 31 

中村忠雄 33. 3 . 31 -37. 3. 30 村山 ヌふ 55. 1 . 1 ・- -現在

近藤頼巳 37. 3. 31 -41. 2. ， 
歴代繊維学部長・工学部長

（氏 名） （在 任期間） （氏 名） （在任期間）
昭和 昭和

木暮横太 24年 5月31日-28年 7月31日 鶴岡 伯 三 45年 3月 1日-46年 3月31日

北尾淳一郎 28. 8. 1 -35. 2. 29 池田 章 46.4. 1 -47. 3. 31 

浅生貞夫 35. 3. 1 -37. 2. 28 本田 巨範 47. 4. 1 -48. 3 . 31 

山 本峰雄 37. 3. 1 -39. 2. 29 大野泰雄 48. 4 . 1 -52. 3. 31 

浅生貞夫 39. 3. l -43. 2. 29 喜多 勲 52. 4 . 1 珪t在
神原 周 43. 3. 1 -45. 2. 28 

歴代一般教育部長

（氏 名） （在任期間） （氏 名） （在任期間）
昭和 昭和

三戸森確郎 27年 6月 1日-28年 7月31日 福本日陽 41年 4月16日-43年4月15日

高山茂七郎 28. 8. 1 -30. 7. 31 阿部 重雄 43.4 . 16 -45. 3. 31 

岡野正一郎 30. 8 . 1 -32. 7 . 31 伊藤 金得 45.4 . 1 -47. 3. 31 

岡崎猛郎 32. 8 . 1 -34. 7 . 31 藤田美実 47.4 . 1 -49. 3. 31 

谷本揆 ー 34. 8 . 1 -36. 7 . 31 武笠康雄 49. 4 . 1 -51. 3 . 31 

豊沢 訟豆 36. 8 . 1 -38. 7 . 31 清水正賢 51. 4 . 1 -53. 3. 31 

岡村精ー 38.8 . 1 -39. 3. 31 高木栄 一 53.4 . 1 -55. 3. 31 

細谷 i告ー 39. 4 . 1 -41. 4 . 15 清水正賓 55. 4 . 1 王見在
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III. A 誕 生 と 展 開

1 生まれ出ずる苦闘の経過

戦後の学制改革は， 憲法改正とそれにつづく

財閥解体，農地改革など平和をめ さす民主国家

への移行政策の一環として，連合軍総司令部の

強力なリーダーシップのもとで行われたもので

あった。 この時期は，国家社会体制の変革期お

よび国民の社会意識の激動期であ って，経済的

には国家財政は危機的様相 を示し， また市民は

食糧をはじめ衣住などの生活必需品の全般的欠

乏のもと で窮迫した生活 を余儀なくさ れていた。

このような時期に，新しい社会の建設をめざし

て，教育研究者にみな ぎ りは じめた教育への意

欲を背景として，学制改革か行われた。 そして，

この改革は他の制度の改編と同じように極めて

短期間のうちに強行さ れ たものであ った。

この学制改革は，いわゆる 6・3・3・4制

の採用であって，従来の専門学校が制度的に廃

止 されるものであ った （昭和22年に新制中学校，

昭和23年に新制高等学校，昭和24年に新制大学

く4年制 ＞がそれぞれ発足する 計画で実施され

た）。 当初 の計画には2年制の短期大学がなかっ

た （昭和24年になってはじめて， 4年制 大学へ

の移行が困難な専門学校のため制度化 され，昭

和25年に発足）。そこで，昭和22年以降従来の専

門学校および高等学校は， 4年制大学への移行

をめざした。 この移行は，従来の専門学校の水

準よりも高度な内容をもつ「大学設置基準」に

適合する教員組織・設備を整備することが要件

とな っていた。そこ で， 専門学校としては， 4 

年制大学への移行を昇格という意味でうけとめ

る一方で，短期大学構想が現実化してい ない 当

初の時期においては，昇格できなければ，専門

学校はやがて学校の実体が消滅すると観念され

ていた。 昭和22・23年頃の専門学校の“昇格運

動＂には， それぞれの学校の社会的生存をかけ

た切迫した関係者の意識が内包されていた。

東京農林専 門学校も 東京繊維専 門学校も ，他

の全国の専門学校と同じように，新制大学への

昇格をめさして，現実に可能な途を模索した。

ここでは，東京農林専門学校と東京繊維専門

学校とがそれぞれ大学昇格への途を模索した過

程と ，両校が連合の後合併する大学昇格案の策

定過程および昇格準備の過程とに分けて述べる。

なお， ここでの記述 は，東京農林専の校長高

橋隆道および教授中島道郎の手記，『製糸学科70

年のあゆみ』（製糸学科70年記念協賛会発行，昭和

48年），『束京農工大学百年史』（財界評論新社発

行，昭和54年 ） ならびに，両校の合同会議，東

京農林専の 「大学昇格問題に関する懇談会 （昭

和23年 3月26日開催）」の記録，昭和23年 9月29

日の大学設置委員会の委貝による実地審査の際

の懇談会の記録などの諸資料に依拠した。
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1. 1 両校それぞれの昇格方式の模索

(1) 東京農林専門学校

東京農林専の校長の手記によれば，「昭和22年

9月頃，専 門学校 の大学昇格 は困難な りとのデ

マあ り， 1日制大学の専 門学校併合の計画流行し，

東大農学部教授会で本校 を膜学部に併合しては

如何 との意見があっ た と二，三の東大敦授から

内々話かあって，当方の意見をきかれたが，『本

校は長い歴史もあり ，独立の際における 同窓生

の努力もあ り，同窓生の意見をきく必要あ り，

且つ百名以上の職 員を擁する校長としては職 貝

の死活に関連し ている ので軽々しく意見を述 べ

ることはできない。 正 式に申し入れがあれば考

慮しよう』と意見を述べず禾責極的な行動もとら

なかった」とある。 この東大農学部からの併合

の話は， その後立ち消えとなった。

同年11月頃，文部省専門教育課長から校長に

対し，本校の大学昇格を如何にすべきかの意見

書：の提出が求められ た。 そこで校長は「国家的

見地か らみ て，農業教育専門学校，東京繊維専

門学校，束京吉年師範学校と 一体とな って大学

を組織し，農教と青師 は戦災を受けているのて，

須らく本校敷地内 に新建築を行って将来移転す

べきであり ，敷地 も十分の余裕あり 」＊との意見

書をだした。この意見書について，校長は「 こ

のことは学校長の意見を徴されたのであって教

官会議にはかる 必要 な しと信じて」＊教官の意向

を確かめずに提出 した。この頃になると 職 員組

合が昇格問題に関心 をもつに至り ，教官の間 に

かかる重大問題について，教官が静観して校長

に一任することは適切 でない， との判断が生ま

れた。 そこで教官有志 (13名）が，各方面の情

報を集めて検討し，必要に応じて校長に進言し

て昇格に対する方策 を言呉らないようにして行く

準備が進められた。 しか し， その後文部省の意

向もあって，校長 と対立的な行動では良くない

との認識が教官の間に生まれ， また校長も教官

の意見を徴する必要を認め，校長を中心とする

公式の昇格準備委貝会 （校長・教官14名 ・会計

課長の合計16名）が12月に組織された。教官の

間 には，東京大学への合流案その他 も存在して

いたが，大勢的には単独昇格 への志向が強かっ

た。駒場交友会（当時の同窓会）も ，会として

は意見をと りまとめて いなかったが，卒業生個

々の意向は大勢として単独昇格 へ志向していた。

そこで校長は，一応単独昇格の方式を採用して

準備を進めた。

昇格準備委員会では，学科 編成 ・講座編成な

どについて論議をすすめ， 当初 5学科案（農．

林・ 獣医畜産 ・農芸化学・ 牒業土木）を作成し

た。その頃，文部省の意向と して，専 門学校 の

大学設立には合併 または連立による方式をとら

せる方針となってきた。 しかし，校長は単独設

立も決して不可能でないと信じていた。 この段

階で； 3月19日に東京繊維専門学校から，東京

商科大学を中心 とする総合大学案， ならびに，

東京農林専との連合案についての申し入れが行

われたのである。

（注） 本章で ＊を付した個所は，高橋隆道の

手記からの引用である。

なお時期については不詳であるが，高橋の

手記によれば東京青年師範学校の末松校長と

非公式に校長間で合併の可能性について話し

合っている。両校の教官構成などの実情が合

併に適切でないと高橋か判断して，非公式折

衝のまま打ち切 って いる。のちに，文部省か

ら東京青年師範学校 との合併 を勧められたが，

高橋は前記の過程があるのでこれを断わった。

また，農業教育専門学校との合併についても ，

文部省にはその意図があったが，股業教育専

門学校は，東京文理科大学との合併の方向に

進み，顕在化しないままに終わった。

次 に東京農林専の当時の同窓会である駒場交

友会の母校昇格 問題への対応について触れてお

こう 。駒場交友会として少 なくとも昭和23年 3

月26日までには，具体的 にその対応策について
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同窓生個々

これに多大の関心を払って

高橋校長の手記によれば，「本校の大学昇

卒業生の間に憂慮する者があり，

其の意をくみ，昭和22年 7月頃交友会長西大路

氏上京し」高橋と面会した。駒場交友会長の「申

し出の要点は，（一） 本校は昇格の見込みがある

か，（二）連合軍総司令部との連絡はあるか，（三）

大学昇格について同窓会としての後援方法の如

寄 付 募集の必要はあるか」 というものであ

III 大学の形成

合には校長は処決する覚悟にて努力す，（二 ）司

令部は直接に勿論連絡なきも教育刷新委員会の

委員として常に昇格の動向には連絡あるに付，

御安心ありたし， （三） 目下の処，

て其の必要 なしと思わる，

当方より御願するから其の際は御尽力を願い度

し」

ヘ云」

げ，

若し不幸にして実現せざる場

と答えている。

（注） 昭和23年 5月以降，

併が決定した後は，

会とか合同の会議をも って，

の件などを協議してきた。駒場交友会は昇格

問題の対応に関連して，

した。

なお， 学生も昇格問題に多大の関心をもち，

昭和23年 2月には 「東京膜林専門学校昇格委員

を組織し，

出されてこれを構成した。

20日に帰省中の学生に対して，

トを行った。

へ:±<
己 /11し，

若し必要なる場合は

東京繊維専との合

駒場交友会と西ケ原同窓

資金約10万円を経金

5科の学生から20名の委員 が選

この委員会は，

昇格の方式として，

(b)単独昇格，

心とする総合大学の農学部，

状況混沌とし

同窓会館の建設

3月

昇格のアンケー

(a)東大との

(C)東京文理科大学を中

(d)その他，

この回答の集計結果 は不詳である。

をあ

いずれを希望するかの意向を調査していた。

A
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(2) 東京繊維専門学校

昭和22年に，東京・京都・上田の 3繊維専門

学校が協力して強力に昇格運動を展開すること

になり ， 6月に京都で 3校長および 3同窓会代

表の会議が開かれ，次の 3項目を協定した。(a)

3校はともに繊維大学に昇格するよう協同運動

を展開すること， (b)まずその第一手段 として 3

校同窓会代表の名をもって陳情書を文部大臣お

よび連合軍総司令部へ提出すること ， なお (C)

昇格資金の調達および情勢に応じ随時適切な行

動を展開し得るよう東京に 3校 同窓より成 る一

つの運動母体を設けること，であった。 この協

定事項に従って昇格運動に取り組むこととな っ

た。 その後直ちに，東京で 3校長， 3校の同窓

会代表ならびに 3校在京同窓代表の打ち合わせ

会が開かれ，次の 2項目が決定された。 すなわ

ち， (a)在京3校同窓より成る昇格運動母体を繊

維教育審議会と名づけ事務所を蚕糸業会館に置

くこと， (b)大学設立基準協議会 （注 大学昇格

については，文部省が直接決定するのではなく，大

学設立基準協議会が基準要項を作成し，それをもと

として詮衡することにな っていた。なお，この機能

をもつ機関はのちに改組され，大学設置委員会を経

て大学設置審議会となる。） に対する運動の一手段

として 3校協議の上，繊維大学設立の基準要項

とも梢すべき具ル体案を作成し，同協議会に提示

して参考に供せしめること，であった。

その後，文部省，連合軍総司令部および，衆

参両院文教委員会に対し 3校同窓会代表者名の

昇格陳情書が提出された。 また 7月に 3校の代

表者が会合して繊維大学設立に関する基準要項

とも称すべき諸事項を作成し， 3校長はこれを

文部省を経て大学設立基準協議会に提出した。

昇格基金募集については， インフレの急速な進

行， ならびに 3校連合で依頼した大口雰金は進

行困難という情勢となった。 本校では昭和22年

10月募金構想を新たにして東京繊維専門学校施

設拡充期成会を 一段と強化し，同窓会各支部を

動員して全国西ケ原同窓会員に拠出を仰い だ。

その結果， 1,536万円余という予期以上の成果

を得た。国の財政的裏付けが不十分のままで，

大学設置基準に適合した施設の整備を 図るため

には，地方所在の高専のように県・地元の援助

を期待することは難しいので， 同窓会の援助に

よる施設拡充 の途しか残されていなかった。こ

の募金によって，図書館増築，物理実験室新築，

化学実験室改修，体育施設などの工事関係， お

よびX線装置 ・図書などの備品購入ならびに顕

微鏡などの備品修理が行われることとなった。

これが大学昇格の審査に当たり，施設について

大きな問題とならずに無事通過する成果を生む

こととなった。

本校の昇格問題が教官会議で公式に論議され

るようになったのは，前記の校長ならびに同窓

会幹部レベルの 3校連合の昇格運動が着手され

た時期より遅れて，昭和22年10月のことであっ

た。 この時点までは， 3校がそれぞれ単独に繊

維大学 に昇格するという案であった。 しかし，

その後，文部省における専門学校長会議で，単

独昇格が容易でないとの見通しとなってきたの

で，校長は翌23年 1月 8日の教官会議において

教職員の協力を要請し，大学昇格委員会をつく

ることとなった。 この委員会は，校長，教務課

長および繊維農業 ・ 養盃 • 製糸・紡織・繊維化

学 の 5科から，科ごとに 1名を原則として構成

した。 同年 3月10日の文部省における専門学校

長会議で，単独昇格はほとんど不可能であると

校長は判断した。 これにもとづいて，大学昇格

委 員会 ・教官会議を数回開 き，討議の結果次の

ような決定をみた。

これは総合大学案であって，その内容は (a)

現在の 5科のままで繊維学部とし，学科の数を

減じて単科大学になることは考えない。 (b)大

学昇格の形式として，総合大学型の東京産業大

学 （仮称）案を採用し，束京商科大学を経済学

部 （商学部），東京農林専門学校を農学部，東京

繊維専門学校を繊維学部，山梨工業専門学校を

工学部とする （；主 『製糸学科70年のあゆみ』では

1 生まれ出ずる苦闘の経過 163 



このような構成となっているが，後述する東京農林

専門学校との合同の会議の席上の木蓉校長の経過説

明では，前記の他，東京外事専門学校，東京工業専

門学校の 2校もあげられている）。

しかし， この総合大学案は，東京商大および

上記各専門学校に申し入れた結果，東京農林専

門学校を除いて，各校と もそれぞれの事情によ

って受け入れられなかったので， 3月下旬には

この総合大学案は自然消滅とな った。 したかっ

て， 東京農林専門学校との連合だけが課題とし

て残ることとなった。なお，この時期には西ヶ

原同窓会の意向も，単独昇格を希望するが，単

独昇格が困難な場合は他校との連合を 了承する

方向に進んでいた。

1. 2 両校の連合案から合併案ヘ

(1) 両校の連合案

校長 レベルでの個人的接触については，資料

の関係で不詳であるが， 東京繊維専門学校から

公式に東京商科大学を中心とする総合大学案な

らびに東京牒林専門学校との連合についての 申

し入れを行ったのは23年 3月19日である。 東京

繊維専を代表して，教授渡辺静夫他 1名が東京

農林専に行き校長高橋隆道に申し入れた。 東京

農林専としては， この申し 入れについては教官

会議にはか って回答することとした。

東京農林専の教官会議では，総合大学案につ

いては今後の情勢をみた上で検討し， また東京

繊維専との連合案については連合協定が成立す

ればこれに応ずるという意見が大多数を占めた。

重要な昇格方式という 問題を教官会議だけで独

走することは，学生 • 同窓生ともに深い関心を

もっている以上 ，好ましいことではない。 そこ

で相互の理解を深め，信頼に基づく協力関係を

保持するため，校長 ・教官と駒場交友会有志と

学生（学生が組織 した東京農林専門学校昇格委

員会の委員）が参加する懇談会を開催する こと

とな った。 これは 3月26日に， 「大学昇格問題に

関する懇談会」 という名称のもとで，校長 ・教

官25名，駒場交友会有志15名，学生 7名が参加

して行われた。校長の昭和22年以降の経過説明

に引き続いて，参加者から各種の意見がだされ

た。少数意見とし て，一部教官と 一部学生から

東大合流案， あるいは一部教官から絶対的単独

昇格案， および一部学生から東京文理科大学を

軸とする総合大学案などが出ているが，参加者

の多数意見としては一応単独昇格をめざし，情

勢に応じて他校との連合を考えるということで

あった。ここで他校とは，校長の経過説明のなか

で東京繊維専の申し入れに触れているので， 当

然東京繊維専のことを念頭においたものであっ

た。

この懇談会の後に，束京農林専から正式に東

京繊維専に回答を行い，両校が連合の具体策に

ついて話し合うこととなった。 両校の第 1回の

会合が 3月30日に，東京膜林専側が校長以下 7

名，東京繊維専側が校長以下 6名の 出席のもと

で開催された。 これが，昇格に関して両校の正

式の出会いの発端であった。 4月15日までに＇文

部省に昇格案の要項を報告しなければならない

という切迫した情勢のもとで，第 2回 (4月 5

日 ） • 第 3 回 (4 月 7 日 ） • 第 4回 (4月10日）

と精力的に会議を重ねて， 一応の成案を得た。

この案の要点は，両校をそれぞれ単科大学（東

京農林専は東京農林大学，東京繊維専は東京繊

維大学） とし， 一般教養科目だけについて協定

を結び，教官を融通し合う ， という軽度の連合

方式というユニークなものであ った。

両校が，従来から単独昇格を可能なかぎり実

現したいという願望が基調にあるため，最低限

の連合形態で処理しようとした。

この連合の協定がでぎた後，両校は，東京農

林大学および東京繊維大学としてそれぞれ設置

申請の文書の作成を行った。

ここで，両大学の連合案における要点である

学科編成の審議過程を述べておこう 。

東京農林専では，昭和23年 3月頃までの教官

会議としては，専門学校の農 • 林 ・獣医畜産 ・
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農芸 化学・股業土木の 5科をひき継いで 5学科 学・農芸化学 ・農業土木の 3コース ） を置くこ

案を決めていた。しかし，校長の判断では，「単 ととし，将来学科増設の場合は農芸化学科・農

独で昇格するに ついては国家財政の現状からみ 業土木学科をまずとり上げることを条件とした。

て，また現在の本校の設備より考え，将来特徴 東京繊維専では，前記のとおり 3月頃までは

ありしかも 堅実な大学を創設するには相当緊縮 5学科案に決めていた。 当時東京繊維専の 3年

したものを計画する必要」＊があ った。 5学科案 制の科は，繊維農業 ・養蚕• 製糸 ・紡織・繊維

では，専門学校の教官組織では大学設置基準に 化学の 5科であ って，これをひき継いだもので

適合しないということなのである。 そこで， 4 あった。 4月に入ってから連日協議が行われ，

月に入ると 4学科案が検討されることとな った。 4月15日に「養蚕学科，製糸学科および繊維原

しかし，この 4学科案でもまだ大学設置基準に 料・紡織・ 繊維化学の 3コースを 含む繊維学科

適合し難いという結論とな った。 5学科案 から

4学科案を経て 3学科案にいたるまでの緊縮過

の 3学科案」が， 白熱した討議の末採択された。

これは文部省が， 5学科案を 3学科案に圧縮す

程は，実に十数回にわたって討議を重ね，教官 るよう強力に指導していたためであった。

会議は難航を続けた。 ようやく，農学科，林学 (2) 両校の合併案

科，獣医畜産学科の 3学科案に決定するのであ 東京農林専から昭和23年 4月30日に東京農林

るが，「農芸化学科の整理については，教官特に 大学の設置認可申請の文書を文部省に提出 した

その科の学生の激しい反対があり， その気持は （東京繊維専か東京繊維大学設置認可申請の文

わかるが学校全体のために涙を振るって覚悟を 書を提出したかどうかは不詳）。 その後，東京農

きめ」＊，校長がこれに対応したという 。農芸化 林専と東京繊維専の両校長は文部省によばれ，

学関係の 2講座と農業士木関係の 2講座はとも 文部省から両校が合併して 1つの大学を組織す

に農学科に含め，当分は高学年で専攻制度 （農 るよう申し渡された。 すなわち，前記の“一般

生まれ出する苦闘の経過 165 
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蔑林専 • 繊維専が合併して設立

する大学設置認可申請書

教養科目だけの連合協定をした 2つの単科大学＂

という連合案は，文部省に拒否されたのであっ

た。

従って，その後は合併案を策定する途しか残

されなかった。この策定は，両校からの委員（各

校から校長と教官 7名，合計16名）で構成され

た昇格準備委員会で行われた。両校は，設備，

予算，教員の定員等ほぼ同等であるので，昇格

案の策定に当たって，農林学部 （東京農林専）

と繊維学部（東京繊維専）との間では，公平を

旨として講座数等を同一 とした。 大学名は，論

議の末，東京産業大学（かつて，東京繊維専にお

いて総合大学型を立案したときの名称と同じ）

とした。東京産業大学設置認可申請書の文部省

の受理月日は昭和23年 7月30日であった（その

後に申請書の修正が行われた）。

以上のごとく，教官会議が昇格問題を討議し

はじめてから，東京繊維専では 10ヵ月，東京農

林専では 8ヵ月で， 申請書の文部省受理までこ

ぎつけたのであった。単独案，総合大学案，連

合案と 紆余曲折を経てようやく，農林学部 (3

学科）と繊維学部 (3学科）という 2学部から

なる東京産業大学案にたどりついたのであった。

昭和24年度新制大学発足という目標に間に合わ

せなければならないという切迫した時間的条件，

大学設置基準に適合させなければならないとい

う質的条件， また一方では専門学校が制度的に

廃止されるので大学へ昇格できなければいずれ

自然消減してしまうという絶対的条件のもとで，

大学昇格という重大課題に応える途を確立した。

校長・教官，その他関係者が学科編成など深刻

な難問を克服して，論議のつみ重ねをふまえた

大同団結をはかり ，建設的な途を見出したこと

は，本学の歴史上忘れてはならない。

1. 3 昇格の準備

（大学の名称 ・学長選考など）

東京産業大学設置認可申請書の提出後，昭和

23年 9月29日に大学設置委員会による実地審査

が行われた。大学設置委員会からは，務台理作

委員 （東京文理科大学長） を主査とし，主査を

含めて 6人の委員および文部省の随行者が東京

農林専 • 東京繊維専の両校に来校した。午前中

は東京繊維専で書類審査，午後は東京繊維専の

視察後，束京農林専の視察および両校の校長・

教官などと懇談が行われた。

この懇談会の記録によれば， 一般教養科目の

強化， 図書の整備などが委員側から指摘されて

いるが，全般的にみて委員側の発言の結果，合

格の方向に進むような感触を両校の出席者はう

けていた。なお， この懇談会の席上， 申請書に

おげる名称について二つのことが委員から指摘

されている。一つは「獣医畜産学科」は「獣医

学科 」と改称すべきだという意見であり，他の

一つは「東京産業大学」という名称は問題があ

るという意見であった。

（注） この懇談会における大学の名称につい

ての委員と校長の発言を，記録から引用する。

A委員 ：「本名称（東京産業大学）はすでに東

京商科大学 （現一橋大学）で一時使用した
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のでその卒業者との間係で困るのではない

か」

務台委員 ：「商大の上原学長の了解を得れば

良い」

（東京蔑林専の高橋校長が行く予定）

B委員：「武蔵野大学は如何」

木暮校長：「東京という名称を是非入れたい」

沖委員：「東京農工大学は如何」

〔記録には， この発言についての討議はなく

以上で他の話題に移っている〕

その後東京産業大学という名称について東

京商科大学に了承を求めたが， なかなか了承が

得られず，この点で文部省が難色を示した。『製

糸学科70年のあゆみ』によれば「結局膜業繊維大

学（または繊維農業大学）と農工大学との二つ

の案にしぽられた。農業繊維大学或は繊維農業

大学名は二 つの学校が対等で結ばれているとい

う感じがぴったりと出にくい。 それでは農業と

繊維の間に• を入れたらよいではないかという

ような説も出たが，最終的には将来への飛躍も

夢みて現在の東京農工大学名に満場一致で決ま

った。」とある。ただし，こ の「股工」という意

味か人によ って異なっている。農業（股耕・畜

産・ 養蚕• 林業） と農業関連工業 （製糸・紡績

・ 農産物加工・農業機械• 林産物加工など） と

いう意味で，東京農林専• 東京繊維専に共通し

た名称として賛成した者も少なくないという。

繊維学部から工学部への転換を希望し，農業と

一般工業 （農学と工学） という意味で賛成した

教官がどの程度いたかは，現在と なっては知る

すべもない。 どのような意味で賛成があったに

せよ，現在では農学部と工学部であるので「農

工大学 j に決定して幸いであ った。

「東京産業大学設置認可申請書」は「東京農工

大学設置認可申請書」に修正された。

学長の選考については，両校から選考委員を

5名ずつ計10名（教官会議で無記名投票で選出）

で構成する委貝会を組織した。 この委員会は昭

和23年11月に第 1回の会合が開かれている。委

員の談話の記緑によれば，「委員会は最終的な決

定をな さず，両校の教官をはじめ，職組， 学生，

卒業生等の意見を参考にして，調査し，適当な

人を選出し， これを教官会議におい て決定する」

となっている。 そして，『駒場通信創刊号』によ

る表現をとれば，「昭和二十三年十月上旬，両校

から五名宛の詮衡委員会を組織し慎重審議を行

ない，委員会は，教官会議，職員組合，学生会，

両校同窓会等の賛同を得て，前東京大学農学部

長田中丑雄氏を推薦し，文部省に申請した」と

なっている。

大学本部をどこに設渾するかについては，昭

和24年 3月以降，昇格委員会，両校の教官会議，

両校の同窓会などで論議されたが，両校とも自

校内に設置を希望していたので決殖がつかず，

大学設置後にもちこされる結果とな った。

昭和24年 5月31日付の文書で文部省から， 東

京農工大学設置につい ての大学設置委員会の審

査答申を通知してきた。

（注） この通知の全文を掲げておく 。

昭和二十四年五月三十一日

文部省学校教育局長

東京股工大学創立事務責任者殿

東京農工大学設置について

昭和二十三年七月 三十日付をも って申請の学

校教育法による標記大学設置のことは大学設

置委員会において審査中であ ったが，今般次

のように答申があったからこの段命によ って

通知する。ついては本文に示された条件の実

施については本省でも留意するところである

が万逍漏のないようにお取計い願いたい。

記

位 置東京都北多摩郡府中町

同 小金井町

― 学部学科 農林学部牒学科林学科

獣医学科

繊維学部養蚕学科製糸学

科繊維学科
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ー，開設学年 第一学年

四，開設時期 昭和二十四年度

五，設置条件

（一）一般教養中人文及び社会科学関係の図書

を充実す ること

（二）農林学部に於いて乳肉衛生実験室，伝染

病実験室，実験動物飼育室を可及的速やか

に設ける こと

（三）各学部共専門講座に助手を増員する こと

以上の事項についてはその実施につき報告を

徴し又必要ある場合は大学設囲委員会として

実地視察する。尚教貝組織についてはその充

実にいたるまでは大学設囲委員会に協議しな

ければならない

この段階では農林学部であるが， 国立学校設

置法 ＜昭和24年 5月31日〉では農学部とな って

しヽる 。

（付） 設置計画時における東京農工大学の

目的と将来計画について

束京膜工大学 の建学 の目的 ・使命を設阿当時

の関係者がどのように考えていたのかは，その

後の大学の教育研究の運営の方向をきめるもの

として注 目される。そこで， 東京農林専と東京

繊維専の連名で提出された 「東京産業大学（の

ち東京農工大学 に修正）設囲認可申請書」 によ

って 「目 的及使命」をみると次のとおりである。

「本大学は我が国産業の現在 及び将 来に於

いて，食糧政策並びに輸出貿易と農林・畜産

• 養蚕 ・繊維諸産業の占むべき 重要性を考え

その設立目的を次の如 く定める。

ー，関係諸産業の振興のために 必要な学術

技能の全般に亘り研究の進展を計ること 。

ー，研究 を継承す る優秀な後継者と学術技

能を体得して関係諸産業の実際運営と指導

に当たる人材を壺成すること 。

右 （上記 ） 目的達成のためには実験，実習，

演習に重きを置き，各種試験場，工場，実際

経営者 と連絡して研究 と実際との緊密な結合

を計る方針である 。

また大学教育の社会的国家的使命に鑑み，

教育基本法の趣旨に則り専門の教授に力を致

すと同時に一般教養科目と体育を重視し教養

豊かにして識見高く人格高潔にして健康有為

な青年 の養成 に努める ものであ る。

本大学の，農林，繊維の二学部はその起源

をそれぞれ農事修学場及び蚕病試験場に発し，

明治初期以来現在の東京農林専門学校と東京

繊維専門学校に至 る七十余年間常に実際に即

した学風によ って 多くの有能藩 実な人材を実

社会に送り出し，官界と民間とを問わず全国

的に関係諸産業の実質的発展に貢献して来た

のである。 その伝統の学風が今後の学 界並び

に産業界に於い て愈々重視さ るべ き事を確信

し， また本大学の二学部が衣食住の基本事項

を研究対象とする重責を思い， その学風 を益

々発揮して学界に寄与すると共に関係諸産業

の発展に貢献することを使命とする。」

ここに，伝統の校風を栢極的に評価し，それを

受け継いで行こうという姿勢がうかがえる。

ついで，大学の将来について， 当時どのよう

な方針をたてていたか，前記の申請書に よって

みることとしたい。

当面の方針 としては，

「学科 は農林学部にあ っては教官の定貝・予

算の関係上止むを得ず農業土木科と農芸化学

科を廃止したが，両科 ともに現在及び将来我

が国産業上貢献すべき分野は大きくその教育

の必要なこ とは 言 うまでもない ことであり，

しかもこれ等の学科に ついては既に相当の設

備を整えている現状であるから， なるべく早

い時期にこれ等二学科を設置し たい。繊維学

部にあ っても同様の理由か らし て近い将来に

繊維学科を繊維農学科，繊維化学科及び繊維

工学科 としたい希望である。」

とし， また将来の目標として，

「今後海外貿易の隆盛 と農産製造及び機械

工業振興の必要に応ずる ため，成る ぺ く早く
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経済学部並びに工学部を設置し以て産業全般 ても，これは単に名称の修正であって，この方

に亘る総合大学とし名実と• もに備った産業大 針にはかわりがないといえよう。なお，「組織に

学実現」 関しては将来大学院を設置して名実共に産業に

を企図している。そのなかに工学部の設置が目 関する完備した最高学府としたい」 と記してい

標としてあった。産業大学を農工大学に修正し る。

2 大学の発足と統一基盤の形成

東京農林専と東京繊維専との両校の昇格問題

で苦労を重ねてきた関係者が等しく熱望した大

学設置は，昭和24年 5月31日，国立学校設置法

の成立とともに実現した。 このとき，農学部（牒

学科• 林学科・獣医学科） と繊維学部（養蚕学

科• 製糸学科• 繊維学科）で構成する東京農工

大学が制度上発足した。 同年 5月31日付で学長

田中丑雄，繊維学部長木暮横太， 6月28日付で

農学部長石井悌が発令された。二つの旧専門学

校を合併して一 つの大学とな った以上，大学と

しての統一 的機構・組織の形成がまず課題とな

った。 1日農林専系の学部と 1日繊維専系の学部に

おけるそれぞれの自治の上に，大学 としての統

一性の獲得・保持のため機構・組織の具体的な

在り方が追求されることとな った。

昭和26年 3 月（；主 1) までは，東京農林専• 東京繊

維専 ともに大学 に包括されて存続していた （両

校の生徒は26年 3月までに卒業 したが，獣医学

専攻課程の生徒だけは，獣医師の国家試験の受

験資格の関係で 1年延長して就学するという臨

時措置がとられた ）。 したがって，昭和24年 7

月は 2)以降26年 3月までは，大学教官・専門学校

教官・大学学生・専門学校生徒が混在し，同一

建物のなかで大学教育と専門学校教育が行われ

た。昭和24年 9月現在の本学の教員は，大学専

任教授 7名・専門学校との兼任教授 6名・専任

助教授 8名・専任講師 2名・専門学校との兼任

講師 1名で， 当初は少数であ った。専門学校の

教官が必ずしも直ちに大学教官の発令をうける

のではなく， 学部長・評議員などの教官および

一般教養科目担当の教官をはじめとし，学年進

行とともに漸次，大学教官の発令をうけていっ

た。 したがって， この時期は，単純に無から有

となる新設の大学の生成期ではなく， 専 門学校

が大学へ発展していく過渡期という理解が必要

であろう 。

現在までの大学の展開過程のなかで， どのよ

うな時期区分を行うかは必ずしも簡単な問題で

はないが， 一応 2章 では，統一基盤の形成の完

成までとし， この指標としては両学部の共通の

課程である 一般教育課程施設の一本化の最初の

実施をとることとした。 すなわち，昭和24年 6

月から30年頃までの時期を対象とした。

前述の過渡期において， 実態の展開に対応し

つつ機構・組織の形成が進行し，大学の基本的

運営方針か策定されはじめた。過渡期か終了す

ると，大学としての基本的な制度が確定され，

基本的運営方針の確立とともに建物などの建設

が稽 手された。

ここでは，具体的に大学としての統一意思の形

成機関，本部施設， 一般教育機関などの大学レベ

ルでの重要事項について， 「四人委員会」（後述）

• 協議会ならびに評議会の記録に依拠して述べ

たし'o

（注 1) 第19回協議会議事要旨 （昭和26年 4

月 2日）によると，学長よりの挨拶の中で「3

月31日を限り 1日制度の専門学校は廃止され名

実共に大学 として一本にな った。但し農林専

門学校は獣医学専攻課程が一年残ることにな

りなお一年存続することとな った」旨か述べ

られている。

（注 2) 大学 としてはじめての入学式は 7月
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に行われた。 旧制中学から希望して編入され に関する事項など開学に緊急不可欠な事項をす

た新制底等学校の第 1回卒業生と，旧制中学 ぺて処理した。大学が事実上開学するのは 7月

を卒業して専門学枚に入学した 1年生などが からであった。

新制大学の入学試験の受験資格となっていた。 初代学長田 中丑雄（東京大学股学部教授のま

本学でも東京農林専と東京繊維専の生徒で相 ま本学の学長に任命されたので，翌25年3月に東

当数の者か本学に入学 していた。 したがって， 大教授を定年退職するまで，これを兼ねていた）か

両校の昭和26年 3月の卒業生は例年よりも極 事実上稽任し，そのもとで，大学の意思形成の機

端に少なくな った。 関として協議会（当時の表現によれば仮称）（；主I)

が設置されて，第 1回の会議が開催されたのは，

2. 1 協議会から評議会へ
24年 7月19日のことであった。この協議会の構

成は，学長のもとに両学部長，農学部所属の 3

大学が制度上 5月31日に設置されたといって 評議員（うち 1人は教養関係）繊維学部所属の

も，直ちに大学独自に統一意思の形成機関を組 3評議員（うち 1人は教養関係）および学生相

織することはできない。従来から 「大学昇格準 談部長（教授 ・戸倉章）であった。なお，昭和26

備委員会」（両校からそれぞれ校長以下 8名，計 年第22回協議会で，大学協議会に教養部長及び

16名）が大学の発足準備を行ってきた。この委 図書館長を学生相談部長と同様の取扱いで加え

員会のなかに，昭和24年 5月 7日には，小委員 ることを承認した。 この協議会は昭和26年11月

会として「四人委員会」（両校から校長以下 4名 までに 23回開催され，その後は評議会と改めら

計 8名）が設置された。この「四人委員会」が， れ，第24回評議会が同年12月に開催された（回数

発足時の大学としての意思形成の機関の役割を は協議会と通算）。

果たした。学生の入学に関する事項，本部設置 協議会における諸規則の制定状況をみると ，
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昭和25年に学部通則 （現在の学則に相当） ・学生 工大学協議会規程」が28年 6月19日制定された。

相談部協議会規程（のち学生部と改称 され厚生 協議会は評議員と 附属図書館長とで構成 され，

補消協議会を設置） ・体育審議会規程（のちに廃 学長か招集し議長となった。

止 ）・附屁図書館規程 ・附屈図書館商議会規程か， （注 1) 第 1回協議会の記録によれば，学長

昭和26年 11月に教養部規程 （のち一般教育部と は学部教授会が確立していないので，協議会

改称） が制定された。 評議会に改められてから， も仮称という意味の ことを 発言している。前

26年 12月に，牒学部細則 （現在の農学部規則に 述の過渡期であるの で当然のことであ った。

相 当） ・繊維学部細則 ・職務規程が制定された。 そこで，こ の協議会は 「申 し合わせ」によ っ

評議会規程 ・ 牒学部教授会規程• 繊維学部教授 て運営されていた。なお，大学自治にと って

会規程が制定され施行されたのは27年 6月であ 学部自治の位箇づけは重要なことてあるので，

った。 初期の協議会について これをみ てみよう 。単

評議会規程によれば，評議員は学長，学部長， 純な新設大学（本部 ・統一機関）と新設学部

各学部の教授 4名 （学部教授会で選出された者） との関係ではなく，単独昇格を底流として志

である 。 そして，審議事項のなかに「学長候補 向した東京農林専系の牒学部と東京繊維専系

者の決定に関する事項」が含まれていた。 その の繊維学部の 2学部構成の新設大学 であ って，

後，文部省令 (28年 4月22日）「国立大学の評議 かつ昇格時に学部間で，専門課程相互におけ

会に関する暫定措置を定める規程」に基づいて る講座 （学科目 ）の融通あるいは人事交流が

「東京膜工大学評議会規程」か一部改正さ れ， こ 一切行われなかった大学であ った。 こうした

の学長候補者の決定に関する事項は削除された 実情を背景として，本学の学部の独立性は普

(28年 5月 1日）。 これに伴って，学長候補者な 通一般にいわれている学部自治以上にi農厚で

どの選考に関する事項を処理するため， 「東京農 あったといえよう 。第 3回協議会にお いて「協
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（注 2) 過渡期においては，

学教官と専門学校教官とが混在し，

不便であるため，

いた。学部の諸機関は，

て「申し合わせ」

前述のごとく大

同一施設

内で双方の教育が行われていたため， 学部教

官会議と専門学校教官会議を別々に行うのは

同一の教官会議で処理して

それぞれ実状に応じ

あるいは慣例に従って運営

されていた。教官会議を教授会と改称したの

は， 繊維学部では昭和26年 4月以降， 農学部

では遅れて昭和27年度に入ってからであった。

ただし， 学部教授会規程が， 専 門学校制度が

廃止された後 1年余経過するまで制定されな

かった事情は不詳である。 なお， 教授会は，

両学部とも従来通り，

本学最高決議機関としての協議会の第 1

回会議は，昭和24年 7月19日に開かれた

協隅会議事録―~

教授，

議会の権限について」か論談され， 「両学部教

授会の各決定事項についても大学全体の立場

から検討して修正を要するものと認めた場合

には改めて各学部教授会の決議を経て修正し

得るものとするか，『両学部教授会の決定は尊

重する』 という事で」各評議員の了解か得ら

れた（第 3回協議会記事要旨より）。

としての統一性 ・指導性を確保することが任

務と 考える協議会と ，学部自 治（独立性）を追

求する姿勢の 2学部の教授会 （当時の現実の

名称は教官会議）

あるので，

運用が，

なお，

った。 また，
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との関係を，

力少な表丑見で使旦里していた。

過渡期の協議会では，

専門学校長（学部長と併任）

大学全体

含みのある微

含みのある結論で

その後の協議会 （のち評議会）の

ときとして教官から 問題視されるよ

うな事態も起こるのはさけられない成り行き

であ った。

直接専門学校

にかかわる事項はとり上げていない。

Ill 

これは

の所管事項であ

この協議会には教職員組合の関

大学の形成

て，

ら

その構成員となっていた。

助教授， 謡師か

2.2 大学本部の設置

東京農林専も東京繊維専もともに客観的にみ

伝統・教官組織・ 施設などの点において同

等のレペルの学校であ った。

「大学昇格準備委員会」

そこで， かねてか

で大学本部の設置場

所については論議を重ねたが難航した。

制度上発足してもなお決まらなか った。

大学か

しかし，

決まらないまま放濯できる事柄ではなく，

の 「四人委員会」

校 長は 5月31日付で退職しているので鈴木校長

事務取扱が出席）

せを行った。「 1. 

の 6月 7Bの会議（農林専の

で決定した。

この会議の記録によれば， まず次の申し合わ

両校以外の土地で便利な場所

を選定して新たに建築すること。

は文部省に支出して貰う様極力要請すると共に

両校同窓会より少なくとも各々百万円宛の寄付

を願うこと 。

と，

2. 其の費用

3. 本部は三年以内に建設するこ

但し 止 むを得ない事情により 三 ヶ年で実現

しない場合には本部を他の学部に移転すること。

4. 本部建設委貝を直ちに両校関係者より各々

五名宛選出すること」 を申し合わせて

前述

「最初の

A
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本部の所在を抽薇により決定すること」とした。

抽飯の結果，農林専すなわち牒学部に最初の本

部を箇くことに決定した。 そこで農学部本館の

一部に学長室・事務局・学生相談部を設罹した。

その後，昭和27年 4月の第29回評議会で 「本

部移転に関する件」として論議された。 このと

きの「議事要旨」によれば「本学発足当時昇格

委員会（前記の四人委員会のこと）により本部

の位置について協定を行な ったが之に依れば本

年 6月を以って農学部における期間か満了し，

繊維学部に移転することとなるか，繊維学部当

局は 4月16日本部を受け入れることに決定した

旨，繊維学部長より報告かあ った。 学長はこれ

を承認したか尚移転実施の詳細な計画に付いて

は爾後本部に於いて研究することとなった。」と

記されている。

しかし，大学本部としては，牒学部本館内の

いわば“仮住い＂から繊維学部構内への叶反住い”

という形の移転も考えられるが， この際基本的

な解決策として本部建物の建設も検討する希望

も持っていた。 そこで，同年 5月の第30回評議

会において，学長から本部移転については事務

←ヽ

本部決まる I (昭和28年度竣工）

局で検討中，本部建設については事務局か文部

省と折衝の旨説明があ った。

6月16日の学部長会議の席上， 学長から文部

省・大蔵省との折衝過程について次のような報

告があ った。「本部建設の件は，文部省及び大蔵

省と交渉の結果本部建設費としては認められな

い現状であるから農学部建設費として本年度分

650万円が認可にな った。これは本部，一般教養

等一環の施設の一部であって，後は引きつづき

要求して完成を期したい。今回の分は建坪約200

坪で， 差 し当たり本部はそこへ移転する。これ

については特別の委員会はつくらずに評議会に

はか って実施していきたい。 この予算措置に次

の二つの附帯条件がある。 (1)現在本部が農学部

内で使 っている面栢に相当するものを一般教挫

の使用に供する。(2)文部省施設部の要望により ，

本部の使っている鉄筋の建物を理化学実験室に

すること 」 という報告 （農学部の 6月26日の教

授会の議事要旨より ） であった。 この学長の報

告について農学部教授会は 6月26日に承認した。

しかし，繊維学部の教授会では，席上学部長か

らこの“学長の報告”が説明されたが，異論が
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多く了承されなかった。

そして， 6月30日開催の第31回評議会におい

て，大学本部として次の提案が行われた。議事

要旨によれば「 a) 本部移転費 200万円を計上

した予算配賦案（第29回の評議会で本部が繊維

学部に移転することが原則として承認されてい

るので， これにもとづいた本年度予算配賦案）」

と，繊維学部に移転しないで本部を建設すると

いう新提案として「 b)本部建設に関し，本部

と文部当局との交渉の結果漸次本学の事情が関

係者に了解され，本年 6月約630万円の本部の建

設が認められた， c)かねて学部敷地拡張のため

入手した農学部正門前の土地約 4,000坪が今回

本部建設計画の具体化に伴い，その使用方法が

新たに問題となり，本部としてはその敷地内に

本部施設を建設する意向である」というもので

あった。農学部では前述のごとく 6月26日の教

授会で， b)とc)との提案と基本的に同趣旨の学

長報告を承認しているので原則 として問題はな

いが，繊維学部では前記のごとく了承されてい

ないので， この新提案については繊維学部の評

議員としては了解し難いものであった。

本部建設敷地の問題は，大学昇格準備時代か

らの懸案事項であ って，大学設置後の「四人委

員会」で「両校以外の土地」と定め，「建設委員会」

をつくることとな っていた。 こ うした従来から

の取り決めと相反する形で，具体的な本部建設

計画が提案されたこと ，更にこの提案が，一般

教養課程の一本化の場所が農学部構内か繊維学

部構内か未だ評議会として未決定の段階で，事

実上一般教養課程の一本化の場所と密接に関連

した形で本部建設が策定されていること，など

について繊維学部の評議員にとっては当然のこ

とながら納得できなかった。

したがって， 6月30日の評議会では結論か得

られず， 7月 5日・ 7月17日と つづけて評議会

かひらかれたか，それでも結論がでなかった。

哺厨校以外の土地”の取得については，学長から，

大学設置審議会の第 9特別委員会の確定方針と

して両学部の位置に隣接した土地に限定されて

いる こと，そこ で両学部の現在の敷地にできる

だけ迷惑をかけない方針と隣接した土地に建設

する方針とからして，農学部の敷地として購入

したのであるが，文部省も同意しているので，

農学部正門前の土地に本部を建設したいこと，

などの説明が行われた。いずれにしても ，本部

建設費が認められたという段階にまで現実が進

行しているので， これを白紙にもどすことは，

文部省との今後の対応を考える上からいって難

しい。そこで 7月25日の評議会で，漸く本部建

設が実質的に承認された。このとき繊維学部長

代理の評議員から「 a) 一般教養の施設と本部

の建物とをからみ合わせて本部を農学部構内に

建てるという構想のもとに文部省と折衝を行な

ったことは甚だ遺憾に思う。然し乍ら， ここま

で進行した以上，これを認める外はないが，今後

はこの種の事柄は事前に協議してほしい。 b)繊

維化学科新設については本部建設と同様の努力

を傾注してはしい。C)学生の要請もあるから ，

移転取止めの最後決定は来る 9月，学生に納得

の行くよう話してからにしてほしい」旨の発言

があった（評議会議事要旨より）。第35回評議会

（同年12月）において，繊維学部の評議員より ，本

部の移転取止めについて繊維学部職員および学

生が納得した旨の報告が行われた。ここに，難

航をつづけた本部建設問題は名実ともに一応決

着がついた。

敷地決定の手続問題などで釈然としない向き

も少なくないのであるが， とにかく，定涸した

大学本部の設置という意味では，大学の基盤形

成上の最低限の要件の一つを整えたこととなり

建物は昭和28年に完成した。

（注） 昭和28年の本部建物は木造モルタルで

あった。昭和47年になると不燃性の鉄筋コン

クリート構造のものに建替えることが課題と

なり， 48年度予算の概算要求に当たってこの

建替えを計上することとな った。工学部では，

この建替えに当た って，本部を小金井地区に
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誘致することを 6月以降教授会で検討し，こ

れを希望する こととなった。 そこで， これに

ついて評議会で取り上げられ論議が重ねられ

た。結局，8月27日の第283回の評議会 （臨時

評議会）で「①本部建物（昭和48年度概算で

要求したもの）は府中地区において改築する。

ただし，将来客観的に見て小金井地区とする

場合はその時点で検討する。②本部建物の建

築位置に関連して起った問題は評議会小委員

会を設けて梢極的に検討する」 こととな った

(9月13日の工学部教授会の記録）。

2.3 一般教育の一本化

専門学校当時に比較して，新制大学では，

般教養科目，外国語及び体育科目という教養関

係の科目が重視されることとな った。教員養成

関係の専門学校あるいは高等学校 （旧制） と異

なり，実業系の専門学校では教養関係の科目を

担当した教官は少なかった 。 東京農林専 • 東京

繊維専いずれも ， 5科 を3学科編成に縮小 して

もなおかつ，単独に教養関係の科目編成を行う

ことが困難であった。両校から教官をだし合っ

て一般教挫関係の科目を編成する途をとらざる

を得なか った。別 な表現をとるならば，‘‘教養関

係の科目編成＂をカスガイとして両校の合併が

成り立ったということなのである。

農学部 （府中）と繊維学部 （小 金井） との間

を，必要に応じて担 当教官が移動するという 方

式で実施された。

大学発足以降昭和30年までは，体育関係は 「一

般教養科目および外国語」とは別に取り扱われ

た。 大学 （学長） レペルでの組織化について初

期の大学協議会で検討が重ねられ，昭和25年に，

学長の諮問機関として体育審議会が設置された。

この体育審議会では，単位としての体育科目，

課外体育，保健衛生などか，取り扱われた。運

動会などもここできめられた。体育審議会は昭

和30年 4月 1日に廃止 され，体育科目は， 同年

6月以降一般教育部のなかで取扱われることと

なった。

一般教養科目並ぴに外国語については，両学

部の関係教官の間で非公式な連絡はあったと思

われるが，公式にこれがとり 上げられたのは第

19回協議会（昭和26年 4月 2日）であった。こ

のときの議事要旨によれば，学長から「大学設

濯審議会第 9特別委員会の審議事項の中，本学

に関する事項としては，一般教養の整備充実で，

特に本学は設喧当初より 一般教養を各学部別個

に行っている点である。第 9特別委員会として

は，本学の一般教養科目 の教育を一 ヵ所にまと

めて実施する こ とを強く要求し ……（中略）…..。

これが確立せざる限 りすべての新規要求は一応

抑 えられるおそれがある。したがって本学とし

てはこの事項について十分研究し，関係各方面

に理解されるよう進めて行きたい。 このため，

取敢えず近々に教養関係教官会議を開く予定で

ある」旨の報告があった。

昭和26年 7月には教養部 が設置され，教養部

規程は同年11月24日に制定（適用はさかのぼっ

て同年 7月 1日）された。

この規程によれば，教養部は「一般教養科目

及外国語の教育目的を達成するため」 に置かれ，

「一般教養科目及外国語の授業を担当する専任

教官を以て」組織し，教養部長は 「教養部教授

の互選」で選出し，「学長が任命」するとなって

いる。また，教養部教授会が置かれ，「教授会に

は助教授及専任購師 を加えるこ とができる。」と

なっていた。本学の場合，教養部は学内措置で

設置されたもので，学部 とは性格を異にしてい

る。 したがって，教養部の教官は，農学部また

は繊維学部のいずれかに所属し，所属する学部

の教授会の構成員でもあった。当時の教養部教

授会は，連絡会議の色彩が濃かったといわれて

いる。その後，一般教養科目 が一般教育科目と

改称されたので，昭和27年 9月30日に教養部は

一般教育部と改称された。その後，一般教育を

一ヵ所で行うことを目標として一般教育実施委

員会が設置され，実施方法の具体策が検討され
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た。一般教育を行う場所について，第48回評議

会（昭和28年12月）で次の発言 かみられた。す

なわち，繊維学部評議員より「本部建物新営の

際，農学部建物のうち相当面積を一般教育の施

設 9ご充てることを了解した。つ まり， 一般教育

は農学部において行うと云うことについて，評

議会では暗黙の裡に了解が行われた筈であるが，

農学部教官としては，これをどう考えるか」とい

う質問がなされた。これに対して，農学部長は

「農学部としては，かつて本部が占めていた面積

は，現在一 時使用はしているが，何時でも一般

教育のために提供する用意がある。然し乍ら場

所の決定はなるべく早期に行われることを希望

する。」 と答えている。本学の一般教育の施設は，

一本にまとめて農学部構内に置くことを決定し

たのは，第49回評議会（昭和28年12月）であっ

た。 この評議会の席上，繊維学部長より「本学

発足当初において決定した両学部平等の原則に

基づいてすべてを考慮すること ，即 ち今回一般

教育部が農学部構内にできることとなるが，将

来は繊維学部についても平等の原則の下に特色

ある施設なり設備なりを実現するよう尽力する

こと 」 という発言 があり， これを評議会は了承

した。

昭和30年度から一般教育関係の教育は府中地

区で 1年次学生のみ行うことと なった。なお，

体育科目も 一般教育部に包含することとなり，

昭和30年 4月 1日に体育審議会を廃止し，一般
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教育部規程の一部改正（昭和30年 6月18日制定，

同年 4月 1日よりさかのぼって適用）を行った。

一般教育の施設の一本化は，東京農林専と東

京繊維専との合併の具体的成果として位置づけ

られよう 。一般教育関係の諸科目の編成上，教

官 ・ 講義室 • 実験室などの面で合理化か行われ，

このことは整備充実の展望をきり開く上で有効

であった。さらに，学生 に農学部または繊維学

部という学部意識が生まれる以前に， 同一施設

で 1年間の学園生活を送ることによって， 人間

交流が豊かになると同時に，東京農工大学学生

としての自覚が生まれることにな った。こう し

た意味で， 一般教育の施設の一本化は，大学の

統一基盤形成のなかで喧要な役割を担うもので

あった。

（注 1) 大学発足の頃の一般教捉関係の規模

を示すー指標として授業科目数をみてみよう。

昭和25年度の「国立東京農工大学入学案内」

によれば，哲学 ・心理学・経済学・ 統計学 ・

歴史学 ・数学・物理学 ・同実験 • 化学・ 同実

験 • 生物学 ・同実険 · 社会学 ・法学 ・英語 ・

独乙語の計16科目と体育（講義及び実技，講

義は更に体育理論と衛生理論とに分ける）で

あった。現在は保健体育の 2科目をふくめて

30科目をこえている。

（注 2) 昭和28年 6月に一般教育部長選考内

規が制定された。一般教育部長は，一般教育

部教授会で選考し，両学部教授会の承認を得

た候補者について，学長が任命し任期は 2年

であ った。

2.4 その他

ここで，大学統一化に直接かかわり 合いのあ

る附属図書館， および統一化自体にはかかわり

合いは薄いが，大学発足後の整備過程のなかで

大きな意味をもつ学科増設・ 専攻科設置ならび

に教官の人事にふれてお きたい。

発足当時の図害館内部（昭和26年）

(1) 附属図書館の整備

従来から東京農林専と束京繊維専とにそれぞ

れ図書館か存在してきた。府中地区と小金井地

区とに研究教育施設が相当な距離で 2団地に分

かれている。 したがって， この状況が存続する

限りは，いわゆる図書館はどちらの団地にも存

続する必要がある。制度上，学部附厖図書館と

いう形は許されず，大学附属図書館という統一

的な存在形態が要求された。学部への所屈意識

が強い段階では両学部が平等という原則を前提

とする限り，中央図書館 （本館） と分館という

一般的な存在形態をさけたいということにな っ

たのは当然の成り行きであった。

図書館については，大学発足後，第 1回協議

会から何回にもわたって論議がつみ重ねられた。

第 1回協議会 （昭和24年 7月）の席上，学長が

「将来は図書館は独立した部局となるものであ

り，大学として図書行政を確立して行かなけれ

ばならぬと思う 。 その確立によ って大学の品位

も確立し，内容も充実するものと考えているの

で，図書館長に人物を得たいと願っている。 同

時に図書ももっと良いもの を集める必要がある

と思うので，此際備品費の中から 一般教養関係

のものを整えたら如何かと思う 。教養科目担当

の教官から学生に読ませる本を推薦願い度い，

2 大学の発足と統一碁盤の形成 177 
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予算関係から教官の方は一応見送りとし，

学生の為の本を集めたい。」という意見を述べて

しヽ た。 第 2回協議会（昭和24年 7月）

希望を述べた。

会に対し，

たい旨の希望を伝えた。

24年 9月・ 12月）の協議会において，
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先ず

の席上，

学長は農学部所在の図書館を第一図書館，

第 3 回• 第 4回

繊維

学部所在の図書館を 第二図書館と 呼びたい旨の

これに対して両図書館長は協議

東京農工大学農学部図書館ならびに

東京農工大学繊維学部図書館という名称を用い

（昭和

「図書館事

務機構に関する件」が議題としてとり上げられ，

「東京農工大学農学部図書館， 東京農工大学繊

維学部図書館の名称を用い，外部に対しては東

京農工大学図書館として総括されるような機構

案を提出して，

する」ことが記録されている。

属図書館規程」

議会規程」

き，

そこで，

属図書館は，

178 

両学部教授会の審議を経て決定

と

「東京農工大学附

「東京農工大学附属図書館商

を昭和25年 6月31日に制定した。

各学部にそれぞれ分館を置く」

III 

図

書館規程の第 1条では「本学に 附属図書館を置

とある。農

学部分館 • 繊維学部分館という名称となった。

本学設立までの経過をふまえて本学附

図書の収集 ・ 保管•閲覧などの第

一線業務を行う 2つの分館と総括的事務機関（統

括または調整の機能をもつ本部とでもいうべき

もの）

(2) 

った。

東
京
農
工
大
学
農
学
郊
長

肴
灼
妬
ふ

-9-

との三者の包括的な機関というユニーク

大学の形成

な形態のものとなった。

学科の独立

かつて大学昇格案作成のとき ，

東京繊維専も共に 5科を 3学科に再編したが，

これ を 5学科編成にすることが切実な願望であ

それは，

・農芸化学 ・農業工学）

攻（繊維農学 ・繊維化学・ 紡織学）

学科として独立させることであった。

の増設となるが，

は難しい。

議し，

学科，

こととし，

芸化学科，

が，

修とし，

支えない。

昭
和
二
十
八
年
三
月
二
十
日
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書

競｛

東京農林専も

当時の農学科の 3専攻 （純農学

および繊維学科の 3専

をそれぞれ

計 4学科

4学科を同時に申請すること

そこで両学部の教官会議で慎重に審

大学発足の翌25年に，

繊維学部では繊維化学科が先ず独立する

大学として設置申請をした。

果が，第19回協議会（昭和26年 4月）において「農

繊維化学科の設置申請については，

その後事務当局よ り正式に認可の通達があ った

本年度は予算的措置がないので表面は各専

実質は学科どして実施することは差し

27年度より予算を伴って正式の学科

として発足したい」

農学部では農芸化

と報告された。 農芸化学科

は昭和27年度から正式に発足したが，

この結

繊維化学

科は予算の関係で正式の発足は昭和28年度であ

った。

A
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書

しかし，

（注）

便宜措置として， 第 1回の卒業証書

から，農芸 化学科，繊維化学科，繊維工学科（繊維

化学科の設置によ り繊維学科を改称）

使われた。

の名称が

昭和28年 3月の第 1回の卒業以降農学

部の農学科 • 林学科 ・獣医学科 ・農芸化学科

および繊維学部の養蚕学科の卒業生には農学

士，

化学科の卒業生に は工学士の称号が授与され

た。

繊維学部の製糸学科 • 繊維工学科 • 繊維

(3) 専攻科の設置

東京農工大学設置申請書で将来計画として大

学院設置の ことが盛り込まれていた。

国立大学に対しては昭和28年以降，

院を設置するが，

昇格によった新制大学に対しては，

年 9月10日）によれば，

門課程による教授を行ない，

することを目的とする」

学 を必要とし，

もので，

2
 

文部省は

新制の大学

それは当初はいわゆる旧制大

学から移行した新制大学に限定された。従 って

充実してい

るものについて専攻科を設置する方針をとった。

「大学専攻科 に関する設置基準要領」 （昭和27

専攻科は「大学の学部

学科の基礎の上に補修科的性格をもつ特別の専

専門技能者を養成

1年以上の在

大学を卒業した者またはこれと

同等の学力のある者を対象として入学させるも

のである。

はじめ文部省は，

を昭和28年度から認める方針であったが，

などの関係で見送った。昭和29年度は，

度の予算がとれたので，

った。

出し，

そこで本学でも 設置申請書を文部省に提

昭和29年度に設置が認め られた。

攻科に農学専攻• 林学専攻 • 獣医学専攻 ・牒芸

化学専攻の 4専攻，

• 製糸学専攻 • 繊維学専攻 • 繊維化学専攻の 4

専攻が置かれ，

あった。

(4) 

従来，

国立大学には専攻科の設置

設置を認めることとな

繊維学専攻科に養蚕学専攻

入学定員は各専攻につき 5名で

教官人事の自主性の確立

大学（学部教授会）

者 ・昇任候補者については，

が選んだ採用候補

文部省大学設置審

議会に申請して資格審査をうけ，

たがわねばならなか った。

の条件が解除され，

昭和29年 7月，

拠して

を選考する場合は，

大学の発足と統一基盤の形成

予算

ある程

農学専

その判定にし

昭和29年 5月からこ

それぞれの大学が自 主的に

教官の選考を行うことができるようにな った。

大学設置審議会の審査基準に準

「東京農工大学教官選考内規」 が制定さ

れた。この内規によれば，選考方法として，「 1. 

教官の選考は当該学部教授会が行う。

おいて選考委員会を設け る。

2. 教官

その都度当該学部教授会に

3. 選考委員会の

179 



2章の総括として，大学発足後昭和30年頃ま

での特徴を述べておこう 。大学 と専門学校とが

併存する過渡期においては，大学レベルの組織

づくりが中心となった。ここでは，東京農林専

系の農学部，東京繊維専系の繊維学部とは両立

• 連合の形態を色濃く残していた。それが専門

学校が廃止される段階となると ，一般教育関係

の施設の一本化の課題が，学外（大学設置審議

会）からの強い要詰を契機として，学内でも存

在する一般教育課程の整備という要請が呼び起

こされ，緊急の現実的課題となった。昭和30年

には一般教育の一本化か，施設的に未整備なが

ら一応実現する。発足後昭和30年までに，本学

は大学として必要最低限ともいえる程度の，評

議会 ・協議会・学部教授会などの組織的整備が

行われた。 また，教官の人事の自主性も確立さ

れ， 一応大学としての形を整えたのであ った。

これは，社会経済の背娯，すなわち，朝鮮動

乱特需 （昭和25-28年）を契機としてその後，

経済再建が順調に伸長し， また，対日平和条約

構成は， 当該学部教授会が定める。 4. 選考委 の締結• 日米安全保障条約の締結（昭和26年）な

員会は一定期間内に候補者を教授会に報告する。 どを通して， わか国の進路が，社会的混乱を内

5. 教授会は，選考委員会の報告に基き，候補 包しつつも体制的に確定してゆく過程， 一言 で

者について審議決定する。 6. 一般教育部教官

については， 一般教育部教授会の推既する候補

者につき，関係学部の教授会か選考する。」 をあ

げている。 この内規はまた選考の基準 （資格関

係の基準 ） を教授 • 助教授・講師および助手に

ついて，それぞれ別に定めている。

なお，教育公務員特例法に基づいて，本学で

は昭和29年10月に，教官の停年に関する規程を

制定し，翌11月にこの規程についての申し合わ

せを定めた。 これによ って，本学の教官の停年

は満63歳と定められ，停年に達した日の屈する

学年末に退職することとした。

また，学校教育法に定められた栄誉 的称号で

ある名誉教授の称号の授与については，本学で

は昭和30年 1月に 「東京農工大学名誉教授に関

する規程」 を制定した。

いえば，わが国が再建を実現してゆく状況のな

かで，本学の初期の形成が行われたのであ った。

（付ー 1) 昭和26年に蚕糸別科が繊維学部に

附設された。 東京繊維専が昭和26年 3月に廃

止された ので，同校に附設されていた投蚕実

科及び製糸教婦科も自然廃止となるので，繊

維学部に修業年限 1ヵ年の蚕糸別科の設罹を

申請し認可された。これには養蛮専攻，製糸

専攻の 2専攻か置かれ，募集人員は各専攻30

名と定められた。 この蚕糸別科は昭和29年に

繊維学別科 （養蚕専修 • 製糸専修）と改称し，

さらに昭和36年に繊維別科と改称した。昭和

37年養蚕学科が農学部に移管のため繊維別

科養蚕専修は養蛋別科と改称し農学部に移っ

た。 このとき繊維別科製糸専修も製糸別科と

改称した。のち昭和40年に，別科養蚕専修，別

180 III 大学の形成 A 誕生と展開



科製糸専修と改め現在に至っている。
r ..... -

なお，教職諜程に つ いては，

のもとに昭和27年度から 4年次学生 を対象と

して実施していた。昭和28年 3月に正式に設

置が認可 された。

（付ー 2)

きな衝撃を与え， また財政の建て置しに多大

の努力を必要とした

もなう会計の赤字）

業者から代金支払の著しい遅延が指摘され，

研究室の物品購入が難しくなるという事態に

直面して，

上げた。

たった。

現在も実施されている。

昭和30年には，

＂会計の不正 （これにと

問題＂

教授会 ・評議会がこの問題を取り

会計調査委貝会が設置され調査にあ

この調査の結果，

・不正処理があると推定される事態とな った。

評議会は調査結果を文部省に報告 し，

会計検査院に委ねることとした。

の特別な会計検査の結果，

員 に不正処理があることが確認された。直接

関与した 3名が懲戒免官となり，

者として， 減給 3ヵ月の上依願免官が 1名，

減給 3ヵ月が 1名などの処分があ った。

として問題の発覚 から関係者の処分まで，

主的に公正な処理を行った。

3
 

全学の教職員に大

が発覚した。納入

I設員に会計の不当

経理関係の幹部職

大 学再編 としての学部改組

ここでの時期区分としては，

設置する方針

会計検査院

その他関係

学部改組の実現

（昭和37年 ）までである。 学部改組とは繊維学部

を解体して養蚕学科を農学部へ移管し，

容のものであ った。

ったのは次の理由による。

前期を通じての到達点が，

調査を

部と東京繊維専の繊維学部との両立と，

はなかった。 それが，

3
 

本学

自

当該学

部を製糸学科などで工学部に転換するという内

ここで学部改組を指標にと

東京農林専の農学

両者を

つなぐ共通施設としての一般教育部の設立とい

う両学部の連合形態の発想のものであ って， 強

度の連合ではあ っても連合の域を脱するもので

一つの大学として統一的

永
久
保
存

遠
久
科
設ヽ
．
 
．
 

月
，
 
索
京
染
工
喬
埒
京
・
戸
杓

是
虚
歴
岱
熔
芥
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I
ィ

i..._、一

な意思形成のもとで，

組織）の発展的再編をめざしたのが学部改組で

あった。 本学の在り方が東京農林専と東京繊維

専の学部昇格の単なる延長線上に存在すること

から脱して，

,.,----

沼
知
ー
ク
ぷ

専門教育課程（研究教育

両学部の協力のもとで新たな構想

によって学部再編を行った。 本学の在り方が質

的変化を遂げたという意味で，学部改組は，本学

の創立30周年の歴史の中で，

目として評価さるべきである。

は同窓会の組織についても駒場交友会と西ケ原

同窓会の合同の契機ともなった。

な表現であるが，

大学再編としての学部改組

一つの画期的な節

本学にとって

また，学部改組

多少オーパー

「歴史をこえて
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歴史を築き」の実現である。

昭和31年から昭和37年までの時期は，前期に

設立された一般教育部の講義室• 実験室 ・教官

研究室などの施設整備の進行とともに， 専 門教

育再編への新しい胎動が始まり，前記の学部改

組が実現するまでである。

3. 1 評議会における専門教育研究組織

の再編への動き

大学の意思形成機関としての評議会が， どの

ようにこの課題にとりくんできたか，「評議会議

事要旨」に依拠して述べてゆきたい。

（第92回評議会〕（昭和31年 9月4日）

一般教育研究委員会の経過報告のなかで，大

学全体の問題として，次の案が報告された。 す

なわち，

の両学部を合併して単科大学とする案

◎ 繊維学部の一部を農学部に移し繊維学部は

工学系学科のみを残し，工学部に改編する案

〇現状のままで専門教育の内容を改善する案

＠両学部を同一地域に統合する案

の 4案であった。これらについて各学部におい

て検討の上，評議会において審議を行い，本学

将来の根本方針を樹立することとした。

〔第114回評議会〕（昭和33年 8月14日）

昭和34年度概算要求の経過報告として吉田正

男学長が次の発言を行っている。「私が本学に就

任 （昭和30年12月20日）以来，両学部の将来の

在り方について，かねて研究を願って来たか，

なかなか両学部ともその構想がまとまらずに現

在に至ったのである。 ところが繊維学部は予算

要求の最終段階にな って，工学的な色彩を加え

た学部とすることを教授会で決議した 旨報告か

あり，同時に機械工学科の新設の申し出があっ

た 。 • ・・・・・ （ 中略 ） • ••• • •文部省関係者とも協議の上，

一応要求事項を取りまとめ， 8月 1日文部省に

対し説明を行った。 ......(中略）.•..•. なお，繊維

学部が将来工学的色彩を加えた学部に移行する

とすれば， 学科内容として機械工学，工業化学，

電気工学等の諸学科を置くことが必要となり ，

従って既設学科の再検討も行わなければならな

い。特に養蚕学科については学問的な見地から

しても農学の一部門として農学部の一学科とす

る方が合理的であると考え， このことは部局長

会議においても申し述ぺてあり ，私の構想とし

て事務局長に指示し， また本省にも通じておい

た次第であるから， この点を了承されたい」と

述べている。 これに関連して，繊維学部を繊維

工学部に改め，機械工学科を新設，繊維化学科

を分離して工業化学科および色染化学科を新設

することの要求経過の説明がなされた。な お，

学長から，繊維学部ならびに農学部に，養蚕学

科に対するこの措置についての協力方の要望が

あった。 また，学長は当日欠席の評議員（製糸

学科教授）から書面で，養蚕学科の農学部移行

については繊維学部として璽要な問題であるの

で学部において十分な検尉の機会を与えられた

い旨の要望があ ったことを報告している 。

（注） この時点での繊維学部の方向は，工学

的色彩を強めてゆくということであ って，投

蛮学科の取り扱いについては，学長とし ては

農学部移行の考え方をとっているが，繊維学

部の教授会ではまとまっていないことを示し

ている。なお，昭和34年度概算要求には，｝農

学部に殷業工学科を設置することも計上され

てし たヽ。

〔第117回評議会〕（昭和34年 1月20日）

繊維学部の機械工学科新設の件につき報告が

あり ，昭和34年度政府予算原案に取入れられ，

近く大学設置審議会の審議を受けることとなっ

た旨か述べられた。これに関連して学長から「本

学科の新設は，単に繊維学部のみの問題ではな

く，本学全体の問題であるので将来の方針を考

えるに当たっては，農学部も繊維学部も古い歴

史のみに こだわ らず，新しい前途を開拓するこ

とに希望をもって努力 されたい」旨の要望かあ

った。
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（注） 昭和34年 3月31日付で，文部省よリ学 組織を一部変更して養蚕学科を農学部に移管し，

長宛に繊維学部機械工学科（入学定員40名） 併せて木材工学科（農学部 ）および電気工学科

の新設認可の通知があった。この通知による を新設して繊維学部を工学部に転換することを

と，留意事項として，①専用校舎の新築，② 評議会として承認した。農学部は，農学科• 林

図書閲院室の拡充，③図書 • 学術雑誌の充実， 学科 • 獣医学科・農芸化学科 ・農業生産工学科

④機械設備の充実，の 4点か指示されていた。 ・ 養蚕学科・ 木材工学科（新設予定）の 7学科

なお，昭和34年度概算要求のなかにあった繊 編成， 入学定員 235名，工学部は，製糸学科・

維学部の繊維工学部への改称，繊維学部繊維 繊維工学科 • 工業化学科 ・機械工学科・電気工

化学科の分離による工業化学科と色染化学科 学科（新設予定）の 5学科編成，入学定員 215

の設譴および農学部農業工学科の新設は認 名 （機械工学科の入学定員を60名に増加，また

められなかった。 は計測工学科の新設の構想もある）の計画を，

〔第122回評議会〕（昭和34年 7月 7日）

昭和35年度概算要求に関して，本省と打ち合

わせの結果，繊維学部 の繊維工学部への改称，

繊維化学科の工業化学科への改組，電気工学科

の新設および農学部の農業工学科 の設置か計上

されていた。

（注） 繊維工学部への転換，‘濯気工学科の新

設および農学部農業工学科の設置は結局認め

られず，繊維学部工業化学科（入学定員60名）

の設匹のみが認められて昭和35年 4月に発足

した。

評議会として策定した。

3.2 時代背景とのかかわりと昭和36年

当時の繊維学部の学科編成

単に学問研究または教育の方法論からの視点

だけでこのような学部改組が発想され，策定さ

れたのではなか った。 もし方法論だけならば，

東京農工大学設置申請書のなかの将来計画にあ

るように，農学部 ・繊維学部の他に新たに工学

部 ・経済学部の新設の方向をと ったかもしれな

い。 昭和30年代の本学の学部改組発想は，当時

の社会経済の推移と深い関連のあるものと 言 え

よう。学長個人や繊維学部の一部教官の発想が，

〔第123回評議会〕（昭和34年 10月 6日） 社会経済の流れのなかから生まれ，そして社会

繊維学部長から「従来，農学部長会に所属し 経済のその後の推移に適合したからこそ，大多

ていた繊維学部が，信J小1大学繊維学部， 京都工 数の教官 ・文部省の支持を得て結実の方向に向

芸繊維大学繊維学部とともに，農学部長会を脱 かったものであった。もとより，学長その他推

会することを条件に工学部長会に所属すること 進した教官の指導的努力については，積極的に

について承認を得た」ことか報告され， これに 評価され敬意が払われるべきことは言うまでも

ついて評議会は了承した。 ない。

（注） 昭和35年度の評議会の議事要旨には， 戦後の復興が前述 のように順調に進行 した結

学部改組問題について特記すべきも のは見当 果，昭和30年にはいわゆる「もはや戦後ではな

たらなかった。 なお，農学部農業生産工学科 い」 という経済段階に達し，「神武景気」と 称さ

（入学定員30名）の新設要求が認められ，昭和 れる好景気を迎えた。 その後も「岩戸景気」を

36年 4月に発足した。 迎えるなど，急激な速度で経済は伸長した。 昭

和30年代の経済伸長の基軸には，重化学工業の

〔第133回評議会〕（昭和36年 6月14日） 著し い発展かあり，軽工業もそれなりの進展を

昭和37年度概算要求に当たり，両学部の学科 みた。繊維部門においても合成系の繊維の進出
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が著しく，生物系の糸・ 織物は相対的に低下傾

向にあった。 したがって文部省は工業技術者の

社会的需要について増大の展望をもち，昭和32

年 11月，中教審の答申にもとづいて「科学技術

教育振興方策」を策定し，理工系学生の増員，

教職員の質• 量（人数）の充実，実験実習設備

の改善等をはかることとなった。 こうした背景

のなかで，繊維学部としての将来展望として，

合成繊維工業に重点を移しつつ，あくまでも繊

維業 （生物系繊維の生産をふくめて繊維工業全

般 ） を中心とする枠内にとどまり，繊維工学部

として進むか，あるいは一般工業全体（繊維工

業も含む）を視野にとり こんで工学部へ転換す

るかの岐路に立たされたものと理解されよう 。

昭和35年池田内閣が登場し，昭和36年にいわゆ

る所得倍増政策（高度経済成長政策）が策定さ

れ展開されはじめた。 この政策は，工業の拡大

．窃度化が一層進度を早めることを基礎におい

ていた。繊維業か工業全体のなかで占める地位

は相対的に一層低下した。工業技術者の社会的

需要が一層高まるなかで，いわゆる“技術革新”

に表徴されるような，工業技術の高度化に対応

しうる技術者の養成が大学レペルでも緊急の社

会的課題となった。一方では，中学か ら高校へ，

高校から大学へという進学希望者か国民の所得

水準の向上とともに顕著に増大してきた。 この

ような情勢のもとで， 国立大学についても理工

系学部の拡充か社会的要請とな ってきた。 この

ような社会経済の激動を背景として，工業全体

を視野とした展望のもとで，繊維学部の学部改

組による工学部への転換（制度的には，繊維学

部 の工学部への改組ということなのであるか，

大学として本質的にみたとき，繊維学部を発展

的に解消し，生物系である養蚕学科を農学部へ

移行して，従来の製糸業を含めた一般工業を対

象とする工学部を形成したと理解したほうが，

大学の歴史的過程からいって一層適切であろう）

という途を本学 として選択したのであ った。

学部改組の必然性を具体的に理解するために，

繊維学部の工学部転換を評議会で最終的に決定

する直前の繊維学部の各学科の状況をみてみよ

う。誰にでもわかり易いという見地から，昭和

36年に入学試験受験者のため作成した「昭和37

年度東京膜工大学入学案内」から引用する。

「養蚕学科：生物・化学など を基礎にして養蚕，

栽桑に関する学理と技術を履修しあわせて農

学一般についても攻究する。 製糸学科：製

糸およびその機械に関する学理と技術とを攻

究する。 繊維工学科：各種繊維の物理 ・化

学的性質およびその紡績 ・編織・色染などを

主とし，あわせて機械一般の学理と技術とを

攻究する。 工業化学科：数学，物理，無機

• 有機• 分析 • 物理化学などの科目を十分履

修して近代化学技術者としての基礎を修得し，

ついで無機 • 有機工業化学， 化学工業などの

応用化学を専門的に攻究する。 機械工学科：

あらゆる工業の基礎である機械工学について

の学科目を専門的に攻究する。繊維学部に所

属しているが他大学の工学部の機械工学科と

何 ら異なるところはない」

としていた。 これをみてもわかるように，確か

に養蚕学科，製糸学科，繊維工学科の 3学科は，

繊維学系統のも の として理解しうるが，工業化

学科，機械工学科では明 らかに，繊維学の枠か

らぬけでて工業一般を対象としていた。この「入

学案内」のなかで就職先について，工業化学科

は「化学繊維・ 紡紹• 染色・プラスチック・塗

料・顔料・染料・紙バルプ・化学機械・ 写真 ・

石油 ・肥料その他の化学工業会社」 を，機械工

学科は 「造船• 鉄鋼• 電気 • 繊維 • 紙パルプ・

鉱業 ・セメント ・電 カ ・ガス ・自動車 ・航空・

生産機械 • 化学工業などの会社」をあげている

ことか らいっても明らかであった。 当時すでに

繊維学部の なかに明確に繊維学の枠からぬけで

ている 学科が 2学科も存在していることからい

って，本学 においては繊維学部を何 らかの方式

で改組 しなければならない状況に立ち至ってい

た。
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3.3 養蚕学科• 製糸学科関係者のうけ

とめ方

永い伝統をもち， 明治以降の輸出産業として

日本経済の発展の基礎となった生糸・ 絹織物産

業の技術を支えてきた東京繊維専を 引 き継いだ

繊維学部の主軸となってきた養蚕学科 ならびに

製糸学科などの教官にとって， またこれらの卒

業生が絶対多数を占 める同窓会にと って，学部

改組問題は，極めて重大な内容をもつものであ

った。西ケ原同窓会にとっては，永い歴史から

生まれてきた連帯的情緒的基盤をゆるかすもの

としてうけとめられ，教官にとっては，繊維学

関係の教育研究体系からい って，養蚕過程と蛋

糸加工過程との学科か，性格か異なりかつ地理

的にも離れた農学部と工学部に分断されるとい

う体系崩壊につながる危機感をもってうけとめ

られた。

昭和33年 8月の評議会で，学長から繊維学部

の今後の方針について両学部に協力方の要望が

あったことは先に述べたが， これをうけて繊維

学部では同年 8月16日の教授会で，「概算要求書

に昭和37年度に養蛮学科を農学部に移すと明記

してあるが， このことは教授会にもかか って い

ないし，文書 に明記するのは困るので， もう 一

度学部長が概算要求書から削除するよう申し入

れる」趣旨のことを決定した。養蚕学科の農学

部への移管には疫蚕 • 製糸の両学科では反対の

雰囲気であった。

ついで，昭和33年12月に，機械工学科設置推

進のため， 「本年度の申請で機械工学科の新設が

認められるという条件 で， 一応形の上では昭和

34年新入生の入学から養蚕学科と製糸学科を合

併して蚕糸学科」 とし，蚕糸学科は「コース制

にして，従来通り養蚕 • 製糸各々 1学科として

取り扱い，学科の成立条件を尊重する。」 という

養蚕 • 製糸両学科の提案が教授会で承認された。

しかし， この蚕糸学科案を実施しなくとも機械

工学科の設置が認められた。

ついで， 昭和35年には工 業化学科が設罹され，

つぎに電気工学科の新設を要請する段階となる

と学部改組は避けられないこととなった。そこ

で， 小金井地区の学部を繊維学部 （または蚕糸

学部）と 工学部とにする案が登場してくる。製

糸学科の学生は，製糸学科か工学部に所属する

こ と，養盃学科の学生は，養蚕学科が農学部に

移管されることを強く希望した。 そのような情

勢のもとで，学生有志約30名の傍聴を許可して，

昭和36年 5月29日の教授会が開かれ，論議の末，

養蚕学科と製糸学科とで蚕糸学部をつくる方針

を一応決定した。 しかし，蚕糸学部案に反対す

る多くの学生 が授業放棄に入るなどの緊急事態

となり，直ちに 6月 2日に教授会を開催した。

このとき学生の傍聴申請は不許可として開催し，

慎重審議の上，蚕糸学部案は撤回して昭和37年

度より工学部とし，養蚕学科 は農学部所屈とす

ることに決定した。 従来の評議会における学長

の方針か，繊維学部の教授会において公式に承

認された。

なお，農学部教授会では，養蚕学科と製糸学

科が一緒に農学部に移行されないことについて

若干の意見があったが， これについては製糸学

科の主体的問題であるので深くは論議されず，

養蚕学科の農学部移行は，昭和36年 6月 8日の

教授会で原則として笠成と決定された。

そこで両学部教授会の意思決定をふまえて，

6月14日の第 133回評議会において学部改組の

基本的方針が前記のごとく決定された。

3.4 工学部設置理由と学部改組の実

施

本学が，昭和37年度概算要求を文部省に提出

する際の「エ学部設置理由」 は，いわば本学と

しての統一的公式見解であるので， ここにあげ

ておきたい。すなわち，

「我が国か飛躍的に進歩しつつある世界産業

界に伍して，近代工業国として発展を遂げる

為には，基礎学の上に立った高度の知識と技
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『製糸学科70年のあゆみ』の表紙 （昭和48年刊）

術とを体得した高級技術者を速やかに産業界 即応した科学技術者の養成を行なおうとする

に供給することが必要である。本学繊維学部 ものである」とある。

は，多年繊維工業技術者の養成を行ない，我 学部改組は認められ、 それか昭和37年度から

が国主産業の発展に寄与してきたが，近時の 発足した。

躍進的な科学技術の進歩に対応するためには， 工学部は製糸学科 • 繊維工学科 ・工業化学科

今までのような応用加工技術のみでは不充分 ・ 機械工学科 • 電気工学科の 5学科，農学部は

となった。よ って昭和34年度より桔礎的学科 農学科 • 林学科 ・獣医学科 ・農芸化学科 ・農業

の充実をはかり ，昭和34年度において機械工 生産工学科 ・養蚕学科の 6学科 となった。 養蚕

学科を設置ついで昭和35年度において工業 学科の小金井地区から府中地区への施設移転は，

化学科を設置し たが，昭和37年度は電気工学 農学部の受入れ設備などの整備の関係上，農学

科を新設することによ って工学系の基本的な 部 2号館の竣工を待って昭和40年10月に行われ

3原則の学科を完成し，繊維学的特徴をもっ た。 なお，繊維学部附属農場も農学部に移管と

た工学部に転換するとともに，時代の要請に なった。
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3.5 その他

一般教育の一本化か昭和30年に実施されたが，

当初は一本化 （一年次学生のみの教育）に必要

最低限の講義室確保，すなわち講義室の一部新

設ならびに農学部本館講義室の使用などによっ

て実施した。 そこで昭和:30-:32年 （こわた っ て一

般教育の一本化の実施に必要な各種施設 （溝義

室 の増築，実験室，教官研究室，事務室など）

の建設が行われた。

学部改組が課題であった昭和31年から37年に

かけての時期は，専門教育課程か重点的に検討

された時期であるが，学科増という教官組織の

量的増大とともに，教官選考を通じて資格審査

の基準の整備によ って教官組織の質的向上をめ

ざした時期でもあ っ た。将米の大学院大学への

準備か整えられてきたのである。

なお， この時期に，当時の学生・ 教職員に忘

れ難い出来事か二つあ っ た。 その一つは，砂川

事件に関与した学生の構内逮捕事件，他の一 つ

はいわゆる "'60年安保＂であ っ た。

(1) 学生の構内逮捕事件

立川米軍基地の拡張反対運動に参加した学生

について，昭和32年 9月21日早朝，農学部学生

1名が駒場寮内で，繊維学部学生 2名が西ケ原

寮内で，笞察官によ って逮捕された。

このとき，秤察官が大学当屁に事前に通告な

しに立ち入って逮捕した問題について，大学に

対する自治侵害のおそれがあるとして，学内は

騒然となった。寮生及び多くの通学生か，学内

集会及び学外の抗議デモに参加した。両学部教

授会・評議会とも笞察官の無断立ち入り逮捕は

妥当性を欠くものと判断した。 そこで学長は，

学生部長等を警視庁に派遣し，申入書を提出さ

せることとした。繊維学部では、学生の状況を

ふまえて期末試験の 1週間の延期を教授会て決

めたが，農学部では学外実習が予定されていた

学科があったため，期末試験の延期を行わなか

っ た。

(2) '60年安保

昭和35年 1月に，改定により新しい“安保”（正

式には「日本国とアメリカ合衆国との間の相互

協力及び安全保障条約」）が署名され，同年 6月

23日に発効した。昭和34年から 反対運動が始ま

り，昭和35年に入って国会で審議か始まると，

反対運動も活発となっ た。 5月19日夜半から20

日早朝にかけて，衆議院の安保特別委員会，つ

いで本会議で強行採決をした。 この強行採決は，

多くの国民に強い衝撃を与え新聞も雑誌も内閣

批判の論調てあ っ た。安保反対の立場だけでな

く，民主主義を擁護し正しい議会運営を要求す

る立場の市民も加わって， 5月20日以降，国会

は連日数万人のデモに囲まれるようになった。

自然承認 (6月19日）の前日lR日の国会テモに

は33万人が参加したという 。 この反対運動は，

戦後における最大の市民運動であ っ た。労働組

合 も学生もその他の一般市民も参加した。

本学 においても， 5月から 6月にかけて両教

職 員組合， または農学部学生会，工学部学生自

治会のもとで， 多数の教職員または学生か学内

集会・国会デモに参加した。農学部では多数の

教官 と学生か一緒に列を組んで，牒学部から国

分寺駅までデモ行進を行ったことがあった。"'60

年安保”の運動は日本にとって歴史的なもので

あるが，本学にと っても，学内でこれほど多数

の者が市民運動のなかに参加したことはない。
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4 大学院（修士課程）の設置とその後の展開

学部改組の実現によって専門教育の教育研究

組織が再編され，新たな発展の基盤が形成され

た 。 改組後の課題は学科 • 学科目の整備増設と

ともに，向上的発展としての大学院（修士課程）

の設置であった。そして，昭和40・41年 の大学

院の設置後は，学科目が修士講座に昇格する こ

とに伴って専門教育研究組織の整備拡充が一層

促進されてきた。

いわゆる高度成長経済期 （昭和47年頃まで）

を背景として，高度化 ・多様化する 社会的要請

に応えるべく，本学も農学 ・エ学の両分野のな

かで学科増 ・研究施設の設置などをはかってき

た。ま た学科増によ って一般教育関係も教官が

増貝された。

大学の運営を支える事務機関についてみると，

学部改組とほぼ時を同じくして次のような本部

事務局の方針か打ち出された。 すなわち、文部

大臣発令の事務長及び学長発令の事務系職貝に

ついて，学部をこえ て全学的交流を実施した い

という方針が，昭和37年 6月の評議会で本部か

ら提案され承認された。 これは適材適所の配置

および人事刷新による職場の士気の保持などに

よって全学的事務能力の向上を図るため， とい

うこ とであるか，別 な言い方をすれば，本部事

務中枢か， 事務系職員の人事 を掌樹することに

よって，全学にわたる統一的事務管理体制の確

立 をめざすものである。従 って， 学部単位の事

務系職員の採用から本部事務中枢による人事掌

握．の傾向か濃くな ってくることとなった。 その

後、教育研究組織の拡充とともに事務系職員も

増加し，昭和44年に本部事務局も 3課制から 2

部 1課制 (2課編成の庶務部と 2課編成の経理

部，施設課は従来通り ）へ と整備された。

物的施設のなかで，特に建造物についてみる

と，昭和40年代に既存の木造建物を不燃化・高

層化 （ただし 3- 5階）の ため鉄筋コンクリー

トの建物に建て替えることが進行し， また学科

増設による新築も行われた。さらにかって緊急

度が低いと判断されてあと回しとな っていた学

寮 • 体育館・プール • その他厚生施設の整備が

はかられた。 また，道路の舗装，造園施工など

の環境整備も推進された。 その結果，大学キャ

ンパスの景観は，農学部本館 （建物の外観は変

えないことが原則にな っている）及びその前の

欅並木，工学部の旧本館 （現在繊維博物館）と

その前庭など ご く限られた場所以外 は，全くそ

の様相が一変している。大学周辺は府中地区 ・

小 金井地 区とも股地 ・雑木林などが住宅地 ・市

街地へと変貌を遂げた。工学部は近傍に国鉄中

央線の東小金井駅が開設され，交通 の便も格段

に良くな った。

このように昭和40年以降，教育研究組織・ 事

務組織• 物的設備などが順調に充実したとい っ

ても，大学の運営の面では，つぎつぎと学内の

諸団体から問題提起が行われ，教授会 ・評議会

はこれの討論と対応をせまられた。例えば，学

生と教授会とのパイプ役である厚生補導関係の

教職員および学生部関係の教職員の職務か激務

となったのか，昭和40年代の特徴であ った。

学 内の諸団体，例えば農学部学生会，工学部

学生自治会，駒場寮 • 西ヶ原寮 （ 昭和41年末に

樫寮），農学部助手会，工学部助手会，教職員

組合および東京農工大学生活協同組合から，学

内問題すなわち大学の管理運営上の問題，課外

サークル施設 ・寮 その他厚生施設の整備拡充 の

問題などについてつぎつぎに要請が行われ，教

授会 ・評議会などを 中心に大学がこれに対応し

てきた。具体的には学寮問題からはじまって，

カリキュラム問題，学長選考制度，学部長選考

制度， ‘‘全学話し合い”方式の確立など，種々

の問題が登場した。 学生団体の要請は多様化し，

学長選考制度 ・寮自 治など，大学の自治にかか
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わりをもつ重大な事柄のものとか，福利厚生施

設の新改築のような多額の予算を伴うものがあ

るかと思えば， その反面， 日常的な細かいもの

まで存在した。学内の諸団体からの，大学の自

治にかかわる制度的問題提起について，大学が

その対応として制度を改編したものについては，

多少の例外を除いて現在までその制度は存続し

ている。

さらに，学生運動のセクトの多様化とセクト

間の対立のなかで，過激派学生による建物封鎮

や暴力行為が惹起された。 しかし，他大学にま

まみられたような深刻な事態は， 多くの教職員

• 学生の努力によって避けることができた。 と

はいえ，当時の大学の運営には大きな障害 とな

った。 このときの過激派学生の運動は，昭和50

年代の本学の運営にはほとんど影雹を及ぽして

いない。それは，本学における過激派学生の運

動については制度的な改編が伴わなか ったから

である。 ただし， 一連の暴力的行為について，

懲罰か実施されないまま 事実上終結したことが，

どのような意味をもつかは残された問題である。

今後大学構内で暴力行為か万一 発生したとき，

この問題が顕在化するであろう 。

また，昭和40年代の前半期は，全国的に学生

運動か展開され，その一つの主要な問題として

大学 の自治・ 管理運営などかあ ったため，いわ

ゆる‘‘大学改革,, の課題が社会的に登場し，中

央教育審議会 • 国大協（国立大学協会）あるい

は個々の大学で検討が行われた。本学において

も，‘‘大学問題”‘‘大学改革”について種々の検

討が行われた。 前記の学内諸団体の要請のなか

で，制度的改編を伴うものについては，‘‘大学

問題”の検討との関連で処理されたものであり，

学長の選考制度 ・学部長の選考制度などが手直

しされた。

本学の教育研究体制の見直しとともに，今後

の向上的発展の課題として，博士課程の設置が

登場した。博士課程設置の検討が進行する過程

で，やがて各大学の枠をこえた連合大学院の構

想が，関係者のなかに生まれてきた。農水産系

大学院 ・工学系連合大学院の構想は，後記され

るように実現に向かって進捗している。 また，

横の発展として，農学系の学部 （獣医学部）増，

工学系の学部増および一般教育部の拡充整備と

しての学部設置などが教官の間で論議されてい

る。

しかし，時代背景として昭和48年以降，オイ

ルショックを契機として，わが国の経済基調は，

高度成長経済から減速成長経済へと転換を余儀

なくされた。国家財政は悪化の一途をたどり，

昭和54年 ・55年になると財政再建のため文教関

係も著しい緊縮予算となった。特別に緊急度の

高いもの以外は学科増• 講座増が難しい状況と

なった。 また，大学予算の伸び悩みは研究教育

資材の価格上昇に追いつかず，水光熱費の高騰

ともからんで，研究教育の実施上に大きな影響

をもたらしている。 さらに，近年繰り返し行わ

れてきている行政職職貝（事務官・技官）の定

員削減は，漸次，大学運営上の問題として顕在

化されつつある。

このような現況をふまえて，本学としてどの

ような長期的展望を切り拓いてゆくかが，今後

の課題なのである。激動を続ける国際社会経済

のなかで，世界的な人口問題 ・わが国の高齢化

社会問題と関連して，食糧問題・資源の高度利

用問題• 生産性の向上問題などを， どのように

国際的又は国内的に解決してゆくか，あるいは

第 1次産業と第 2次産業を， 自然環境の保全 ・

公害防止とかかわ らせながらどのように均衡発

展させるかという長期的な国内外の社会的課題

が存在している。 このような社会的課題をうけ

とめて， どのように教育研究体制を整備し合理

的に展開するかが本学の課題なのである。

つぎに，大学院 （修士課程）の設置及び， そ

の後の展開状況を事項別に具体的に記しておく 。
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4.1 大学院の設置
をみると次の通りである。

本学の大学昇格のときの設置申請書で，

計画として大学院設置のことがもりこまれてい

たことは既述のとおりである。 しかし，

学制改革で昇格した大学にとって，

は困難で，

しかし，

年度以降ようやく，

上，

今後とも，

本学では，

なかった。 そこで，

将来

新たに

大学院設置

まず専攻科の設置にとどめられた。

関係者の努力が実り，文部省は昭和38

学制改革によ って昇格した

大学に対しても大学院修士課程の設置を認める

こととなった。 昭和39年度国立大学長会議の席

文部大臣が挨拶の中で 「昭和38年度から，

大学院修士課程の増設を行って参りましたが，

これは主として研究能力の高い職業人の養成を

目的 とするとともに， 他面ではいわゆる地方大

学の学術水準の向上にも関連がありますので，

必要な専門分野において，

内容の大学について，

と述べている。

充実した

その設置を考慮したい」

昭和39年度の概算要求として農学

研究科の設置を文部省に申請したが， 認められ

昭和40年度概算要求として

農学研究科と工学研究科の設置を申請した。

このとき本学が作成した

190 

「東京農工大学に大

学院農学研究科な らびに工学研究科 を設置する

理由」

「わか国経済の高度成長下に貿易の自由化

III 大学の形成 A
 

を迎えた今日，

工業全般にわたり外国技術の導入よりもわが

国独自の技術を創成しようとする機運にある

と共に，

向上せしめる必要が痛感される。

今後わが国の産業界ならびに農学・ 工学研究

機関にとって，

ますます必要 となってきている。本学におい

ては，

鋭意，

つ
，
 

目標として，

（一）

繊維 ・ 機械 • 電気 ・化学の各

農林業を近代化し，生産性を急速に

したがって，

高度の独創力 のある人材が，

多年にわたり大学院設置を目標として

教官組織 教育及び研究施設の整備充

実に努力してきた結果，

さわしい大学に到達し得たと 考 えられ る。農

学部と工学部が相互に有機的な連携を保ちつ

将来他大学の大学院とは異なった独自の

新しい教育・研究内容をもった大学院設置を

まず，

学研究科ならびに工学研究科の新 設を次の理

由によって要望するものである。

本学は， 明治七年農事修学場お よび

蚕病試験掛から発展し，

もに一本となり，

誕生と展開

近年大学院設置にふ

大学院修士課程である農

新制大学発足とと

創立以来九十年の歴史を



もつ伝統のある教育機関で，現在十二学科

ならびに十専攻科を有し，全固各地から応

募があり，卒業生は従来からわが国の農学，

繊維業界の中核どなっている。

（二 ）本学は，わが国文化の中心である東

京に位置し，かつ，他大学ではみることの

できない自然の環境にも恵まれ，広大な校

地を有し，校舎，施設設備および蔵書もほ

ぼ完備し，大学院 を設置する素地がじゅう

ぶんである。

（三 ）本学は，農・エの自然科学系列のみ

の学部から構成され，相互に密接な連携を

保ち，農エー体の教育，研究を行ない，将

来の産業発展，開発にますます寄与するこ

とが期待され，産業界および研究機関から

も，大学院設遣の強い要請をうけている。

（四）本学は，各学部の内容組織を，社会

的需要に応じて改善し， その充実につとめ

ている。 また， 学術上のリ ー ダー シッ プ を

とっている教官の数も多く，各学 界におけ

る研究活動も極めて旺盛で，現在の組織を

もって，ただちに大学院を開設することが

できる。J

としている。

以上か， 「理由」 の全文である。 これは別な

見方からすれば，大学発足後，約15年を経過し

た当時において，その実績を本学がどのように

自己評価をしていたか， また当時の諸事情を知

る上にも興味深いので，長文であるか全文をあ

えて紹介した。

昭和40年度概算要求の結果，工学研究科の設

濯は見送られたが，農学研究科の設置が認めら

れた。農学研究科は，農学専攻 （入学定員12名）

• 林学専攻 (14名）・獣医学専攻 (14名）・農芸

化学専攻 (14名）・農業生産工学専攻 (8名）お

よび養蚕学専攻 (8名）の 6専攻で，昭和40年

4月に発足した。大学院発足にともなって従来

の牒学専攻科は同年 3月限りて廃止となった。

工学研究科については，再度昭和41年度概算

要求のなかで申請し， これが認められ，昭和41

年 4月に発足した。工学研究科は製糸学専攻（入

学定貝 8名）・繊維工学専攻 (10名）・工業化学

専攻 (12名）・機械工学専攻 (8名）および電気

工学専攻 (8名）の 5専攻であった。従来のエ

学専攻科はこのとき廃止された。

なお，植物防疫学科• 林産学科・化学工学科

およびその後の新設学科 については，学科の発

足後 4年を経過した時点で修士課程が設濯され

てきた。

4.2 学科増設・講座増・定員増など
の教育研究組織の整備拡充

(1) 学科増設など

学部改組から大学院設置までの学科増設につ

いては，農学部では，植物防疫学科 (4学科目

編成，入学定員30名）が昭和38年に，林産学科

(5講座， 40名）が大学院設渥時 （昭和40年）

に設置 され，工学部ては，化学工学科 (4講座，

40名）が大学院設置時 （昭和41年 ）に設置 され

た。

大学院設置後の学科増設 は，農学部では昭和

48年に環境保護学科 (5講座，入学定員50名）

が設置され， 9学科編成のまま現在に至ってい

る。工学部では，工業関係 ・エ学関係の発展・

高度化に対応した技術者養成が，従来に引き続

いて杜会的要請となっている時代を背景として

学科増設か比較的順調に認め られてきた。昭和

42年に応用物理学科 (4講座，入学定員40名），

昭和47年に電子工学科 (4講座， 40名），昭和49

年に生産機械工学科 (4講座， 40名），昭和51年

に数理情報工学科 (4講座， 40名），昭和54年に

資源応用化学科 (4講座予定， 40名）か発足し

た。 また工学部の学科共通講座として，工業物

理学か昭和45年に，基礎工学か昭和53年に設置

された。工学部関係では，減速経済期に入って，

国の財政に 余裕がなくな ってきてからも比較的

順調に学科増設が認められ，現在， 11学科編成

となっている。
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なお，昭和46年に工学部の繊維工学科は繊維

高分子工学科に，昭和49年に農学部の養蚕学科

は蚕糸生物学科に，昭和53年に農業生産工学科

か農業工学科に改称された。

また，農学部の附属研究施設として，わが国

ではじめての皮革研究施設の設罹が認められ，

昭和44年に基礎皮革部門，昭和46年に応用皮革

部門が設箇されて 2部門編成となり，その後昭

和51年に硬蛋白質利用研究施設と改称された。

学部附屁の施設として昭和32年 に開設された波

丘地股業研究所は，昭和48年に波丘地利用実験

実習施設と改称された。工学部では学部附属の

施設として，昭和53年に界面 ・混相工学実験実

留施設が設置された。

以上の他に現存する 学部附屈の施設 としては，

いずれも 専 門学校当時から存続しているもので

あるが，農学部ては農場 ・演醤林 ・家畜病院が，

工学部では繊維博物館 （大学発足前は様本室）

と工場とがある。

なお， 学内の共同利用施設としては， 電子顕

微鏡室 （繊維学部構内・ 昭和29年，農学部構内

• 昭和52年設置の計 2ヵ所），放射線研究室（エ

学部構内 • 昭和39年，｝農学部構内 • 昭和44年の

計 2ヵ所），電子計算機室（工学部構内 ．昭和42

年 ），核磁気共鳴装置室（エ学部構内 ・昭和44

年 ）がある。

また，保健管理センタ ーが，教職員 および学

生の心 身の健康保持に関する 目的で昭和52年に

設置され，本部構内と工学部構内 （分室） に存

在している。

(2)講座増

専門教育課程の講座数 （大学院設置前は 「学

科目 」 で設置後は 「修士購座」 であるか，ここ

では学科目も便宜上講座 として取扱 っておく ）

の推移をみよう 。 なお，講座数の増加は，新設

学科 の講座設置と 既設学科の講座増設とによる。

参考のため大学発足時か らみ ることとする。

昭和24年 5月31日，農学部ては 3学科21講座，

繊維学部も 3学科21講座と同数で発足し，合計

42講座 （ただし初年度は開講されていない ）で

あった。昭和30年度になると，農学部が4学科

25講座，繊維学部か4学科21講座，合計46講座

で，昭和37年度には農学部が 6学科35講座，工

学部か 5学科19講座，合計54講座とな った。昭

和40年度には，農学部が 8学科37講座，工学部

か 6学科23講座，合計60講座となり，昭和50年

度には，農学部が 9学科46講座，工学部が 9学

科41講座と学科共通 1講座，合計88講座となっ

た。昭和55年度には農学部 9学科50講座，工学

部が11学科49講座と学科共通購座 2講座，合計

101講座とな っている （学科新設時の予定講座

は含まない ）。

専 門教育課程の講座数は，昭和24年 から昭和

40年にかけて18講座の増加で，昭和40年から昭

和55年にかけては41講座の増加となっている。

昭和40年以降， とく に工学部が28講座の増加で，

その拡充には著 しいものがある。

一般教育部の学科目は，昭和24年度は，哲学，

心理学，歴史学，経済学，統計学，社会学，教

育学，数学，物理学，化学，生物学，英語，独

語 および保健体育の14学科目で発足し，昭和42

年に法学，昭和43年に文学，昭和49年に倫理学

が増設されて17学科 目となり，現在に至ってい

る。学科目 の増設 は昭和40年代に限定されてい

る。

(3) 教職員の定員増

学長以外の教職員の定員についてその推移を

みてみよう 。包括専門学校が制度上廃止され，

大学教職員のみとなった昭和26年度は，教授32

名 ・助教授52名 ・講師 8名 ・助手13名 （教官小

計105名）．「教官以外の職員」 （以降「職員」 と

する ）207名， 合計312名，昭和30年度は，教授

36名 ・助教授50名 ・講師 8名 ・助手13名 （教官

小計107名）・職員181名，合計288名，昭和37年

度は，教授49名 ・助教授57名 ・講師 7名 ・助手

36名 （教官小計149名）・職 員272名，合計421名，

昭和40年度は，教授66名 ・助教授69名 ・講師 O

名 ・助手64名 （教官小計199名）・職員287名，合
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計486名， 昭和50年度は，教授114名 ・助教授110

名・講師 0名・助手95名 （教官小計319名）・職

員296名，合計615名，昭和55年度は，教授136名

• 助教授128名・講師 0名・助手98名 （教 官小

計362名）・職員307名，合計669名， である。教

職 員の定員の増加数をみると，昭和26年度か ら

昭和40年度にかけて，教授34名・ 助教授17名・

講師減少 8名・助手51名 （教官小計94名）・職員

80名，合計174名であ って，昭和40年度か ら昭和

55年度にかけては，教授70名 ・助教授59名・講

師 0名 ・助手34名 （教官小計163名）・職 員20名，

合計183名である。全教職員の定貝増は， 学科増

• 講座増あるいは不完全講座対象の増員などに

よるのはいうまでもない。 ただし，昭和30年か

ら40年にかけての職員の定員か106名と顕著 な増

加を示しているか， これは学科増などの要因の

他に，次のような特殊事情がある。 つまり，長

期濯用の 「臨時 （非常勤）職 貝」 の定員化が，

昭和33年に 8名，昭和34年に 4名，昭和35年に

4名，昭和36年に20名，昭和37年に47名，合計

83名について行われたことであ った。全官庁を

対象とした国の職員管理の合理化のなかで行わ
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れた施策の一環として実施されたものであって，

その後は行われていない。昭和30年代に，相当

数が職員から教官 （主として助手）に定員振替

えを行っているが，臨時職員の定員化の結果，

職 員の定員が著しく増加 した。 したかって，長

期雇用の臨時職員を含めた全職員数としては，

定員の増加ほどには増えていない。昭和38年以

降，臨時職員の長期雇用は厳しく制限され，近

年その数を減少させてゆく方向をとっている。

そこで，実質的な意味での全教職員の増加は，

昭和26年から昭和40年までの時期よりも，昭和

40年か ら昭和55年までの時期の方がはるかに大

きな数となる。

なお，昭和55年度の部局別の定員数をみると

つぎのとおりである。 一般教育部は，教授28名，

• 助教授23名・助手 4名・職員16名，合計71名

で，農学部 （附属施設を 含む）は，教授55名 ・

助教授 53名 ・助手47名 ・職員90名，合計245名

で，工学部 （附属施設を 含む）は，教授51名，

助教授52名 ・助手47名 ・職員105名，合計255名

で，本部事務局が職貝57名，附属図書館 （共通

管理部門と両分館）が職員20名，学生部が職員
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16名，

1名，

(4) 

a. 

保健管理センターが，

職員 1名，

本学の業務を行う教職貝ではないが，

便宜的な措置 として本学の定員となっているも

のとして，

教官は，

の教官 は，

各120名）

教授 1名 ・助教授

合計 3名である。 この他に，

文部省の

農水産系連合大学院 （仮称）創設準

備室の教職員 （教授 1名・職員 2名）

創設準備室の教授は，

がある。

教授会の構成員ではなく ，

本学教官としての義務 ・権限がない。

般教育部は教授会があり，

同様な独立体とはな っていない。

なお，

各種委員会もあって

相対的に独立的機能を強めつつあるが，

一般教育部の

農学部または工学部に所属し，

上の教官は，

学部と

講師以

農学部または工学部の教授会の構

成員 とな っている。

昇任人事 などは，

一般教育部の教官の任官・

農学部または工学部 の教授会

の承認が要件とな っている。

学部に所屈していないので学部教授

会の構成員でない。

入 学 定員 増

入学定員には，

保健管理センタ ー

学部の 1年次への入学，高等

専門学校卒業生に対する特別編入学 (3年次），

大学院の入学および別科の入学などの各種の定

員がある。

学部の 1年次入学定貝 ・臨時増募

大学として入学定貝の変動は，

（農学部260名，工学部215名）

学科の増設，

既設学科内の講座の増減などによ って生ずる。

既述のごとく ，昭和24年度が240名 （両学部とも

で，一般教育が 1年次について府中地

区に一本化した昭和30年度が320名 （両学部と

も各160名），学部改組を行った昭和37年度か430

名 （両学部とも各215名），昭和40年度には475名

となった。昭和

45年度には575名 （農学部270名・工学部305名），

4
 

昭和50年度には690名 （農学部315名 ・工学部

375名），昭和55年度には760名 （農学部315名 ・

工学部445名）

度から昭和40年度までに190名の増，昭和40年度

から昭和55年度にかけて285名 （農学部55名 ・エ

学部230名）

次に，

となった。入学定員は，昭和24年

の増とな っている。

昭和41年度から昭和43年度にかけて 3

ヵ年にわた って行われた臨時増募に ついて触れ

ておこう 。

大があり，

これは戦後の一時期に異常な 出生増

この “ベビープーム”によ って， 昭

和41年度から 3ヵ年間大学進学希望者が増大す

ることが，

しては，

以前から予測されていた。

その対策として国公私立大学 に臨時増

募の協力方を要請していた。

応えて，

文部省と

本学もこの要請に

昭和41年度に30名 （農学部のみ），昭和

42年度に65名 （蔑学部30名 ・エ学部35名），昭和

43年度に 75名 （ 農学部30名 • 工学部45名）

時増募を実施した。学科別 にみると，

工学部の臨時増募は，

の臨

農学部で

は林学科・農芸化学科 ・農業生産工学科の 3学

科が各10名を 3ヵ年にわた って毎年増募した。

昭和42年度は繊維工学科

5名と工業化学科・機械工学科 ・電気工学科の

3学科が各10名で計35名，

学科 5 名と繊維工学科 • 工業化学科・機械工学

科・電気工学科の 4学科が各10名で計45名であ

った。

b. 高等専門学校卒業生の特別編入学

昭和36年に， 中級技術者の養成を目的として

高等専門学校制度を創設し，

等専門学校を12校発足させた。

学校は急速に増設された。

のみであ ったが，

大学院の設置とその後の展開

昭和43年度は， 製糸

昭和37年に国立高

その後高等専門

昭和41年までは，工

業関係 （中学卒業者が入学し，修業年限は 5年）

翌42年には商船関係 （修業年

195 
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限は 5年 6ヵ月）か加えられた。 昭和46年度・ 究科94名 ） である。

47年度は，国立52校，公立4校，私立 7校，計 別科については，別科養蚕専修，別科製糸専

63校となっていた。本来，高専は，それなリに 修という表現となった昭和40年以降，各専修と

完結する教育体系のもので，卒業後直ちに就職 もそれぞれ20名計40名の入学定員となっている。

する者か多いのであるが， しかし，より高度な 別科の現員は，例年定員を大幅に下回 ってい る。

教育を求めて大学進学を希望する者もあ る。 国

が高専制度を創設した際，大学への特別編人も

制度としてもりこんだ （学校教育法の昭和36年

の改正）。

本学では，工学部の要請に基づいて論議の結

果，昭和49年度から特別編入学 (3年次への編

入）を実施することにな った。 昭和49年度は，

機械工学科・電気工学科 ・化学工学科の 3学科

で，各学科とも定員は10名で、計30名であった。

その後，昭和51年度には従来の 3学科に新たに

工業化学科 （定員10名 ）が加わり， さらに昭和

54年度から，従来の 4学科に「別に袋集する学

科 」（定員10名 ・電子工学科 ） が加わ って現在に

至っている。

c. その他

大学院の入学定員は，昭和40年度は66名 （牒

学研究科のみ），昭和41年度は112名 （農学研究

科66名 ・工学研究科46名），昭和45年度は130名

（農学研究科78名・工学研究科52名 ），昭和50年

度は146名 （農学研究科82名 ・工学研究科64名 ），

昭和55年度は188名 （農学研究科94名 ・工学研

（注） 昭和41年までは入学式 ・卒業式とも

にJ蕊学部講堂で実施した。 しかし入学定貝の

J竹加な らびに 父兄の参加希望者の増加によ っ

て，牒学部講堂では参加希望者を全貝収容す

ることができない情勢とな ってきた。昭和41

年ともなると ，父兄は別室に収容するという

事態にな り，学外に式場を設定することか検

討されはじめた。 その結果，昭和42年 3月の

卒業式は府中市市民会館，同年 4月の入学式

は小金井市公会堂で実施することとなった。

昭和43年の卒業式と入学式の式場は前年通り

であるか，昭和44年になると卒業式・入学式

ともに府中市市民会館で行っている。小金井

市公会堂でも手狭にな ってきたためである。

しかし，昭和45年は，府中市市民会館の都合

で卒業式には借りられたが，入学式にはイ昔り

られなかったので，小金井市公会堂で入学式

を行った。 その後，入学式 ・卒業式とも，例

外の年はあ るか原則として府中市市民会館で

実施してきている。
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（上）（右）朕学部講堂

（左）（下）府中市民会館
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卒業証書の移りかわり—大判は昭和47年 3 月まで使わ

れ，48年以降は小型化されてプックスタイルとなった

工

大

学
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府中キャンパスの熙服 （一般教育部建物の第 1期竣工後）

4.3 建造物の整備

施設の整備のうち， 組織上のことは学科増 ．

講座増 ・ 教職員の定員増 • 入学定員増の形で前

記したので， ここでは物的な面としてとくに建

造物をとり上げることとした。

昭和55年度に現存する主要な建造物について

その竣工年度をみると ， その大半が昭和40年度

以降の建設によるものである。昭和40年以降に，

従来の建造物 の建替えおよび新設学科 などのた

めの新築が著しく進行したことを物語ってい る。

次に，府中地区と小金井地区に分けて， 主要な

現存建造物を竣工年度別にみておこう 。

(I) 府中地区（大学本部・農学部・一般教育部）

竣工年度の古いものからあげる。昭和 9年の

農学部本館 ・講堂 （延面積2,896m',何回か改装

し，最近では昭和54年に内部を大改装），昭和10

年のI日図書館 (452m',昭和32年に増築，現在事

務室資料などの保管室）と1日造林実験室 (132m',

現在演習林倉庫），昭和11年の農畜産加工室(567

面），昭和12年の武道場 （木造， 407mり，以上の

5つが東京高等膜林学校時代以来の建造物であ

る。大学発足以来，昭和30年代のもので現存す

るものは，昭和36年の旧学生会館 （木造モルタ

ル，昭和40年代の増築および火災による縮小 を

通じて現在542面で，文化系サークルの共用施

設），昭和38・39年の農業工学科実験研究棟 (3

号館， 1,984mり，昭和38・54年の一般教育実験

棟 (1,392吋）がある。昭和40年代の建築として

は，昭和40·41年の農学科 ・ 蚕糸生物学科• 植

物防疫学科の 3学科実験研究棟 (2号館， 6,925

mり，昭和41年の研究蛮室 (218m九昭和42・43

·44年の林学科 ・ 農芸化学科• 林産学科 の 3学

科実験研究棟 (1号館， 7,464mり，昭和43年 の

大学本部車庫 (214mり，昭和43・ 48年の一般教

育講義室 (2,084mり，昭和43・50年 の RI研究室

(176mり，昭和44年の，林産実習室 (202mり ・

家畜病院 (1,122mり ・体育館 (1,457mり ・運動

場付属施設 （体育系サークル部室，126mり ・馬

房 （馬術部用， 231mり，昭和45年の図書館 （共

通管理部門と農学部分館，2,452mり，昭和46年

の，獣医学科実験研究棟 ( 4 号館， 3,561mり •

4 大学院の設置とその後の展開 199 
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一般教育部の移りかわり

（左上）第 2講義棟と南側

のさくらの木

（上）現況

旧第 I-第4実験室 （昭和42年から昭和46年にか

けてとりこわし）跡に造成した典学部の憩の庭

旧第 3実験室の北側

硬蛋白質利用研究施設 ( 815mり • 一般教育実験

研究棟 (1,342mり，昭和48年の一般教育部本館

（事務室 ・人文社会語学系教官研究室など，

l, 342mり，昭和49年の牒学部実験研究棟 (5号

館， 2,490面），である。昭和48年頃までに，農

学部・ 一般教育部の構内から武道場 ・1日学生会

館を除いて木造系の平屋建の建造物が姿を消し，

不燃性の主にコンクリート建で，原則として 2

-4階建の建造物とな った。昭和50年代となる

と，昭和50年の環境保護学科実験研究棟 (6号

館，2,236mり ・農場管理実験研究棟 (1,363mり

• 大農機具舎 (272mり，昭和51年の温室 (137

吋），昭和52年の福利厚生センター (1,820mり

・運動場附属施設 （一般教育部用， 179mり ・病

害虫隔離バイオトロン (98mり，昭和53年の大学

本部 （事務局と学生部， 2,631mり ・保健管理セ

ンター ( 323mり • 林産実習室 (200mり ・一般教

育講義棟 (519面），昭和55年の講義棟 （各学科

共通，950mり がある。

昭和46年以降，環境整備が図られ，農学部本

館の東側（ ［日第 1-第 4実験室跡）に造園施工

が行われたり ，構内道路の舗装など整備が進ん

できた。
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小金井キャ ンバスの鳥脆 （昭和35年）

旧本館 （現繊維博物館）屋上から

旧講義棟 （昭和49年 3月とりこわし ）と

西ケ原寮 （昭和47年 8月とりこわし）を望む

(2) 小金井地区 （工学部）

昭和55年に現存する建造物で，東京高等蛮糸

学校時代のものとしては，昭和 9年の工業化学

科実験棟 （コンクリート平屋建， 367mり，昭和

11年の旧製糸工場の一部 （木造，繊維博物館の

別館用），昭和12年 の旧本館 （現在繊維博物館と

して全館使用，昭和41年に改修，昭和54年に増

築， 3,008m')などがある。大学発足以降，昭和

30年代のものとしては，昭和35年の工業化学科

実験研究棟 (1号館， 1,941mり，昭和37年の，

機械工学科研究棟 (2号館， 1,699mり ・機械工

学科実験棟 (300mり，昭和38・39年 の電気工学

科実験研究棟 (3号館， 1,054mり 等がある。昭

和40年代のものとしては，昭和41年 (3月），

(9月）・47年 の男子学生寄宿舎 （欅寮， 4棟で

6,209面），昭和41・ 45・52年の総合会館 （当初

は学生食堂という名称で昭和52年の増築に際し

て総合会館と改称， 1,678mり，昭和42年の電子

計算機室 (115mり，昭和42・43・44年の製糸学

科，繊維高分子工学科，化学工学科，応用物理

学科の 4学科実験研究棟 (4号館， 8,263m八

202 III 大学の形成 A 誕生と展開
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旧記念館 （昭和46年 5月とりこわし）

昭和42・44年の女子学生寄宿舎（楓寮， 255mり，

昭和44・53年 の中央ポイラ ー室 (200mり，昭和

45・51年の図書館 （工学部分館，1,880m2), 昭・

和46年の講義棟 (1,920mり • 実習室 （機械関係，

651mり ・体育館 (1,067mり ・運動場附属 施 設

(121mり，昭和47年の文化系サークル共用施設

(150mり，昭和48年の電子工学科実験研究棟

(5号館， 2,870mり ・車庫と守衛所 (160mり ・

プール (50mの 7コース，附属室85吋付）があ

る。昭和50年代のものとしては，昭和51年の，

生産機械工学科実験研究棟 (6号館， 2,929mり

・RI実験室 (307mり，昭和51・53年の機械系実

旧記念館跡の現況

験室 (560m勺，昭和53年の数理情報工学科実験

研究棟 (7号館， 2,668mり・繊維実習室 (700

吋），昭和54年の中央棟 （学部事務室 ・会議室

・保健管理センター分室など， 2,670mり ・合宿

研修施設 (227mり，かある。なお昭和55年建築

中のものに資源応用化学科実験研究棟がある。

工学部構内においても，木造平屋建の建造物

はつぎつぎに姿を消し，不燃性の主 にコン クリ

ート建の高層化 (2- 5階建）が進行している。

また，図書館前の庭園造成，中央地区の造圏施

工および4号館前の造圏施工など，環境の整備

も追しんできた。
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4.4 大学運営と学内諸団体との関連

昭和40年代の本学の運営上の特徴としては，

学内の団体すなわち農学部学生会 ・工学部学生

自治会 ・教職員組合 （本学発足時の農学部教職

員組合は昭和30年代の前半期に本部農学部教職

員組合へ，繊維学部教職員組合は工学部教職員

組合への改称を経て，昭和42年にこの 2つの教

職 員組合が合併して東京農工大学教職員組合と

なり現在に至る ），農学部助手会 （昭和30年頃組

織された副手会からの系譜，昭和39年に助手会

として正式に発足） ・エ学部助手会 （昭和30年

頃組織された副手会からの系譜）および学寮（寮

委員会）などの諸団体から，学内運営上の問題

についての諸要請が強い形で提起されてきたこ

とである。もとよ り，大学発足以来，学生団体

は厚生施設の整備など，教職員組合は教務職員

などの処遇改善その他の学内問題をとり上げて

はいるが，団体構成貝か広く参加しての活動の

重点は，本学の枠をこえた社会的な問題であ っ

た。 すなわち，大学管理についての立法化問題，

砂 川事 件に関連した寮生に対する笞察の無断立

入逮捕事件 （大学自治権の問題），"'60年安保”

などであった。 しかし，昭和40年代になると学

内諸団体が学内問題について従来に増して強い

関心を払うようにな った。 もとより ，大学 （学

長 ・学部長・評議会 ・教授会）の自主的判断で

裁量し得る部分が比較的大きい学内問題であっ

ても，問題によ って は文部省などの社会的規制

が根底にあるものが多いことはいうまでもない。

昭和40年になると，数年前から存続してきた

学寮問題が重大化し，昭和41年に最高期に達し，

その年の暮に漸く大学と学生との合意に達して

一応の解決をみた。 その後，大学の管理運営に

当たって，教授会構成員 （教授 • 助教授• 講師）

以外の教官 （助手） ・教官以外の職員 ・学生か

どの程度関与しうるかという問題が提起された。

またカリキュラム編成問題もこれに併行して登

場した。そして，大学と学生との話し合いの場

として，従来の学部単位の枠をこえた全学的な

ものとして“全学話し合い” （学生側は これを

「全学団交」という ）方式が昭和44年に登場し

た。

昭和50年代 になると ，学内問題では， それ程

注目されるような重大な問題は提起されていな

い。 いわゆる“全学話し合い’’方式も解消した。

学内問題をこえた社会的な問題として学生団体

から授業料値上 げ反対の問題が提起されている

が，昭和40年代に比較すれば学生運動は比較的

平穏を保ち，大学運営上の重大な事態を惹起す

るものではない。

つぎに，昭和40年代の学内諸団体から提起さ

れた前記の学内問題について， その内容とそれ

に対する大学の対応につき具体的に述べておこ

つ。

（注） 授業料・入学料の昭和24年以降の推移

をみよう 。 ここであげた昭和24年度からあと

の年は改訂された年度である。

授業料（年額）：昭和24年度3,600円---+27年

6,000円ー→31年 9,000円ー→ 38年12,000円一47年24,000円---+48年36,000円――→51年
96,000円-----+53年144,000円一→55年180,000円

入学料 ：昭和24年度400円ー→31年1,000円→

38年1,500円------->41年4,000円---+48年12,000

円ー→50年50,000円一→52年60,000円------->54

年80,000円ー→ 56年100,000円

(1) 学寮問題

東京高農 ・農林専時代から駒場寮，東京高等

蚕糸 • 繊維専時代から西ヶ原寮 （男子寮） ・楓

寮 （女子寮）が存在してきた。高等蚕糸 は従来

から 1年制の女子対象の課程があるため楓寮が

あった。 そして大学発足以降，各寮は従来の系

譜をもつ学部別 に学生 を収容してきた。駒場寮

は昭和30年前後から，女子学生の強い希望によ

って数名程度をときおり収容してきた。大学発

足以降，女子学生の入学が僅少であったため，

楓寮の昭和30年前後の入寮希望者は僅少であ っ
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た。 いずれも戦後は，実態からい って寮生の自

治寮として運営されてきた。

3寮とも 昭和30年代に なると老朽化の問題・

火災予防の問題が登場し，この建替えが課題と

なってきた。楓寮は昭和38年 4月に暫定的に農

学部構内に， 旧 “村の家＂を改装して移転し、，工

学部女子学生 7名か移動するか， その後農学部

の女子学生も入寮 し， 学部の枠をこえた寮とな

り， さらにと りこわし のため昭和41年秋農学部

構内の旧学長官舎に移転 (11名） した。

昭和37年12月には，評議会で，東京農工大学

学寮規程を制定し， 翌38年 9月には学寮委員会

規約を制定した。こうした大学としての管理体

制 を形式的に整えることによ って，文部省への

寮建設の予算要求が現実として可能な段階とな

った。制定され た学寮規程については，案段階

のときから寮生は終始， 寮の自治を侵害するも

のとして反対の立場をと ってきた。昭和38年 6

月には駒場 ・西ヶ原・楓の 3寮で構成する東京

農工大学新寮建設委員会を発足させた。上記の

学寮規程につい ては， 暫定的なものとして，い

ずれ寮生と話し合ってから本格的な学寮規程を

決定するという 相互の了解のもとで，新寮の具

ヽ· •

体的な建設計画について相互の話し合いが進め

られた。

大学としては，① 1年次学生の寮と 2年次以

上の学生の寮を分ける，②部屋の構成は 2人と

する，③400人の寮（工学部200人， 一般教育部

200人）を工学部に，ついで200人の寮を農学部

に建てる， という案と農学部工学部合併寮の建

設を三咄， 小金井，分倍河原，i皮丘地農研など

いずれかの保有地を敷地として行う案とを提示

していた。 これに対して，寮生の方は，寮自治

の基本的な考え方に基づいて，① 1年次学生 と

2年次以上の学生とを分離した寮建設には反対，

② 1部屋 4人で， 自習室，寝室，談話室と三つ

に区分されたものとする，③建設敷地は大学構

内もしく は近接地とすること， を主弧していた。

昭和39年 2月には 「学寮における経費の負担

区分について」の通達及び「00大学学寮管理
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運営規則 （参考案）」が文部省でつくられた。

昭和40年 4月に，新寮建設の予算が国から配

当され，農学部 ・エ学部の統一寮（男子寮）が

建設される運びとなった。同月，学生部案とい

う形で新しい学寮規程の案が作成された。

それまでは，学寮問題が寮活動の範囲で寮生

の運動形態をとっていたものが， この時点で学

生会 ・学生自治会など学生諸団体をまきこんで，

学生全体に共通のものとしてとり上げられるよ

うにな った。

こうした学生運動 として一つの重要課題とな

ったのは，本学だけのことではなく ，全国の新

寮建設問題をかかえた多数の国立大学でみられ

た共通現象であった。

昭和40年 6月 3日には朝から農学部本館前で

学生集会が開かれ， 400名以上の学生が参加した。

このときの学生のスローガンは 「①学寮規程粉

砕，負担区分反対，寮費 3倍化反対（筆者注，

月額100円から300円への値上げ），②民主的新寮建

設，女子寮建設を保証せよ，③教職員と共に闘

う，全国の大学と共に闘う 」 というものであっ

た。集会後，農学部から大国魂神社までのコー

スをテモ行進した。 同日午後，農学部教授会か

開催されていたが，学生から学寮問題について

意見を述べたいとの要請があったので，教授会

という公式の会議を中断し，学生代表 5名から

意見を聴き，学生が退室後，教授会を再開した。

当日の教授会で，学寮規程案が議題とな ったが，

審議未了の形で決定を見送った。 6月30日には，

工学部構内で学生集会か行われた。

学生は，同様の学寮問題をかかえている一橋

大学と東京商船大学との共闘を図り，同年 7月

に 3大学共闘会議を 2回開催した。 そして 3大

学教官学生懇談会を計画し， 3大学の教官すべ

てに通知して 8月11日に農学部構内で， 3大学

の教官30名，学生50名の参加のもとで開催され

f> -o 

大学としては，寮施設か大学の一施設である

以上，名実ともに寮自治を大学の管理の枠外に

おくことは，社会通念からいって妥当でなく，

学寮規則の案 （最初の案を修正したもの） を，

9月16日の農学部教授会ならびに同月 22日のエ

学部教授会においてともに承認した。学生は，

もとよりこれに納得できず， 9月28日の会見を

学長に要請した。 そこで学長は同日の午前中に

農学部の食堂で学生と会い相互に意見を交換し

4 大学院の設置とその後の展開 207 



凩
や
歳
月
寮
の
灯
を
消
さ
ず
（鳴
翠

た。同日午後の評議会で，すでに両学部教授会

が承認した東京農工大学学寮規則 （従来の規程

は廃止） を制定した。

“負担区分”‘寮費の値上げ＂はすでに政府機

関で決定したことであり，かつ学生の実質的な

経済負祖が不当に高額なものではないという認

識もあって，国立大学としては原則的に拒否で

きることではない。 また，学寮規則も，大学管

理の上からいって制定するのは当然であ った。

負担区分および学寮規則の実際上の運営につい

ては，学生の要請にある程度対応することが可

能という判断であった。

新寮の第一期工事 (180人分）は昭和41年 3月

に竣工した。 5月には学生の参観も行われ，寮

生が同意すれば直ちに入寮可能な状態となったc

しかし，寮生の希望する無条件入寮を、大学と

して認めることは当然できなかった。

1年前の昭和40年の夏には， 「昭和41年度概算

要求」 で長期計画にもとづいて林学科，農芸化

学科，林産学科の 3学科研究実験棟（農学部 1

号館）の予算要求をしていたか， これが認めら

れ，昭和41年度に第 1期工事を行う運びとなっ

ていた。この第 1期工事を実施するためには，

駒場寮の一部が敷地となるためとりこわしか必

要であった。工事実施上からいって 9月中に駒

場寮の一部の寮生 (60人）の移転がぜひとも必

要な事態となった。結局，西ヶ原寮生の 同意の

もとで，寮生 の希望により駒場寮の全寮生 (172

人）が 9月30日に大学の用意した日通のトラッ

クで新寮へ引越しを行った。ただしこれは， 正

式の入寮ではなく， 寮費は従来通りの100円，負

担区分は不実施，昭和40年制定の学寮規則を適

用しないという条件の仮移転であった。そして

11月26日には，学長が学寮問題について工学部

で講演会を行った。 12月15日に，「新寮入寮にあ

たっての確約事項」 の調印が学生部長 ・両学部

一般教育部の 3 厚生補導委員長と駒場寮長• 西

ヶ原寮長・学生会執行委貝長・学生自治会常任

委員会議長・楓寮長の間で行われ， この日をも

って公式に新寮（欅寮）が発足した。 「確約事

項」には寮生は月額300円の納入，ならびに基本

的には反対であるか負担区分の学生負担分の額

を大学に支払う内容の条項が含まれていた。寮

自治の問題については，「新寮入寮にあたっての

申し合わせ事項」が，前記の確約事項と同時に

かつ同し当事者間で調印された。一言で表現を

すれば，従来の慣行である寮生の自治を尊重す

ることと寮生の負担軽減に努めるというもので

あった。

西ケ原寮生が新寮に入寮するのは， 2日後の

12月17日であった (160人収容の第 2期工事分は

すでに 9月に竣工）。 なお，新寮の収容能力から

いって，駒場寮•西ヶ原寮の全員を収容できな

かったのて，西ヶ原寮の一部である和寮だけは，

新寮の34人収容の第 3期工事分か竣工する昭和

47年まで存続した （和寮も両学部の学生を収容

した ）。

学寮問題は， とくに昭和40年・ 41年と 2年間，

学長・学部長以下全教官・寮生• その他学生の

間で， くり返し論議され， とくに直接の担当者

である学生部長・厚生補導関係の教官と寮生代

表との会合は， しばしば，深夜に至るまで続け

られた。教官と学生が双方誠意をもって，あく

までも話し合って相互の理解を深めた結果，府
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中地区の教育研究施設の長期計画に支障を来た

さずに新寮（昭和42年 6月に椋寮と命名）を発

足できたのは幸いであった。なお，楓寮は昭和

42年 3月に欅寮の近傍に建設 （収容定貝14人分）

され，やがて農学部構内から移転した（昭和44

年，収容定員 8人分を増築）。

発足後も，寮に関する諸問題について，大学

（学生部長 .3厚生補導委員長その他関係教官）

と寮生との話し合いは年に何回か行われてきた。

負担区分について，水光熱料として当初，月額

320円を寮生が大学に納入することとなっていた。

水光熱費関係の物価上昇を背景と して，大学負

担分が増大してゆくが， この改訂の話し合いは

昭和40年代の後期に多くのトラプルもあって頗

る難航し，当初の320円が昭和40年代を通じて継

続された。その間，昭和45年12月には，両学部

教授会の構成員がそれぞれポケソトマネーを拠

和，忠，信，義の 4寮からなる旧西ヶ原寮

正な配分か必要であることはいうまでもない。

文部省からの学寮経費予算の他に，一般校費か

らも学寮経費のため高額な支出をしなければな

らない事態は， 大学にとって，大学全体の教育

研究遂行の上から，新しい学寮問題となった。

しかし，昭和50年代になると寮生も大学予算

の実態を理解し，水光熱料の寮生負担額の改訂

に応ずるようになった。昭和49年度までの 320

円か ら，50年度に956円， 54年度に1,113円， 55

年度に2,050円に改言Jされた。

（注） 寮生の立場からみた新寮発足までの学

寮問題については『駒場の青春一駒場寮三十

年ー』 p.330-p. 344, 1979年，駒場寮史刊行

会（農学部農場気付） に詳述されている。

なお昭和55年秋， 1日駒場寮関係者の拠金に

よって駒場寮の跡地に記念碑が建立された。

出 （計20万 1千円） し，学寮運営の補助として (2) 学長・学部長の選考制度など

寮生に寄付するという異例な措罹も行われた。 昭和43年以降， 多くの大学で学内問題として

大学の立場からすれば，一般校費の使途の適 論議されたことは，大学の自治の範囲内に属す
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る事柄の審議決定 の権限 が，教授会 ・評議会に

集中し， また学長 ・学部長 ・評議員などを選出

する権限が， 教授会の構成員のみ に委ねられて

いたことであった。教授会構成員以外の教官，

教官以外の職員および学生 が，大学の自治すな

わち管理運営にどのようにかかわ り， どのよう

な役割を果たすのかという 問題であった。中央

教育審議会でも国大協でも ，大学自 治のあ り方

とくに学生の地位については重大な関心を払っ

てきた。

このような状況 のなかで，本学においても こ

の問題について関心 が深まり ， とくに昭和44年

の封鎮事件 （後述）以降に強くなってきた。

封鎖という異常享態のもとで，笞察力の導入

なしに，封鎖を解除する基盤を形成してゆくた

めには，教授会だけでは対応が容易でない。学

生をふくめて大学構成員の各層の積極的な自主

的意思に支えられた協力が不可欠の条件であっ

た。大学構成員の日常的な業務執行または研究

• 学習活動の枠をこえた特別 な協力態勢が必要

であ った。大学構成員がそれぞれの立場で，大

学運営にかかわる問題を，封鎮事件を契機とし

て，当然従来より一層深い関心 をもつようにな

った。

4月の封鎮事件後，農学部助手会から農学部

教授会に要請書か提出された。 この要請書では，

「 … … （ 前略 ） ・・・・・•大学の運営にあたっては ，

大学人の一体となった意思統一 と協力が必要な

ことはいうまでもない。 しかるに本学に於ては，

教授会の名に於て，広範な大学人の意思を大学

運営に反映 させるものには至っていない。 ・・・・・・

ここに我々は教授会が真剣に大学の管理運営の

改編に取組み，早急に現実的 な措置を取るべき

と考え，次の諸点について要請を行う 。一、助

手を教育・ 研究の担い手として認め，大学の運

営にあたって教授 • 助教授と同等の権利 を与え

ることとし，“教授会に参加”させること ，一 、

当面する具体的な措置として次のことを要請す

る。学長 ・学部長 ・評議貝等の学内の主要な運

営責任者の選挙権を与 えるこ と」 を要請し

た。この要請について 8月16日の農学部教授会

で， 「①教授会への参加 の希望については， それ

が実現できる方向で検討を進めたい。 なお，現

在“大学問題に関する勉強会” （注 農学部の教

授 • 助教授か，大学問題の認識を深めるために， 10

をこえる事項別に勉強する会を設置していた ）で，

これらの問題を含め て検討 中であるから全員こ

れに参加してもらいたい。②今回の評議員選挙

については，現行規則および事務手続上も現段

階で不可能であるが，今後の選挙については学

長 ・学部長のそれらと共に①との関連において

検討したい。」という 回答を助手会にすることと

した。

農学部学生会もその頃，学長選挙 ．学部長選

挙への参加希望およびカリキュラム編成につい

ての希望を表明していた。工学部学生自治会も

同様の要望を工学部教授会に対 し行っている。

昭和44年10月20日の工学部教授会では工学部学

生 自治会宛に次の回答を行った。すなわち，「学

長選挙の民主的改革を行い学生 の参加 を認めよ 」

という要望事項については 「両学部でそれぞれ

現在検討が進められているが，学内での異常事

態発生のため工学部 ・農学部合同の検討が遅延

している。 しかし， いずれにしても教職貝 • 学

生の意見が反映されるように検討されることは

当然である」， 「カリキュラム内容 ・編成方法に'

学生の意見か反映することを要求する」と い う

事項については「基本的には賛成であり ，既に

話し合いか行われている学科もあり ， それぞれ

の科 の実情に応じて学生の意見がとり入れられ

るべきものと考える」というものであった。学

生への対応の仕方は，両学部教授会とも ， ほぽ

同様な考え方をとっていた。

昭和44年にこのように発生した学内諸団体の

要望事項に ついて，事項別にその経過を述ぺよ

つ。

a. 学長選考制度

初代学長の選考は別 として， 第 2期以降の学
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長選考については，制度上若干の改編はあるも

のの，選挙権は終始，教授 • 助教授・講師に限

定されてきた。そこで，前記のごとく学内諸団

体からの要望をふまえて，両学部教授会とも制

度の検討の必要性を認め，評議会としてこの検

討を行うこととな った。昭和44年 9月16日の評

議会で，学長選考制度調査会の設置をきめた。

この調査会の答申を得て， これを検討した上，

12月に評議会は第 7期学長選考（昭和45年 1月

に選出予定） を前提として改正した。従来，推

薦段階と選挙段階の 2段階システムであったも

のを，推薦 ・ 予備選挙 • 本選挙の 3段階システ

ムを採ることとした。推薦段階の有権者は，教

官 ・教官以外の職員 ・学生とし，各層別に集計

して所定の枠内に推薦候補者を定める （層別 に

公表はしない ）。 予備選挙段階では，有権者は教

官（助手をふくむ）で，推膊された候補者につ

いて投票し，所定の枠内に候補者数をしぼる。

本選挙段階では，有権者は教授 • 助教授・講師

である。

このシステムで，昭和45年 1月の学長選考が

行われた。 この学長選考制度については，助手

会・教職員組合 ・学生団体は強い反発を示した。

昭和47年に実施される予定の第 8期学長選考

について，評議会は第 2次学長選考制度調査会

を設覆した。助手 ・教官以外の職員・ 学生それ

ぞれか，大学運営の上で果たすべき機能の差異

などをふまえて，いかにして学長選考に関して，

助手・職員 ・学生の意向を 反映させるかなどに

ついて，調査会は諸事情を配慮の上慎重に審議

し答申した。 その答申にもとづいて，協議会は

昭和46年11月に，学長選考制度を改正した。 こ

れは推薦段階と選挙段階の 2段階を採り，推薦

段階は前回 （第 7期）の方式をひきついだ。予

備選挙は廃止されて，選挙段階の有権者に新た

に助手を加えた。 この制度改正に対して，学生

会 ・学生自治会 ・教職員組合から，教官以外の

職 員および学生に とって不十分であるとして反

対の意思表示があった。

このとき改正した学長選考制度が基本的に現

在までつづけられている。なお，学内諸団体の

要望とは関係がないか，学長選考をとり扱う協

議会は，昭和49年 3月に廃止され，この機能は

評議会に付加された。

b. 学部長選考制度

従来，農学部長は教授会において教授のなか

から選考してきた。 そこで，農学部助手会から

前記の“要請書＂ （第 1回の封鎖事件後教授会

へ提出） となった。膜学部は昭和44年12月の教

授会で，昭和45年 1月実施予定の次期学部長選

考について，制度を改正し，助手に選挙権を付

与すること とな った。

工学部長の選考は，昭和36年 2月 1日から施

行の選出内規によれば「学部長候補者の選出は

教授会における選挙によるものとし，不在投票

は認めない」とな っていた。工学部では昭和44

年12月の教授会で，助手の参加を認めるか否か

について，工学部長選考制度調査会を設濯する

こととした。昭和46年 2月の教授会で，現行制

度を変えないこととした。その後も，何回か教

授会で審議され，昭和50年になって工学部にお

いても学部長選出に助手が新たに参加した。両

学部とも助手の参加が実現した ので，同年に一

般教育部でも 一般教育部長の選出に助手が参加

することにな って，現在に及んでいる。

評議員の選出については，従来から教授会で

選考し，両学部それぞれ 4名 （うち 1名は一般

教育部関係の教授となるよう配慮）の評議員 を

選考してきた。農学部では助手会の要望をうけ

とめて，昭和46年から評議員の選出 （選挙）に

助手が参加することとなった。この状態が現在

まで続いている。

図書館長・学生部長の選考については，初期

を除き，従来両学部教授会が同時期に それぞれ

館長 1名 ・部長 1名の候補者を きめ， これにも

とづいて学長 （評議会）が選考してきているか，

慣行として館長と部長を交互に両学部に割り当

てるよう選考を行ってきた。農学部助手会から，
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館長 ・部長の候補者選出についても助手参加 の

要請があるが， これについては農学部教授会は

学部間調繁の上から承認していないので， この

選考方式は従来通り現在まで続いている。

また前記の農学部助手会の教授会への参加の

件については，要請があ って から数年にわたっ

てくり返し検討を預ねてきたが，実施に当たっ

て問題点が多く ，結局この件は承認されず，両

学部教授会とも発足以来， その構成は専任の教

授 • 助教授および講師で， そのまま現在に至っ

ている。

c. その他

農学部学生会 ・エ学部学生自 治会の要望にも

とづき ，昭和44年から“全学話し合い＂ （学生側

の表現は全学団交） という方式が確立した。学

寮問題のとき，すでに昭和41年頃には，大学側

の学生部長，殷学部 ・工学部 ・一般教育部の各

補導委員長およびその他関係教官と，学生側の

農学部学生会執行委員長，工学部学生自治会常

任委員会議長および寮長その他の関係学生とが

話し合うことか行われた。 しかし，学 内の一般

的事項に ついて，全学話し合いの方式が大学と

学生との間で確立するのは，昭和44年にな って

からである。年に数回， この全学話し合いが毎

年行われた。 しかし，昭和50年頃になると，エ

学部関係の学生の参加が少ないという 実態から

いって，全学話し合い方式の意義が低下し，廃

止され た。再び，学部別 に厚生補導委員会と学

生会または学生自治会との話し合いとな って現

在に及んでいる。

カリキュラム編成についても，両学部とも 学

科の実情に応じて学生の意見を参考にして検討

した。専門研究が分化し， それぞれ深化してゆ

く一方では，いわゆる学際研究の分野も 重視さ

れ多様化するという 一般情勢をふまえて，専門

教育も多様化の傾向をもってきた。農学部では

大半の学科 で，従来よりも必修単位を減少させ，

相対的に選択単位を増加し，他学科のカリキュ

ラムの科目も，所定の手続きを経て最高10単位

または20単位までの単位を卒業に必要な単位数

の中に算入しうるとい う制度を導入した。その

顕著な例として，農芸化学科 では， 昭和45年 4

月から従来の 「必修63単位 • 選択60単位」を「必

修16単位 • 選択 115単位及び他学科の科目 10単

位以内」にかえた。

工学部でも，昭和41年頃に比較して，昭和45

年では，全学科とも必修単位を多かれ少なかれ

減少させ， さらに昭和46年には，大半の学科で，

他学科の科目10単位以内の履修単位を卒業要件

の単位数に算入する ことを認めている。

一般教育部でも昭和45年当時は，一般教育科

目は，農学部ではすべて選択 （学科による指定

あり ），工学部では数学の必修（昭和47年以降は

これも選択）以外はすべて選択 （学科 による指

定あり ） とな って， ここでも必修か ら選択への

傾向は著しか った。 なお，外国語科目 の英語お

よび保健体育科目は必修であり， これは現在も

続いている。

なお，文部省で昭和43年頃から 「新入生合宿

オリエンテ ーション」 の予算化を図り，希望校

には予算配当を行うこととな った。本学では，

昭和43年度から予算配当 をうけ， これを実施し，

現在も 行 っている。
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4.5 封鎖事件

本学の封鎖事件は，学内問題を直接的契機と

して惹起した， というよりも，むしろ当時の全

国的ないわゆる全共闘系の学生運動の展開のな

かで誘発されたものとみられよう。そこで，本

学の封鎖事件の背景として全共闘系の学生運動

の展開をまずとり上げ，ついで封鎖について述

べることとしたい。

(1) 社会的背景

周知のごとく，ペ トナム戦争に米国の軍事介

入（北ベトナム爆撃•海兵隊の南ヘトナム上陸）

か昭和40年に始まるが，その頃から世界各国で，

学生運動が激化してくる。我が国でも学生運動

の激化とともに，反日共系の過激派学生の行動

が特に注目されるようになった。ヘルメット（セ

ク ト別 に色が異なる） ・ゲパ棒(1.5-2.0mの角

材 ） ・タオルなどの覆面という極めて特異なス

タイル（本学の封鎖学生もこのスタイル）で投

石・火焔瓶投掏などの暴力行為を行うようにな

った。 こうした行動様式が，昭和43年頃か ら大

学構内にもちこまれるようになった。例えば東

大では昭和43年 6 月には，総長室 • 本部事務局

などが所在する安田講鎚が東大全共闘の学生に

よって封鎖 （翌年 1月に機動隊の実力行使によ

って解除） され，昭和44年 1月には同年の入学

試険の中止が決定された。東京教育大の 4学部

でも紛争の激化の結果，昭和43年12月には昭和

44年の入学試験の中止 が決定された。受験競争

の激化という社会背景のもとで，学生募集を行

えない大学の出現は，暴力行為の続発とともに，

もはや単なる大学の学内問題の枠をこえて，重

大な社会問題にまで発展した。昭和44年 2月に

文部省が， 74の国立大学の学長に対し，“万難を

排して入試実施”を通達するほどの異常事態と

なっていった。昭和44年 4月の入学式が，北大

• 東北大・九大などの多くの大学において過激

派学生の妨害によ って，実施不能または混乱に

おちいった。 同月，文部省は国公私立の各大学

宛に“大学内における正常な秩序の維持につい

て” 蓄察力の導入 • 関係学生の懲罰措置などを

含む具体的方策に関しての通達を出した。同年

5 月現在，授業放棄または施設占拠 • 封鎖中の

大学は43校 （うち国立30校 ）で， 7月にはこれ

が75校 （うち国立43校 ）に増加した。 こうした

状況のもとで，昭和26年 3月の国立大学管理法

案の国会提出以来，本学を含め各大学，国大協，

教職員組合，学生団体がそれぞれの立場で反対

して法案成立を阻止してきた大学管理に関する

立法化が，昭和44年 8月に紛争処理を主眼にお

いた“大学の運営に関する臨時措置法”という

形で，国会の強行採決によって制定されるに至

った。 同法施行 1ヵ月後，紛争大学は64校 （う

ち国立37校 ），翌年 6月には紛争大学が47校 （う

ち国立33校）と減少し，漸次沈静化の方向をと

った。

この時期のいわゆる大学紛争の特徴は，学生

運動におけるセクト間の主導権争いという対立

を内包していることが多かったことである。多

くの場合，反 日共系の諸セクト・ノンセクト・

ノンポリの過激派学生がそれぞれの大学で全共

闘 （全学共闘会議の略称） を結成し， これが行

動主体となった。全共闘学生の暴力行為は，封

鎮反対のセクト • ノンセクト・ノンポリ学生お

よび封鎖反対の一般教職貝に対し行われ， また

学部長など管理統括者に対する軟禁行為なども

少なくなかった 。 過激派学生の封鎖 • 暴力行為

などの多発という異常事態を処理するため，昭

和43年以降大学としては，機動隊など替察力の

出動要請という極めて異常な行為をとらざるを

得ない事態とな った。 自由な討論，話し合いの

なかで物事を処理すべき大学において，暴力行

為というありうべからざる行為に直面して， こ

の処理を替察力に委ねざるを得なかった。そこ

で， 多くの大学が機動隊などの出動要請を現実

に行った。

全共闘の運動の直接的課題は，授業料値上げ

反対• 学生の処分反対など，各大学によってそ
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れぞれ異なるのであるが，

は，

共通的な甚調として

社会体制の変革につながる課題および大学

の在り方の変革につなかる課題か横たわってい

た。 “妥協なき闘い”が行動を過激にしてゆく

のと同時に， その目標が最終的に“大学解体”

という非現実的自己否定的なものに到達してい

った。 また， 彼等の “疎外からの人間性回復”

としヽう抽象的スロ ー ガンが， 高度経済成長 とい

う社会のもとで規格化されていく大学教育に不

満を抱く 若者の心情にア ピー ルするものを持っ

てしヽ たが， 疎外の克服についての現実的プ ロセ

スの理解が不十分なままに独り歩きをし，

って周囲の人々の思考を暴力的に否定する結果

を招しヽた。 ここに全共闘の運動の悲劇かあ った。

全共闘運動は挫折し，

次解体してゆく 。

昭和45年以降沈静化し漸

過激派学生の減少によ って，

大学構内における大規模な封鎖行為は姿を消し

てゆく。 しかし大学によ っては， セクト間の対

立かときおり構内で暴力行為を発生させる程度

のものは残存した。

いわゆる

過激派学生の行動の重点は，

“成田闘争”など学外での運動に限定

されていった。

(2) 封鎖事件の経過

昭和43年頃は，

少数で，

本学 では過激派学生は極めて

ビラ・立看板などでその存在が認めら

れる程度で，

214 

学 内では特別な事件がおきていな

III 

かえ

大学の形成

し、

゜
昭和44年になると，

の農工大グループを中心とした小規模な集団か

「沖織返還・反安保」

学部本館を封鎮した。

対し， 詰問・説得を行った。

学部学生 もいたため，

得に派遣された。

日行われる沖縄返還運動の学外集会に全貝参加

するという形で，

その後，

4月26日早朝に反帝戦線

をスローガンとして，

多数の教官が封鎮学生に

封鎮学生の中にエ

工学部からも 8教官が説

4月28日には，

退去した。

同年秋にな って，

封鎖学生が同

この封鎮の処理に

ついては工学部も 含めて全学的な問題として対

応した。

前回 に比較して遥

かに大規模な施設封鎖が行われた。

戦線，

た。

農

9月に反帝

ベ平連などの学生およびノンセクト ・ノ

ンポリの過激派学生の参加に よって農工大全共

闘が結成され

しかし，

ストップした。

（全共闘のビラによれば約50名），

これが主体となって同月 29日に大学本部庁舎お

よび農学部本館を封鎮した。翌30日には本部を

封鎖した学生は農学部本館に移動合流したので

翌10月 1日には本部庁舎は平常状態に復帰した。

同日早朝， 一般教育部新館が封鎖され

農学部本館の全面的封鎮によって，

の諸事務室および演習林事務室の機能は完全に

会計係の事務室は，

学部関係

その後の話
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し合いにより 10月 2日に解除された。しかし，

本館自体が封鎖中であるから，事務室内の執務

か心理的に可能な状況ではなく，庶務係，教務

係，厚生係などと同様に本館外で執務すること

となった。もとより本館封鎖は，事務全般に著

しい障害となった。

9月29日以降，大学の管理運営に携わる学長・

学部長以下の教職員によって，一日も早く封鎖

が解除されるよう努力が払われ， また封鎖が拡

大されることのないよう笞備態勢が整えられ，

本部構内・牒学部・ 一般教育部構内の24時間笞

戒が教職貝の交代制で連日続けられることとな

った。 10月 1日から農学部の諸学科および一般

教育部の期末試験が予定されていたが，封鎖の

ため支障を生じた試験室を変更するなどして，

予定通り実施することとした。

10月 2日に臨時評議会が開催され，封鎖の経

過および本部と両学部のとった緊急措置が報告

された。農学部長から農学部教授会の方針につ

いて次の通りの説明かあった。すなわち， 「農学

部ではさきに“早期解決• 自主解除”の基本的

な態度をきめて努力中であるが，彼等は説得に

応じようとせず，反省のきざしも見えないし，

また一般学生には，大学側の態度をなまぬるい

として批判する空気もある。かかる中で，警察

カの導入によって早期に事態を収拾しようとい

う意見もでているので，昨10月 1日の教授会で

はこれに対し，‘｀教授会は警察力を導入せざるを

得ないような状態 （例えば生命の危険がある場

合， または学外者の侵入が確認された場合）に

ならないよう全力をあげて努ガすることを基本

とする”という態度をきめた。更に本日の教授

会で解決の基本的事項の一つとして，｀｀封鎮に参

加している学生は厳重に処罰すべきである”と

いう態度をきめた」 というものであった。この

農学部の基本的態度に基づいて，評議会ばl真重

な審議の結果，大学の基本的な態度として 「①

早期解決• 自主解除（封鎖学生自体で解除しな

い場合は，教職員を主体とした大学の手で自主

的に解除する），②封鎖学生は処罰する，③処罰

の具体的な方法ばl真重に考慮する，④更に全学

をあげて説得に努力する」ことを決定した。

府中地区では，全共闘は学生会執行部とは全

く対立していた。学生会は早期解決• 自主解除

（封鎮学生自体が解除しない場合，学生・教職

員の全大学人で自主的に解除する ） という基本

的態度をとった。教職員組合執行部も学生会と

はほ同様な態度をとり， ともに笞察力の導入に

よる封鎮解除には反対の方針をとっていた。

封鎖の発生以降，府中地区では，農学部教授

会・ 一般教育部教授会，教職貝組合，学生会が

それぞれの立場で，封鎖学生に対しての封鎖反
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昭和44年9月の第 2回封鎖（蔑学部本館）

対・解除への呼びかけ， また学科単位での教官

学生のデモ行進，および本館前での教職員学生

参加の抗議集会を行って，早期解決 • 封鎖解除

への運動を栢極的に展開した。 しかし，封鎖学

生は，封鎖反対運動の展開とは逆に硬化し，投

石• 空瓶の投榔など暴力行為を行い，封鎖反対

運動中の学生や教官か負似する事件が起きるよ

うな事態とな ってきた。

その間 10月 9日の臨時評議会ては， 「全力を

あげての努力にもかかわらす暴力等により人命

または身体の重大な危険のある場合，人権の重

大な侵害行為あるいは暴力行為をともなう学外

者の侵入か確認された場合等には，やむを得ず

菩察力を要請せさるを得ない場合もあり得る 」

という方針が， それまでの状況をふまえて確認

された。

その後，全般的情勢として，治安当局は10月

21日の国際反戦デーを中心とする全国的な学生

運動についての対策として，東京周辺の紛争中

の各大学について、全国各地から上京してくる

過激派学生の受け入れ場所となることを笞戒し，

当該大学に苦告を発し，治安当局として必要が

あると認めた場合には，大学の要請がなくとも，

密察官を出動させることもあり得る こ とを示唆

する段階に立ち至った。

10月18日の臨時評議会では，内外の きびしい

苗勢をふまえて，深刻 な審議か行われた。こ こ

で，最終的な結論がでているわけではないが，

学長から菩察力の学外待機をバソクに封鎖解除

も止むを得ないという線が出されている。この

後，学長は両学部長の了承をとったうえで，笞

察力の構外の路上待機のもとで，教職 員によっ

て封鎮解除を行うことを決定し，菩察力の援助

を要請した。 なお， それまでに一般教育部新館

は封鎮が解除されていたので，当時，封鎖解除

の対象は農学部本館のみとなっていた。

10月20日早朝，機動隊と府中菩察署員が出動

し，建前としては学外の路上待機 （事実として

正 門入口の欅並木の路上待機）のもとで，農学

部長か先頭に立って多数の教職員が封鎖解除の
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ため本館立ち入りを開始した。この立ち入りの

直前に，封鎮学生は全員，本館から退去してい

た。封鎮解除後に，特察の捜査貝による現場検

証が行われ，投下用の石• 空瓶等の存在が確認

された。また本館退去後構内でテモ行進を行っ

ていた学生 （封鎮学生と推定）について，笞察

官が一般教育部テニスコート周辺に連行したが，

簡単な事情聴取ののち，学生を正門から退去さ

せた。

工学部柑i内では，施設の封鎖は関係者の努力

もあって，結局発生しなか った。 もとより何事

もなか ったというのではなく，次のような出来

事があ った。 それは10月 1日夜，農学部本館封

鎖事件に関与したとみられる学生十数名か工学

部学生食堂で会合した。 これをききつけた工学

部学生自治会執行部，および封鎖反対の学生・

院生等か，彼らをとりかこみ詰問した。 そして

“エ闘委”と名乗る工学部学生13名に， 自己批

判書に署名捺印させ，封鎖行為からの離脱を約

束させたという出来事 があ った。 また，工学部

（教授会）の基本的姿勢としては， 「工学部も大

いに関係があるので，農学部・ 一般教育部と緊

密な連絡をとりなが ら対処したい」 とし， また

学外の過激派学生の立 ち入りを防止するため笞

戒の態勢をと っていることが評議会で報告され

ていた。

春の封鎮では，反戦などという社会問題がス

ローガンであ ったが，秋の封鎖の問題提起は必

すしも明確ではなか った。従来の試験制度・カ

リキュラムの廃止とかがいわれたり，"教授会の

解体＂などという観念的なスローガンが叫ばれ

たりしていた。いずれにしても，文書で問題提

起の内容を大学に通告していないから，評議会

・教授会の記録のなかに，封鎮学生の問題提起

についての記事か見当たらない。 これが秋の封

鎖事件の一つの特徴であ った。

封鎮解除後，やかて農工大全共闘は事実上解

体にすすみ，過激派学生は少なくな ってゆく 。

しかし，直ちに姿を消すというものでもない。

大事件はなかったが，昭和45年 2月頃農学部本

館内で秋の封鎖に対する特別調査委員会の委員

長 （教官）に対する軟禁事件が，数時間という

短時間ではあったが発生した。

昭和45年 5月19日早朝，過激派の学生がスト

ライキと称して，農学部本館および 1・2・3

号館並びに一般教育部新館の出入をバリケード

様のもので妨害した。農学部厚生補導委員会は

工学部厚生補導委員長・一般教育部厚生補導委

貝をまじえて協議し，授業は平常通り行う旨の

掲示をした。 当日の農学部臨時教授会で次の笞

告を行った。 すなわち，「本日早朝から一部の学

生によ って行われた不当な授業妨害行為は， 4 

月以降散発してきた一連の暴力行為と共に大学

において許さるべきではない。 かかる行為を再

び起こすことのなきよう厳重に菩告する」とい

うもので，同趣旨のものか一般教育部長 からも

褐示された。過激派学生が少数なため大事 に至

らずに妨害行為が解消 された。

同年 5月29日午後には，工学部構内で，市内

の某大学工学部全共闘学生約20名と本学工学部 ．

工闘委の学生 6- 7名が合流して，約40分にわ

たって構内デモを行い，その際 多少のトラプル

かあ ったことが，同年 6月10日の工学部教授会

に報告されている。

同年11月20日に牒学部構内で12時から，農学

部学生会と農工大全共闘とが別々に集会を行っ

たが， その際， 10名の全共闘の学生が学生会の

集会に突入し，厚生補導教官の制止にもかかわ

らず暴力をふる ったことが11月26日の農学部教

授会に報告されている。

昭和47年にな っても， 6月 9日の午前中，学

長選考関係の推薦投票に際して，投票所 （農学

部講堂） を反帝戦線農工大クループが封鎮した。

しかし，同日午後，障害物を除去して投票を実

施した。 同年12月頃，農学部本館内で 3評議員

が軟禁されたか数時間後に教職員の手で救出さ

れた。

上記のように，昭和47年までは，小規模とは
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いえ，事件が散発しており，特に府中地区の学

園生活の雰囲気は必ずしも明朗なものとはいえ

なかった。昭和48年以降になると，過激派学生

の暴力行為は姿を消し，府中地区でも再び明る

い学園生活をとりもどした。

昭和44年の春から昭和47年までの一連の不当

な行為について，学生の処罰は行われないままに

終った。 とくに昭和44年の秋の封鎖のとき，処

罰を警告し，封鎮解除後，大学として特別調査

委員会を設置して，不当行為の調査ならびに必

要に応じた処分の検肩寸を行った。同委員会から

答申があったが， 多角的な情勢判断の結果，大

学として処罰を行わないまま推移した。

本学の封鎖事件およびその後の小事件を総括

すれば，封鎖による直接的影響としては，連日

のパトロールおよび教授会その他諸会合への出

席のため，教職員の日常的な諸活動は著し く阻

害され、 また教職員の精神的衝撃も大きなもの

かあ った。そして，農学部本館内の備品の不正

持ち出しなどという物的担害も少なくなかった。

しかし，封鎮およびその後の小事件を通じて，

工学部教職員 を含めて全学の教職員および大 多

数の学生の協力によ って， 重傷・ 死亡などの重

大な協害事件が回辿でき，期末試験・ 授業など

か曲りなりにも実施できたことは不幸中の幸い

であ った。

本学 か理科系を中心とする大学 で，比較的少

人数のクラス編成なので，学生間の交流も密接

であり， また 3年次 .4年次と もなれば研究室

において教官と学生との交流も深くなる。 そこ

で，全共闘の参加者は最盛時でも約50人という

少人数にとどまったこと，同時に教職員 と学生

の大多数か，事件を尖鋭化させない 忍耐と協調

性をも っていたこと， こうした本学の特質が深

刻な事 態を招かず に済んだ理由といえよう 。

（付） “大学改革”問題への対応

昭和43年以降， 学生運動が大学問題を対象

として激化するなかで，国大協 ・文部省をは

じめとして，社会一般から大学問題が，“大学

改革＂という呼称で注目されるようにな った。

問題を提起する立場によって，その内容はも

とより異なっているのは当然の こ とで，立場

をこえた普遍的な具体策が存在したわけでは

なかった。個々の大学と しては，独自に“大

学改革”とは何かを把握し，その目標が一応

定まれば， どのように改善するかを模索する

ことであった。

本学でも，この問題については検討が次の

ように行われた。農学部では昭和44年頃教授

会構成員が，大学に関する 10をこえる事項別

勉強会をもち，問題を理解することに努めた。

工学部では，昭和44年にこの問題に関連して，

教授会として特別委員会を設置し検討するこ

ととした。この特別委員会は3月に発足 し， 「①

大学紛争の原因，②大学の在り方，③大学の

教育 ・研究， ④学生 の位置づけ，⑤大学自治

• 大学の管理運営，⑥教官の身分」 について

検討を行った。

このように，両学部で検酎か進行した結果，

昭和45年 3月の評議会でも， この問題に関す

る委員会の設笠を検討した。 そして「学長の

諮問に応じ， 大学の理念 ・自治 • 構成員の地

位等を検討し，これを学長に答申する」東京

農工大学改革準備調査会を設置 した。 のち昭

和46年に，第 2次束京農工大学改革準備調査

会をへて東京農工大学改革準備委員会（総合

委員会，教育・研究に関する委員会，大学院

の在り方に関する委員会，管理運営に関する

委貝会）か設置され，現在に及んでいる。

学部・大学段階の勉強会，特別委員会，改

革準備委員会はともに，諸般の情勢で，具体

的成案を学内に提示するというところまでは

進展しなかったが，教官が問題認識を深め，

今後の大学の展開を考える上で有意義であ っ

た。
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5
 
入学試験制度，創立記念Hおよび大学歌の制定など

2章から 4章までは，大学としての教育研究

組織の統一的形成 ・再編 ・整備にかかわる重要

事項を発展段階別 にとり上げてきた。

ここではいわゆる “受験戦争”

そこで，

を背景として，

昭和30年代以降とくに社会の関心 が高まってき

た大学 入学試験制度をとり上げ，

が制度的にどのように展開してきたかにふれ，

併せて大学の記念日 ・大学歌 ・徽章の制定また

は公認についてふれてみることとしたい。

5. 1 入学試験制度

本学ではこれ

評議会・両学部教授会の資料 およ び昭和24年

度から現在までの各年度の受験希望者を対象と

した 「入学案内」 または

とづいて記述する。 なお，

「学生募集要項」にも

本節で00年度と略

記しているのは00年度入学者に係わる入学試

験の意味である。

(1) 入学選抜方法

大学発足時の昭和24年度の「入学案内」によ

れば，「入学考査は学力検査，進学適性検査国）出

身学校の調査書及身体検査の各成績を総合して

行なう 」 ことにな っており，

年度までつづいた。

性検査が廃止 され，

校の調査書 および身体検査 （の ち健康診断とい

う表現をとる ）

が行われた。

1次学力試験」制度は2)が始ま る前年の昭和53年

まで続いた。

学力検査を免除する

数学， 理科，

この方式は昭和29

昭和30年度になると進学適

その後は学力検査，

の各成組の総合判定による選抜

この方式は「大学入試選抜共通第

ただし， 昭和42年度以降，

「推薦入学」制度（後述）

も一部の学科で併用されることとな った。

学 力検査については，昭和24年度は，

外国語（英語）

行われた。昭和25年度は，

出身学

上記の

社会，

の 4教科の 出題が

この 4教科のうち理

昭和24年度 東京泉工大学学生募集要項お よび入学案内
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科について「農業及工業を 含む」とな っていた。

昭和26年度は， 4教科について各出題科目が列

記され，その選択科目数が示された。 すなわち

社会は一般社会・日本史・東洋史 • 西洋史 • 世

界史・人文地理・時事 問題の 7科目のうちから

1科目， 数学は一般数学 ・解析 I・解析II・幾

何の 4科目のうちから 2科目，理科は，農学部

では物理・化学• 生物・地学・ 耕種の 5科目の

うちから 2 科目，繊維学部では物理 ・ 化学• 生

物・地学 ・耕種・蚕業の 6科目のうちから 2科

目， をそれぞれ選択させ，外国語は英語のみの

出題とな っていた。昭和27年度になると，社会

は， 一般社会・日本史• 世界史 ・人文地理 ・時

事 問題の 5科目のうちか ら 1科目， 理科は，両

学部一様に物理 ・化学 • 生物 ・地学 ・耕種の 5

科目のうちから 2科目，を選択させることとな

り，数学 と外国語は前年度通りであ った。 昭和

28年度は前年度通りであった か，昭和29年度に

なると数学の科目だけが変更され，解析 I・解

析 H ・幾何の 3科目のうちから 2科目の逝択と

なった。 昭和30年度になると，社会だけが変更

され，時事 問題を削除した 4科目 （一般社会・

日本史• 世界史 ・人文地理）のうちから 1科目

の選択とな った。昭和31年度になると，教科お

よび科目については前年と変わりないが，理科

については農学部の農芸化学科および繊維学部

の各学科では科目指定が行われることとなった。

昭和32年度になると理科の出題科目のみ変更が

あり，農学部では従来通り耕種を含めて 5科目

であるが，繊維学部では耕種を削除して 4科目

の出題とな った。 昭和33年度には，農学部にお

いても耕稲が削除され，両学部を通して科目が

同一 とな った。

従来，耕種を出題していたのは，農業高校卒

業生の進学に対する配慮からであ ったが，受験

競争か激しくなるにつれて数学・ 英語などでの

学力差が顕著となり，単に耕種という 1科目を

存続させても農業高校卒業者が合格圏内に入る

ことは難しくなっていた。 この意味で，耕種に

ついては，入学試験実施の上から実効が乏しい

という認識のもとで削除されることとな った。

昭和35年以降，普通高校の教育課程の改訂に

伴って，出題科目の変更かあったが， 出題教科

については，社会・数学・理科および外国語（英語

のみ）の 4教科か続けられた。 出題教科の変更

か行われたのは昭和37年度である。このとき，

従来の 4教科に加えて，新たに国語が出題され

ることとな って両学部とも 5教科とな った（こ

のとき理科の科目のうち地学が削除された ）。 そ

の後，昭和42年度には農学部では従来通りの 5

教科を続けるが，工学部では社会の教科を削除

し，回語 ・数学 ・理科・外国語の 4教科とした。

出題科目に ついて は若干の変動はあ った が，出

題教科は股学部の 5教科，工学部の 4教科か昭

和53年度まで続いた。

昭和54年度に「大学入試選抜共通第 1次学力

試験」（略称は共通 1次学 力試験）が発足した。

この年度から入学者の選抜は 「共通 1次学 力試

験• 第 2次の学力検査 ・調査書及び健康診断を

総合して行う 」 こととな った。 第 2次の学力検

査は，本学独自で行う学力検査であるが，共通

1次学 力試験の各教科の出題範囲などについて

慎重 な論議の末，数学と理科の 2教科について

出題することとな った。

第 2次の学力検査の出題について昭和56年度

を例にとると ，数学では「数学IIB」と「数学

IlB・ III」の 2種類の出題を行い，農学部の各

学科および工学部の 5 学科 （ 製糸学科 • 繊維高

分子工学科 • 工業化学科• 化学工学科 ・査源応

用化学科）の志題者に対しては 「数学IIBJを，

工学部の他の 6学科の志願者には「数学IIB・

III」を受験させ，理科については，「物理 I・II」,

「化学 I・II」および「生物 I・II」の 3種類の

出題を行い，農学部の各学科の志願者には， こ

のうちの 1種類を，工学部の 5学科 （製糸学科

• 繊維高分子工学科 • 工業化学科 • 化学工学科

・資源応用化学科）の志願者には「物理 I・II」

と「化学 I・II」 のうち 1穂類を，工学部の他
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悲喜こもごも……入学試験合格者の発表風景（農学部）

の 6学科の志願者には「物理 I・II」を受験さ

せる こ とになっている。

（注 I) 昭和24年，新制大学の入学者逝抜方

式として追学適性検査が尊入された。国立大

学への志願者については文部省が問題を作成

し全国一せいに実施された。昭和30年度から，

文部省では国として一せいに行う進学適性検

査を廃止することとした。 それに伴って，本

学の入学者選抜方式から進学適性検査か削 除

された。

（注 2) かねてから大学入学試験の改善が社

会の強い要請となっており，国大協では当事

者としてその改善を検討してきた。 その成呆

が，昭和54年度から発足した大学入試選抜共

通第 1次学力試験である。 これは、 全国の国

立大学ならぴに参加を希望する公立大学が入

学試験にあたって共通に実施する第 1次試験

である。 その出題教科は国語 ・社会・数学・

理科および外国語の 5教科である。本学も試

験場に指定され，大学入試センターから割り

当てられた受験者を収容している。

(2) 入試期日の問題

新制度の大学設置に 当たって，文部省は，国

立大学について，進学希 望者が希望すれば 2大

学を受験でき るよ うな構想をもち， 試験期日を

第 1期と第 2期の 2つに分け，各大学にそのい

ずれかで実施させることとした。 昭和24年度に

は， 第 1期が 6月 8日よリ，第 2期が 6月15日

より， と指定された。 本学は， 6月 8 ・9日の

2日間で実施した。翌年は第 1期か第 2期かは

不詳であるが4月 1・ 2日，昭和26年度は第 2

期である 3月23・24日に入試を実施した。 この

第 2期の日どり (3月23日より ） は，昭和35年

(3月22日より ）のような例外はあるか，原則と

して昭和53年まで固定され，本学は昭和26年以

降53年まで，終始 2期校であ った。

本学では， その間種々な問題が入試期日につ

いて提起された。 昭和27年 5月の第30回評謡会

において，理由は不詳であるが，「入学試験日は，

本学では昭和28年入学試験において第 1期に編

入されるよう文部省に申し入れること 」と なっ

た。 しかし，第 1期への変更はできなか った。

昭和31年に なる と， 9月の第92回評議会で，学

長より「入学試験期を第 1期 に編入する件につ

いては，前学長か評議会の議により文部省に対

し意志表示を行ったことかあるが，更に文書に

よる表示が必要なので， 11月の評議会において

検討することとしたい」旨の発言 かあった。 そ

こて，両学部の教授会で討議の結果， 11月の第

94回評議会で「両学部とも現状のままで別に差

し支えかないという意見か多数なので，本評議
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会としても現状の第 2期のままにして置くこと」

を確認している。その後，昭和37年になると，

6月の第 137回評議会で，評議員から入学試験

の時期を多少とも早められるよう 学長の尽力方

の要請があった。その理由は次の報告によって

推定できる。同年 9月の，第 138回評議会で，

事務局長から「先般文部省と協議 した入学試験

期の繰り上げは困難であり ， その理由として，

（イ）入学試験場の不足については更に十分検討す

べきであり，（口）入学試験実施時期と各学会開催

時期が重複することについては，学会出席は入

学試険期日の変更の理由とはな らないとの 回答

があった旨」の報告かあった。文部省に試験期

日の変更の意志がなかったことがうかがえる。

この頃から，いわゆる 2期校の問題が登場し

てきた。 これは，端的にいえば一流校を卒業す

れば一 流企業に就職でき，かつ人脈によって 出

世できるという学歴社会を背景として国民所得

水準の向上に伴う大学進学希望者の激増による

競争激化に伴ってひき起こされたものである。

すなわち，個々の大学の特徴を深く考える以前

に， 1期校は一流校， 2期校は二流校という単

純浅薄な認識が，高校生などの間に定着してい

った。 こうした社会風潮のなかで，本学の大学

院大学への発展を意図し努力してきた本学の教

官の間に..2期校からの脱却”を希望する考え

方が漸次強まっていった。 2期校の他の大学で

も同様にこの問題が論議されていた。 1大学の

単独発想でい えば，..2期校から 1期校への振り

替え＂であり ， もし絶対多数の大学が 1期校希

望で， しかも 2回の受験機会を保障するとなれ

ば，格差を解消する意味で， 1期校と 2期校を

時々入れ替える“ローテーション方式”をとる

こととなる 。

一方， 2回の受験機会を保障することをすて

て， 1期 ・2期の制度を廃止するという考え方

が浮上する。この問題については国大協でも論

議が行われたがなかなか成案が得られなかっ た。

大学入試の改善か，社会的課題となって国大協

などで検討がはじまったとき， とくに社会的な

課題となった出題に関する論議とともに，個々

の大学の要請である 1期 ・2期の問題について

も検討が行われた。その結果，昭和51年に国大

協が，共通 l次学力試験の検討過程のなかで，

国立大学受験の機会は 1回のみ (1期・ 2期の

廃止）を決定した。

最初の共通 l次学力試験は，昭和 54年 i月

13・14日に，本学の第 2次学力検査は 3月 3日

に行われた。昭和55年には前者が 1月12・13日

に，後者が 3月 4日に行われた。翌56年には前

者が 1月10・11日 （本学は事故者のための追試

験の当番大学で， これが 1月17・18日）で，後

者か 3月 4日であった。

つぎに入試試験場についてふれておこう。 昭

和24年度以降，両学部構内で行われているのは

いうまでもないが，志願者の増加に伴って，他

の高校（主として明星学苑）・大学（東京経済大学

または一橋大学）も借用して試験場を設定して

きた。年度によっては必ずしも他の学校施設の

借用は容易ではなかった。また，主として繊維

学部の要請によって昭和27年度か ら31年度ま で，

毎年，熊本市所在の県蚕業試験場の施設の一部

を借用して本学（農学部 ・繊維学部）志願者の

ため試験場を設定し，両学部から教官 1名ずつ

を派遣して試験を行った。昭和54年以降は，共

通 1次学力試険について，大学入試センターか

ら割り当てられる受験者数は，本学構内で収容

可能な人員の範囲内であるので，他の学校施設

を借用する必要はない。本学志願者のための第

2次学力検査の試験場設定は，農学部志願の受

験生については， ここ 3年の毎回，股学部構内

の試験場でことが足りている。工学部志願の受

験生については，昭和54・55年は，工学部構内

だけでなく 東京経済大学も借用して試験場を設

定したが， 56年は工学部構内の試験場だけで実

施した。

(3) 推 薦 入学制

推煎入学制というのは「高等学校長からの推
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薦に基づいて，調査書，健康診断書および面接

により総合判定のうえ，学力検査を免除し，合

格者を決定する 」もの である。対象となる高等

学校は全国の国公私立高等学校で，対象者は，

高等学校の学習成績が優秀で，大学においても

優秀な成組を修め得ると学校長が責任をもって

推薦できる者であって，原則として 3月の卒業

見込者で， いわゆる浪人中の者は該当しない。

これは， 学 力検査を 1回の試験で判定すると

いう通常の入試方式の不十分さを補うためにと

られる方式である。この方式を本学ではじめて

導入したのは工学部の製糸学科で，昭和42年度

のことであった。この募集人員は「若干名」と

いう表現をとっている。入学定員のうち，大半

を前記の普通の入試により充当し， 一部を推薦

入学制で充当するというものであ った。翌43年

度には新たに膜学部養蛮学科 （のち蚕糸生物学

科と改称）もこれを導入した。昭和49年度まで

は， この 2学科が実施してきたが，昭和50年度

になると，工学部工業化学科がこれに加わった。

このと きの経集人貝は，従来の 2学科が 「若干

名」で，工業化学科は「 5名以内」であった。

翌51年度には，工学部電子工学科（募集人員若

干名）が加わり 4学科となり，さらに翌52年度

には工学部化学工学科が加わって 5学科となっ

た。昭和53年度は，そのまま 5学科で実施され

たが，翌54年度になると，農学部蚕糸生物学科

が共通 1次学力試験制度の発足を契機として，

推薦入学制を廃 止したので，工学部の 4学科が

ひきつづき実施した。昭和55年度になると工学

部電子工学科が推薦入学制を廃止したが，新た

に工学部資源応用化学科が加わった。翌56年度

は， さらに工学部の繊維高分子化学科，応用物

理学科および数理情報工学科が加わり ， その結

果，工学部の 7学科で実施することとなった。

昭和56年度の募集人員は，製糸学科が「20人以

内」で，他の 6学科はそれぞれ「入学定員の約

10%」という表現をとっている。

(4) 高等専門学校卒業生に対する特別編入

学の選抜方法

前述したごとく，工学部では昭和49年度から，

高等専門学校の卒業者について特別編入学を認

めることとなった。昭和49年度にこの選抜試験

を行った学科は，機械工学科・電気工学科およ

び化学工学科の 3学科であった。学力検査の科

目は，一般教育科目として， 国語（小論文）・数

学・物理・化学で，外国語とし て英語および専

門科目 （筆記試験と口頭試問）であ った。試験

は 2月25・26・27日に実施された。選抜試験の

結果， 3学科とも定員に満たず，再募集を行っ

た。昭和50年度は前年通り，翌51年度は従来の

3学科に新たに工業化学科（定員10名）が加わ

った。

昭和52年度から「特別編入学者選抜推薦入学

制」か焉入された。 そこで，学力検査を実施す

る方式と高専校長の推煎によって学力検査を免

除する方式とが併用されることとな った。 昭和

52年度に従来の学力検査を行う方式を実施した

のが，機械工学科・電気工学科 ・化学工学科お

よび工業化学科の 4学科で， このうち，推薦入

学方式を併用したのは化学工学科と工業化学科

の 2学科であ った。 昭和53年度は従来の 4学科

か特別編入学の募集を行っているが，学力検査

を行う方式のみを実施しているのは機械工学科

だけで，他の 3学科は推薦方式を併用していた。

昭和54年度は従来の 4学科に新たに電子工学科

が加わり， 5学科が特別編入学の募集をしてい

る。いずれの学科も両方式を併用した。なお，学力

検査について従来の科目のなかから国語 （小論

文）が削除された。 各学科とも特別編入学者の

定貝は10名であるが，このうち推薦方式による

人貝は「約半数」となっている。昭和55年度 ・

56年度は昭和54年度と同様である。
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5.2 創立記念日 ・大学歌制定など

創立記念日 ・大学歌などは，本学が社会的 に

大学らしく存在するためには当然不可欠なもの

ではあるが， しかし，大学運営上緊急性の高い

ものではない。 従 って，本学がこれらのことを

制定したのは，緊急を要する大学形成 （統一基

盤の形成）の一応のめどがついた昭和31-32年

頃である。別な言い方をすれば 2つの専門学校

の系譜をもつ両学部において，教職員 • 学生の

間に統一への意識が現実に形成された時期にな

って，統一体としての本学のシンポル的意味を

もつ，創立記念日 ・大学歌 ・バッジなどがとり

上げられた。

(1) 創立記念日

昭和31年12月18日の第95回評議会で「 5月31

日を本学の記念日とし，学部通則に定める休業

日に加えること」を決定した。

前述のごとく，制度上本学 が設置されたのは

昭和24年 5月31日であ って， これにちなんで 5

月31日が記念日とされたのである。、現在も本学

の学則で 「本学 の創立記念日， 5月31日」 とし

て休業日とな っている。

(2)大学 歌

昭和31年に入ってから大学歌制定の動きがあ

り，評議会は学生部に作成方式の原案をつくら

せることとした。学生部長は学生代表等と協議

の結果，歌詞を学内で公募する方式をとること

とし， これを評議会に諮り了承された。 その結

果，昭和31年 9月 4日の第92回評議会の席上，

学生部長から「歌詞募集を 7月 5日に締切り，

応募作品十数編のうち 3編を佳作として選び，

東京芸術大学教授長谷川良夫氏に作曲 を依頼し

欅の葉に 「大学」の 2字を配 した徽章

たが， この 3編はいずれも 作 曲不可能なので，

改めて同教授に作曲を依頼し，野上彰氏に作詞

を依頼することとした」と報告が行われた。結

局歌詞の公募は成功せす，専門家に作成を依頼

することにな った。 この ようにして，現在の東

京農工大学歌が作成され，昭和32年 2月19日の

第97回評議会で制定された。

(3)徽章

一般に新制の国立大学 では，いわゆる制服 ・

制帽の類は存在しなか った。 自由な服装で通学

が可能であ った。大学発足後，昭和30年代まで

は，比較的学生服を箔用している 学生が多か っ

た。学生服の襟にバッジをつけたくなるのは自

然の成り行きであ った。 どのような機関が作成

したか詳らかではないが，昭和31年当時，複数

の種類のバッジが存在していた。 大学としてこ

れを統一 しておく必要が生まれ，昭和31年10月

9日の 第93回評議会で「学生部長 の申し出によ

り，従来本学学生の使用している徽章（バソジ ）

のうち，欅の葉模様に大学 の二字を配したもの

を本学徽章として公認する」こととした。
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6 学生の自主的な課外活動

6. 1 文化系・体育系サークル活動

昭和24年から26年 3月までは，前記のように

“過渡期”であ って，専門学校生徒と本学学生

とが一 緒にサー クル活動を行っていた。昭和26

年 4月以降は，農学部に一部の獣医課程の生徒

かいたが，大局的には学生のサークル活動とな

り，原則として学部別に行われたとみてよいで

あろう。昭和28年に始まる東京地区国公立大学

体育大会の参加を契機として、 一部の体育系サ

ー クルの学部間の交流，あるいは合唱関係のサ

ークルなど多人数の参加を必要とするサークル

では，学部の枠をこえての活動が始められたこ

とは注目される。

昭和24年から昭和30年頃までは，両学部とも

3-4学科制で，学生数は少なかった。そして，

生活条件としては，食糧の配給制などにみられ

るように， まだ極めて不自由な時代であ った。

学生の多くがアルバイトで学資の一部又は全部

を賄っていた。

昭和30年 4月になると，前記のように，繊維

学部 1年次学生も府中地区で授業を受けるよう

にな った。 このことは，課外活動の学部別のあ

り方に当然影孵を与えることとな った。さらに，

東京地区国公立大学体育大会に加えて，昭和33

年以降 3大学 （本学 ・信小l、i大学 ・京都工芸繊維

大学）体育大会が毎年開催され， また他大学と

の対抗試合が増加するにつれて， これに本学全

体として参加する以上，体育系のサークルは学

部をこえて編成する必要が生じた。文化系サー

クルも公演• 発表などの活動を推進するために

は，学部のサ ークルは合流する方が合理的であ

った。 学生間に，サークルは 「農学部・繊維学

部共通のものであるべき 」 との認識が漸次生ま

れてきた。この昭和30年から35年頃にかけて一

般社会の経済条件は良くな ってきているが，学

生の多数は，依然としてアルバイトに学資を依

存していた。

昭和35年頃から40年代を通じて，学生の生活

条件の向上および学生数の増加とともに文化系

• 体育系サークル活動も活発とな った。女子学

生も漸次増加してきた （昭和55年度在藉学生 ：

農学部1,261名のうち女子210名，工学部1,887名

のうち女子87名，農学研究科129名のうち女子19

名，工学研究科148名のうち女子 5名であって，

女子学生の合計は， 321名である ）。 これととも

に，昭和40年前後には，社会一般の価値観が多

様化していたので，これか学生のサークル活動

に与えた影響は，従来の「部生活」を志す者の

他に，いわゆる 「同好会的なもの」 を志す者か

増加してきた。従来の部生活は，部としての永

続性を意識し，伝統 ・技能水準を維持しかつ新

たな発展をめざすために，各構成員に対して部

としての強い規制力か働くものであ った。 もと

よりそれぞれの部の固有の伝統および人間形成

に魅力を抱いて，求道的側面をもつ部生活に共

感して入部を希望する学生も少なくないのであ

るか， 一方では， これに反発して構成員に対し

て規制力が弱い 「同好会」 という趣味的な気楽

なサークルを結成しようという学生も増加して

きた。 本学においても， こうし た日本の学生一

般の課外活動の動向の例外ではなく，部も学生

数の増加に対応して増加するが， 同好会的なサ

ークル （部 ） も増大してきた。 ただし，本学の

どの部が従来の部で， どの部が同好会的なもの

であるかの指摘は明確にはできない。

昭和40年以降，遅ればせながら本学でも運動

場の整備 ・体育館・ プー ル・部室な どの体育系

施設が整備され，体育系サークルの充実に役立

った。 また文化系サークルについても ，共用施

設・会議室 （農学部福利厚生センター ・エ学部

総合会館）の設置などサークル活動の展開に努

6 学生の自主的な課外活動 225 



力してきた。

なお，課外活動の機構的な特徴として，形式

的には，農学部学生会 （直接には学友会）およ

び工学部学生自治会 （学友会が組織されるのは

昭和48年 1月）に各サークルが所属している。

昭和30年頃までは，単に形式的なものではなく，

実質的に学生会・学生自治会にそれぞれ所属し

ていた。学部の枠をこえたサークル活動の時代

となると全学共通サークルを対象とする以上，

当然のことながら学生会・学生自治会によって

統制するとい っても，学部別組織が全面的な統

制を行うのは不可能である。現在の段階で，学

生会 （学友会） ・学生自治会 （学友会）の統制

機能は，予算配分と施設利用の時間調整程度と

いわれている。両者の学友会が統一 されて，例

えば全学的学友会が組織された方が良いかどう

かについては， ここで即断は許されない。 もと

よりこの選択は今後の学生が主体的に考えるこ

とである。

なお，昭和33年まで，いわゆる学 園祭は学部

別に行われてきた。 それか昭和34年以降は農工

祭の名のもとで，両学部共通で毎年秋に行われ

ることとな った。農工祭の企画および実施は，

学生によ って組織された農学部実行委員会・エ

学部実行委員会か担当している。

次に，各時期の文化系・体育系のサー クルの

存在状況について述べる。

昭和26年頃

本学 の入学志願者を対象とした 「昭和27年度

入学案内」 （この印刷は昭和26年度であるので，

当時の状況が記載）から引用する。

O農学部 学生会

科学部 科学部には四十余年の歴史ある膳

葉会 （さくようは押し葉のこと ） を始め，

昆虫，遺伝，園芸の各研究会，治山治水策

として新しい造林の科学を創り出そうとし

ている育樹•森林生態の両研究会，野烏を

観察分析して ゆ く野鳥研究会，工学的な面

からの検討を試みる材料施工• 水利の両研

究会のはか，細胞化学，畜産，土壌地質，

微生物，機械化農業の各研究会等十四の自

主的な研究団体を持ち，農業を広く，かつ

深く究める上に大きな役割りを果たしてい

る。

文化部 文化部は，文学班，宗教班，哲学

研究会，映画研究会，演劇研究会，写真班，

美術班，音楽班，農業経済研究会，社会科

学研究会，エスペラント研究会などによっ

て， 自由な活動を展開している。

運動部 運動部には名実共に充実したサッ

カー班のほか，陸上競技班，野球部，馬術

部，排球部，籠球部，卓球部，庭球部， 山

岳部かあり，秋の運動会は東京でも有名で

あった駒場運動会の伝統を物語る優勝旗争

奪戦と名物仮装行列が益々盛んである。

O繊維学部 学生自治会

本学部の学生の団体はすべて学生自治会か

統括し，相当な活躍をしている。 中でも特記

に値するものとして，運動部では蹴球部，野

球部，籠球部，文化部では社会研究部，音楽

部，新聞部，語学研究部，演劇部等がある （注，

この他に運動部では排球部，山岳部，空手部，

卓球部があり，文化部では写真部，映画部が

ある ）。 同好会的なものには遺伝研究会，生糸

研究会，紡織研究会，化繊研究会等があり，

同学の士が集まり真剣に討論を行っている。

なお，武蔵野を背景とした動・ 植物につい

ての生態• 生理等の研究を行い，或る時は，

生物の採集に山や川をかけめぐり多摩の清流

の辺りに憩い，教授を交えての研究懇談会に

移 って，時の経つのも忘れることさえある。

また講義の余暇をさいて繊維関係の工場を見

学して新しい技術を修め，将来の研究者とし

ての決意を固めつつある。

十月を過ぎる秋の半ばには， 学内開放，音

楽会，運動会等多彩な行事が繰り広げられ，

父兄のほか，近くの町民や都内からの参観者

で学内は大混雑を呈する。
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（注 繊維学部の学生自治会外の活動として，Y

MCA, 西ケ原逍伝研究会，海外繊維文献研究会，

抒錘会，数学研究会，高分子化学研究会、アル

パイト協議会奨学生協議会がある）

昭和29年頃

一般教育課程が学部別 に行われた最終の年で

ある。この当時の状況 を新入生を対象とする大

学発行の 「昭和30年度学生便院」 から引用する。

大学は学生の課外活動に対して，「正規の学科

課程以外に学生はつとめて課外活動に参加する

ことが望ましい。 課外活動には各種のスポーツ，

音楽及び美術などのクラブのほか，学科目に関

係の深い研 究団体があり ，学生自治会活動もこ

れと表裏の関係に立っている。学生はこれら課

外活動を通 じて各自の 自主的，創意的能力 を発

揮し，情操豊かな教養人として教育されると共

に，大学社会の責任ある市民としての社会性が

涵養されるのである。」と高く評価 していた。 ま

た，学生自治会についてはつぎの記載がある。

学生自治会 学生自治会は真に楽しい学

生生活を送るために学生の全体で工夫して，

民主的訓練を行う場である。

（農学部学生会）

学生会は年 2 回選挙される正 • 副執行委員

長が中心とな って基本的に学生大会の決議に

したがって活動するもので，民主的に運営さ

れ，学内の自治を守り，学生の生活・学問の

向上につとめ， よ り勉学し易い，楽しい学園

の建設に当た っている。学生会全体の行事と

しては特に学園祭及び運動会等かあげられる。

また，学生会は東京都学生自治会連合，全日

本学生自治会総連合を通じ，或はまた，国際

学生連合 (I.U.S) を通じて世界の学生と手

をとり合っている。

学友会 (j主 学生会の なかの 1組織）

学友会は執行委員長統轄のもとに，学友会

独自に運営委員会を構成し，運営委員長によ

って，サークル活動を中心にそれぞれ活発な

研究，活動を続けている。全学生は各々の好

むところに従って学科等に関係なく，次の各

サー クルに自由に加 入することができる。

文化部会 映画，文学，宗教，美術の各

研究会及び音楽部

科学部会 昆虫，農業経済，農業機械，

畜産，林産，砂防，社会科学，膜業水理，

農業生物の各研究会及び自動車部

体育部会 ノゞ レー，サッカ ー， ラグビー，

庭球，卓球， 馬術， 山岳，柔道，空手，

弓術，野球の各部

（繊維学部学生自治会）

繊維学部学生団体は全て学生自治会が統轄

し，サークル活動を通じての課外活動は非常
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に活発である。

学生自治会における大きな行事としては特

に五月中旬の繊維祭があげられる。繊維祭に

おいては学内開放或は多彩な催物を通じて内

外に繊維産業の重要性を認識せしむると共に，

繊維学部の存在意義を深く知らしめている。

また，秋には体育祭か行われ，全学あげてこ

れに参加し，大いに若人の意気を発揮してい

る。

学生自治委員会は明るい学園そしてより良

き勉学条件を作り出すために全力をあげて努

力している。

クラブ活動では，蹴球部，弓道部，陸上競

技部，庭球部，籠球部，空手部，卓球部，排

球部，山岳部，剣道部等の運動部ならびにダ

ンス同好会が各々その練習， また各大学，各

会社などのサークルとの試合等を通じて明る

い学生生活の一助にしている。また，技術的

な特異なクラブに自動車部があるが， この部

では練習のはか年数回の自動車旅行などを行

っている。

文化関係サークルでは音楽部，写真部，新

聞部，演劇部，英語研究会，美術同好会 （注

以上 6サークルが学生自治会の文化部に所属）

ならびに遺伝研究会，生糸研究会，紡績研究

会，化繊研究会それに科中心の木予錘会などが

あり，研究に見学会にそして発表など各サー

クルの特色を発揮している。 （注 牒学部学生

会の機構図には，学生会執行機関およびその下

部機関とは別に，新聞部と協同組合が記載され

ている。 また工学部自治会の機構図では，文化

部と運動部にそれぞれ各サークルが分属してい

るが運動部のサークルに籠球部はなく野球部

が記載されている。 なお，遺伝，生糸，紡績の

各研究会は自治会の枠外となっている。 ）

昭和35年と昭和38年頃

農学部の学友会規約 （昭和35年 2月施行）は，

第27条に「もともと，サークルは農学部・繊維

学部共通のものであるべきが故に，本会は繊維

学部学友会との連絡を緊密にし，互いに協力し

てゆく 」と規定した （当時，工学部学生自治会

には， まだ学友会の規定がなく各サークルは学

生自治会の委員会が直接運動部，文化部を統轄

していた ）。この時までに， 学生の間にサークル

は両学部共通のものであるという認識が形成さ

れてきたことを示している。

昭和35年当時の農学部の学友会 （学生会のな

かの一機関）所属のサークルは次の通りであっ

た。前記の文化部会，科学部会および体育部会

の 3部会は再編成されて，文化部と運動部の 2

部門となった。文化部には，野烏研究会，映画

研究会，海外移住研究会，文芸部， 自動車部，

演劇部，昆虫研究会，畜産研究会，音楽部ピア

ノ班，音楽部合唱班，美術部， YMCA, 植物研

究会，社会科学研究会の14サークル，運動部に

は，馬術部，準硬式野球部，庭球部，軟式庭球

部，空手部，柔道部，剣道部，弓道部， ラグヒ

一部，サッカ一部，山岳部，バドミントン部，

バスケゾト部，バレ一部，卓球部の15サークル

が所厖していた。

昭和35年当時の繊維学部の学生自治委貝会が

統轄するサークルは，昭和36年度学生便覧によ

れば次の通りである。

文化部には， ESS(英会話部），音楽部，写真

部，虫の会，美術同好会，新聞部，演劇部の 7

サークル，運動部には，蹴球部，庭球部（硬式・

•軟式 ），卓球部，排球部，陸上競技部，空手部，

山岳部， 自動車部，弓道部，剣道部，バドミン

トン部，柔道部，硬式野球部，款式野球部の14

サークルが所属していた。

東京農工大学同窓会誌『農工』の創刊号（昭

和38年12月発行）の「学生サークル活動」の記

事として，「大学にあって，サークル活動は学生

生活の大きな比重になっている。 しかし，サー

クルが学生にとって重要な場でありながら，そ

の設備は乏しく，学部間のキャンパスが離れ，

まことに気の毒ではあるか，学生達の若いエネ

ルキーはそれ等の悪条件を乗り超え留まること
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応援団も伝統を受け継ぐ大運動会（農学部，昭和27年頃）

を知らない。 本学のサークル数は学生会 （注

文意からいって牒学部学友会と工学部学生自治会の

双方を意味している ） の公認• 未公認を合わせる

と百に近いようだ。 内容も自然科学・ 社会科学

・人文科学・ 芸術 ・運動と各方面にわたり，大

は数十人のグループから小は数人のグループま

で様々である 」 とある。

この『農エ』創刊号で，「東京農工大学グリー

クラブ」「東京農工大学山岳部」 「東京農工大学

馬術部」（注 学部の表示がないことに注目したい）

について紹介が行われている。グ リークラブは

合唱団名であるが， 「昭和27年頃，音楽愛好家が

集まり生まれ……翌28年当時の繊維学部と合流

し，以来10年間活動は完全に両学部一体で行わ

れ，……女子美術大学と混声合唱団を編成，今

年は • …••文京公会堂にて第 6 回定期演奏会を迎

えるまでに成長し，……現在クラブ員は52名で」

農学部22名，工学部29名 （注 計算は不合）であ

って，「練習は月水金の昼休み，両学部で各々行

い，火曜放課後，前期農学部，後期工学部にて，

両学部合同で行い，更に土曜は女子美術大学で

混声練習を，芸大声学科卒・女子美大講師の長

坂典氏の指揮で行っています。年間の主なステ

ージは三多摩大学音楽連盟合唱祭，東京地区国

公立音楽祭，定期演奏会で， その他本学の学園

祭，他大学招待演奏があります……」 と記され

ている。

山岳部については，「……農学部，工学部 （当

時繊維学部）の山の同好者が去る昭和32年春，

山岳部を結成し·…• • その後長足の発展を遂げ，

現在では同規模の他大学と比較して決して見劣

りしない程になりました。 山岳部は他の運動部

と異なり非常に経済的負担の大きい部です。技

術向上の為のハードトレーニングよりも経済的

負担で音をあげているのが現在の偽らざる状況

です。 山岳部に適した体力， 精神力もさること

なから“経済的余裕”が大きな因子をしめ，そ

の為に部員も少数になりがちの有様です。これ
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 剣 道（股学部道場）

を打開しなければと昭和36年春これまでの 山岳

部卒業者を主体とした OB会 （注

は30名足らず）が組織されました。他の新制大学

の運動部では， それぞれ伝統も異なり，

か一体化しない例もあるようですが，

なことに本学では両学部の色々な部か一つにな

って活動しております。 …… 5月になると新人

歓迎合宿が 1週間，

経て、 夏休みとなれば，

て30数日の合宿......、

に出かけ，

入します。 ......」

・・ ・・ ・• そして二，

1次，

当時の会員数

なかな

この点幸

三の 山行 を

2次合宿あわせ

10月には南アルプス縦走

12月には富士山の冬山...…, 

スキーを終えれば 1年の総決算である春山に突

とある。

1月の

馬術部については， 「…… わか馬術部は戦後飼

料等の関係から一時中断のやむなきに至りまし

たが， 間もなく， 荒岡 （獣27卒 ）

等により再建され，

・・・・..今日，

万円で，

-25万円，
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繋留馬 8頭，

毎年入部し活躍しております。

その内，

野村 （獣28卒 ）

その後10余年の歳月を経て，

部員40名余りの，

OBその他から約 5万円，

III 

母校

では最も代表的なスポーツクラブにまで発展す

ることができました。最近のわが部の......部員

は農学部のみならず工学部からも多くの学生が

予算は年間約80

学校 • 同窓会その他から約20

・・・・・・残り

大学の形成

40-50万円は学生の部費およびアルパイトでま

かなっております。 ……成績は，

とどまらず，

で多くの好成績を収めております。……」

って， グリークラブ，

学部の学生が一体とな ってサークル活動を行っ

ており，

と比較して，

東京馬術大会，

山岳部，

ながら活発に活動をつづけていた。

昭和39年度の学生便腕によると ，

会に所屈しているサークルは，

文化部では，

ークラプと改称され，

されている。

るサークルは，

ークルとなり ，

国体，

山岳部，

単に学生界に

全日本など

とあ

馬術部とも ，両

馬術部では経済的負担に耐え

農学部学友

前記の35年当時

音楽部合唱班がグリ

新たに写真部が記載され，

運動部では新たにワンダーフォーゲル部が記載

工学部の学生自治会に所属してい

35年当時と 比較して， 文化部は，

ESS・美術部 ・ピアノ部 ・グリークラプの 4サ

運動部では蹴球部 ・軟式野球部

• 陸上競技部の 3サークルが姿を 消し， 新たに

籠球部 ・ラグビ一部 ・ワンゲル部が記載されて

いる。学友会 ・学生自治会所属の各サークルは，

前述のごとく学部をこえて一体化して活動して

いる場合が多いのであるが， たとえばグリーク

ラプなどは両方に登録していた。

動に対する援助費は，

大学の課外活

すべて学友会と学生 自治

A
 
誕生と展開



②
 術 （農学部馬場）

会を通じて配当され るので，

ークル （いわゆる未公認のサークル）に援助費

が配当されることはない。

昭和39年頃と昭和49年頃

昭和40年度の 「学生便覧」

友会 ・工学部学生自治会の所属表示はなくなる

（この所属表示は援助費の配当に関係している

だけで， サークル活動自体は学部をこえて活動

するのが， 慣行的にすでに通常の一般的形態と

なったからに他ならない。 ただしここに記載さ

れているサークルは，

方またはいずれかに所属している公認のサーク

ルである）。 記載さ れているサークルをみると ，

文化活動部門では，

格上， 学友会，

立した団体で，

所属し ていないサ

からは，農学部学

学友会・学生自治会の双

新聞会 （これだけはそ の性

学生自治会等 と同じく 一つの独

他 のサークルと は異なる ），グリ

ークラブ （部員60名），ピア ノ部 （男子の部員15

名，女子の部員 5名），プラスバンド （昨年結成），

尺八部 （竹桐会 ），演劇部， 美術部，

真部， ESS部，野鳥研究会， 社会科学研究会，

落語研究会， 植物研究会，

育活動部門では，

硬式庭球部，

ポール部，

軟式庭球部，

サッカ一部，

文芸部，

銀河の会があ り，

硬式野球部，

ラグピ一部，

写

体

準硬式野球部，

／ゞレー

バドミントン部 （男子

部 員16名，女子部員 4名），バス ケット部，

部，

弓道部 （部員40名），空手部 （部員は農学部25名，

工学部22名），山岳部，

農学部自動車部 ・工学部自動車部 （自動車部だ

けは学部別である ），馬術部がある。

門では新聞会以外に14サークル，

では19サークルであっ た。

昭和50年度の

サークルとして，

部，

柔道部，（部員30名），剣道部 （部員30余名 ），

管弦楽部，

田流筆曲，

グリークラブ，歌研，

軽音楽部，ピアノ部，竹桐会（生

都山流尺八），吟道部，舞踏研究会，

フォ ークダンスクラブ，

茶道研究会，

美術部，

ヘ云，

球部，

「学生便覧」によれば，

ESS, 囲碁部，将棋部，

史跡探訪会，

虫研究会，

天文部，

学研究部，

動物研究会，

サッカ一部，

ーボール部，

ワンダーフォーゲル部，

演劇部，

探検部，

農学部野鳥研究会，

文化活動部

体育活動部門

落語研究会，

写真部，

植物研究会，

農業問題研究会，文芸部，

野原の会，

第三文明研究会，

同好会があ って，

運動系サークルでは，硬式野球部，

硬式テニス部，

聖書研究会

ラグビ一部，

バドミン トン部，

「旅」

軟式庭球部，

卓球部，

卓球

文化系

吹奏楽

パスケット部，

昆

工学部野鳥研究

社会科

魚釣研究会

現代音楽

35を数えるサークルとな った。

準硬式野

陸上競技部，

ノゞレ

6
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サッカ

柔道部，剣道部，空手部， ワンダーフォーゲル 会の 2つが姿を消し，新たに児童文化研究会，

部，山岳部，馬術部，農学部 自動車部，工学部 ジャス研究会，アマチュア無線同好会，マンガ

自動車部， ヨット部，洋弓部， ゴルフ部， スキ

一部，ハンドボール部，合気道同好会の計26サ

研究同好会およびクラシックギター同好会が記

載されている。運動系サークルは29サークルと

ークルとなった。新聞会はサークル外と して記 なり ，50年度に比較して， ハンドボール部は姿

載してある。 本学の昭和40年代の学生の増加と を消したが，新たに，水泳部，サイクリング部，

趣味の多様化は，サークルを増加させた。なお， アメリカンフットボール部およびハンググライ

工学部においても ，学友会が組織された （学友 ダ一部の 4サークルが加 わった。新聞会は存続

会会則 は昭和48年 1月よ り施行）。 これは工学部 してい る。

学生自治会の一機関であ って，運動部会，文化 なお，普通のサークルと異なった性格のもの

部会がおかれた。農学部の学友会と大局的に同 として，「日本農学系ゼ ミナール連合 （略称農ゼ

様の性格である。 ミ）」の東京蔑工大学支部が農学部内におかれて

現況 いる。農学系の大学院 ・大学 ・短期大学の全学

昭和55年度の 「学生便院」では，文化系サー 加盟 （学生自治会など） またはサークル加盟の

クルとして38サークルが記載されているが，昭 形をとっているが， 本学では農学部学生会とし

和50年度のそれと比較して，吟道部，茶道研究 て加盟し ている。したがって東京農工大学支部
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の構成員は農学部学生である。昭和29年に農ゼ

ミの第 1回の全国大会が本学で開催され，本学

は初期から加盟していた。本学の農ゼミ規約を

みると，第 3条に「本支部は， 日本農業の真の

発展方向と農学の正しいあり方を学生の創造的

研究を通じて明らかにする中で，農学生の生き

方を追求し， もって日本農業と社会の発展に寄

与することを目的」とし，農ゼミ学内大会を年

1回開催し，討論，研究発表を行うこととして

いる。また，農ゼミには全国ゼミナールおよび

地方ゼミナールがある。昭和53年現在，全国47

大学（うち関東地方10大学）か農ゼミに加盟し

ている。

6.2 自主的な経済厚生活動

厚生施設としては，前記の学寮をはじめとし

て，卒業生の尽力により設けられたいわゆる“海

の家’＇としての富山荘 （昭和44年開設）および

これも卒業生の協力により設置した“山の家”

としての湯の丸荘 （昭和46年開設）がある。ま

た，授業料の減免制ならびに日本育英会などに

よる奨学金制がある。 しかし， ここでとり上げ

るのは学生の自主的に行う稽極的な経済厚生活

動である。学寮の食堂は寮生によって運営され

ているが，全学的規模で多種目にわたって活動

しているものに東京農工大学消費生活協同組合

かある。そこで， この農工大生協の誕生と展開

を述べることとしよう。

大学発足後， しばらくして農学部において学

生が中心となって生協組織化にのりだした。

東京高農時代から学友会購買部があり，これ

が戦時中の報国団購買班を経て，戦後は購買部

として存続した。戦後の購買部は， 一般教職員

• 学生の意思が必ずしも反映されるとは限らな

い形態で運営されていた。戦後の民主化時代の

なかで，学生の生協運動か当然おきてきた。そ

こで，購買部の事業と学生の生協運動とのドソ

キングが図られ，従来の購買部売店を組合購買

事業の売店として，農学部消費生活協同組合が

昭和28年12月に教職貝をも含めて組織された。

理事には，教職員・学生か，理事長には初代以

降教官があてられてきている。 この初期の昭和

35年頃までは，学生理事などが組合の数名の女

子従業貝とともに，組合事業に従事した。購買

事業の他に，やがて食品部も設定してウドン類

の給食・バンの販売（当初武道場の半分を借用，

のち駒場寮食堂の 1部を借用）を行った。仕入

業務・販売業務・食堂業務・経理事務など学生

理事が従業員とともに直接業務を担当した。生

協活動としては原始的な素朴な形態であったが，

力強い自主活動がなされた。

この組合の第 1回総会の議案書によれば，当

時の繊維学部の 1年次学生も組合に加入してい

た。のち生協関係者および農学部学生会は，生

協事業が安定した施設で行えるよう，学生会館

の建設を，農学部教授会に要請した。当時，文

部省ではかかる学生食堂などの厚生施設の建設

を全額国叩負担で行うほど余裕のある情勢では

なかったので，他大学の例にならって建設費の

半額を民間拠金により賄い， これによって建物

の半分を建築して国に寄付し，建物の半分を国

庫で建築するという方式，いいかえれば，国と

民間とで費用を分担して一つの建物を建設する

という考え方のものを採用することとした。民

間の資金としては，在学生・入学生から 1人

2,000円，教授会構成員から月給の 1割，その他

教職員から申告額を拠出し， また駒場交友会に

約200万円の拠出を仰いだ。その結果，昭和36年

に学生会館 （文部省に対する名称は学生食堂）

が建設され， ここを借用して，農学部生協が購

買部・食堂・食品部・書籍部の諸事業を行った。

昭和36年より供給高か1,000万円をこえることと

なった。

工学部 （小金井地区）では，昭和35年11月末

の教授会で「学生が生協を作りたいというので

学生課の関係教官その他と再三話し合いをし，

研究して来たが見通しができたので実行に移し

たい」という学部長の提案がなされ，関係教官
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昭和52年まで使用した農学部の学生会館

と学生食堂（現文化系共用施設）

-~ 

' - ・・ 一●●●- -

.-
福利厚生センターの生協購買部（現況）

から「現在丸山書店がやっている学生ホールの

売店を学生が組合組織としてやって行 きた いと

開学当初の購買部

論議され， 「元化学実験室を改造し， 学生食堂及

び売店とすること」が了承された。ここで，生

のことである 」 旨の説明があり，工学部生協の 協は食堂事業と購買事業を行 った （時点は明確

発足が了承された。 でないが，西ヶ原寮内の従来の売店も生協に移

府中地区の生協は，経済事業を行ってゆく上 管された ）。

で法人化することが必須要件であるので，法人 工学部においても学生会館設立の要望が強ま

設立にふみきることとなり ，昭和30年代中頃に り，教授会もこれを認め，文部省に予算要求を

東京農工大学消費生活協同組合の名称で法人化 はじめた。 昭和40年12月の教授会で学生食堂の

を行った。のち，工学部生協が合流し、名実と 建設場所を現在の位濯に決定している。この「学

もに農工大生協となった。昭和38年 6月の工学 生食堂（会議室 ・和室などをふくむ）」 は昭和41

部教授会で 「学生食堂並に生協売店の設置」が 年 9月に完成したので，食堂その他を生協が借
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工学部の学生集会所・学生食堂

（現総合会館の一部）

総合会館の生協購買部

用して，購買部 ・書藉部 ・食堂 ・食品部の営業 員態勢も整備をはか り，増資運動も 行 ってき た。

を行うこととな った。 昭和40年代の学生 ・教職員の人員増加は，組合

昭和41年度に農工大生協は，ここ数年来の事 事業の安定的発展を支えている。農学部福利厚

業拡大と経営能力とが対応せず潜在赤字が累栢 生センターの設置 （昭和52年 ）および工学部の

し大幅な赤字とな って顕在化した。 学生食堂の拡充による大学総合会館の設置 （昭

この頃まで，理事長は教官，専務理事・総務 和52年 ）によ って， 事業所が府中地区と小金井

担当理事 ・業務担当理事 ・組織担当理事 がすべ 地区とに分置されるという不利を克服して，進

て学生であった。組合の再建にとりくんでから， 展してきている。従来から学生はほとんど加入

当初は業務担当理事を学生から組合職員に転換 しており，教職員もかなり加入し，学内では最

し，のち専務理事を学生から組合職員にかえ， 大の構成貝を擁する組織となり，昭和54年度決

事業拡大と経営能力との均衡をはか った。従業 算では供給高が4億円をこえている。

6 学生の自主的な課外活動 235 



歴代学長 （名誉教授）

初代田中丑雄 第2代吉田正男

第4代 近藤頼巳 第5代福原満洲雄

三戸森確郎

（一般教育昭31)
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名 誉教授 （退官年度順，五十音順）

石井 悌

（農昭33)

中島道郎

（農昭33)
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第3代 井上吉之

現在 諸星静次郎

（ ）内は所属学部と退官年

渡辺静夫

（希en& B召33)



有慟繁三

（農昭37)

戸倉 章

（股昭41)

木暮棧太

（農昭38)

（
 
心

~ 
夏目 正

（／農昭42)

鈴木三郎

（エ昭38)

伏谷伊一

（農昭43)

中川房吉

（エ昭40)

浅生 貞夫

（エ昭44)
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~會
豊沢 登 宮本一雄 吉川徹雄 岡野正一郎

（一般教育昭44) （農昭44) （農昭44) （農昭45)

池田 章

（エ 昭47)

小野四郎

（エ昭48)

大谷省三

（農昭48)

行方文吾

（農昭48)
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黒岩菊郎

（農昭49)

南沢吉三郎

（農昭51)

久米清治

（農昭53)

川村 亮

（農昭55)

福本日陽

（一般教育 昭50)

加藤康雄

（エ昭52)

田崎忠良

（農昭53)

近藤 末男

（農昭55)

飯野善治

（エ昭51)

高島藤順

（農 昭52)

中田昌卯

（農昭53)
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藤沢袈裟利

（エ 昭55)

岡本 奨

（農 昭51)

伸 三郎

（エ昭52)

小倉忠冶

（蔑昭55)



III. B 学科・施設の設立と変遷

・

農学科

昭和19年 4月，農学部の前身である束京高等

農林学校は東京農林専門学校と改称され，農科・

林科・獣医畜産科 ・拓殖科• 生物科（東京第 2

臨時教貝養成所）の 5科の構成で終戦を迎えた。

その激動の中で，拓殖科の廃止，股芸化学科と

農業土木科の新設，生物科の廃止か23年 3月ま

での間に行われたのであるが，24年 5月，新し

い東京牒工大学農学部におい て，林学・ 獣医学

の 2学科とともに設置された農学科は，農芸化

学関係の 2講座と農業工学関係の 2講座を含ん

だ 8講座の編成のもとに発足した。すなわち，

作物学 ・園芸学・農業経済学・作物保護学・土

壌肥料学 ・J餞産製造学・ J農業土木学・ 股業機械

学の 8講座であり ，こ のかたちで食耀の増産と

新しい日本農業の再建の重責を担いつつ教育・

研究が開始されたのである 。

昭和27年の農芸化学科の再発足• 新設にとも

なって，土壌肥料学 ・J農産製造学の 2講座か同

科に移行し，農学科学生のうち化学系専攻のも

のは農芸化学科卒業生となった。ついで昭和29

年，大学発足時に獣医学科に附かれていた畜産

学講座が牒学科に復帰し， 30年代の初頭には 7

講座となった。昭和36年，農芸化学科に続いて

農業生産工学科 （現股業工学科）が新設され，

農業土木学・農業機械学の 2講座が同科に移行

し，農学及び農業工学の 2専修 コース制がここ

に終わ った。さらに，農芸化学科の新設に際して

同科に移行していた土壌学及び肥料学の 2講座
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昭和20年代は馬が大いに活躍した

耕うん機による代かき（本町農場，昭和25年頃）

か37年に牒学科に復帰するとともに，翌38年の

植物防疫学科の新設によ って作物保護学講座が

同科に移行して，昭和40年代の初頭には，作物

学 ・園芸学 ・農業経済学・ 畜産学 ・土壌学 ・肥

料学の 6講座編成とな った。

このように農学科は大学発足以来の15年間に，

農学部と戦後日本農業の展開に伴って要請され

る教育・研究体制の専門化， 新学科の設置に深

くかかわりなから，各段階で再編をとげてきた

ことかわかるのである 。

教官数は現在のように充実してはいなかった。

研究室は農学部本館内はじめ構内数ヵ所の木造

建築物内に分散しており ，研究施設 ・設備もま

だ極めて不十分なも のであった。しかし， その

ような状態ではあっても，新しい学制のもとに，

新しい日本J農業の方向を切り拓いていこうとす

る教官 ・学生の意気は軒昂たるものがあ ったし，

それは当時の卒業生の現在における活躍ぶりに

も示されているといえよう。

林学科

林学科は高農・農専時代にひきつづき ，大学

発足に当たっても 1学科として存続した。昭和

24年当時は， 学科目 （講座） か造林学 ・林業経

営学• 森林工学 • 林政学 • 森林利用学 ・林産製

造学であったが，26年に林政学担当教官の転出

を契機として，林政学が廃止 され森林防災学か

設置された。

昭和24年から40年頃までの間は，一般社会体

制・経済体制の激動期ならびにその後の発展期

であ って，森林 • 林業 ・木材工業 ・製炭業にと

っても大きな変動かもたらされた時期であった。

そこで， これに対応して，本学の林学教育研究

も森林 • 林業の面と林産の面とにおいて展開し

たのである 。

森林 • 林業の面においての展開はつぎのとお

りである 。林産物は，総量的に需要激増をたど

るが，用途別•樹種別の需要変化も 著 しいものか

あった。 そこで増伐 ・拡大造林の推進とともに，

機械魯入 • 林道整備による生産合理化が図られ，

また治山 ・保安林整備の重要性が従来にまして

強い社会的要請となった。こうした森林 • 林業

生産の動向か，本学の林学教育のカリキュラム

編成な らびに研究の課題の設定と深く関連をも

っていた。たとえば肥培などの早期育成林業の

技術開発とかかわる授業科目の新設お よび研究

課題の設定などが特徴 であっ た。

駒場運動会で気勢をあげる林学科応援団
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一方，林産物需要の内容が，従来の建築材の

増大とともに，飛躍的に，紙バルプ｀合板など

の需要の高まりとなり，木材工業の著しい発展

か期待されるようにな って，本学の林学教育・研

究においてもそれに対応すべき情勢となってい

た。そ こで，昭和36年に木材材質改良学講座を

新設し ， ついで林学科の教育を林業学専修 • 林

産学専修の 2コース に分けて行った。そして，

昭和40年には，林産学科が誕生する運びとな っ

た。 このとき，林学科の森林利用学・ 林産製造

学 ・木材材質改良学の 3講座が，林産学科の木

材加工学 ・林産化学・ 材質改良学の 3講座に振

り替えられた。 この時点で林学科は，造林学 ・

林業経営学 ・森林工学 ・森林防災学の 4講座編

成となり， また，カリ キュラム編成上，林業と

森林工学の 2コース制をとった。

卒業生の進路は，従来の国 ・都道府県関係の

林業 • 砂防方面への就職とともに，木材工業関

係の技術者としての就職，あるいは外材の輸入

の展開とともに，商社などへの就職も伸びてき

たのか特徴とな って いる 。 また昭和30年前後の

就職難の時期から，昭和35年以降の求人難の時

期へと，就職戦線にも大きな変化かみられた＾

獣医学科

昭和24年の学制改革により，新たに農学部獣

医学科に入学した学生の過半数は，東京農林専

門学校獣医畜産科に入学し ていた学生で，彼ら

は計 5年間を府中で過ごして 1期生となった。

専門学校に留まった学生は獣医師免許制度の改

正により， さらに 1年の専攻科課程を修め，他

学科の卒業生よ り1年遅れて27年に新制度の獣

医師として巣立っていった。

専門学校から大学への移行に当たって，農芸

化学科から助教授 1名か獣医学科に加わり，さ

らに畜産学教官をも加 えたが，農芸化学科の再

発足，畜産学講座の農学科復帰などがあって，

獣医学科は昭和36年に薬理学購座か新設される

まで，解剖 • 生理・病理・衛生・内科及び外科

の 6講座編成であ った。 大学移行当時か らの教

官は 3名（高嶺，佐伯，大石）を残すのみとな

ったが， 当時の木造校舎や点在する実習室や旧

家畜病院で学んだ卒業生の中から多くの教官か

生まれ，今や中堅となって活躍している。

田園の香に満ちていた北多摩郡府中町 も，都

市化の波に覆われ， 自転車で往診に赴いた酪農

家や養豚家が遠のいていったのもこの頃であ る。

一方， 国民の食生活の向上に伴い乳肉卵の需要

か高まるとともに，獣医師の職域は拡大し，卒

業生は公務員のはか，乳業 ・飼料• 製薬等の会

社への進出が目覚ましく， また，農協 ．共済・

馬事等の団体への就職も定藩 してきた。入学定

員は，戦時中一時倍増した数を縮小して35名と

なった。昭和40年代には女子学生が急増して，

クラスの 3分の 1を占めるほどとなり，それに
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伴 って女性獣医師は昭和31年卒業者を第 1号と

し，昭和55年までの学部卒業者 822名中 105名

に達している。

教官組織は，昭和30年代の初めは教授 3,助

教授 ・講師 6, 助手 1名であ ったか， 40年代に

は大学院修士課程も設置 され，教授 7, 助教授

5, 助手 7名にまて充実 し，研究活動も活発と

なった。

農芸化学科の発足は戦後史と共にはじま った

といえる。農学における化学系の必要性とその将

来性から，昭和21年に東京農林専門学校牒芸化

学科として誕生した。 その基とな ったのは戦時

増貝で定員か60名とな っていた獣医学科の定員

減と，拓殖科の廃止によ って当学科と膜業土木

学科の両学科が設立されたものである。しかし，

本校の伝統ある牒 ・林・獣の 3学科に比べて，

新設とい っても特に施設 ・設備が充実されてい

た訳でもなく，教育・研究には困難を極めた。

昭和24年 5月，東京農工大学の発足に際し，

教官の定員，予算の関係などから当学科は止む

を得ず廃科とな った。 それに伴い農学科内に農

芸化学専攻課程かおかれることにな ったが，農

芸化学系では土壌肥料学および股産製造学の 2

講座のみであり ， まことに不十分なものであ っ

t' ~ o 

農芸化学科

農芸化学 は農水畜産物 ・微生物の生産からそ

の利用にわたる幅広い分野の化学面ならびに生

物面の基礎と応用を対象とするものであるので，

卒業生の社会的需要は各分野にわたり，それに

応じ切れない状況であった。 これに加えて農芸

化学コースヘの志願者が増大したということも
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駒場寮祭で府中へ繰出した農芸化学科生

（昭和39年11月）

あって，牒芸化学科の復活が強く望まれ，関係 醗酵学・食品化学・ 畜産物化学の 6講座編成と

者の尽力によって昭和27年に同科か公式に発足 なったのである 。

した。 本学科発足当時は実験室の電気容量が少な く，

生物化学 ・農産製造学・醗酵学 ・土壌肥料学・ しかも停電続きで，ガスも満足に出ない貧弱な設

食稲化学の 5講座編成，入学定員35名で発足し 備と不備な研究体制の中にあ つて，少数のスタ

たのである 。 なお，農学科内の農芸化学専攻課 ッフで教育 ・研究に あたった本学科教官の労苦

程の学生はそのまま農芸化学科に移行すること は並々ならぬものがあった。設立当初は本学科

かでき，同科卒業生として切れ目なく世に送り が化学系であるというこ とで，他学科の理解と

出すことができたことは幸いであった。昭和37年 協力を得て， 学生実験貨の配分に特別の配慮か

3月，蔑産製造学講座の担当教授の定年退職に なされた一時期もあ った。このような状況下に

伴い，同講座は農芸有機化学講座と改称された。 あっても，本学科学生の学問に対する意欲は旺盛

その後，昭和37年 4月に畜産製造学講座が新設

されると同時に，食糧化学講座か食品化学講座

と改称された。

また同年に土壌肥料学講座が牒学科に移行し

た。昭和50年に微生物化学講座が新設されるに

あたり本学科の構成講座名の改称かなされた。

すなわち，農芸有機化学•生物化学·微生物化学 ·

であった。本学科設立当時の実験室 はすべて取

り壊され， その跡地は昭和46年頃からグリーン

地帯となり，教職員 ・学生の憩いの場とな った。

昭和43年には構内各所に分散していた当学科の

各研究室 は現在の 1号館に集結し，研究施設も

充実してきたので，教育 ・研究の面においても

格別の進展か見られるようになった。
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農業工学科ー農業生産工学科一

当学科の誕生は，昭和21年 4月， それまで存

続した拓殖科を廃止し，新たに農芸化学科と農

業土木科を設置 したときである 。昭和24年 5月，

東京農工大学発足に際し， この両科か農学科に

吸収合併されるに及んで， 一応学科の名称は消

えたのであるか， そのときから昭和36年 4月，

（左）農業工学科の測量実習

（農場道路の測量，昭和46年）

（下）農業機械実験実習

（昭和46年）

農業生産工学科として装いを新たにして設立 さ 由も当時の事情によるもので，従来一般に使わ

れるまで， 10余年間にわたる関係者の苦難か続 れてきた農業工学科と本質的 には異なるもので

いたのであ った。 はないか，新設に際しては，他大学とは異なる

農工大学初期における農学科は，いわば農学 特徴をも ったものであることが設立の条件であ

の大同団結による新しい構想に基づく立派な学 り，それにふさわしい学科名を付ける必要から

科であり，専門学校当時の農業土木科教官は小 この名か生まれた。 それまでの農業工学 は工学

異を捨て大農学科構想に賛同 したのであるか， 的色彩力叶農厚 であり ，農業工学の本質からみて，

杜会的にはこの構想か十分理解されず，現実に その傾向に多くの批判があった。新設に際して

はいろいろな不都合が起き，時代の流れと共に は，農業生産のための工学，換言すれば工学的

その不都合は増大するばか りであ った。 そこで， 手法による，よ り合理的な農業技術を目標とす

関係教官は当学科の農学科からの分離独立を決 る科学 を念じ， これを強調して付けられたもの

意 し，大学内外の理解を深め，抵抗を排しつつ， であった。

曲折を経てようやく昭和36年 4月，農業生産工 それまで農学部における建物の新設は，毎年

学科として蘇ることかでき，同時に戦後初の鉄 概算要求で強く要求されてきたのであるが，

筋コンクリート 3階建，延べ 600坪の当学科の その成果は挙がらす，学内の空気としては新築

研究棟の完成を見るに至った。 の実現は困難とされていたが，当学科新設によ

農業生産工学科という特殊な名称を付した理 って初めて実現したのである 。 これをき っかけ
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として農学部キャンパスは改築期に入ったので

ある。

当学科新設に当たっては多くの人々の協カ・

援助があったことは当然であるか，その中で竹

山祐太郎氏 （大正14年農卒 ） と安部義正氏（大

正13年農卒）の名前を特に挙げねばならない。

学外に あって両氏の尽力がなくては当学科の現

在は無か ったといっても過言 ではない。

蚕糸生物学科ー養蚕学科一

本学科は昭和24年大学発足と同時に繊維学部

養蚕学科として，現工学部構内に研究室（現繊

維博物館など） . 6棟の蚕室および桑園をも って

発足した。応用昆虫学・育蚕学・ 逍伝および蚕

種学・ 蚕病学 ・栽桑学第一 ・栽桑学 第ニ ・農業

経営学の 7講座（当時は学科目）で設覆された。

昭和35年，応用毘虫学講座は担当教官の定年退

職を契機として廃止された。それにともなって

従来の入学定員40名か35名となった。

昭和37年，農学部に移管され，翌38年，膜学

部に植物防疫学科が設立されるにあたって，蚕

病学と栽桑学第二の 2講座を同学科に割愛した。

そのため本学科は育蚕学・ 遺伝および蚕種学 ・

栽桑学 ・農業経営学の 4講座となり，入学定員

は20名となった。

昭和40年，農学部構内に研究室・蚕室および

桑園か新設されて，本学科は実質的に小金井か

←ヽ -・・ 
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研究桑園より西ケ原記念館 （右端木造

2階建），本館（鉄筋 3階建），教室（木造

2階建），講堂（左端）を望む（昭和28年）

本館屋上より教室（手前），蚕室，桑園を望む

ら府中に移ることとなった。また同年に入学定

員 8名の大学院（修士）課程が設置された。 そ

の頃から蚕糸学教育改善に関する委員会が置か

れて，本学科と信少l・I大学繊維学部養蚕学科との

統合整理が検討され，文部省への答申も出され

たか，成立には至らなかった。蚕糸学教育の充実

を図る意味で昭和47年には本学科に蚕桑生化学

講座が新設され， また昭和49年には学科名を蚕

糸生物学科と改称した。

一方，昭和26年 には養蚕実科が廃止され，新

たに入学定員30名の蚕糸別科養蚕専攻か発足し

t・ 
しー O 
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植物防疫学科

第二次世界大戦を境として有機合成殺虫剤に

代表されるJ農薬の開発 ・進歩は，作物病害虫の

防除にめざましい効果を上げ，作物生産の安定

化 に大いに貢献した。しかし，昭和30年代に入

ると，農薬一辺倒の病杏虫防除法は牒業生態系

の混乱を激化 させ， ょうやく様々な問題かひき

起こされてきた。そして，今後の病害虫防除の

あり方として，生態系を重視し，総合的な働き

によ り効果の発揮できるように，多様な防除法

を併用する技術を開発する必要性が認識される

に至った。これに対応していくために は，病害

虫についての専門的な学識を基盤に，股薬・天

敵•生理活性物質など多彩な防除技術を十分修

得した人材を，多く世に送り出す必要か認めら

れた。 しかし，既成の学科体系では，このよう

な人材の教育に，必すしも万全な体制 とは考え

られなかっ た。 そこで， このような認識の下 に，

故井上吉之学長の絶大な尽力により，昭和38年

4月に本学科が槌物病理学 ・害 虫学 ・防除生態

学及び農薬製造化学の 4講座編成で設附された。

本学科は既設学科 の拡充改組という形で設置

されたので， 4講座中 1講座が農学科から， 2 

講座か当時の養蛮学科から振り替えられた。両

学科にと っては大変迷惑な措附 であ ったか，股

学部全体の発展のためという ことで理解を得た。

創設準備其月間はもちろん，学科発足後も学科

として軌道に乗るまでは，関係教官は連日とい

（左）植物防疫学科最初の卒業

祝賀会（昭和41年 3月）

（下）学園祭で （昭和40年秋，

旧第3実験至横）

ってよいは ど，打ち合わせと会合に明け暮れた。

当時，教官 は府中・ 小金井両キャンパスに分か

れて勤務していたので，そのつど自転車で往き

来した。 この往来はかなり煩わしか ったか，新

学科設立と い う希望に燃 えていたせいか，全員

ペダルを踏む足も軽かった。

発足の年には農学科 から 5名，挫蛮学科 から

15名の 2年次生を編入し，同時に新 1年次生を

迎えた。最初の新入生オリエンテーションの日

はあいにく雨であった。雨漏りのする当時の第

3実験室（現存しない ）で， 当時新築されたば

かり の農業生産工学科 （現農業工学科）の立派

な建物を横目で見なか ら，各教官か学生や父兄

達と活発に話し合った。古ほけた実験室の中は

異様なまての熱気 に包まれていた。教官も学生

も皆，全国に類の無 い学科の発足に大きな夢と
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期待を寄せていたからであろう 。

年に現在の 2号館実験研究棟か完成し，

その後昭和41

で両キャンパスに分かれて研究や勉学をつづけ

ていた教官や学生が一堂に会することかでき，

学科とし ても 本格的な軌道に乗るようにな った。

初期の卒業生は既に社会の中堅として植物防

疫関係をはじめとする各分野で活躍しており，

この特色あ教官の顔ぶれも 一変した。

るように，

努力を続けている 。

しかし，

それま

る学科を伝統ある本学の特色の一 つとして誇れ

教官 • 学生ともども，

林産学科

ますます精進

昭和36年当時の林学科の教育は林業専修コー

スと林産専修コースとの2コース制で行われてい

0

9
 

た

と

その頃， 林産学の基礎的研究の急速な進展

木材を原材料とする工場生産の技術革新の

必要およびその社会的重要度の高まりが背景と

なり， 林産学の教育研究体制として林学から分

化独立することが科内に強 く認識されてきた。

当時既に日本林学会から日本木材学会が新しく

発足し， その林産教育研究強化委員会は 4講座

からなる東大• 北大・ 九大の各林産学科の外に

他大学にもさらに 同学科を増設する運動を始め

ており， また一方， 年間約 1億 mの木材を消費

する木材業界からの強い要請もあって昭和40年

牒 学

4月に 5講座編成で林産学科が本学に創設され

ることにな った。 すなわち， 木材材料学 ・木材

化学工学 ・木材加工学 ・材質改良学・ 林産化学

の 5講座である。 これらのうち木材加工学 ・材

質改良学 ・林産化学の 3講座は，

振り替えによるものであり，

の項で述ぺられている。

は技官を保有した完全編成で，

し，

設にあたり，

科設立準備委員会が置かれ，

あった。

林学科からの

その詳細は林学科

学科新設にあたり，実験施設等の設備代として

年1,000万円宛4ヵ年計4,000万円の支給をうけ，

名実共に充実した学科を構成することができた。

また各講座は教授 • 助教授・助手・教務員また

新任教官も厳選

ここに全国屈指の林産学科が誕生した。

林学科卒業生を中心とする林産学

その熱心な後援が

林産学は木材および林産物に関連する材料工

学から木材化学までの広い分野にわたり，

科学としての技術学の性格を有し，

創

応用

これ らを総

合的 ・有機的に教育・研究することが理念とな

っている。

んでいる。

そのため新設当時の割り当て査格坪

数から特に割愛して建設した 200m'の林産実習

工場は， 52年度にはさらに 200面増設となり，

木質複合材料実験実習施設と改称 され現在に及

ここにかつて林学苗圃内にあ った木

造実験室の木工機械や，

部

今はとりこわされたが
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建設当時の林産実習工場

本館裏の林学科の実験室 ・銃器庫を改造した実

験室等にあった設備が，移転 ・整備されたので

ある。その中には今では博物館行きがよいよう

な古典的なものもあり，当時の林産学水準の実

験研究に欠くことのできない測定機器はまこと

に不十分であった。

しかし，当時の教官 • 学生はその頃急速に発

展した実験機器以上にそれに愛渚を感じ，手作

りの実験装置の製作に関心をもっていた。

実験研究が高能率化 ．精密化しても， 自らの

手で組み立て使いこなし，データを出すという創

造の精神は本学科の一つの支柱であった。木材

やパルプなどは湿度に敏感であるから恒温恒湿

室は欠くことかできないので， この設備も学科

新設当時に作られたものである。その後も逐年

各種実験機器 ・設備が充実され，教育内容も 向

上したので，卒業生は各分野で高い評価を得た

のである。

環境保護学科

昭和46年頃， 日本は高度成長により経済大国

になっていたか， その反面，開発や工業生産に

伴う環境汚染が深刻になっていた。 いくつかの

生物は種の絶減が心配され，人間の健康までも

憂慮されてきた。それは日本のみではなく先進

工業国に共通の問題となり， ときの政府もこれ

を重視し，事態解決の重要なことと，それが極

めて困難である こと を認識し始めていた。

そこで本学部は， 当時実質的にはすでに行わ

れていた環境問題の諸研究を組織的に発展させ

また拡大するために，学科の新設を強力に希望

した。その設立の目的は，人間をとりまく自然

環境の保全・整備，より積極的には自然の合法

則的な利用技術体系の確立のために環境保護問

題に関する基礎的・応用的研究体制を確立 し，

さらに環境問題に対応できる研究者 ・技術者・

教育者の挫成にあった。

昭和47年には具体的でしかも強力な運動が行

われ，学内には本学科設立準備委員会か置かれ

て活動した。

昭和48年 4月に，環境保護学科が新設された。

多摩地方の大気汚染測定を行

う環境保護学科の第4期生

248 III 大学の形成 B 学科・施設の設立と変遷
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この種の学科は日本では初めてであった。昭和 前に卒論学生はすでに各講座に入室して研究に

42年に林学科 に設置されが自然保護学講座は同 没頭してい たが， 5号館（本学科の研究棟）完

48年に本学科に移行し，同51年までに大気環境 成前にはまだ実験机もない極めて不備な実験室

学 ・植生管理学 ・土壌水界学 • 生物汚染化学の
に移り，実験を進捗させていた。このような学

各講座が順次設置された。第 1期生の入学 は昭
生が卒業していったのは昭和52年 3月のことで

和48年 4月であるが，毎年多数の応募者があり，
あった。同年 4月に入学定員10名の大学院が設

優秀な学生が入学している。
置さ れた。

研究棟の建設は昭和50年に始まり，ケヤキの
このようにして充実した教育と活発な研究活

大木をなるべく残して建築された。研究棟完成 動が開始された。

股学部
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農 場

一

昭和30年代の府中農場

欅の大木に囲まれた府中農場 （昭和48年）

讚

本町水田の苗代薬剤散布 （昭和40年代）

1. 繊維学部農場

昭和 5年に東京高等蚕糸学校の西ケ原から小

金井への移転が決定し，用地購入が進められ，

桑園と蚕室とが一足先に昭和10年頃完成した。

従って，その後の桑園実習および養蚕実習は小

金井構内にお いて行われた。昭和15年全部の移

転が完了し，桑園と蚕室とは養蚕学科の管理下

におかれた。小金井農場は昭和24年大学設立と

共に繊維学部附属農場として発足した。

大学発足当時の農場の規模は，桑園（研究用

と実習用）を主としたもので，繊維学部構内に
ぷぐわ

117,326 m', 府中市中河原に8,000m'の歩桑桑園，

三鷹市大沢に9,000面の水田，借地として小金井

市東町に 9,000m'の桑及び繊維作物園，並びに

6棟の蛮室（西ケ原蚕室 ・経済蚕室 ・研究蚕室

• 原蚕蚕室 ・コ ンクリート蚕室及び病理蚕室）

があった。

2. 農学部農場

昭和24年新制大学が発足し，学園も戦中戦後

の混乱からようやく落ち済きをとりもどしつつあ

った。新制大学は専門学校時代と比べ，農場実

習時間が極めて少なく約 5分の 1に縮小した。

従って，農場運営は教職員が中心になって当た

ったが，労働力の不足によるきびしい状態が続

いた。 しかし，新制大学の学年進行による技官

定数の増加， さらに昭和34年に大型トラクター

導入等により農場運営の基礎が固められた。

戦後の食糧不足は農業生産の拡大を促し， ま

た農学教育の拡充もはかられた。昭和22年から

27年にかけ，新たに第 2農場約l.6haが購入さ

れ，直ちに開墾整備が進められた。 この第 2農

場はその後，茶園と蚕糸生物学科の研究桑園・

その他に利用されている。

昭和37年，繊維学部養蚕学科が農学部へ移行

した際，上記の二つの官制上の農場は合併して

東京農工大学農学部附属農場となり，運営され

ることとなった。それに伴って，昭和40年に農
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学部第 2農場の一部約 0.8haが研究桑園に改植

された。昭和45年には神奈川県津久井町に約 9

haの農地を購入して農学部津久井農場として発

足し，

設罹した。 また，

され，

その中に実習蛮室および約4haの桑園を

その跡地と桑固は工学部に移管された。

なお，大沢地区の水田および府中市中河原の桑

園は処分されて，

昭和39年，

小金井構内の蚕室は取りこわ

その代償として津久井地区の

購入に当てられた。

府中市都市計画道路の拡幅により，

畜舎地区敷地約 0.2haを割譲し，

て畜産施設約 315面の整備が行われた。

昭和48年には，環境保護学科の新設に伴い，

学科実験研究棟の敷地として 1日農場事務所地区

を当てたので，農場管理研究棟（約1200mり

現在地 （旧小家畜舎地区）に新築した。

本町農場 （水田）は，独立時に既存の水田を買

を

い上げ水田実習地とした。昭和26年に区画整理

と水路の整備を行い， さらに昭和39年，

を掘削して土地基盤の整備が進められた。昭和

51年には府中市都市計画道路の拡幅により

haを府中市に割譲，翌52年には管理棟を新築し

が~o 面積は開設当時より約 0.1ha減少したが，

上記の諸整備が行われたのである。

演 習 林

その代償とし

東京農林専門学校附属演習林は，

さらに

同

深井戸

0.1 

草木・大谷

山，唐沢山，秩父に所在していたが，昭和24年

5月の学制改革に伴って東京農工大学農学部附

属演習林と改称された。

の教職員数は，

と教官 1名，

がヽ o そして，

行われていた。

大学発足当時の演習林

演習林本部に演習林長（併任）

草木演習林に 1名の計 3名であっ

各演習林とも嘱託を 1名置いて，

必要に応じてその管理にあたらせていた。

学生実習は草木演習林で， 造林学実習・測樹

学実習・森林土木学実習及び林産製造学実習が

その他の現地実習は，

葉演習林• 愛知演習林，

東大の千

東京営林局天城営林署

等で実施した。昭和29年 3月に唐沢山演習林寄

牒 学

宿舎が完成したが，

おくれから，

らであった。

,‘‘
 

立
口

昭
和

38
年
頃
）

電気• 水道等の付帯工事の

学生実習の使用開始は昭和32年か

演習林設濯以来，

た。

施設関係では，

事務所 (97m') カゞ， 

立木処分によって収入をあ

げてきたが，昭和32年度から大谷山演習林にお

いて直営素材生産事業が実行され，

山演習林でも行われるようになった。積極的な

経営と材価の高騰とにより，

入が著しく増大した。

員11名が定員化され，

続いて唐沢

演習林 支出及び収

これに伴い， 伐採跡地の

再造林とともに林種転換による拡大造林，研究

面では施肥試験をはじめとする各種試験研究が

活発に行われるようになった。 このため非常勤

職 員 を雇用して運営に支障がないよう努めた。

しかし歳入に比較して歳出予算の伸びか少なく，

予算の大半を賃金が占めることとなったが， 昭

和37年 4月，行政管理庁の勧告により非常勤職

演習林の定員も従来の定

員と合わせて20名となり， 組織も 一応整備され

昭和38年度に埼玉演習林管理

昭和41年 3月には草木・大
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谷山演習林管理事務所 (126mりが完成した。 ま

た昭和44年度には，唐沢山演習林寄宿舎の増築

工事 (130mりが行われ，学生50名の宿泊が可能

となった。さらに，女子学生が入学するように

なったので，草木演習林寄宿舎にプレハブ宿舎

1棟を建てて女子学生用とした。

家畜病 院

新制大学になってからの家畜病院には， 目立

った変化はなく，外来の診療と獣医学科の臨床

教育が地道に続けられた。戦後の苦境時代から

徐々に立ち直りつつある生活の中で，そろそろ

動物を飼育するゆとりが出てきたので，本病院

においても大動物（牛・馬）の他に小動物の診

療が次第に多くなった。昭和30年頃までは府中

市周辺にはまだ農村地帯があり，牛 ・馬 ・豚の

往診に農家に 出掛けることもしばしばあった。

また，刑務所の受刑者の残飯処理を目的に飼育

されていた豚の豚コレラ予防注射や治療に，学

生を 引 き連れて出向いたのも この頃であった。

昭和50年頃になると府中市も人口18万余とな

り，完全に住宅地帯に変ぽうして，外来患畜は

はとんど小動物となってしまった。次のページ

の外来患畜別数の表をみると，その推移がよく

わかる。

病院の施設そのものの充実というのは，新制

大学発足時は予算も少なくて， これといった機

（左）改築前の唐沢山演習林寄宿舎

（昭和44年）

（下）草木演習林寄宿舎 （昭和35年頃）

器は増えなかった中で，昭和30年頃に心電図や

超音波治療器等の購入は注目に値した。

家畜病院の大きな変化は，図書館新設に伴い，

場所の関係で家畜病院が先に移動をすることに

なって昭和43年にその新営工事に着工し， 44年

8月より新病院での診療が開始されたことであ

る。
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東京農工大学農学部附属家畜病院外来患畜数・収入の変動

年三度 牛 馬
緬 羊

豚 犬山羊

昭和 11年

゜
27 2 4 158 

ff 15年 15 43 2 10 295 

II 18年 75 408 6 11 151 

II 20年 36 612 1 4 8 

II 25年 462 212 28 126 565 

” 30年 47 116 4 245 1052 

II 35年 8 26 

゜
241 1230 

II 40年

゜
2 

゜
0 1410 

II 45年 1 4 

゜゜
2693 

II 50年

゜
4 

゜゜
3330 

II 54年

゜
2 

゜゜
4036 

硬蛋白質利用研究施設一皮革研究施設一

本学はもともと特別に皮や硬蛋白質に縁があ

ったわけではないが，戦争中陸軍獣医養成のた

め多数の馬が獣医学科学生の解剖実 習に使われ

その馬の乾皮が山になっていた。当時は塩もな

かなか手に入らない時代で，虫がついて困るの

で何 とかならないものかと，獣医学科の主任で

あった故大沢先生 かわ家畜生化学研究室の川村

亮教授に相談があ った。 皮は無惨に食い荒 らさ

れており，大部分 は穴を掘って埋められてしま

った。以下に 川村教授の話の一部を紹介する。

終戦直後は研究といっても実験材料もなく，

余っているのなら皮の研究でもやってみるかと

同研究室 で手をつけたのがそもそもの始まりで

ある。最初に取り組んだのがスモークタンニン

グ（煙鞣）であった。電気こんろの中で農場か

らもら った籾殻を燃やし，その煙をガラスのチ

ェンパーに導いて，その中に皮片をつるす装覆

をこし らえたが，たまたま用事で来た職貝が，

「先生これは良い炭が出来ますね」 という有様

で， まずスタートは失敗。

その後クロム鞣の研究に手をつけて報告らし

いものが出始めたのは昭和24年の頃からである。

当時はガスも 出ず光電比色計すらなく，なかな

猫i
鶏 計 年収額 府中の人口その他

14 

゜
205 276円40銭 町制22,104 

7 2 374 596円50銭 26,110 

15 

゜
666 2,084円00銭 戦中不のた詳め

゜ ゜
661 3,564円50銭 (22年）40,987 

72 
鶏 48 1518 343,790円 45,342 その他 5

55 18 1537 438,370円 市制(29年）58,937 

68 3 1576 753,670円 82,098 

125 5 1542 1,261,000円 126,519 

293 4 2995 2,549,800円 163,173 

606 10 3950 
7,747,300円

183,151 （料金改正）

1575 42 5656 11,894,000円 186,025 

か大変なことであった。 本学 の皮の研究は，少

なくとも初期には，農学や工学方面の研究者よ

りも理学や医学方面の諸先生の世話に なっ た。

その頃， ピキニの原燥実験の降灰分析のため，

アメリカの賠償で購入した放射性クロムを全部

東大からも らい受けて新クロム化合物 を合成し

大変面白い研究結果を得た。 その結果を公表し

たところ，大 きな反響を呼び起こし，これがき

っかけとな ってスウェーデンのProf.Gustavson 

と本学 との交流が始まり，東京農工大とポーラ

ンドの Dr.Lasekの研究室が最も 先進的な仕事

をしていると激賞されるようになった。

クロムの放射能実験 （トレーサー測定）では

昭和38年頃の第 l実験室。クロム鞣液

錯塩の電気泳動実験華やかなりし頃
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養蚕学科（遺伝および蛮糸学研究室）の便宜を

うけた。このことは農工一体（当時養蚕学科は

工学部にあ った）の研究協力体制が成果をあげ

た一例である。

このような努力により 100報を超える業績が

あがり， これが基で昭和44年に皮革研究施設が

設立されるに至った。設立までの過程において

は，当時の大学事務当局並びに井上・近藤両学

長，諸星農学部長らの大きな尽力があり，また

多くの関連会社・団体からの応援も得てようや

＜陽の目を見たのである。

この皮革研究施設は昭和51年に硬蛋白質利用

研究施設と改称し，研究の対象を皮革のみに限

らず，羽・毛・絹・エラスチン等一切の硬蛋白

質分野に向けて行うように拡げられた。

波丘地利用実験実習施設

ー波丘地農業研究所一

本施設は，昭和23年に農学部蔑場の牧場用地

として，南多摩郡由木村（現在，八王子市堀之

内）に12haの土地を購入したことにはじまる。

その後，昭和25年から29年の間に管理舎や畜舎

が建設され，牧場としての整備がなされてきた

が，昭和30年にいたって，単なる牧場経営のた

めだけでなく，農業・林業・畜産業などの総合

的研究試験地，ならびにそのための学生の教育

• 実習の場として発展させようという方向がう

ち出されるにいたった。

そして，多摩試験地の立地的条件から，全国

に広く分布する波丘地帯の農業の改良に関する

基礎的研究を行うという目的で，波丘地農業研

究所の設置が計画され，昭和31年 6月に設けら

れた委貝会で具体的計画が練られ，翌32年度か

ら学内措罹による附属研究施設として認められ

~~ ぶ·藷.:~t,'●● ~ -ゞ .•. ;, 
,;'J. ・. 苓ヽ • 

~- '" .'必牧査;.~·、ふ贔
多摩試験地。中央の建物は研究棟

発足することとなった。また牧場用地として購

入された用地は，本研究所の多摩試験地として

利用され，昭和33年 4月から各種の試験研究が

はじめられた。

近年，都市近郊の波丘地は都市化の影響を受

け， 自然の破壊や公害などを強く受けるように

なってきた。また，都市の緑地としての機能に

ついても大いに注目されるよ うになってきた。

多摩試験地は典型的な都市近郊波丘地であり，

近年その周辺で土地開発が急速にすすめられ，

そのための人為的自然の破壊や公害がおこって

いる。 したがって， このような問題を含めて研

究や実習を行う施設に改革しようという計画が

出され，文部省の認可を受け，昭和48年度より

波丘地利用実験実習施設として発足することと

なった。そして49年春には，多摩試験地に鉄筋

2階建の研究棟が完成し，各種の研究設備も整

備され，充実した研究や実習が行われるように

なってきている。

多摩試験地は府中キャンパスに近く， また各

種の研究設備も充実してきたので，近年は研究

のための来訪者が多く，年間延べ1000名を大き

く超え， その半数は他大学の教官・院生 ・学生

が占めている状況にある。
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1工学部 l

--一~--·--·-ふ
1日製糸工場 （現在は繊維博物館別館）

製糸学科

東京繊維専門学校時代の 5学科を 3学科に圧

縮して，東京牒工大学繊維学部の製糸学科 とし

て発足したのは，昭和24年のことであ った。

当時は学科目制であったが，一応学 内措置と

して次の 5講座で学科を編成 した。すな わち，

製糸原料学 ・製糸学 ・絹糸物理学 ・工業経営学

・機械工学である。

昭和26年，東京繊維専門学校が廃止となった

時点で製糸教婦科が廃止され，新たに繊維学部

附属として男女共学の 1年制の蚕糸別科（製糸

専攻）が誕生した。 昭和29年には，同専攻は繊

維別科 （製糸専修）と 改称され，同時に製糸学

専攻科が設罹された。

昭和34年，機械工学科新設の際，製糸学科の

機械工学講座は機械工学科に移行し，以後講座

増を要求しても認められずにきている。

昭和37年，繊維学部に電気工学科ができた時

点で同学部は工学部と改称され，養蚕学科と繊

維別科 （養蛮専修）はともに本学農学部に移っ

たが，製糸学科は工学部にそのまま残った。

'.;-・

昭和42年度入学生の合宿オリエ ンデーション

（大学セミナーハウスで）

煮繭工場でぷ製糸学実験風景

（昭和26年，大学第 1回生）

昭和38年，カリキ ュラ ム改正の折 に講座を 製

糸学 ・絹糸物理学・ 工業経営学 • 生産工学の 4

講座に した。な お，別科は昭和37年に養蚕専修

が農学部に移管された際，製糸別科と改称され

昭和40年には別科製糸専修と再ぴ改称された。

次い で昭和41年に工学研究科製糸学専攻（大

学院修士課程）が設立され，製糸学科 は製糸学

・絹糸学・ 工業経営管理学 ・絹糸化工学の 4講

座編成で認可され発足した。この時点で，学部
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講座名を大学院講座名に改めた。

また昭和15年小金井移転以来，各研究室が本

館にばらばらに雑居していたのを，昭和42年か

ら43年にかけて 4学科（製糸，繊維高分子，化

学工学，応用物理）合同研究棟が完成 し，製糸

学科はその 4階に集結した。

そして，明治35年に製糸学科が設立されてか

ら昭和46年がちょうど70年目になるので，記念

の祝賀会を計画，同年11月21日に卒業生約300

名が母校に集まり，盛大な催しを行った。なお

同時に，『製糸学科70年のあ ゆみ』 (192頁）の刊行

物を出版して配布した。

- .-c--,;;c、出

機械工場と紡績・編組工場

（昭和54年に取り壊された）

繊維高分子工学科ー紡織科・

繊維学科• 繊維工学科一

昭和24年 5月，繊維学部が誕生したとき，繊

維農業・紡織・繊維化学の 3学科は大同団結し

て繊維学科（繊維農業コース・繊維工学コース

• 繊維化学コース）として発足し，人学定員を

40名とした。

しかしながら，各コースとも，専門学校時代

のようにそれぞれが独立の科として復活したい

要望が強かったので，表面的には 1学科であっ

たが，実情は当時まだ各学科には専門学校の 2

年および 3年生がいたので，それぞれのコース

には従来の科体制がそのまま残っており， まと

まった一つの学科としての動きはなかった。

昭和25年 4月，繊維学科第 1回生が 2年にな

った時点でそれぞれ希望のコースに分かれたが

繊維農業コースの希望者は皆無であった。次の

第2回生の場合も同様であった。そのために昭和

26年 3月，最後の専門学校生が卒業すると同時

に，このコースは廃止された。同コースの大部

分の教官は他に転出し，残った教官は繊維工学

コースに移った。

大学発足直前の東京繊維専門学校紡織科の教

官組織は，繊維物理学・ 紡績学・機織学・染色

学・繊維機械学の 5教授であったが，大学発足

と共に本学科は繊維機械学の助教授の席を製糸

学科に割愛した。そして，大学の第 1回生が卒

業するまでに，繊維工学・繊維化学の両コース

が独立した学科になるように繊維化学科の新設

を申請した。

このとき，繊維化学科強化のために本学科の

染色学講座を割愛してほしい， との要望があっ

た。本学科の繊維工学コースとしては，先に繊

維機械学講座を手放し， ここでまた染色学講座

を手放しては，本学科が弱体化するということ

で反対もあった。また一方では，廃止された繊

維農業コースから教官 2名を受け入れて学科の

強化を図った事実もあり，それに加えて繊維化

256 III 大学の形成 B 学科 ・施設の設立と変遷



学科の要望をいれても講義や卒論指導に実質的

な支障が少ないと 判断 して，染色学講座の助教

授 1 ・助手 1の席を手放したのである。

このようにして，繊維学科は昭和26年 4月か

ら繊維工学科と改称され， 4講座編成（繊維原

料学・紡績学・機織学・編組学），入学定員40名

工業化学科一繊維化学科一

新制大学発足時は，工業化学科はまだ繊維学

科であり，繊維工学・繊維化学の両専攻で構成

していた。

昭和28年 3月には，学部の第 1回卒業生が繊

維化学科卒業として誕生した。 これは，繊維学

科に所属していた化学系講座が，繊維化学科と

して繊維学科より分離独立したからである。当

時の学生は両専攻とも各20名と偶然半々になっ

ていたことも大変好都合なことであった。 なお，

繊維化学科の入学定員は40名であった。

当時はたいした実験設備もなかったが，他大

学に比べ設備のかなり整った大学とみられてい

た。その当時の教官は，実験するにも装置は自

分で組み立てなければならず，その努力は大変

なものであった。このような条件下でも，本学

科の学生は大変活発に実験を行った。

で発足した。そして昭和40年には繊維機械学講

座か認められたが， 同44年 に染色関係を増強す

るということで繊維加工講座に名称変更された。

昭和46年 4月，繊維工学科は繊維高分子工学

科 と改称された。

この当時の繊維化学科は，合成高分子化学の

面で華々しい活躍をしており，その業績は学界

および業界から高く評価されていた。

昭和36年から37年にかけて，校内に散在して

いた木造の実験室から現在のコンク リート造り

の工業化学科実験棟に移ることができた。火災

の心配も少なくなり ，やっと大学らしい環境に

なってきた。

昭和36年，繊維化学科は工業化学科に改組さ

れ，講座数も 6講座 （無機工業化学・有機工業

化学・有機合成化学・高分子化学 ・染色化学・

化学工学） となり，昭和40年 に初めて工業化学

科卒業生を社会に送り出した。

昭和41年，化学工学科の設立にあたり ，本学

科の化学工学講座は同科に移行した。昭和50年，

高専卒生編入入学制の導入にともない，本学科

に工業材料化学講座が増設された。
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機械工学科•生産機械工学科

がヽ 0

戦後の日本経済の高度成長に対する推進力と

して技術革新が叫ばれた時期に，大学か社会の

ニーズに応えるべき対応策として繊維学部から

工学部への転換を余儀なくされた。その第一段

階として製糸学科の機械工学講座を母体として

機械工学科が発足した。機械工学科が昭和34年

4月に 設置されてから 15年後の昭和49年 4月に

は機械工学科を増強し機械系 2学科体制をとる

ために生産機械工学科が誕生した。 この間にエ

業高等専門学校（エ専）からの人材の育成のた

めに，エ専の卒業生が機械工学科の 3年次に特

別編入で きる制度を採用した。

このように繊維学部内に誕生した機械工学科

は 3年後の昭和37年 4月の繊維学部から工学部

への改組により工学部の卒業生として送り出す

こととな った。

工学系の学問の進歩は，戦後著しいものがあ

ったので，社会的にも学内的にも大学院の設立

か要望され，工学系研究科機械工学専攻が昭和

41年 4月に， また，生産機械工学専攻か昭和53

年 4月にそれぞれ発足した。

工学部内の実験装置の製作や主に機械系学生

の実習のために工学部附属機械工場がある。 こ

こでは専門の指導者の下に工作機械の実習教育
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が行われているが，近年，機械系学科の内容の

充実と共に工場も整備されその質も向上してき

電気工学科

戦後の産業構造の変化に対応すべく， 学部の

体質改善が検討され，昭和36年当時の繊維学部

長の英断で電気工学科の新設か計画された。

その頃の繊維学部には本学科の芽が存在しな

かったので，新設の予備段階として，繊維工学

科の中に 1ポストをつくり，それに電気関係の

教官を当てることとし，昭和36年 3月にその教

官が赴任した。

またその頃，電気工学科の新設と機を一 にし

て本繊維学部の工学部への切り替え気運が高ま

り，いろいろな曲折はあ ったか，昭和36年 6月

2日の教授会で養蚕学科を農学部へ移管し，残

りの学科を繊維学部から工学部所属の学科に切

り替えることが決まった。当時の申請書によれ

ば， 「工学系の甚本的な三学科，化学・機械・

電気 を完成し繊維学的特徴をもつ工学部に転換

し時代の要請に応える」と うたってい る。

学科作りに伴う設置の理由書・講座組織 ・教

官名簿 ・カリ キュラム・研究棟の設計等々の文

案作 りは，機械工学科教官の援助を得て進めた。

電気工学科はどこの大学の工学部にも設置さ

れているので，講座編成や設立趣旨の説明には
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昭和37年 4月入学の電気工学科第 1期生たち

苦労はなく，当時文部省は理工系ブームに対応

するため全国立大学で 5カ年間に 1万人の学生

増募計画を立てていた矢先だったのでタイミン

グもよく，概算要求は認可され，昭和37年 4月，

第 1期生を迎えることになった。幸い入学定員

40名に対し 430余名の応募者があり， 1憂秀な学

生を迎えることができた。

昭和37年度には本学科研究棟の半分の建築予

算（残り半分は38年度）と設備充実費 1,500万

円がつき，人事 の準備などで忙殺された。 当時

本学には，新設学科に対してはこれを育てよう

という好意があ ったので，割り当て予算の天弓I

もなく， また何等の干渉もなかった。

その当時，工学部の 5万坪の敷地はほとんど

桑園として使われていた。電気工学科の研究棟

建設計画も 二転三転したが，桑園の一部を使用

するということで，桑の育ち具合いとにらみ合

わせて，当時は飛地であった現在地に決まった。

建築は文部省の直轄工事であった。

昭和38年 4月に 2名の教官を迎えて， 学科作

りも軌道に乗ることになった。 当時の講座編成

は，電気甚礎学 ・ 通信工学・電気機械• 電力工

学の 4講座であった。

化学工学科

本学繊維学部は，昭和30年代後半に，技術革

新の社会的要請に応えるため，養蚕学科 • 製糸

学科 • 繊維工学科及び繊維化学科 の 4学科編

成から新たに機械工学科が増設された。そして

現在の学部体制では将来の発展が期待できない

という強い意見が数名の教官から出され，昭和

37年に繊維学部から工学部へと体質改善がなさ

れ， そして養蚕学科が農学部に移管されていっ

が~ o 

体質改善の一環として同35年 4月から繊維化

学科は工業化学科と改称され， 6学科目 （講座）

学生定員60名とな ったが，新しく増設された学

科目の一つに化学工学 （講座）があ った。 そこ

に37年に 2教官が赴任してきた。 その頃工業化

学科の教官会議では化学工学教育を充実し，

かつ工学部の発展を期するためには，化学工学

科の設立をできるだけ早い機会に実現す ること

が急務であるとして，取りあえず同学科内に化

学工学専修コース ・工業化学専修コースの 2コ

ースを設けた。そのために， もう 一つ増設され

た無機化学（講座）にも，化学工学系の教官を

迎えて、昭和39年 4月から， コース制教育を実

施した。上記 3名の教官がこの態勢で化学工学
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コースの教育・研究にあたった。 この時点で化 展のためには， 当時既存の学科の充実だけでな

学工学科設立へ向けてスタートしたわけである。 <'工学系学問の根底として最も重要な数学的

一方，化学工学科の設立を具体的に工学部内 ・物理学的な素養と，その工学的応用能力の育

外に働きかけ，昭和40年に創立一歩手前までき 成を主眼とした教育を行う応用理学系の学科と

たのであったが，農学部林産学科が同年に設立 して応用数理学科の設置の必要性を訴えた。

されたために本学科は一年遅れ，昭和41年にや この考えは工学部および全学の支持を得て，

っと陽の目を見ることになった。この間，井内 まず応用物理学科から設立するという方針がき

文部省大学課長からは格別 の配慮を受けた。 まり，昭和40年から応用物理学科設置推進委員

専修コース時代の本拠は蚕室 を改造したとこ

ろで冬は寒く ，夏は大きな藪蚊の多いところで

あったが，昭和42年 に現在の 4科棟の 3階に移

転した。 この間の専修コースから本学科への移

行過程において，教育や運営に工業化学科の諸

教官から絶大な支援をうけたことを特記したい。

応用物理学科

応用物理学科は東京農工大学 の第15番目 の学

科として，工学部では第 7番目の学科として，

昭和42年 4月に設濯された。

応用物理学科 の設置運動が具体的に始まった

のは，物理および数学系 4教官の連名で繊維学

部教授会に応用数理学科設置の要望書を提出し

た昭和36年11月で繊維学部が工学部に改組され

る直前である。 この要望書 で，科学技術の発展

のきわめて急激な技術革新の時代における技術

者 ・研究者養成のため， また工学部の健全な発
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会を設けて， カリキュラムその他諸種の準備を

しながら設置運動を続けた。昭和41年になり，

昭和42年度概算要求に同学科新設の提出が決定

してか らは，同学科設置促進委員会を設けて学

内外において設置促進運動を行った。

昭和42年度概算要求に応用物理学科新設が

本学 として初めて提出され，順調に政府原案に

組み込まれた。 この年は政府の予算原案の正式

決定が例年より大幅に遅れ，入学願書提出の時

期にはまだ確定していなかったため，応用物理

学科志望の学生は第 2志望として工学部既設の

繊維• 工業化学 ・ 機械• 電気 ・化学工学のいず

れかの学科に志願しておき，志願者は， (1)入学

試験の行われる 3月23日までに設置が確定した

場合には，入試当日応用物理学科かまたは入学

願書に記入したもう一つの志望学科のどちらか

を選んで受験する， (2)政府予算案に設置が認め

られなかった場合には，入学願書に記入した志
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望学科（応用物理学科以外の学科） を受験する ，

という 2本立で入試の準備を行ったが，

和42年度の設立が決定したので，

幸い昭

方法(1)が行わ

れ，

12倍）に達し，

応用物理学科を受験した学生は 472名 （約

優秀な第 1回生を迎 える ことが

できた。

電
子
工
学
科
の
第
1

回
卒
業
生
た
ち

電子工学科

最近の電子計算機の発達に関連して，

礎的な部門を受け持つ電子工業技術者が，

界，各種業界から強く要請されるようにな って

きた。 しかし，

その基

工業

当時の電気工学科4講座の組織

・教官陣容をも ってしては到底このような実情

に十分な対応ができないとし，

電子工学科 の設置運動が開始された。

このような努力が結実して，

工学部に電子工学科か設立され，

が入学した。電子工学科の最初の専任教官は昭

和48年 5月に着任した。

当時，同学科の研究棟は竣工したばかりでま

だ半乾きの状態にあったので，

昭和44年頃から

昭和47年 4月，

その第 1回生

止むをえず電気

工学科研究棟の一室を間借りして教育 ・研究に

従事した。

しかし， 設立当時は初度調弁費をはじめ学年

進行に伴う予算の執行が急務とされており，建

物関係及び電子工学科共通の設備，各研究室内

工 学

., ,. 
~ ~'-' 

卒業研究のひとこま

器具類の手当てなどの事務が輻奏していた。

のため， とくに電気工学科より移籍した事務官

の協力を得て事務処理を行った。

建物の方は 1カ月後に乾きエレペーターが動

くのを待って 7月頃移転した。次いで教育 ・研

究の協力者として電気工学科より 1名の教官が

後期より開始される学生実験のテキス稽任し，

ト作成に当たった。

電子工学科の当初のカリキュラムは電気工学

科の原案によるものであり ，

部

専門学科目の講義
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もまた電気工学科に依頼してあったが，昭和48

年度後期より 回路理論(I), 半導体工学(II)が

開講されたのをきっかけに， 新任教官の着任 に

従 って漸次電気工学科 の教官と 交代していった。

やがて学年進行に伴って教職貝が順次着任し，

昭和51年 4月，電子制御講座の助手が着任する

に至って陣容は全 く整った。なお， これと機を

同じ くして大学院工学研究科電子工学専攻課程

が設置され，電子工学科は名実と もに完成する

に至 ったの である。

数理情報工学科

数理情報工学科は応用物理学科教官の全面的

協力を得て，昭和51年 4月に 4講座，入学定員

40名と して発足した。命名の由来は，狭い意味

の計算機だけにとどまらず，数理的背景を重視

したいという設立準備委員長の基本的な考え方

に依拠する。昭和52年 4月に第一講座の教官 3

名が着任したので，設立準備委員会の協力を得

て学科の基礎づくりを行った。

設立準備委員会と応用物理学科との教官会議

に前記 3教官か加 わり ，数理情報工学科の学問

的分野 ・実験体制 ・一体運営法 ・理論と実験 ・

ソフトとハード等についての議論が数回にわた

り持たれた。第二， 第三講座の教官選考には設

立準備委員会のメンパーの他 に関連教官 2名が

加わり，人選問題のほか，就職の見通し，学科

内のチームワークのとり方等についても討議し

た。

その結果，全貝一致で昭和53年 4月から 3教

官を迎えることが決定され，学科としての基

礎が固 まった。 引 き続いて第四講座に ついても

選考か行われ， 2名の適任者を得て， それぞれ

54年 4月 と10月に着任した。昭和55年 4月に大

学院修士課程も誕生し， ここに一応の完成をみ

るに至った。 結果的には広義のソフト系 2講座，

ハード系 2講座から成るか，研究室制をとらず

講座制とし，講座間で共同プロジェクトを発

足させ るなど学科内の協調か着実に行われて い

る。また，学問分野が若いため， 助手層は全貝

修士卒の気鋭の研究者で構成されている。

電子計算機の機種選定は，端末から計算機を

自由に使える環境を学生に与えるべきだとの考

えから進められた。 そのために，機種選定委員

会と 作業グループが作 られた。

関連学科の諸教官にも加わ っていただき，手

弁当で信州大 • 横国大・京産大・束工大・筑波

大や計算機会社等に出かけ調査検討を行った。

その結果，特にTSSの性能に秀れた数社に絞り，

ACOS-600を導入することに決定した。 昭和53

年には本学料単独の研究棟が完成し，そ :..::に忍

算機を据えつけた。

昭和53年 4月には第一回生が 3年生にな った

ので，本学科の独自の実験を計画し，そ の設備

の開発は突貰工事並 みのスピードで行われた。

これにより実質的にも学科としての運営が可能

となった。 さらに全教官によるカリキュラムの

検討が 2年間にわたり行われ，他大学の情報関

連学科に比して遜色のない学科が形成された。

資源応用化学科

化学工業は石 油 ・石炭等の有用な地球資源を

消費しつつ， 国民生活に必要な多くの物質を製

造・供給し，諸産業の発展，国民生活の向上に

大きな役割を果たして来たか， 1970年代に始ま

ったエネルギー危機は1980年代に向か って ます

ます重大な局面を迎え つつあ り，資源・エネル

ギー問題はこれからの人類の繁栄に回避するこ

との出来ない最重要課題といっても過言ではな

し、

゜
このような展望に立つと き，産業の発展，経

済の成長とともに生じた環境・公害問題におい

てもそうであったように，資源・ エネルギー問題

に対しても， これからの化学技術者・研究者の

果たさねばならない役割と責任は極めて大きく，

新資源の開発 ・資源の有効利用 ・資源の改質・

転換 ・再生・省資源 ・省エネルギープロセス等，

化学技術者によって解決していかねばならない
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問題が山積している。

資源応用化学科は このような目的に沿った教

育 ・研究を目指し，昭和54年 4月に本学工学部

に11番目 の学科として新設された。工業化学科

より移設された資源合成化学講座（ 旧有機合成

化学講座）のほかに，資源化学プロセス，応用

触媒化学，エ ネルギー化学工学の 3講座新設さ

れる予定である。

本来，資源やエネルギー問題は，既設の工業

化学科や化学工学科の教育 ・研究においても不

可欠のものと考えられるが， とかく従来の学科

では資源の有効利用の面にその重点が片寄りか

ちであった。この点，本学に資源応用化学科が

新設されたことは，本学における化学系教育 ・

研究の足りな い部分を補うこと にもな り，化学

系の教育・研究全体が非常に充実するものと期

待される。

本学において， これからの化学系の学科では

資源に関するものが必要であると考えられたのは，

第一次オイルショソク（昭和48-49年）よりも

以前のことで，資源合成学科かま ず考えられ，

これがその後資源環境化学科， エネルギー資源

化学科という名称を経て，現在の査源応用化学

科という適切な名前に落ち着いた。

一

共通講座

本講座は工学部に設置されており ，学科から

独立した講座で，昭和46年 4月に設立開講され

た。本講座 の設立の目 的は， 工学部の物理系の

基礎教育の充実にあった。

設立当初は本館（現繊維博物館）の束端の 4

室を間借りしての教育 ・研究で， 甚だ不便であ

ったが，昭和48年に現 5号館に電子工学科と 一

緒に入居し，その 1階と 2階の西端に研究室を

構えた。

学科を縦の糸とした時，共通講座は横の糸に

相 当す る。 しかし，本講座は力学 ・電磁気学 ・

統計力学 ・量子力学という ，物理学における基

礎科目の大部分を非常勤講師に依存しているこ

とは残念なことである。 物理系だけでなく数学

系および化学系の共通講座の新設が望まれるが，

最近基礎工学という共通講座が不満足な形で発

足したところである。

なお，今は亡き応用物理学科の斎藤大志教授

は共通講座の増設に熱意 を示し，本講座 の設立

に尽力された。

繊維博物館

本博物館 は，工学部の前身である農商務省農

務局蚕病試験場の参考品陳列室と して，明治19

年に発足した。その後，蚕業講習所時代に標本

室 と名称が変わり， この名称は東京高等蚕糸学

校から東京繊維専門学校時代にも用いられた。

昭和24年，東京農工大学繊維学部附属繊維博

物館となり，同27年，国から博物館相当施設（国

立の博物館等の正式総称 ）の指定を受けた。そ

して同37年，工学部附属繊維博物館となり，同

52年，文部省令により工学部の教育研究施設と

して正式に官制化 された。
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昭和54年から55年にかけて，従来研究棟 ・事

務棟であったこの建物 (I日本館）の 内外装改修

が大規模に行われ，博物館としての機能を十分

に発揮できる建物として生まれ変わり ，名実共

にわが国唯一の繊維に関する総合的博物館とし

て大きく発展する基盤が築かれた。

陳列室 ・標本室時代には，主として，蚕糸業に

関する各種標本類を収集 ・陳列して，学生 • 生

徒の実際教育に役立たせると同時に一般にも公

開しており ， この時代からすでに附属教育施設

であるとともに社会教育機関としての機能も果

たしていた。さ らに，学外の各種展覧会等にも

収集資料を出品しており，試験場 ・講習所時代

は規模こそ小 さかったが生きた博物館として活

動し，一つのピークを画 していた。

大正 5年10月，東京高等蛮糸学校創立30周年

を迎 え， 多彩な催しのあ った中で，記念展覧会

か当時の皇后（後の貞明皇太后）陛下をお迎え

して盛大に開催された。この展覧会は 5,477点

の資料を集めて 開かれた蚕病試験場以来の大企

画であり ， この時の収集品が繊維博物館の基礎

資料とな って いる（この展示品の目録は，創立

30周年記念祝賀協賛会から出版されている）。

これが第二のピークといえよう。大正12年の

関東大震災で図書館は大破したが，標本室 は催

かの被害を受けただけであ った。

昭和15年，西ケ原から 小金井への移転に際し

新標本室が完成したが，資料も稽々と整備して

くるにつれて面積が不足になり，昭和45年，当

時本館と称していた現在の建物に移転するに至

った。

繊維工場

現在の繊維工場の前身である製糸実習工場は，

明治36年，滝野川にあ った蚕業試験場および蚕

業講習所時代には約 940面であったが，そ の後

次第に拡張され，校名が東京高等蚕糸学校と改

称された大正 3年には約 1,480m'となっ た。

その後昭和15年，小金井への校舎新築移設に

伴い紡織工場が設立され，繊維工場の建物は10

余棟を数え，その保有面積も約 4,000面に達し

た。 しかし，学科建物の改築 ・統合に伴い整備

資格面積の不足をきたし，本工場はやむなく順

次取りこわされて，昭和37年には1,797m'となっ

た。 その後工学部全体の将来計画に伴う建物整

備の都合上さらに縮小を余儀なくされ，その面

租は 700m'とな った。なお現在は僅かに 旧第一

製糸工場を残すのみである。

大学発足当時は第一 • 第二製糸工場，汽耀室，

貯繭乾繭室，煮繭室，織物試験室，紡績 ・メリ

ャス ・織物工場があった。 とくに製糸関係工場

は西ケ原時代の建物を移設したもので，当時と

しては理想的な蒸気の排気設備を施した高窓型

式で，明治村に残しても遜色のない，産業考古

学的にも重要な建物である。

学部の象徴的存在であった煙突は製糸実習が

重油ボイラーで行われるようにな るまでは大い

に活躍した。横置多罐式のボイラーはその日のお

天気具合いに左右され，蒸気庄の上がらぬ時など，

この馬鹿大きい煙突を眺めては，実習担当者が

うらめしく 思 うことも度々であった。さらに，

近代的設備を誇った鉄筋コンクリー ト製貯繭庫

がポールハンマーで打ち砕かれ， またノコギリ

型屋根の繊維工学関係の工場が取りこわされる

光景には，関係者一同まことに心痛む思いであ

った。
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昭和40年頃の一般教育部の建物

昭和24年 5月， 束京農工大学の創立とともに，

一般教育は専門に先駆けて新たな第一歩を踏み

出した。新制大学の教育課程は，

門教育で構成されている。一般教育では人文・

社会・自然の一般教育科目，

一般教育と専

外国語および保健

体育科目を履修することにな っている。

学校から新制大学への移行に際し，

担当教官の構成など苦労も多か ったが，

ら担当教官を出し合い， 足りないポストを外部

から招いた教官で埋めるなどして，

足にこぎつけたのである。

発足当初の一般教育は，

れ， 組織としては，

だけであった。

であ った。

旧専門

一般教育の

両校か

ようやく発

両学部で授業が行わ

担当教官の連絡会議がある

一般教育の一本化への動きは早

くからあ ったが， 具体化したのは昭和28年 2月

担当教官のすべてと一年次の全学生

このために， 講義棟・ 実験室 ・教官研究室など

の施設の整備が進められ， 体育施設も漸次整え

られた。事務組織も強化され， 一応の基盤整備

が終わ ったのは昭和30年 4月であ った。

身分は両学部のいずれかに所属するが，

教官の

一般教

育科目を担当する教官だけで教授会を構成し，

階段教室での授業風景

を府中地区に集めて教育することが決められた。

一般教育部 265 



ス
キ
—

実
習

（
昭
和
3
1年
‘
長
野
県
赤
倉
ス
キ
ー
場
で
）

玄

ィり】

独立した事務組織を持って運営する本学独自の

一般教育責任体制が整えられたのである。

昭和30-40年代は，大学にと っていろいろな

意味において激動の時代であった。

に伴う社会的需要の増大などから，

生数は急速に増加し，

など，

社会変動

両学部に新

しい学科が続々と設置されるようにな った。 学

教官 ・事務組織・諸施設

人的・物的諸条件も徐々に整備 され，

目を一新するようにな った。 しかしながら，

面

学

生数の増加に比し て教官数が増えなか ったこと，

予算の少ないこと， あるいは， 一般教育カリキ

ュラムのあり方などをめぐ って，

直面するようにな った。

一般教育30年の歩みは，

厳しい歩みであった。

新たな問題に

無から有を生み 出す

戦前 に購入された農地，

専 門学校時代にあ った階段教室，獣医科の建物

があ った跡地などをあわせた現在の一般教育部

の敷地は，

けれども，

木，

昔の面影を全 くとどめてはいない。

30年の歩みを 眺めてきたコブシの巨

ホウノキ， ユリノキ，

今なお亭 々と 森え立ち，

カツラなどの大木は，

訪れる人をなぐさめて

しヽる。
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昭和30年以降のわが国の高度経済成長は，重

化学工業を 中心とする経済発展の特異な過程で

あって， そのもとで日本農業は大きく変貌と衰

退を余儀なくされた。一方では技術的な進歩が

大幅に進みながら，他方では生産諸力の不均衡

化が顕著となって，農業全体の調和のとれた発

展が困難となり，それはとくに40年代以降著し

くなってきた。

国民食糧として重要な農畜産物の生産に関す

る基礎理論とその応用技術および農業経営・経

済・農政に関する諸理論の教育と研究を目的と

する農学科は， このようなわか匡］農業の困難を

克服しその再構築の道筋を究明していくために

不可欠な，農業生産・経営・組織の構造と編成

のあり方を教育 ・研究していく新講座の設置を，

かねてから要請してきた。

幸いにして昭和46年，農学科では初めて，農

業生産組織学講座の新設てそれが実現し，現在，

作物学 ・園芸学 ・農業経済学 ・畜産学 ・土壌学

• 肥料学・農業生産組織学の 7溝座編成で教育

研究にあた っている。

昭和30年代の後半以降逐年完成していった新

しい実験研究棟のうち， 2号館 （作物学・土壌

学・ 漿業経済学・農業生産組織学）と6号館（園
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組織培養によるプラシカ属野菜の形態形成

A : カルス B : カルスから生じた羽毛状組織

C : シュート発生

幻の黄色いツパキ

園芸関係者が長年さかし求めていた幻

のツパキ発見。 1980年 1月，中国雲南

省でツバキ訪中団撮影

芸学 ・畜産学 ・肥料学）に各講座の研究室や実

験 • 演習室が置かれている。入学定員は学部40

名 ・大学院14名，教官数は教授 7名・助教授 5

名 ・助手 7名の19名である。

卒業生の進路は大学院進学，教員，公務員関

係 （農林水産省及び地方庁，同試験研究機関な

ど），改良普及機関，農業団体，各種農業関連会

社などが主 で，農業 を自営しつつ地域で指導的

役割を果たしている者もある。

教官は各自の領域で活発な研究活動に精励し

ているが， その過程で，海外への研究出張 • 海

外と の学術研究交流が徐々に多くなり， この面

組織培養に精を出す大学院生

（ク リーン ・ペンチ内での植付け）

からも研究成果が展望されている。 また昭和38

年から農業改良普及員受託研修制度がはじめら

れた。普及員が 1年間，農学科生とともに学ん

で任地に帰るこの制度が，教官 ・学生の実態認

識や大学の教育 ・研究成果の農業生産活動への

還元 • 実践化の上で果たすものは小 さくないと

思われる。

高度の研究成果をもって学問のレ ペルを上げ

ていくことが，同時に農業の発展と農村社会の

繁栄に結びついていくこと ，こ れが農学科のス

タッフの ひとしく顧望し，追求するとこ ろであ

る。
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林学科，農芸化学科，林産学科の実験研究棟 (I号館）

昭和30年代における開発の著しい展開ならび

に所得伸長など経済条件の反映として， 自然保

護あるいは，森林風致• 森林レクリエーション

への関心が社会的に高まってきた。

このような情勢に対応して，本学の林学教育

研究においてもこれらを新たな課題としてとり

くむこととなった。

まず，昭和43年に自然保護学講座の新設が実

現した。 しかし，環境保全の問題が社会的にそ

の重要性を増してきたので，昭和48年に新たに

環境保護学科が設置された。その際， この自然

保護学講座は環境保護学科へ撮り替えられる こ

ととなった。

林学科

ついで，森林レクリエーションの研究推進の

ため，研究施設の新設を目標として努力したの

であるが，経済転換期という社会経済条件の変

化のもとで，不幸にして研究施設の新設は認めら

れなかった。しかし．昭和51年以降，森林レクリ

エーションの研究のため，文部省から特別な予

算の配当をうけてきている。そして，この予算

配当とは別に昭和54年には森林風致学講座の新

設が実現した。これまで，林学科は林業コース

（造林学 ・林業経営学），森林工学コース （森林

工学・森林防災学）の 2コース制 4講座編成で

あったが，森林風致学の設置にともない 5講座

編成となった。またこの講座は， 2つのコース
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4年次学生の電子計算機プログラム演習

の共通の講座としての役割を担うこととなった。

以上のように， 本学の林学教育研究は，大学

発足以降， 国内の「森林 ・林業」の展開ととも

に，新たな課題のもとで常に新たな発展を目指

して努力してきている。

なお， 外材依存度の増大とともに，木材輸出

国の森林資源の維持造成が重要な課題となって

きた。昭和40年代の後半以降，発展途上国との

林業技術の交流 • 技術援助の問題が社会的要請

として顕在化してきた。このような情勢のもと

で，本学の林学教育研究として，従来の国内の

森林 • 林業の課題とともに，林業技術教育の国

際的交流 ・援助についても関心 を払ってきてい

'?~• 
.t-1'、

1年次学生の林学特別実習（草木演習林）

る。 これに関連して留学生（研究生 ・大学院生）

の受け入れ，教官の海外出張などが行われてき

ている。

入学定員は学部30名・大学院 8名，教官数は

教授 4名 ・助教授 3名 ・講師 1名 ・助手 4名の

12名である。

卒業生の進路は，公務員関係が依然として主

流をしめている。昭和40年代以降の特徴として

は，外材輸入の増大とともに，民間では木材輸

入業務にたずさわる職種に就職する者が増加し，

また緑化事業の推進とともに，緑化事業関係の

企業に就職する途もひらかれてきた。
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獣医学科

昭和46年 2月，獣医学科の実験研究棟か完成

し，分散していた各研究室が 4階建の殿堂に集

まり，新しい教室・研究室で充実した教育 ・研

究の活動が開始された。 1階には第一講義室・

標本室 ・病理学研究室などが配置され、暗室・

病理実腎室もあり，その南側には解剖学実醤室

が突きでている。 2階には解剖学 ・内科学 ・外

科学等の研究室， 3階には第二講義室と f術生学

• 微生物学の両研究室， 4階には生理学と薬理

学の研究室があって， 3 ・4階の東側は大きな

実験 • 実習室となっている。

獣医学科新館落成式 （昭和46年 6月12日）

左から鳥羽，．久米、宮本の各教授，田中

初代学長，近藤学長，諸星農学部長

昭和52年 5月に獣医師法の一部改正かあり ，

獣医学科 4年を卒業し， さらに大学院の修士課

程 2年を修了しないと獣医師国家試験が受けら

れなくな った。昭和53年 4月の入学生から この

制度が実施されている。 この 6年制教育を受け

る学生はすでに 3年次に在学している。 しかし，

目前の対策である教官，学科，施設の拡充 は遅

々として進んでいない。

幸い54年度に， 9年ぶりに家畜微生物学講座

が増設されて 8講座となリ 、教官定員21名で教

育・研究に当たっている。現在各研究室のメ イ
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獣医学科実験研究棟 (4号館）

ンテーマは次の通りである。

解剖 ：血管系の比較解剖，脳と脊髄の細胞・

線維構築学。生理 ：卵巣機能の調節支配機構

などの生殖生理学。薬理 ：消化器機能の生理

・ 病態生理 ・薬理など。病理 ：感染病 ・腫瘍

の形態病理学など。微生物 ：病原 ・f:'N生微生

物学 • 免疫・伝染病。衛生：家畜の飼養・畜

産食品の生産に関する衛生学。内科 ：寄生虫

病 • 犬糸状虫の生物学 ・病態 ・臨床病理 ・化

学療法•免疫など。外科 ： 麻酔 • 針治療の基

礎的研究など。

生理学実験風景(1)と

大動物手術実習（下）

入学定員は学部35名・大学院14名で，学部の

共通一次試験実施の前年度の入学志願者は競争

率29倍に達した。 全国からi憂秀な学生か集い，

昭和54年度の獣医師国家試験合格率は 100%, 

総合点数の平均は全国最高であ った。

昭和28年以来 822名が学科を卒業し，その主

な就職分野は国家公務員14%,地方公務員22%,

団体15%,会社22%,個人診療 8%などであり，

進学中の者も 6%程度いる。総じて獣医畜産界

で大いに活躍している。
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農芸化学研究室

農芸化学科

農芸化学科は次の 6講座から成る。

生物有機化学 ：サイトカイニンなど核酸系生

理活性物質の生物有機化学，セスキテルペン類

の有機合成化学。生物化学 ：澱粉及び関連多糖

ならびに酵素に関する生化学。微生物化学：蛋

白分解酵素の構造と機能，微生物化学反応の解

析と利用。醗酵学：エリソルビン酸醗酵， コレ

ステロール生合成阻害物質，生体膜。 食品化学

：筋肉箪白質の代謝回転，食品の物性。畜産物

化学：コラーゲンの化学，生体高分子の水分。

入学定員は学部40名・大学院12名であり，教

官数は教授 5名・助教授 2名・講師 1名・助手

恒温培養室

凍結乾燥機 超遠心分離機

6名の14名である。

昭和55年 3月末現在，農芸化学科の卒業生は

879名で，その分布状況は次の通りである。官公

庁 • 公社等 (169), 食品工業 (259),化学工棠

(150), 医薬品・農薬工業 (84),サー ビス業

（特許，商事，出版）(27), 教職 (115), その

他 （自営，進学等）。

これら卒業生の活動状況は各方面において著

しく，社会の評価も極めて高い。

次に農芸化学科卒業生の学術分野におけるこ

れまでの受賞状況を示すと次の通りである （カ

ッコ内は受賞の昭和年次）。
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(1)ガスクロマトグラフ質量分析実験 （中）自動ア

ミノ酸分析実験 mガスクロマトグラフ実験

日本農学賞 (48), 日本生化学会奨励賞 (47,

54), 日本農芸化学会技術賞 (44, 49), 日本

農芸化学会奨励賞 (41, 49), 日本応用動物

毘虫学会賞 (40, 47), 日本食品工業学会奨

励賞 (55), 日本澱粉学会奨励賞 (50),油脂

技術優秀論文賞 (45), 日本醸造協会賞 (48,

51, 54), 日本醸友会賞 (47),醗酵協会賞

(45), 皮革学術賞 (41, 49, 55), 内閣総理大

臣発明賞 (41),特許庁長官奨励賞 (40)。

また農芸化学科研究室の設備はここ 10年で面

目を一新したが，その主なものをあげれば次の

通りである。

低温実験室にて

低温実験室(3),恒温垣湿動物飼育室，無菌

室(2), ガスマス， NMR, ガスクロ ，ア ミノ

酸分析計(2), 分離用超遠心分析機(2), 冷

却遠心分離機(5), 凍結乾燥装置(2), ジャ

ーファメンター，超音波破砕機，バイブロー

ゲンセルミル，フ レンチプレス(2), ダプル

ピーム分光光度計(2), 各種分光光度計，蛋

光顕微鏡，偏光顕微鏡，高圧炉紙電気泳動，

焦点電気泳動，調整用ディスク 電気泳動(2),

示差熱分析装置， デンシトメーター， ゲル融

点 ・強度自動測定装置， 自動滴定装置，試験

管用濃縮機，特殊恒温水槽等。
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学生の水利実験

農業工学 科

農用原動機学研究室

農業工学科は，昭和36年春農業生産工学科と 講座名の変更を行った。昭和52年 4月には土地

して農学科から分離独立してからやがて20年を 利用学講座を増設し， 53年 4月に科名を農業工

迎えようとしている。 その間当学科は着実に育 学科と改称した。現在は農用作業機学・農用原

ち，いまや学外においても高い評価 が与えられ 動機学 ・農業水利学・土地利用学 ・農業施設工

るに至った。 学の 5講座編成で教育・研究にあたっている。

当学科は農業機械学第 1・農業機械学第 2 ・ 卒業生は総数491名に達し，名実共にわが国

農業士木学・農業施設学の 4講座で発足し，大 有数の学科となり今日を迎えている。

学院修士課程の設濯が認められた昭和40年を契 入学定員は学部30名 （農業土木学専修20名 ・

機として，既存講座の内容を強化するとともに 農業機械学専修10名）・大学院 8名であり，時
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土地利用学研究室

代を反映してか在学生のうち女子 3名， また外

国人学生 5名と，次第に多彩化しつつある。 な

お教官定員は14名である。

卒業生の就職・活動も他大学に比ぺ柩めて優

れており ，民間一流会社はいうに及ばず，中堅

会社においても頭角をあらわし， また公務員な

らびにこれに準ずる機関職員としても多数就職

している。

このような盛況は歴代教職員と卒業生のたゆ

まぬ努力の結晶であって，すでに伝統化されて

いるものと思われる。今日を築いた直接の教官

としては，山崎不二夫 ・ 故宮坂増穂 • 高木俊介

・ 行方文吾•中田昌卯の諸先生が挙げられる 。

学科独立から今日までの約20年を創設期とす

るならば，今後は隆盛期に入るわけであり，そ

の発展が大いに期待される。
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研究桑圏

盃糸生物学科

昭和49年に養蚕学科から蚕糸生物学科に改称

された本学科は，同時に講座名も家蚕生理学 ・

家盃遺伝学及び発生学 ・蚕桑生化学・桑樹生理

生態学および蚕糸業経営学と一新した。現在の

入学定員は学部20名・大学院10名 • 別科 （養蚕

専修）20名であるが，近年蚕を全く知らない新

入生や女子学生が増え，別科学生数は極端に少

ない。 また約10年程続いた推薦入学制度は，昭

和54年から実施されている共通一次入試制度と

同時に中断されている。

府中の農学部キャンパスには， 2号館(3階）

研究蚕室

に家蚕生理学・家蚕遺伝学及び発生学 ・桑樹生

理生態学などの研究室があり， 6号館 (H皆）

に蚕桑生化学と蚕糸業経営学の研究室がある。

研究蚕室と桑園とは約 500mほど離れてはいる

が，研究などに大きな支障はない。教官数は現

在12名で，その内訳は教授 5. 助教授 3および

助手 4である。学長を始め農場長や学生部長な

ど，学内の要職に就いている教官も多く，小金

井時代に劣らぬものがある。

研究面では新制大学の建て前，設備および定

員などの関係から，実用的な成果をあげる ことは
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育蚕実習（津久井農場）

恒例の卒業・親睦旅行 （昭和54年，熱海）

困難である。しかし，基礎研究の積み重ねこそ

新技術や超技術の母体となることを信じつつ，

教官は鋭意研究に専念している。

教育面では，津久井農場での泊り込みの育蚕

実習 (2年次約20日間， 4年次約 4日間）は一

時よりも強化され，農場での繭生産も 1tを超

すに至っている。また卒論研究の 1ヵ年は学生

にとって辛いことである反面，大学生活での最

も充実した期間である。すなわち各講座 3- 5 

名の 4年次学生が、連日連夜の実験などをしな

がら，各教官と密接に研究や人生について語り

家蚕生理学実験室

あうことは，今までに味わったことのない悦ぴ

となるらしい。これがまた少人数の本学科の教

育の特徴とも言えるものだろう 。

今や経済は高度成長時代から，低成長，安定

成長の時代へ移り，内外の情勢は流動的に変化

している。国内における繭生産の減少傾向は否

めないが，絹のi替在需要は依然として強い。卒

業生の蚕糸業界への就職が数名という現状は，

あながち大学教育だけに原因があるとは思われ

ないが，古き良き時代の夢はともかく，今後の再

発展に期待する態度は，老いも若ぎも同様である。
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学生実験風景(I) ウサギの全採血

(1)病害虫隔離パイオトロン（昭和53年竣工）

佐農学科，蚕糸生物学科，植物防疫学科実

験研究棟 (2号館）

植物防疫学科

植物防疫学科は，安全な食糧を安定して確保

するために，病害虫及び雑草の防除による植物

生産性の向上に関する科学についての教育 ・研

究を行っており，現在，植物病理学 （病原体・感

染植物 の形態， 生理，生態，病害の防除な ど）．

害虫学（害虫の生理，生態，防除など）・防除生

態学 （昆虫病理学，天敵微生物学，害 虫の生物

的防除など ） 及び農薬化学（農薬の分析 • 代謝

• 開発合成，病害 虫の化学的防除など）の 4講

座から成っ ている。

入学定員は学部30名 ・大学院 8名であり，教
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学生実験風景(2)

佐藤・諏訪内• 田崎 3教授退官記念 （昭和53年 3月16日）

官数は教授 4名 ・助教授 4名 ・助手 4名の12名 府県庁，試験研究機関など） 53名，公共団体（専

である 。 売公社，理化学研究所，残留農薬研究所， 日本

昭和38年度の学科創設以来，昭和55年春まで 植物防疫協会，全農，経済連など） 36名，教員

に学部卒業生371名，大学院修了生67名，計438 (大学，短大，高校，中学校など）40名，進学

名に達している。これら卒業 ・修了者の就職・ 99名，その他 （自営，他大学入学，研究生など）

進学概況は，化学工業関係企業（農薬の研究 ・ 50名となっている。

開発・営業部門，製薬，醗酵，その他）103名， このように，本学科出身者は広く各界に おい

その他企業 （各種商事会社な ど）22名，国家公 て中堅として活躍しており，また，学術研究分

務員（農林水産省の本省，農業技術研究所，植 野においても 10数名の博士号取得者を紐出して

物防疫所，農業・果樹• 野菜• 林業・草地試験 ぃる。

場など，特許庁など） 22名，地方公務員 （都道
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林産学科

林産学科は現在 5講座から成ってい る。木材

材料学講座は木材の組織構造およぴ物性につい

て，木材加工学講座は木材の機械加工や木工機

械について，材質改良学講座は木材の材質を改

変し向上させる分野で，木材化学工学講座では

木材成分（リグニン等）の化学的およぴ微生物学

的改変について，林産化学講座ではセルロース ・

紙 ・パルプおよび製紙工程に関し，それぞれを主

要なテーマとして研究・教育に携わっている。

研究活動はきわめて活発におこなわれており，

木質複合材料実験実習施設の外観山とその内部m

I 

日本木材学会をはじめ関連学協会において中心

的な活動をしている教官も多い。昨今の日本木

材学会大会における発表件数も，教官数あたり

にして計算すると最も多い大学の一つにかぞえ

られる。

昭和38年から43年までは林学科林産学専修と

して年平均12-13名の卒業生を， また昭和44年

から現在まで，林産学科として毎年35名程度の

卒業生を世に送ってきた。また昭和42年農学研

究科林産学専攻ができて以来，すでに60名近 く
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林産第 l測定室

の修士号取得者を世に送り出した。 これらの数

はいわゆる学園紛争の時期においてもいささか

も減少しておらず，卒業生 • 修了者の総数は全

国の林産学科の中でも最高のものと考えられる。

入学定員は学部40名 ・大学院10名，教官定員

は15名である。

林産学科出身者の就職先は近年とみにその分

野をひろげているか，主なものをあげれば合板，

家具，木工，楽器，製紙，パルフ ，゚紙加工，印

刷， ボード類，建材，建設，貿易，商事，防腐，

接溶剤，製薬，弱電気，関連研究所，公務員，

教員などである。民間放送，園芸，緑化，愛犬

美容室などへの変り種もおり ，他大学 （大学院）

への進学も少なくない。

なお林産学科では将来，木材保存化学および

木質構造材料学の 2講座増設と，木質複合材料

実験実習施設に定員をおく計画がすすめられて

いる。
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環境保護学科実験研究棟 (5号館）

環境保護学科

5号館入口

環境保護学科は昭和48年に設置された農学部

中で最も新しい学科である 。

本学科は環境科学系 3講座（大気環境学・ 士

壌水界環境学• 生物汚染化学） と自然保隈系 2

講座 （自然保護学 ・植生管理学）から成り立っ

ている。入学定員は学部50名 ・大学院10名であ

り，現在の教官数は教授 4名・助教授4名 ・助

手 5名の13名である。

大気環境学講座は，水ストレスを中心とした

環境要因のストレスや，硫黄酸化物などの大気

ヽ

6 号

汚染物質の生物とくに植物に対する影態につい

て主として研究をすすめている。

土壌水界環境学講座では，土壌中の重金属の

存在状態と環境に及はす影響や，土壌中の有機

物の挙動，多摩川及びその支川の有機物及び栄

養塩の挙動について研究している。

生物汚染化学講座において従前行っていた理

想の環境とは何か，その中におけるテルペンの

存在意義，動物の重金属汚染を条件反射使用で

早期診断しうるかという諸研究は，神山教授の
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卒業式を終えて
（昭和53年 3月）

定年で中断 された。同講座の目下のテーマは活

性汚泥の菌の生理 • 生態的研究と，士壌の炭酸

ガス放出の機構や重金属の生物体への濃縮を中

心としている。

自然保護学講座は，哺乳類や鳥類を中心とし

た野生動物の生態や保護管理に関する野外調査

・研究を行 っている。

植生管理学講座は，森林保護と人間とのかか

わり， きのこの培養，二次林や島の植生， 亜高

山帯林の調査を行っている 。

学部の卒業生は 153名，大学院修了者は16名

であり，彼等の活躍分野は誠に広〈，国家 ・地

方公務員，教貝，環境関係の会社および各会社

の環境部門において活躍貢献し，その将来が期

待されている。また卒業後大学院（他大学院も

含む）に進学する者もいる。

教官の海外出張も多く ， トルコ ・プラジルか

らの留学生も加わり ， 日本で最初にできた環境

保護関係の学科として，広範囲にわた って活発

な教育 ・研究が行われている。
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農学科の水田実習

一

本町農場（水田）管理棟

288 

附屈農場は府中農場 （ 牒学部構内 ） • 本町農場

（府中市本町）・津久井農場（神奈川県津久井町）

から成る。現在職員は35名。 農場には作物部 ・

園芸部 （ 銑菜 • 花丼 ・ 果樹 ） ・畜産部 ・ 栽桑部 ・

育蚕部・農機具部 • 加工部 及ぴ事務部がおかれ，

また農場長 を助けるため主事（総括 ・府中農場担

当，研究担当， 津久井牒場担当 ）3名がいる 。

府中牒場 ：農学部構内にあり ，作物 ・園芸・

畜産 ・加工 ・農機具の各部及ぴ事務部がおかれ，

附属農場の中心となっている。

圃場には蔀菜畑 ・飼料畑 ・果樹園 ・花木園が

ある。教育 ・研究の装置 としてユニークなもの

は清浄野菜連続生産装置 で， これは空間利用 ・

反射光利用 • 土ー空気間の熱交換利用による空

調方式等をとり入れた回転式栽培床である 。

果樹園には新しい果物としてのプルーペリ ー

が，花木園には椿• 山茶花の貴重な品種が栽植

されており，それぞれ教育 ・研究に供されてい

る。

牛舎には乳牛20頭が飼育され， そこから生産

された生乳は加工部 において大学牛乳 ・乳酸飲
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料等に加工され，教育・研究から生まれた農場

生産物として高く評価されている。

本町農場：農学部の南西約 3kmに位置し，稲

作を主体とする農場である。昭和53年度に実験

実習棟が完成し，水田実習並ぴに関係学科教官

の研究の場として活用されている。周辺はほと

んど宅地化したため，残された緑地における教

育・研究の推進方法について検討がすすめられ

ている。

津久井農場：昭和45年度に開設した農場で，

府中から36kmほど離れている。農場には管理棟

• 実験研究棟・学生宿泊棟があり，栽桑・育蚕

・乳牛の育成・山間地における 果樹栽培等の実

験・研究を行っている。

蚕糸生物学科学生に対する夏季育蛮実習は16

泊17日の長い期間行われ， 学生時代の良き思い

出となっている 。

学生宿泊棟は，学生実習だけでなく，新入生

の合宿オリエンテーション・教官のゼミナール

等に広く活用され，その存在意義は大きい。

農学部附属施設

府中農場の管理・研究棟

津久井農場の管理・研究棟
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大谷山演習林第2林班から草木演習林と寄宿舎跡地を望む

一油習林は現在，群馬県勢多郡東村 （大谷山・
草木演習林，計 508ha), 栃木県安蘇郡田沼町と

佐野市（唐沢山演習林 162ha),および埼玉県秩

父郡大滝村（埼玉演習林234ha)に所在し，その

総面積は 904haである 。

発足時に比し，草木ダムの建設にともない地

元産業の石材業の維持のため花岡岩が存在する

演習林の一部 (77ha)を昭和47年に東村に譲渡

し，その見返りとして隣接する国有林 214haの

所管換えをうけたことによって面稽が増大して

しヽる。

演習林の学生実習・試験研究ならびに育林・

素材生産などの運営上基盤となる林道について

は， ここ 10年，大谷山・ 草木 • 唐沢山のそれぞ

れの演習林において大幅に林道が開設された。

村などの公営林道の開設とともに， プルドーザ

を購入して，直営工事 で開設した林道も少なく

ない。 とくに唐沢山では 4.3kmの演習林内の循

環林道路を主として直営で完成させている。

このほか，昭和30年代に比して，大きく変貌

をとげたものとしては，大谷山 ・草木演習林の

学生寄宿舎の移転である。 ダム建設にともない

従来の寄宿舎敷地が買収され，大谷山に近接し

た地区に約 1haの敷地 を購入し，学生寄宿舎と

研究室 などを含む施設棟を建設した。いずれも

鉄筋コンクリート 2階建である。現在，同敷地

について，苗圃建設をふくめて整備中である。

演習林の施業の特徴をみると，スギ・ヒノキ

主体の大谷山では，肥培を柱にした早期育成施

業と，これに付随する各種試験，草木演習林で

は， スギ ・ヒノキの一般施業の他 に広葉樹用材

林造成に関する研究などが行われている。唐沢

山演習林では， 県立 自然公園の一部に指定され

ているので風致と森林レクリエーションを配慮

した施業を行っている，埼玉演皆林では，適地

の拡大造林がほぼ完了に近づいた状況のもとで

近年乾シイタケ生産と製炭をとり入れている。

なお，演習林における学生実習には，林学科

の測量学 ・測樹学 ・樹木学・造林学 ・森林土壌

学• 森林士木学・ 砂防工学の各実習と 1年次を

対象とした林学特別実習があるが， この他 に，

林産学科と環境保護学科の林学実習，ならびに

農業工学科の測量学実習がある。また，卒業論

文• 修士論文の作成のためにも利用 されている。

現在の職員は，林長（併任），次長 （専任助教

授），事務長各 1名の他，助手 2名，事務官 4名，

技官10名， ならびに非常勤職員若干名が勤務し，

学科教官の協力を得て運営している。
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昭和50年 3月に完成した

大谷山演習林実習宿泊棟

（花尚岩の門柱は草木演

習林寄宿舎で使用してい

たもの）

湖底に沈んだ山の

吊橋に代わって完

成した近代的な草

木橋

平沢林道 （職貝による地均し作業）

増築後の唐沢山演習林寄宿舎

(50名の宿泊か可能にな った）
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犬の手術止）と小動物手術室（下）

一
本院は，昭和10年東京高等農林学校独立に際

し獣医学科の教育・研究の施設として設置され

て今日に至っている。

外来患畜の推移をみると当初は各種の家畜が

来院し， とくに馬の数が多かった。終戦直後は

さすがに食糧難や生活に追われていた世相を反

映してか犬• 猫は極めて少なかった。世相が落

ち済きをみせた昭和25年頃から馬に代わって牛が

増え，その他の家畜の来院も再び増加してきた。

やかて府中は住宅地帯として様相が変わり，

昭和29年に市制が施かれた頃から外来畜種は圧

倒的に犬・ 猫等のいわゆる小動物となった。そ

小動物 X線装置

して，昭和50年代に入り患畜数は年間 4,000頭

を超えるに至った。

昭和44年 8月，現在の新家畜病院に移った際

に今までの大動物中心から小動物診療主体の設

備に変わり，待合至・事務室• 薬局・内科診療

室 ・外科診療室 ・手術奎 •物療室・レントゲン

室・入院室 ・臨床検査室•特殊検査室（シール

ド室となっていて，心電・心音図， ポリグラフ，

脳波の検査を行う ） など，それぞれの目的に応

じた部屋が設けられた。

また，大動物診療• 実習室には，保定用の枠

場の他に， 油圧装罹によって上下し，角度も調
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節できる手術台が設置され，学生は中 2階から

実施中の手術を見学できるようになっている。

小動物の手術室にも 見学室が設けられ，ガラス

越しに手術の状況を見ることができる。 2階に

は院長室 ・医局員室 ・臨床検査至• 図書資料室

• 内科 （臨床検査）実習至 ・外科手術実苦室が

配箇されている 。

設備については，新築当時は従来の家畜病院

にあった器具・器械を使用していたが，次第に

新鋭の医療機器に置きかえられた。中でも昭和

48年度に設置されたポリグラフは，大学院学生

の研究にも活用されている。心電・心音計は常

小動物の診療

大動物診療室

mTITIIII 

_, ...  心疇~ • 疇

・ヽ1...,さ--~、

に更新され， これも 診療 ・研究に威力を発揮し

ている。

昭和53年度に設罹された小動物用 X線装置は，

15枚連続撮影やビデオ記録が可能な最新鋭のも

ので，特にビデオ装置は貴重な症例を記録して

おくことができるので学生の教育に大いに役立

っている。 この外，脳波計も備えられている 。

現在の職員は，院長（兼） 1名・教官 l名・

事務官 2名 ・技官 l名の計 5名であるが，獣医

学科内科学・外科学各教室の教官が兼務して病

院業務に当たっている。
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硬蛋白質利用研究施設の全景

走査型電子顕微鏡室
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硬蛋白質利用研究施設I

昭和44年度，本学農学部にとって初めての研

究施設として「皮革研究施設」の設置が認めら

れ，基礎皮革研究部門が置かれた。更に翌45年

度には応用皮革研究部門 が増設された。 当時は

古い 木造の実験室に居を かまえ て研究活動を開

始し たのであ るが，それも次第に軌道に乗って

きた。昭和46年 6月には家畜病院の裏手に二階

建ての現研究棟が新築され，同年11月そ こに移

転 した。

その後内部の実験研究設備も次第に整備され，

研究活動は活発化し，その研究分野も皮革の研

究だけにとどまらず，動物の皮や骨の主成分 コ

ラーゲン ・毛や羽毛の主成分ケ ラチンなどの硬
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鞣製試験室（鞣製ドラム）

分析試験室（ソックスレー油抽出装置）

蛋白質類の皮革以外の利用開発の研究にまで広

がってきた。そのため，昭和51年度から名称を

「硬蛋 白質利用研究施設」と改めて，今日に及

んでいる。

現在，本研究施設には硬蛋白質甚礎研究部門

と皮革研究部門の 2部門が置かれ， 7名の専任

の教官・技官のほかに，学内の 5名の教官に兼

任研究員，学外の 6名に参与研究員となってい

ただいて，下記のような研究課題に取り組んで

いる。

• 公害防止の見地からの皮革製造法の改善に関

する研究

・皮革産業副廃物の有効利用に関する研究

硬蛋白基碇研究室

（ケールダール窒素定量装置）

・皮革の複合なめしに関する研究

・皮革の組織学的研究

・皮革の微生物学的研究

• 硬蛋白質類の物性とその化学修飾に伴う変化

に関する研究

• 硬蛋白質膜の特性に関する研究

• 硬蛋白質類の固定化酵素担体としての利用に

関する研究

なお，本研究施設の教官は農学部農芸化学科

及び工学部製糸学科における講義や実験の一部

を分担して，学生の教育にも協力している。
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中央部—圃場（光合成測定試験地）

南 部—肥培試験地（スギ，ヒノキ）

北 部＿ クモトウシスギ植栽地（スギ育種試験地）

I波丘地利用実験実習施設 I

本施設は， 自然環境部門・土地利用部門の 2

部門からなり，前者は都市近郊波丘地の気象的

• 土壌的 • 生物的環境についての研究を展開す

る部門である。したがって，都市近郊波丘地の

あり方について，これまでの農業生産の場とい

う面からだけでなく，都市住民の福利という面

からも研究をすすめることになる。また後者は，

都市近郊波丘地の農業的• 林業的・畜産的土地

利用とその緑地としての機能に関する研究部門

であり，農業・林業・畜産等の利用が総合され

た形で合理的に存在する形態を追求することに

東北部—水文試験地（疎林．草地）

南西部 森林の環境調節作用試験地

（針葉樹造林地，広葉樹二次林）

多摩試験地

なる。

専任の職員は教官 1名・技官 2名にすぎない

が，農学部各学科の教官約30名が研究員として

委嘱さ れ， また本学や他大学の名誉教授や教官

等約10名が参与研究員として委嘱されている 。

現在，研究は主として多摩試験地を利用して

すすめられているが，その主なテーマは次の通

りである。

• 波丘地 の水文， とくに波丘地の林地およぴ草

地における水の動態に関する研究 （特別研究）

• 森林の環境調節作用に関する研究（特別研究）
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東南部一＿ー水文試験地 （広葉樹二次林）

• 森林の肥培に関する 研究

• 波丘地の森林施業体系の検討，道路開設にと

もなう法面および捨土の崩落に関する研究

• 林木の育種およぴ耐病虫害性に関する研究

（一般研究）

• 林木苗木の育成に関する研究（試験研究）

• 各種光合成植物の光エ ネルギー利用効率の比

較研究（特定研究）

学生の実験 • 実習は林学科，獣医学科などが

行っており，博士論文 • 修士論文 ・卒業論文の

ための研究に従事する院生 ・学部学生は 10数名

る祐ニ

水文試験地 （流亡試験ライ ンメ ーター）

光合成測定実習

に及んでいる。

またこれらの研究は本学だけでなく ，本学と

東京大学，京都大学，筑波大学およぴ東京農業

大学と共同で行われているものが多い。

昭和49年春に研究棟が完成したが，以来，研

究設備もかなり充実してきており， 4ヵ所の沢

に量水堰が設けられ，流出が測定されている。

また各種の気象的環境 を自己記録する装置，

土壌や植物体の化学分析装罹，光合成 ・呼吸な

どの生理的作用の測定装置などが整備され， 多

くのデータが得られている。
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ファイトトロ ンの全景山と内部巾

野外で光合成を測定する精密光合成測定車

一
本学のファイトトロンは， 自然光型ばかり 6

基が共用されている。 4基は自然日長型であり，

2碁は日長処理型である。長 日 (16時間明ー 8

時間暗）と短日 (8時間明ー16時間暗）に 1年

中調節されている。

温度設定は 4-10月の夏期と 11-3月の冬期

にわけて行われるが， もっ とも希望が多いのは

夏 ・冬期とも 25℃ （昼 ）- 18℃ （夜）の組み合

わせで，大部分の植物にとっては， この範囲の

温度がもっとも生育によいようである。

毎年 3月の約10日間だけ補修期間として点検

修理が行われているが，他の期 間は 100%完全

稼動を目ざしている。残念ながら年に 1- 2回

の温度トラプルがあ るが，この 2年くらいは大

きな トラプルがほとんどなくなっているので，

わが国の数多くのファイトトロンの中 ではもっ

とも稼動率の高い装置といえる。

試料植物は， イネ ・トウモロコシ ・ヒマワ リ

・クワ ・サザンカ ・スギ・ア カマツなど，農作

物から樹木にまでわたっている。
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示差走査熱量計出と熱分析装置（下）

製糸に関する教育と研究を使命として発足し

た製糸学科は，明治35年東京蚕業講習所に製糸

部が設置されて以来，現在まで約80年に近い伝

統をもつ。この間約 3,000人の有為な卒業生を

輩出し，わが国経済の発展に大いに寄与して今

日に至っている。その教育内容も絶えず時代の

要求に対応させつつ改変を加えてきたが，特に

今 日のような多様化の社会に 向け広い視野に立

って，工学的応用能力をもっ-て対処しうるポテ

製糸学科

ンシャルを備えた技術者 ・研究者の育成を主眼

に，教官ー 同一丸となって鋭意努力している。

各講座の概要は次の通りである。

製糸学講座 ：製糸工程ならびに絹糸蛋白質

についての界面科学的研究

絹糸学講座 ：絹糸蛋白質の固体ないし溶液

物性論的研究，製糸における作業環境 ・人間

工学 ・作業改善の研究

絹糸化工学講座：芳香族化合物の重縮合，

302 III 大 学の 形 成 C 現 況



ポリアミノ酸の合成，高分子半導体の研究

工業経営管理学講座：蚕糸業の経済分析，

産業に対する経営科学の応用に関する研究

入学定員は学部35名・大学院 8名であり教官

数は 12名である。

卒業生の近年の就職状況は繊維関連流通部門

に進出する者が多く，この他情報関連部門，蚕

糸関係地方公務員，化学関連会社，商社などが

これにつぎ，他大学の大学院に進学する者もあ

ねじり剛性率測定装置

コンピュータの操作

る。また修士課程終了後博士課程に進学する者

もいる。このように蚕糸・ 絹業部門における官

界，学会，業界，貿易商社等において主導的役

割を果たしている人材の多数存在することは言

うまでもないが，大学発足以来30年を経過する

現在，製糸業関係以外の関連分野でも幅広く活

躍している。
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レーザー光線を用いたエネルギー変換材料の開発

繊維高分子工学科

昭和45年 4月，工学部敷地の西南の隅に，エ

学部最大の建物である 5階建ての 4学科棟 （製

糸学科 • 繊維工学科 ・化学工学科 ・応用物理学

科 ）が完成した。繊維工学科 （現繊維高分子工

学科 ）に割り当てられたのは，同棟 2階のフロ

ア全部と 1階の一部であった。

従前より当学科の占有面積が増えたので，恒

温恒湿室 をはじめ共通機器を 設置する実験室も

とることができた。またそれまで工学部構内に

分散していた当学科の各教官室が同棟内に集結

したので，科の運営が能率的にな った。

エレ クトロニ クス用嵩分子素子の結晶構

造を解析するX線回折装置

空気仮撚方式で新し い糸を開発する高速紡績装置

昭和46年 4月には従来の繊維工学科という 科

名を繊維高分子工学科 と改めたのである。科学

• 技術の著しい進歩は，高分子科学という専門

分野を創り出し，当時， 合成繊維工業は既に高

分子工業において大きな地位を確立していた。

このことは繊維工業の分野から言っても明らか

な発展 ・拡大であった。

このような状況下 において，斯界の研究者 と

技術者を養成し，墓礎研究を推進すべき大学が

その研究分野を拡大することは当然のことであ

った。
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示差熱分析装置を利用した新しい難燃材料の分子設計

（上）工業用ミシンの可縫性の研究

（下）細胞培養装置を用いた新しい

細胞工学・ 人工臓器用高分子

の開発

現在，本学科は高分子物理学・繊維高分子材 による教官の後任には合成化学 ・医用高分子材

料学• 繊維工学第一• 繊維工学第二 • 繊維高分 料学• 生体高分子物理学の教官を迎えてこれに

子加工学の 5講座から構成されている。 あててきた。

教官数は15名で，入学定員は学部40名 ・大学 現在の就職分野は紡績 ・化繊 • 織物 ・ニッ ト

院10名である。 等の繊維産業，ファ ッシ ョン産業，化学産業，

当今，繊維および高分子物質は，高分子科学 自動車関連産業，医療産業，デパート （商品試

の進歩により，高分子半導体，エネルギー変換 験），商社，公務員，教員等多岐にわたり，科

素子等のエ レクトロ ニク ス，エネルギー工学， 名改称前に比べて幅広い分野に就職するように

あるいは人工臓器 • 細胞工学等の医学，ライフ なってきている。

サイ エ ンス等の魅力的な新領域にも利用の場を

拡げつつある。 こうした背景を ふまえて，退官
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半導体レーザ用結晶 (lnGaAsP)

の気相成長実験

工業化学科は自然および人間環境に調和した

新しい化学と工業を発展させ，人間社会に有益

な物質と技術を創り出すための創造力の豊かな

研究者・技術者を育成することを使命としてい

る。

学科内には次の講座及び大学院専攻科がある。

無機工業化学講座：半導体材料の結晶成長

・温泉の地球化学的研究

有機工業化学講座：フラボンおよびその関

連化合物の研究• 有機新合成反応の研究

高分子化学講座：多糖類の合成 ・多糖類の

工業化学科

誘導体・蛋白質の合成研究

染色化学講座：染料の合成と物性，酸化反

応の甚礎的研究

工業材料化学講座 ：高分子材料の物性的研

究，非晶質材料の合成と物性に関する研究

入学定員は学部40名（第 3年次に高専からの

編入学があるので第 3 . 第 4年次の学生定員は

それぞれ50名）・大学院12名であり，教官数は15

名である。

卒業生の一流企業への就職率は，全国の大学

中でも上位にあり，大学院進学率も極めて高く，
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電気天秤によるGaAsの輸送実験

他大学大学院へも多数進学している。就職先は 教官 ・学生一体とな って研究レベルの向上に努

化学系素材 メーカーに限らず，電機 ・電子およ めている。

び精密機械工業などの多方面にわたっている。 学術研究についても ，各教官が独自の分野で

また本学科は繊維化学科よ りの古い伝統をも 着 々と成果を挙げつつある。文部省科学研究費

つ古くて新しい学科であり，卒業生の多数がす はいうにおよばず，実吉奨学助成金，旭ガラス

でに各方面で重要な社会的活動を行っている。 奨学助成金ならびに高分子学会功績賞，市村賞

現在学科内に保有する分析機器としては， ガ 功績賞などを受けている教官も多い。 また現在

スクロマトグラフィ質量分析器 ・元素分析装置 高分子学会，繊維学会の副会長をつとめている

• 赤外分光光度計 ・紫外可視分光光度計・旋光 教官 もおり，当学科の各分野での社会的評価も

光度計 • 走査形電子顕微鏡 ・X線 ・高速液クロ 次第に高まりつつある。

・ 示差熱分析 • 原子吸光光度計などが整備され，

工 業 化学科 307 



ロータリー・ヒート・エ クスチェンジャ ー実験装置

（熱工学講座）

200トン万能試験機（塑性加工学講座）

機械工学科•生産機械工学科

機械工学科実験研究棟

308 

機械工学科は次の 6講座から成り ，入学定員

は学部50名（第 3年次に高専からの編入学があ

るの で第 3. 第 4年次の学生定員はそれぞれ60

名となっている） ・大学院12名である。

講座：応用力学 ・機械工作・熱工学 ・流体

工学 ・機械力学 ・塑性加工学

生産機械工学科 は入学定員学部40名 ・大学院

8名であり，次の 4講座から成り立っている。

講座 ：機械材料学 ・機械設計学 ・制御工学

・精密工学

両学科の教官数は合計29名である。
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内燃機関実験装置（熱工学講座）

~"'~ . - '・--- __  , 讐ー 1

卒業生の進路については，学部卒業生の15%

程度が本学の修士課程に進学し， 5%程度が他

大学の大学院（主に博士課程のある大学院）に

進学している。その他大部分の卒業生は日本の

あらゆる方面の企業に就職しているが，公務員

になる者も若干いる。機械系学科の学生はどの

業種の企業にも必要であることから就職状況は

極めて良い。幸いにして第 1回卒業生を世に送

り出して以来，毎年求人数は卒業生の10倍以上

という状況である。

機械工学科・ 生産機械工学科

疲労試験機（機械工作講座）

機械工学科実験室

309 



材料強度試験機（機械材料学講座）

生産機械工学科実験研究棟（合同棟）

金属単結晶作成装置
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流れの可視化実験装置

（機械設計学講座）

アナログ・コンピュータ

（制御工学講座）

機械工学科 • 生産機械工学科

煙風洞

（機械設計学講座）
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電気工学科実験研究棟

電気工学科は昭和37年に 4講座，入学定員40

名で発足したが，その後49年度に工業高等専門

学校からの 3年次編入学を受け入れ るこ とにな

り1講座増設されて，現在次の 5講座から成り

立ち，そ の研究分野は次の通りであ る。

電気基礎学：災害防止工学・ 界面エレクトロ

ニクス・ダイエレクトロニクス・大気汚染

制御工学

通信工学 ：情報の伝送 ・光および電子を利用

電気工学科

した デバイス ・情報の記録

電気機械：誘電体絶縁体の電気物性• 高電圧

絶縁と電気機器の安全性

電 力工学：気体放電・プラズマ理論 ・気体工

レクトロニクス・放電インピーダンスの研

究

電気応用 ：薄膜表面エレクトロニ クス ・化合

物半導体・応用計測・電気ー機械の相互エ

ネルギー変換
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石油系液体の帯電試験装置

特 に油などの流動帯電に伴う災害防止 ・粉塵

除去など静電気応用面での研究，電子部品の超

小 型化に欠かせない超高真空における薄膜形成

の基礎研究， また農学部との協力による農業機

器の改善 ・計測など広い分野での研究があり，

それぞれの分野で高 く評価 されている。

入学定員は学部40名（第 3年次に高専からの

編入学があるので第3. 第4年次の学生定員はそ

れぞれ50名となっている ）・大学院10名であり ，

超高真空装置 (I0―10Torr) 

進行電界型浮遊粉体荷電装置

教官数は15名である。

卒業生数は昭和55年 3月で既に621名に達し

電気大手機器メーカーをはじめ，運輸 ・通信 ・

放送その他 各種の産業分野に， また官公庁• 公

共企業体 ・教育機関などに進出し活躍している。

求人は電気関連業界のみならず社会のあらゆる

分野からの要望も強くなってきているが，応じ

きれないのが現状である。
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化学工学科

化学工学科は次の 5講座からなり，各講座は

2研究室で構成されている。

単位操作第 1講座 ：混相系の流動 ・エ ネル

キー伝達の新方法や新媒体の探索と開発，エ

業装置内の流動 ・攪拌槽内の流動状態と攪拌

効果との関連

単位操作第 2講座 ：温度差・膜等を利用し

た気体系 ・液体系の分離と精製，結晶化 ・昇

華 ・固化等による 高純度物質の精製

3年次学生の物理化学実験

反応工学講座：高活性触媒の探索と開発，

環境浄化・エ ネルギー源製造に適した触媒反

応ユニット の開発

プロセス工学講座 ：晶析プロセスにおける

結晶の成長機構の解明，新高分子材料の製造，

無公害 ・経済的ポリマー製造プロセスの開発

産業環境工学講座 ：微生物の増殖を 利用 し

た工場排水中の有害物質の除去，海洋微生物

による原油分解，石油中のイオウ ・窒素化合
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佑産業環境工学講座実験室

（重質油の高圧水素化分解反応装置）

rnプロセス工学講座実験室
（振動塔型連続凍結濃縮装置）

c
,
 

物の除去，重質油の水素化分解反応

入学定貝は学部40名であるが第 3年次に高専

卒業生からの編入学生を 10名受け入れているの

で，第 3. 第 4年次の学生定貝は50名である。

第 1回卒業生を昭和45年に送り出してから 11

年経ち，卒業生も 428名に達した。

大学院の入学定員は 10名で，昭和47年に第 1

回修士課程修了生を送りだしてから本年までに

66名が工学修士の学位を受けている。

教官数は15名である。

卒業生の就職・活動をみると，昭和50年卒業

生までは石油関連企業に 3割程度就職していた

が， 51年以降は 1割程度に減少した。反面，食

品関連企業・ 商社等へ進出するようになった。

プラント・エンジニア，産業機械関連企業へは

従来通り 2- 3割の卒業生が就職している。い

ずれも各企業の中堅として大いに活躍している。
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建設中のパーフェクトロン分子線散乱装置

（昭和55年 7月）

応用物理学科は次の 5講座から成る。

第 1講座（応用数学）：数学の理論体系をよ

り工学的立場から研究開発し，工学分野への

応用のみならず，いっそう広範な方面への可

能性を追求している。現在，偏微分方程式・

プラズマ• 原子核の分野での理論的研究と計

算機を駆使した数値実験が教育・研究の主要

課題となっている。

第 2講座（応用電磁気学） ：高エネルキー物

理学の実験的研究の重要な分野である粒子の

飛跡の測定・解析を中心に教育・研究を進め

応用物理学科

連続発振色素レーザー装置

<no,.c.~',,-...._., 

ヽ~ 

ている。高い統計精度の要求を満たす 自動泡

箱写真解析装遣による解析・ス トリーマーチ

ェンバーの試作 ・テ レビ方式によるデータ処

理および関連技術の研究が行われている。

第 3講座（応用物性学）：原子・分子の衝突

現象，固体物理に関する教育・研究を行って

いる。これらの研究にはイオン加速器・化学

加速器・色素レーザー・核磁気共鳴吸収装置

等が活用されている。

第 4講座（非線形工学）：レ ーザーを 中心と

する量子エレクトロニクスおよぴその分光学，
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た分子の検出実験

半自動泡箱写真解析装置

(冗-/J→ 冗p反応を解析中）

計測への応用についての教育 ・研究を行 って

いる。現在，波長可変色素レーザーを駆使し

て原子 ・分子の励起状態に関する研究，組成

• 温度等の分光計測の研究などが進められて

いる 。

第 5講座（応用計測学）：各種の情報を正確

迅速に変換する科学として，新しい応用計測

に関する教育 ・研究を行っている。

入学定員は学部40名・大学院10名であり，教

官数は 14名である 。

卒業（修了 ）生の就職先は企業では電気 ・電子

・ 計測器 ・機械等の製造業が最も多く，ついで

情報産業を中心としたサービス分野などである。

近年，教員希望者 ・大学院進学希望者の増加の

傾向がみられる。

当学科では物理的な物の見方 ・考え方を身に

つけ基礎学力と工学的な感覚の両方を備え，応

用能カ ・適応性 ・問題解決能力のある人材を育

成することを理想として教育に努めている。卒

業（修了 ）生は適応性があるので， どのような分

野に進んでも，長い目で見ると良い特色が発揮

されるものと期待されている。
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パルス光伝導の測定出と 超音波診断装置の調整m

電子工学科

2暉紀後半における技術革新に電子工学が直

接あるいは間接に果たしている役割は極めて大

きく， さらに将来の杜会発展には，電子技術お

よび電子技術者が，技術の中心として，産業の

基幹として， ますます必要となることは疑いも

ない事実である。

このような事実にかんがみ，本電子工学科で

は単に基礎学力および専門知識の教育だけでは

なく ，実践的な能力を身につけた技術者・研究

者の育成を目標としている。教育・研究体制と

して，電子物理工学・電子素子工学・電子回路

工学および電子制御工学の 4講座で編成し，さ

らに共通講座の基礎工学講座と一体運営を行っ

ている。また大学院電子工学専攻修士コースも

設けられており，それぞれ上記各講座について

の高度の教育 ・研究が行われている。

入学定員は学部40名（第 3年次に高専からの

編入学があるので， 第 3・4年次の学生定員は

それぞれ50名）・大学院 8名である。 日本全国か

ら優れた学生が集まり， また諸外国の留学生も

加わって教育を受けている。教官数は12名であ

る。
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電子工学科実験研究棟

マイ コンによる

計測と情報処理

卒業生に対する求人は，電気誼子系メーカー

にとどまらず，社会のあらゆる分野から極めて

多数あり ，昭和55年度は約 500件の求人があっ

た。現在のところ， 本学科からの卒業回数はま

だ 5回に過ぎないが，多くの卒業生は遣気遣子

系の総合あるいは専業メーカーに就職し，各分

野・ 各組織内で中躯的な活躍をしている。その

他の分野からの求人にはなかなか応じきれない

のが現状 であり，社会的要拍に対して電子系学

科の規模拡大が望まれている。

本学科の主な研究は ， 画像• 音声その他の各

ミニコ ンピュ ータ実習風景

種汁宵報の電子工学を応用した検知 ・変換・伝送

処理 ・ 認識 • 制御・記録 ・表示あるいはそれら

に必要な材料に関するものである 。 これらを具

体的に羅列すると’這子写真およびそれに関辿す

る高分子材料の研究 ・光電変換デパイスの研究

• 超音波診断装協およびその画像処理と認識の

研究• 音声認識の研究 ・画像表示の研究• 原子

衝突論の研究などがあり ， それらはおのおのの

分野で高く評価されている。
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研究棟と電子計算機棟

情報学科といえばプログラミングを教えるこ

とが主体であると，世間の人も思い，大学人も

思 っているらしい。 情報処理の仕事に従事する

技術者のもつべき背景は，そのような狭い分野

に限定されるものでもないし，その研究 ・教育

もまたそのような狭い土台の上になされてよい

はずのものではない。

数理情報工学科の発足とともに，このような

方針がしだいに明白に意識されてきた。当学科

はソフトウェア系 2講座 （情報基礎学 ・計算工

学），ハードウェア系 2講座 （情報機器学 ・管理

ハー ドウェアの実験風景

数理情報工学科

情報学） の 4講座編成によって成立 し， ソフト

ウェアとハードウェアの双方に等分の重みをお

いた研究 ・教育がなされている。

ハードウェアの分からないソフ トウ ェア技術

者であったり ， プログラミングのセンスを持た

ない機械技術者であったりしては因るのである。

近年各種の機械製品の中に応用され始めてきた，

マイクロ プ ロセソサによる プ ログラム制御一 つ

をと ってみて も， このことが痛感される。

ソフトウェアにおいては， 全国でも屈指の大

型計算機による対話システムを裏付けに，計算

320 III 大学の形成 C 現 況



手害き文字認識の研究

端末からの計算機演習

機アーキテクチャから 言語処理にいたる基本が

身につくように教育している。またハードウェ

アにおいては， 電子回路・計測• 光情報処理な

どにわたって， 講義と十分な量の実験が行われ

ている 。

入学定貝は40名であり，教官数は 12名である。

全体を通 して，考えるカ ・表現する力を捉うた

めに，数学の演習およびレポートを書くことに

多くの時間が割かれている。 講座間の共同研究

のテーマとして， 日本語情報処理があり ，成果

をあげつつある 。 特色のある施設に計算機技術

ACOS 600計算機システムの全貌

資料室があリ ，電子計算機の曙の時代から現代

にいたる計算機械が収集・展示されている。

昭和55年 3月に第 1回卒業生を世に送り出し

たか，大方の好意もあ って，電機業界を 中心に

好調にすべりだすことができた。 また同年度に

は大学院が発足した。 その入学定員は 8名であ

る。 21世 紀を迎えるころの当科の卒業生たちの

活躍と発展に大きな期待がもたれている。
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最初の新入生ー同 （昭和54年度）

資源応用化学科

資源応用化学科には工業化学科から移設され

た資源合成化学（ 旧有機合成化学）講座のは か

に， 資源化学プロセス，応用触媒化学，エネル

ギー化学工学の 3講座が新設される予定で，入

学定員は40名である。

既設の工業化学科 や化学工学科の協力を得て，

資源 ・エネルキー関連分野はもちろん，広くこ

れからの技術革新 や社会情勢の変化にも対応し

得るような，幅の広い応用力のある人材 の育成

を目指して昭和54年 4月にスタートした。

しかし，学科が新設された最初の年は受験生

も少ないのが普通で， とくに資源応用化学科 の

場合には"共通一次元年＂とな ったこともあっ

て， この．し閉か関係者の少なからぬ心配の種であ

った。 そこで全国1,000校 に近い鹿校に PRを行

った効果があ ったのか，どうにか初年度に3.1倍

の倍率を確保することができた。 ついで55年度，

2回目のときには約 4倍と志願者か増え，工学

部でも 一，二 の高倍率の学科となり， ます順調

なスタートを切 ったものと 言 える。 また最初の

1年生39名か全貝 2年次に進級することにな っ

たのも非常に喜ばしいことである。 このように

初年度の 1年生はクラスのまとまりも良く，合

宿オリエンテ ー ション (54年 5月，本学湯の丸

荘 ）や学 園祭への参加もなかなか活発であ った。

以下はこ の 1年 間，終始本学科 の学生指導に
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2年次学生の有機化学実験

合宿オリエンテーションの折に

（昭和54年 5月）

当たった一助言教官の感想である。 最後まで遂行できる学生のいるこ とは，将来の

資源応用化学科の発展にとってかけがえのない

「資源応用化学科新設初の新入生を迎え，比 原動力 を与えるもので高く評価したい。 またゼ

較的低倍率で終わ った入試のことなど当初気に ミ以外 の学生も協力して「ポリマー入門」 （カ

なることもあ ったか，5月の..湯の丸山荘オリエ ラー， 40分 ）なる教育ピデオを作製する実績を

ンテーション ”では全員が参加して元気あふれ 挙げ，その試写会も行った。

る姿を見せた。 また農工祭の時にはユ ニークな企画を実施し，

またカリキュ ラム上，空きがあ ったため，埋 クラスとしての活躍もめだった。 機関誌『資源』

め合わせに始めた“ポリマー自主ゼミ”も初め の創刊号発行も間近いと聞いている。

約20名の参加者があり，途中抜けた学生もあっ 今後いっそうの活躍を期待し，新設学科のし

たが，早朝 にもかかわらず，最後まで 7名ほど つか りした基盤 を教職員 ・学生一体とな って築

の学生が続けた。自 主的に行うことを積極的に いて行きたい。J
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共通講座

基礎工学

当池座は昭和54年 4月，閻専からの特別編入

生の学生定員増に伴い設置された。教官 2名で

構成され，電子工学科の第 4年次の卒論生と大

学院 —,t を受け入れて研究指導もしており，その

連営は電f工学科と連携して行われている （軍

子工学科の項参照）。

n竹義の面では工学部の基礎科目である力学や

数学のほか，電子工学科の専門科目および大学

院の溝義を分jllしている。

研究面では，光エレクトロニクスとくに電子

伯報表示装置 （液品など ）の枯礎および視覚特

性など人間工学的な研究をしている。 そのはか

原 —r分子の原子的過程や化学反応素過程の埋高

的研究呵 と~ くに応用数学と量子力学と の利用に

よリ理論的計算方法の研究を行っている。

工業物理学研究室

工業物理学

当講座の開設は昭和45年 4月で， 2名の専任

教官が配屈されている。この講座には学生定員

がついていないが，学科から卒論学生 と大学院

学生を受け入れている。 講座開設費か僅少であ

ったので，高価な研究用設備を購入することか

できなか った。 しかし， 熱分析装濱 ．示差熱天

秤 ・ 焼結体製造装置 • 光学顕微鋭 ・自記磁束計

等を整備 している。

X線マイクロアナライザーと X線回折装置関

係の世話を当講座で受け持 ってい るので，当講

座で行っている合金または焼結体の熱分析や金

屈組織学的研究に， これ らの装罹 を用いている。
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工学部の庭園を五月の風が渡る
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工学部附属施設

新装なった繊維博物館

326 

玄関ホール

繊維栂物館は昭和45年現建物に移転以来，そ

の活動は第 3のピークを迎 えた。すなわち，昭

和43年に第 1回特別展が開催 されてから現在に

至るまでに，下記の よう な数多くの特別展企画

が実行されている。

(1)絹の錦絵展，(2)18-19世紀前半の洋書展，

(3)製糸の錦絵と製糸商標百年展（以上昭和43

年），(4)古い繊維機械と検査器展(45年），(5)製

糸機械の歩み百年展 ( 47年） ， (6) 養蚕 • 染織に

関する信仰資料展(48年 ），(7)繊維と繊維工業

に関する世界の切手展(49年 ），(8)ミクロの眼

でみた繊維，(9)組紐展(50年 ），(I0)機織機の変

せんと東京の染 • 織物展， (11)結びと生活 (51

年），(12)紙の今昔， (13)染と生活(52年 ），(14)珍し

い繊維， (15)紙の美術と工芸(53年 ），(16)蚕織錦

絵展(55年） (54年は改修のため開催せず）

最近では，年 2回（春秋）に特別展を企画実

行できるようになっている 。さらに産業考古学
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会 ・繊維学会 ・高分子学会 ・日本分析学会等と

協力して集会や見学会等を共催している 。 また

社会に開かれた大学活動の一Iはとして繊維博物

館友の会（会員約 450名） を組織し，各種見学

会 ・講習会．溝i街会を開催し好評を博している 。

友の会会員の 中にはポランティアとしてt財物館

活動に粕極的に協力し て下さる方も多く ，社会

教育機関としての働きも培々果たしている 。

現在はまた， 他大学の学芸員捉成課程のため

の博物館実習 に協力している。 本学でも近く こ

の養成課程を設渭す べく運動中であるが，これ

は全国の科学技術系博物館の大きな要望事項で

もあるため，こ の実現は関係各方面から期待さ

れている。

職 員は現在，専仔者 3名 ・補助員 1名・併仔

8名と従来と比べ格段に充実し，大改修後の博

物館運営に意欲的である。

工学部附屈施設

常設展「ひも結ぴ学習会」（昭和53年）

特別展「染と生活」のひと こま （昭和53年）
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NHKテレピ出演の金子館長と

岸ユキ さん佐）

（昭和53年）



常設展 組ひも機が大人気 （昭和54年）

大盛況の組ひも講習会 （昭和54年）
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常設展 水でつくる織物 （昭和55年）

常設展には繊維機械も展示 （昭和55年）
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出公開実演――ー自動繰糸

機に人気集まる

固特別展「蚕織錦絵展」

には3000人が入館した

げ）鈴木コレクション錦絵

展のひとこま

（いずれも昭和55年）
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フライス盤加工実習

当工場は，工学部機械工学科の学生を対象と

して，各種工作機械による諸加工・鋳造 ・溶接

並びに検査及び測定などに関する 実習教育を行

い，併せてこれらに関する研究や各研究室 にお

ける 実験研究装渥等の加工製作を行うことを目

的として設置された。

昭和34年に機械工学科が設罹 された当時は，

同学科の機械工作講座実験室 内に機械実習室 と

して併設され，その規模は極めて小さく不十分

なものであ ったが，昭和46年 12月に鉄筋平屋建

ロロ置〗

（一部 2階）延 651m'の現機械工場か竣工 した。

その後，昭和49年に生産機械工学科の増設 に

よる 学生増があり，これを機に機械系両学科か

らの多大な設備費と運営費の援助，あるいは通

産 省機械技術研究所からの管理換え機械の搬入

などもあり，工作機械の種類・台数並びに質 の

面において，他大学工場と比較して優るとも劣

らない 立派な機械工場が完成した。

特に設備機械に対しては次の点を考慮した。

(1)機械系学生のエ作機械並びに機械工作法に
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実験装置旋盤加工作業山と機械工場測定室困

関する知識を広めるために， 多くの種類の のより 一層の発展を考え ， 当工場を工学部附属

工作機械を設置する 。 共通施設としてその組織と管理運営を明確にし，

(2)工作機械は，単に学生の実習の目的だけで 強化するために，昭和54年 10月に「東京農工大

なく，実験研究装瞳の製作に際してもその 学工学部附属機械工場規則」を制定した。そし

要求を満たせる 十分な性能と加工梢度をも て同時に工場長も選出され，ここに名実ともに

った， 当代ー級の高 品質の機械を 設罹する。 充実した機械工場が完成し ，現在に至っている。

(3)すべての工作機械が常時使用可能であり，

特に安全で， かつ使い易いように配應する。

このようにして内容の充実が出来たが，今後
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止）紡績の最終工程であるリング楕紡機

m繊維工場の全景

口口置〗
繊維工場は，本学創立以来約 100年にわたる

歴史をもち，本工場がわが国製糸 ・繊維工業の

発展のための人材育成に果たしてきた役省I]は大

きく測り知れないものがある 。

本工場は，本学の伝統である豊かな自然観と

人間性を重視する技術教育理念を後世に伝える

使命を有すると共に，その理念に基づき， 目的

を定めて計画的に物を作り上げていく…という

過程の中で， 製糸 • 繊維技術を中心とした次代

の産業を背負う ，創造力豊 かで正しい科学観を

もった人材を育成する本学唯一 の実習の場とし

ても， さらに里要な位置をしめている。

＇， 
-:-,・. . ~· 

• ・・~ 
j.、-ー・

●繊維工場の主な設備機械

本工場には原料部・加工部・評価部がある。

原料部には主として製糸機械（繭乾媒機， 自動

煮繭機， 自動繰糸機，揚屯機， 直繰チーズ巻機

等）が設罹され，加工部には紡糸機・ 撚糸機 ・紡

紹機 ・ メリヤス機 • 織機等が設置されている。

評価部には X線装演 ・糸布の各柾試験機 (U%

むら試験機， スペク トロ グラフ，マイクロネア，

フィプログラフ，布曲げ試験機等）の他 ，電子

計算機も設罹 されている。

●繊維工場の職貝 および運営

職 員数は助手 1名 ・技官 1名の 2名で，繊維

工場の運営は，繊維系学科より選出された運営

委員によって組織された委員会が行っている。
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ニッサンFR型自動繰糸機

I界面・混相工学実験実習施設 I

本学工学部は材料科学を枯礎とする研究の高

さをひとつの特徴として発展してきたが，昭和

48年頃より＂界面およぴ関連する事象＂が工 学

の各分野の努力のみでは解決の困難な共通のI甘j

題として抽出 されるようになった。 この施設は，

このような背景のもとに各分野の培界ないしヤ及

合領域である界面の科学および混相系の工学に

ついて工学部各教官が有機的に相協力し，共通

の場所と機器を利用して活発な研究・討議を行

いその深度を高め，またその成果を学部 ・大学院

の教育にフィードパックするとともに社会人に

対する再教育にも役立てようとの目的から，国

立学校設置法に基づく附属教育研究施設として

昭和53年度に新しく設晋されたものである。

この施設は組織として室制をとり ，現在は混

相工学 ・界面科学の 2室からなる。職員は教官

1 名が専任，施設長 • 各室長・研究員はすべてエ

学部現職貝か併任となっている。施設は工学部

の専門委員会である運営委員会のもとに，「施設

規則 ・施設長選考規則・施設運営委員会内規（学

内規程）」 に基づき運営されているが，将来の発

展に向け客観的 に努力する義務を前提に化学工

学科が管理の費仔を負って いる 。

さて，先にものべたように， この施設

は昭和53年度に設閻されたか，残念なか

ら建物ができず，折角購人された設価価

品 なども関係各研究字に分閤され活用に

はなはだ不便であ った。しかし，近々建

設か予定される工学部第 5号棟の増染部

分 1階および 3階が当施設に店:rjり当てら

れることにな っているので，関係者一 同

鶴首し てその実現を待っている 。

現在の設1HiJ11ili 品には，走査 1\ '1 屯 —f顕微

鏡 （ 日本屯—f, JEM-F・7)・カラ ー ピデオ

装沼ー式（光源 • 撮彩，タイマー、ビデオ

装置モニタ ー等）・微粒子凝比装甜・y線

密度計 （村Iし河， M-8800)・光散乱分光光度計 （日

本分光， UVIDEC-320)・比表面梢湘l定装Ki'(柴

田化学）などがある 。

現代の工業技術は界而の利用によ って輝かし

い期待を持ちうるとともに， 一方混相系を対象

とする工学の遅れからその発展にはなはだしい

制限を受け ている。査源 ・エ ネルギーの有効利用

・ 環境 • 生命などの諸工学にはもちろん，その他

の工学やJ農学などの広い分野に，本施設か十分

な貢献をなしうるよう今後の発）~~ か望まれる。

建設中の界面混相工学実験実習施設 (I・3階）
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:, 

X線回折装置

X繰マイクロアナライザー室l

X線マイク ロアナライザー

X線マイクロアナライザーは特別設備費により X線回折装置（理学電機製）が備えられた。しか

昭和48年度に購入が決定し，分光結晶を用いた し高分子・無機化合物 ・合金等を測定対象とす

波長分散型のもの（島津製作所製）が導入された。 る共通施設としての多目的利用に応じきれない

2次電子像観察・ミクロな組成分析等か主な機 ため，その後X線発生装置を 2台（いずれも中古

能であって，合金やセラミソクスなどの無機物

質の非破壊的分析手段として有力なものである

ため，その方面からの利用か多い。 繊維など有

機物の場合には，検出感度・試料破壊等の問題

があって組成分析はむずかしい。

この他，同じく特別設備費により昭和47年に

品）購入，併せて回折用検出系，各種X線カメラ

類の整備等を行っている。

本装置は工学部共通施設としては制約も多い

が， 学科ないしは研究室所属の機器を補う形で

の X線関連装置の整備充実か期待されている。
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一万能引張り試験機は材料の変形過程にお
ける力学物性と構造変化を研究する目的で，

昭和50年度文部省特別設備費で設置された。

すなわち，500kgインストロン ・赤 外吸 収

装置 （日本分光 DS701G)・円偏光装罹 （日

本分光J-40AS)・マイクロデンシトメ ー タ

ー（ ナルミ製作所，特注）・光弾性 (Jli仁l電

機，特注）等かそれである。

インストロン ・ 赤外• 円偏光 ・マイクロ

デンシトメーターと光弾性はそれぞれ関係

研 究室の教官の分担で保守整備にあた り，

工学部 4学科棟228号室におかれている 。

本学教官が誰でも利用できるように， エ

学部に同施設の運営委貝会がある。最近イ

ンスト ロ ンヘ加熱冷却装涸を附屈させた。

回折格子赤外分光光度計(IR)

温度制御付万能引張り試験機

工学部附属施設

自記円二色分散計(CD)
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高速フーリエ変換アナライザ

一
本装甜はミニコンピュータ AICOMC-6を中心

とし， 2チャンネルFFTアナライザ， 18GHz超

闊周波数カウンタおよび500MHzオシロスコープ

を主な立花，；末として構成されている 。

装附が埒入されてまだ 2年，実質的に稼動し

てから 1年が経過したにすぎないが，装消の利

用状況はまことに良く，成呆も祈実に得られつ

つある。 利用目的の中心研究テーマは次のよう

なものである。

(1)溶液中の高分子による散乱光の強度変動を

周波数分析し，分子の形や大きさを同定す

一工業分析センターは昭和46年開設以来，元素
分析， X線蛍光 ・回折分析， 赤外線吸収スペク

トル，発光・吸光スペクトル分析等，主として

化学関係の分析のセンターとして任務を果たし

てきている。

アイコムC-6 ミニコ ンピュ ータシステム

る新手法の開発お よび臨界状態におけ る高

分子の挙動や反応過程の解析 （高分子研究

に信号処理の手法を導入した新しい分野が

開拓されつつある ）。

(2)高速レーザパルス発す辰光の特性の直接観察

による新技術開発と過渡現象の研究。

(3)マイクロ波回路（特にマイクロスト リップ

線路）用の 回路素子の開発と設計。

(4)音辟収 ・振動波形の解析。特に音声信号の処

理による認識および合成，動画像の新しい

処理法の開発と専用システム開発のための

基礎研究。

本装囲は時代の先端を行く性能を持ち，最新

技術の研究• 開発に有効に機能しているが，今

後愁実 にシステムの性能向上を目指すと共に，

工学部の共同利用施設 とし て利用 しやす い運営

が望ま れている。

工学部内はもちろん，府中地区およぴ学外か

らも依頼される各種の試料を，要望に応じた分

析機器によ って分析 し，各研究者に基礎的かつ

有用なデータを提供しつづけてきている。

分析は地味な仕事であるのて，本センターは

目立った存在ではないが，研究教育に役立つた

めの正確な分析値を提供することによって， 本

学発展の土台石的存在として今後も貢献したい。
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........ 
共用施設

一
200KV透過電子顕微鏡 (Hu-H700

H)は昭和53年度，文部省の特別設

備費で購入された。共通機器の性

格上， 多分野の試料，すなわち有

機物 ・ 金屈 • 無機物 ・微生物およ

び生体試料を観察しうるように配

唸してある。

試料室 はユーセントリ ック で，

全方位傾斜（士45゚），加熱，冷却（一

150℃ )などの附屈装置を1ifiiえて

いる ばか りでな く，透過走査像 も

観察で きるようにな って いる。電

子線の加速電圧が200KVであるか

ら，lOOKVと比較 して試料拍匂(A

工産物）は半分に軽減され，試料

透過厚は1.4倍である （小金井キャ

ンパス ）。

52年度に農学部教官 の科研費で

購入された lOOKV透過電子顕微鏡

(JEM-lOOC)の格子縞分解能は2

• ． 

.I. —-- ~ ふ=
200KV透過電子顕微鏡 透過走査、二次電子イ象観察も可能

亀
・

こいり
一口"•C

`
 

Aで，ューセントリック試料室 と

なっている （府中キャンパス ）。

いずれも全学的な運営委員会で

運営されている。
電子顕微鏡超切片試料作製用ミク ロトーム
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一

340 

可

工学部放射線研究室

工学部放射線研究室

本学においてRIが初めて使用されたのは昭和

24年のことである。その折は，32pによるトレー

サー実験が蚕と桑を対象に行われた。その後，

昭和32年になって「放射性同位元素等による放

射線障害の防止 に関する法津」が制定されたの

で，繊維学部に放射線研究室（現繊維博物館 2

階の 2室，40m') が設けられ，昭和33年 5月15

日に使用が許可された。 ついで，昭和34年には

蚕室の一角にコパルト (25Ci)照射室が設置され，

蚕などの照射実験が行われた。この放射線研究

室や照射室 は当時としては，わが国ではもっ と

も早 いものの一つであった。

その後使用者が増加し，昭和39年には独立し

た放射線研究室 (70m') が建てられ新しく認可

を受け，従来の放射線研究室 は昭和36年に廃止

となった。 ついで昭和52年に新しい放射線研究

室 (307.4面）が完成したので，従来の放射線研

究室はコパルト照射室を残して，すべて廃止さ

れ現在に至っている。

当研究室に設置されている主な装置は液体シ

ンチレ ー ションカウ ンター ・多重波高分析器 ・

ストリーマーチェンバー等である 。 これらの測

定器を利用してトレ ーサー実験や放射線計測の

ための測定器の開発研究が進められている。新

III 大学の形成 C 現 況



実験室完成以来すでにいくつかの研究成果が報

告されているか，昭和54年度の主な研究成果は

①共晶系有機混合物のマクロおよびミクロ伽析

の観察（化工協会），②ストリーマーチェンバー

の試作研究（日本物理学会）等であった。

各種測定器の整備あるいは核種の購入により

今後ますます多くの研究成果の得られることが

期待される。

農学部放射線研究室

農学部においては，昭和33年頃から RIの使用

が始まり，施設がないため，工学部や他大学の

施設を借用して研究が進められていた。昭和43

年に放射線研究室(105mりが竣工し，初めて32p,

14C, 3Hなどを用いた実験か開始された。

その後利用者は年々増加し，昭和50年に研究

室の増築が行われ，計 175面の共同利用施設と

して完成し，現在に至っている。現 在 利用者は

20名を超え，作物・家畜 ・蚕などを対象として

12srをはじめ数核種によるトレーサー実験が行わ

れており，液体シンチ レーションカウンター ・

ァカウンタ ー ・クロマトスキャンナーなど多数設

置されている。

共用施設

農学部放射線研究室

研究室内部（農学部）
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〔小金井〕

一
池子計算機が本学に共同利用施設として設置

されてから 13年になるが，現機種は 2代目であ

る。同計算機は導入後丸3年目を迎えた FACOM

230-38S(主メモ リー256KB)である。且｝イ「者は 1

名。

システム構成は上図にあるように，農工学部

間を専用電話回線で結び，更に大型計算機セン

ターとも同様に専用回線で接続した。大型セン

ターより見るとリモートバッチの孫端末を 2台

持 った構成をしている。設置当初は，東京地区

の大学計算センターシステムとしては， 珍しい

ものであ った。

現在，登録ユーザーは、約60名，利用者は300

名，本年度のジョプ処理件数は月に 1,000-3,000 

電子計算機システム FACOM230-38S 

'I  , . ＇一、』 "'― 
m大大ヱセンター

I CC 

〔府中〕

件で，稼動時間は年1,900時間である。

利用 の形態は，主としてカフ ェテ リア方式と

いわれる方法で，利用者が自ら入力出力を行う。

利用者の 9 卯l は卒論• 修論を抱えた学生であ る。

従 って ピークの利用時期は 1月-3月上旬頃に

なる。この時期は60%という稼動率（稼動時間

に対する cpu時間）で，コンソールからの;i/1]り込み

要求も ，数分間待ちとなる こともしばしばある。

利用回数の多いのは， こ の数年，機械 • 生産

機械学科であるのは変わらぬ傾向だか，年々広

範囲になりつつある。次期のリプレイスまで 3

-4年はこのままということであるか，ユーサ

ーもセンターも， もっと効率のよい使い方を目

指して努力する必要がある。
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電子計算機小金井センタ ー

一
核磁気共鳴 (NMR)装置が本学に設置された

のは昭和44年 7月のことで，以来10年以上もの

間， 本学共用の設備として，既に測定した試料

も3,000件以上に達し，本学における物質の分析，

構造解析等の教育 ・研究に大きな役割を果たし

てきた。

もともと本装置は44年度予算に要求 されたも

のであったが， 44年 2月にな って急に43年度子

算で購入できるようになり，急きょ両学部より

2名ずつの構成で準備委員会が発足した。装置

としては当時最新鋭の日本電子C-60-HL型を購

入することになり，設置場所も工学部工業化学

科棟の 1階に決定した。同年12月に運営委員会，

室 員制度も発足し，今日に至るまでその活動が

府中端末室

核磁気共鳴装置

続いている。

この間両学部の多くの方々に NMR装濯室の育

成にご助力をい ただいた。

最近フーリエ変換NMR(FT-NMR)の出現に

よって，従来のiH核だけでなく， 13c,19F, 1sN, 31 p 

等の核種も容易に測定できるようになり， NMR

の応用範囲も飛躍的に増大しつつある。本学に

おいてもいちはやくこの新しいNMR装罹が導入

できるように，運営委員会としても努力を続け

て来たが，幸い，55年度の予算でその要求が認

められ，こ こに新 しいFT-NMR装置を使用して

の教育・研究が一段と充実し，発展するものと

期待されている。
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山正面，固南面

III. C 現 況

一般教育部

昭和54年以来，当大学の入学定員は，農学部

9学科で 315名，工学部11学科で 445名，計 760

名になっている。新制大学への切り替え当時は

計 240名であったから ，実に 3倍以上になって

いるわけである。女子学生も増えていて，昭和

55年は99名， 入学定員の12.8%に達し ，これま

た隔世の感がある 。

教官数も，当初は両学部から 10名 ずつ出し合

って20名だったが，現在は55名で一学部規模の

数に達している。 若い教官も 増えているのでそ

の活気が期待できるようである 。

教室，研究室 も質量共に漸次よくなってきて

いる。 小規模ながら視聴覚教室も できた。 昭

和54年からは， 一部でピデオによる授業も行わ

れている。体育の面で も体育館ができて室内運

動が確保され， また当大学 に伝統のあるテニス
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生物学実験

体育実技（テニス）

も， コートが一段と整備された。 ただ，・増大す

る学生数に見合う規模になっていないのが残念

である 。

いま ，われわれは80年代を迎えている 。 そし

て農学部 ・工学部はそれぞれ第二 の学部を造る

計画があると伝えられている。一般教育部が「半

独立」 の形で一本立ちしたのは新制大学発足後

間もなくだったわけであるが，現在の学生 ・教

官の規模からい っても， また農・ エ両学部 の谷

間を埋める意味からも 一般教育部の大きな改革

が迫られていると 言 えよう 。

新学部を構想するか否かのコンセンサスを得

るのは簡単ではないが，当大学がより総合的な

大学である こ とを目指して歩むぺきであろう 。
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附属図書館

農学部の前身の農事修学場当時は図書館と名

のつくものはなかったが，逐次図書閲覧室 ・図

書部等をおき，学術の研さんを助けてきた。 た

とえば明治 7年の勧業寮の書類によると， 「農

学の教育研究に役立つ書籟を大いにとり揃えた

いので， その係のものは常に心がけてさがし，

目につき次第買うようにした」 とある。 またこ

の頃和英の辞書など14冊 を 104円で購入してお

り，当時の物価から考えると，かなりな予算を

投入して図書の充実を計っていたことがうかが

われる。

この努力により，明治17年末には和漢洋書を

あわせて 2,000冊以上の蔵書を有するに至った。

図書館本館 ・農学部分館全景

このうち20%近くがドイツ語の書籟で占められ

ている こ とは， 当時の教育方針を反映している

のであろう 。

明治19年，東京農林学校に図書閲覧所を開設，

利用規程も制定されている。翌20年， 図書閲黄

室と名が変わり，閲覧者仮心得が定められた。

大正14年，駒場農業調査会が発足し，図書館

の改善，整備をうたっている。

束京高等農林学校独立に伴い，図書館規程も

完備し，図書館 ・書庫が新築された。 『菊桐』

終刊号には， 「立派な図書館はできたが蔵書も

少なく，利用者も試験前以外は少なかった」 と

記されている。

346 III 大 学 の形成 C 現 況



一方，西ヶ原では図書館の施設がなかった。

西ヶ原蚕友会でこの不1更を補うため，明治35年，

図書部を置き， さらに附属図書館を設けた。 そ

の後大正 3年， 当時の東京蚕業講習所所長本多

岩次郎先生の開講25周年を記念して発足した記

念会から記念図書館 ・書庫 ・蔵書等が寄贈され，

これに 1半って上記蚕友会図書部は発展的に解消

し， その蔵書のすべてを本校 （当時の東京蚕業

講習所）に寄贈した。

この建物は典雅な洋風煉瓦造り （書庫を 含め

約41坪 ）で，本校の建物中でも特に目立つ存在

であった。しかし、大正12年の大震災によって

大破し たので止むを得ず取りこ わされた。同13

本館・農学部分館

新着雑誌閲覧室（左）

一般閲覧室（下）

年，仮図書館を建ててその後の15年間をしのい

だが，大変狭くて不便であった。

昭和15年，東京高等蚕糸学校が小金井に移転

した当初の数ヵ月間は，同校本館 （現在の繊維

博物館） 3階の一室を図書閲覧室に あてていた

が， 16年には木造平屋建の新図書館へ移転した。

大正 3年にはわずか 2,400冊にすぎなかった蔵

書が，この移転時には11,000冊を数えるに至っ

た。

東京農工大学設立以後

大学設習に当たり，設置条件の第一に 「一般

教養中， 人文および社会科学関係の図書を充実

すること 」 とあり，新制大学の特色の一つが一
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要項 i也 区 府 中 小金井

R 閲覧関係スペース l,200m2 750m' 

開架スペース，一般閲覧座席，個室，

個席，休憩室など

⑮ 収蔵関係スペース 400m' 150m' 

（開架部分をのぞく ）

書庫特殊資料室など

c 業務関係スペース

(1) 閲覧奉仕事務 200m' 70m' 

コントロール・デスク， レファレンス・

デスク，奉仕事務室，複写印刷室， ロ

ッカー室， タイプ室，マイクロリーダ

ー室など

(2) 整理 ・管理事務 400m' 300m' 

事務室，役職員室，応接室，更衣休憩

室，製本作業室，物品保管室，用務員

室，会議室など

(3) 小 計 600m' 370m2 

⑰ その他のスペース 250m' 150m' 

玄関， ロビー，洗面所，機械室など

ムロ 計 2,450m' 1,420m2 

般教育の充実にあったためこのことは当然の要 昭和43年に両地区の図書館新営促進のための

望であったが，その後の着実な努力によって一 組織が発足し， 「親しみやすく，入りやすく，

応これにこたえることができた。 利用しやすい図書館」をモットーに，新図書館

当時の概況は 蔵書数：農学部24,000冊・繊 の建築計画等の具体的な検討に入った。

維学部32,000冊，合計56,000冊，建物：農学部 このようにして，新しい図書館が昭和45年度

116: 坪• 繊維学部99坪であった。 に両地区に竣工した。

小金井地区 （繊維学部）の図書館は木造で老 両地区の主要スペースはほぼ次の通りである。

朽化し， またその書叩は銃器庫を改造したもの （昭和55年 3月末現在）

であった。また府中地区 （一般教育部・農学部） 府中地区 小金井地区

の図書館は一般教育をかかえていることもあり

学生の急増で狭隣となり，大学図書館の機能を

十分に発揮することは困難となった。そこで両

地区の図書館の新築・整備が要望されてきた。

建物：延 2,452面 延 1,880m'

蔵書： 159,006冊 115,360冊

また，和・洋別の年間総受入冊数は和書 ：府
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中地区2,233冊• 小金井地区785冊，洋書：府中

地区662冊• 小金井地区478冊である。

図書館は情報化時代を迎えて急速な変化を要

求されつつある。最近10年間における主な業務

の推移にもこれが現れている。

昭和40年：ゼロックス導入による複写サービ

ス開始

同 44年：日本科学技術情報センターより学

術雑誌バックナンパー 6,000冊受

入れ，以後毎年継続

同 45年：両地区に新図書館開館

同 46年：文部省より指定図書費配分

同 47年：参考業務開始，印刷業務実施

工学部分館閲覧室

同 51年：工学部分館書庫の増築

同 52年：文献複写業務海外発注開始

同 53年：教材作成システム （ 印刷• 製本機）

導入，電動書架の設置

最近，国内各大学間における学術情報流通シ

ステムが具体化しつつあり，本学図書館も何が

しかの貢献とネットワーク中における先導的な

試みをなすべく努力しつつある。

さらにコンピュータ導入による日常業務の機

械化も避けて通ることのできない流れであり，

不断の研究により本学独自のとり入れ方を目指

して館員ー同努力を続けている。

附属図書館 349 



事務局・学生部

昭和24年 5月に国立学校設置法 （法律第 150

号）が公布され，新制大学として東京農工大学

が設置され たことに伴い，文部省の新制大学事

務機構基準に基づき，従来の東京農林専門学校

と東京繊維専門学校の事務組織を基として新た

に庶務課と会計課で構成された事務局と，生活

相談課と文化保健課で構成された学生相談部を

置く本部事務組織が発足した。 なお26年12月に

は，東京農工大学事務分掌規程が制定され，事

務局に施設課が増設されている。

更に28年 4月には， 学生相談部が学生部に改

制されたことに伴い， 学内措置 として生活相談

課と文化保健課を併せて学生課に改め両学部に

それぞれ置かれることとなった。次いで33年 1

月には，両学部に置かれた学生課を廃止し，本

部の学生部に学生課と厚生課が設置された。

44年 4月には，事務局に部制が敷かれ，事務

局は庶務部 （庶務課・人事課） ・経理部（主計

課 ・経理課） と施設課の 2部 1課で構成されて

昭和54年に新営された本部建物

いる。また， 47年 4月には学生部に次長制が施

行され，現在に至っている。

一方，発足当初農学部本館建物内に置かれ た

本部事務室は，昭和28年 5月には現在の本部地

域に建設され た木造 2階建の本部建物に移っ た

が， その後この建物も老朽化したため， 54年 3

月にその跡地に鉄筋コンクリー ト3階建の建物

が新営され，現在に至っている。

事務局は，会議の運営 • 学術研究の条件整備

・ 人事管理 ・ 予算 • 国有財産の管理・施設の整

備等の事務を掌り，両学部の事務を含め て大学

全体の事務に関する事項について総括し，調整

の役割を担ってい る。また学生部は，学生の入

学 ・修学指導・課外教育・経済援助• 学寮その

他厚生施設の管理等学生の厚生補導及び教務に

関する全学的事項について総括し，調整の役割

を担っている。
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局務事

保健管理センター 学 寮

保健管理センターは，昭和52年 4月に保健管

理施設として設置され，当初は農工両学部キャ

ンパス内の一隅を借りて業務を遂行していたが，

54年 3月， 小金井地区に工学部中央校舎鉄筋 5

階建が竣工し，同校舎の 3階 280m'にセンター

分室が設けられた。

また，同年 3月には府中地区の本部管理棟北

側に保健管理センターの建物，鉄筋 2階建 323

面が竣工した。

保健管理センターの主な業務内容は，健康診

断や日常の応急処罹• 健康相談・精神衛生相談

等であり，医師 ・カウンセラー ・看設婦のスタ

ッフがこれらの業務に当たっている。

保健管理センター

学寮は単に経済生活上の援助だけが目的では

なく，集団生活を通して社会人としての人間形

成に寄与する場として，府中地区 （農学部）に

は駒場寮，小金井地区 （工学部）には西ヶ原寮

・楓寮が各々のキャンパスの一隅に設けられて

いた。 その後各学部の将来計画等に沿い， また，

建物の老朽化並びに学生定員の増加に伴う入寮

希望者の増と相まって，統合寮としての新寮の

建設へと移行した。

新寮は男子寮を欅寮，女子寮を楓寮として小

金井キャンペスの東側に設置された。男子寮は

第 1期から第 3期にかけ工事が行われた。

第 1期目は第 1・ 2棟及び管理棟の鉄筋 4階

建 3,454面の工事で，居室45室 (1室 4人用）

が41年 3月に竣工した。 第 2期目は第 3棟の鉄

筋 4階建 2,304m'の工事で居室40室 (1室 4人

用）が41年 9月に建設された。

第 3期目は現在 0棟と呼ばれている鉄筋 2階

建 450m'の工事で，居室16室 (1室 2人用）が

47年 3月に増設された。

これによって男子寮の入寮定員は 372名とな

った。女子寮はプロック平家建 183面で居室 7

室 (1室 2人用）が42年 3月に竣工し，昭和44

事務局・ 学生部，保健管理センター，福利厚生施設 351 



年 3月には72m'の居室 4室 (1室

2人用）が増築され，入寮定員は

22名となった。

栂寮全景

農学部福利厚生センター

府中地区 （農学部 ・一般教育部）の学生食堂 した。

として昭和36年 3月にプロック平家建 240m2が 建物の地上 1階には食堂及び食品売場， 2階

設置された。また， この施設には在校生及び同 には喫茶室 ・対話室 ・集会室 ・会議室及び職員

窓生の基金によ る木造 2階建約 320面が同年に 休養室 がある。地階には文房具及び日用品等の

併設され，学生集会所 として利用され てきたが， 売店と理髪店などか配憧され，学生 ・教職員が

農学部の将来計画並びに学生定員の増加等 に伴 くつろき，対談かできる福利厚生施設として幅

い［日来の学生食堂は狭隣 となったため，新たな 広く利用されている。

場所に名称も 「栢利厚生センター」 として鉄筋 食堂 ・喫茶 ・売店及び理髪店の運営は本学の

地上 2階，地下 1階 1,820m2が52年 3月に竣工 消費生活協同組合が行 っている。

352 

なお，集会 ・会議室等の施設使用に関 しては，

農学部厚生係が所掌している。

福利厚生センター玄関囲と大食堂出
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工学部総合会館

総合会館は当初，小金井地区（エ学部）にお

ける学生食堂として昭和41年 3月に鉄筋 2階建

431面 が竣工した。その後，文具・書籍等を販売

することになったので， 45年 3月には170面が増

築された。

次いで，学科増設等に伴い学生総定員 が増

え， 1日来の施設では狭隣となり， また学生・教

職員がくつろいで対話のできる場所がなかった

ことから， 52年 3月には鉄筋 2階建1,077面が

増設された。

建物の 1階には食堂・喫茶室 ・対話室・文房

具及び日用品等の売店と理髪店 ・ロ ッカー室 ・

集会室等があり， 2階には集会室を主体にテレ

総合会館

総合会館内の喫茶室

ピ・ステレオコーナーが設置され，学生と教職 の消費生活協同組合が行っている。

貝の厚生 • 福祉を増進するための総合会館とし なお，集会室及びテレピ ・ステレオコーナー

て幅広く 利用 されている。 等の施設使用に関しては工学部厚生係が所掌し

食堂・喫茶 ・売店および理髪店の運営は本学 ている。

福利厚生施設 353 



富山荘

富山荘は，千葉県立安房農業高等学校平群分

校の廃校に伴い同施設を借り受け，昭和44年 7

月に合宿研修施設として設置された。

この施設の付近一帯は，南房総国定公園を擁

する緑と花と自然美に包まれた田園情緒の豊か

な所であり ， また近くの岩井海岸は遠浅で，夏

には臨海学校で賑わい， 学生の課外活動をはじ

め学生 ・教職貝のレクリエーションの場として

も利用されている。

施設は敷地面積l,643m2, 建物面積1,147m2の

木造 2階建，収容定員100名 （冬期は50名）で，

年間延べ約 1,500名の利用かある。利用申し込

みの受付等は学生部か所掌している。

所在地 千葉県安房郡富山町平久単中232の 1

（交通 一房総西線岩井駅下屯日東交通バスで約27分）

名 称東京農工大学富山荘

電話 04705(8) 0021 

湯の丸荘

富山荘

湯の丸荘

湯の丸荘は，昭和46年12月に信J小I湯の丸高原

（標高1,800m)自然休養林内に合宿研修施設と

して新設された。

この付近一帯は白樺， カラマツ林が続き，高

山植物の群生する景勝地で，付近にはリフトを

備えたスキー場もあり，四季を通じて学生の課

外活動をはじめ学生・教職員の余暇を利用して

のレクリ エーションやゼミナール等に幅広く 利

用されている。

施設は，敷地面積4,200m2, 建物面積 497m2の

木造平家建，収容定貝50名で，年間延約 1,800

名の利用かある。利用申し込みの受付等は学生

部が所掌している。

所在地 長野県小県郡東部町大字新張字新張山

（交通一信越本線小諸駅下車，千曲交通バスで約 1

時間）

名 称東京農工大学湯の丸荘

電話 02686(2) 1330 
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課外活動

東京地区国公立大学体育大会

この大会は，学生の体育活動の発展を促進し

学生相互間の親睦を図ることを目的とし て持た

れ，毎年 5月から 6月にかけ て （一部は10月の

ヨットと 3月のスキ ー），多種目の競技か行われ

ている。

昭和28年度に第 1回大会が東京大学の当番で

開催され，以後， 52年度の第25回大会までは東

京所在の国立大学13校と都立大学の輪番制で開

催されてきたか，東京教育大学の廃止 （筑波大

学の設立）に伴って， 53年度の第26回大学から

は国立大学は12校とな った。

一方，53年度の第26回からは，副当番校制度

（東京大学は単独） を取り入れて大会を運営し

ている。

本学は第 6回 (33年度），第13回 (40年度），

第19回 (46年度）及び第27回 (54年度）の当番

校と してその運営にあたった。

東京地区国公立大学連合文化会

この文化会は，東京地区国公立大学学生の文

化活動の発展を促進し学生相互間の親睦を図る

ことを目的として開催され，音楽と美術の発表

会を行っている。

これらの行事は毎年 1回行われ，参加大学が

輪番でその運営に当たっている。 第 1回の発表

会は昭和29年度に東京芸術大学の当番で始めら

れたが，以来、音楽と美術 の部門ことに参加大

学が担当し，本学 では， 32年度 ・45年度に美術

展を，38年度には音楽会を開催した。 その後，

音楽会は学生の都合で第16回の44年度で中止し こ

ている。

美術展は，毎年お おむね12月頃に都内で開催

している。

三大学体育大会

この大会は，信ナ1-1大学・京都工芸繊維大学と

本学の ［日繊維専門学校関係の 3大学が学生相互

間の親睦を図るため， 3校の学生自治会または

第27回東京地区国公立大学体育大会開会式

竹桐会の発表会風景

馬術部の活動

学友会が輪番制で主催し，毎年 5月下旬頃に競

技を行って いる。

大会は，昭和33年度に第 1回大会が信少lヽi大学

で開催さ れて以来，京都工芸繊維大学，本学の

順で毎年実施されている。
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学部の事務部・事務室

一般教育部事務室

一般教育部関係の事務を処理するために一般

教育部事務室が置かれ， その系列下に一般教育

係がある。 同係は処理事項により 庶務 ・会計 ・

教務学生に分かれて事務分担している。

農学部事務部

農学部関係 の事務処理のために農学部事務部

が罹かれ ている。 同事務部は庶務 ・経理 ・用度

同用度係においては，

分掌している関係事務をも担当している。

工学部事務部

工学部関係の事務処理を担当している のがエ

学部事務部である。

り立っている。

工学部事務部の施設係で

同事務部は次の 6係から成

すなわち， 庶務係 ・経理係 ・用

度係 ・ 施設係 ・ 教務係• 厚生係がそれである。

・教務 ・厚生の 5係か ら構成されている。 なお

次に本学の事務機構図 をあげて事務系の総括

とする。

事 務機構図
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連合大学院について

農水産系連合大学院（仮称）創設準備室

現状

農水産系連合大学院 （仮称 ）の創設準備につ

いては，昭和50年度から 3ヵ年にわたって東京

農工大学にその設立構想検討のため調査費がつ

き，本学を中心に調査研究が進められ．ついで

53年 4月に本学に農水産系連合大学院 （仮称）

創設準備室が置かれて事務官 1名が配属され，

更に54年 4月には教授 1名，事務官 1名が追加

されて現在に至っている。創設準備室の業務の

基本的事項を審議するために創設準備委員会が

設けられ，そこで連合大学院構想のツメを急い

でいる。

創設準備委員長には本学学長が，同副委員長

には創設準備室室長が当たり， またその委員に

は各地区代表委員の他に本学から農学部長ほか

の 3名の教授が加わっており ， それぞれ積極的

に活動して，同大学院の早期設立に向かって鋭

意努力中である。

また同大学院実現のための教官サイドの自主

的な推進組織として農水産系連合大学院協議会

があり ，創設準備室 に非公式の形で協力してい

る。 同協議会は参加大学学部 （下記）からそれ

ぞれ 2名ずつの委員と，他に本学から 2名，愛

媛大学から 1名， 及び本学事務局長を加え計50

名で構成し，委員長には愛媛大学，副委員長に

は本学及び長崎大学からの委員が選出されて運

営に当たっている。また地区代表を主体とする

常任委員会 (16名）が置かれ，協議会運営を強

化している。

現在農水産系連合大学院 （仮称）構想の母体

となっている大学は東京農工大学 （農 ） をはじ

め，茨城大学 （ 農 ） • 宇都宮大学 （農 ）・東京水

産大学 （水 ）・信少I、i大学 （農）， （繊 ）・岐阜大学

（ 農 ） • 静岡大学 （農 ）・三重大学 （農）， （水）．

京都工芸繊維大学 （繊 ） ・鳥取大学 （ 農 ） • 島根

大学（農 ） • 山 口大学 （ 農 ） ・香川 大学 （ 農 ） • 愛

媛大学 （ 農 ） ・ 高知大学 （ 農 ） • 佐賀大学 （農 ）．

長崎大学（水 ） •宮崎大学 （農 ） ・鹿児烏大学 （農 ） ，

（水）・琉球大学（農）の20大学23学部である。

なお連合大学院と略称して いるが，現実に創設

しようとしているのは独立した連合大学院大学

であることは言うまでもない。

創設準備室設置に至るまでの背景

近代科学はその進展度が極めて顕著で各種各

様に細分化している。 そのため大学における博

士課程の教育 ・研究指導も到底一 人の教官でま

かない切れるものではなくなっている。換言す

れば，それぞれの教官の真の専門分野は極めて

限られた範囲のものに変わってきた。 しかし，

これに対応していかねばならぬ筈の大学の現状

は制度・組織ともに，基本的には従前のものと

ほとんど変わっていない。

近年設立又は設立を企画されている筑波大学

・放送大学 ・総合大学院等の設置の基本理念は，

前述のように現代科学の発展に伴って起こって

きた新しい事象に対するあらたな対応という面

を持っている。

農水産系連合大学院の設立構想も ，上記と全

く同様に，進歩する科学への対応の意味て発生

し進展してきたもののひとつである。

現在の大学院が従来の制度だけでは律し切れ

なくなっている点をいくつかあげるとC1)既述の

ように博士課程での指導ともなると，少数の教

官だけではその分野のすべてをカバーすること

かでぎないので， 多数の専門家の協力が必要で

あること ②何々講座という名称だけでは幅か

広すぎて担当教官の真の専門がわからない。従

って博士課程などでは各教官の真の専門範囲を

明確に打ち出す必要があり ， また狭い専門範囲
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連合大学院構想案の模式図

尖際に研究の行われる虹

合 セミナー ハウス

図の説明 破線は教員の登録を示す。登録された教鼠を連合大学院独自の専

攻分類にあてはめて、そのうち一定数 (10名程度）が併任教官となる。専攻を

構成する併f:f:教官のそれぞれの専門，研究内容などが一般に公表され，学生は

これを見て自 己に最も適当な指悴教官を指名して出願する。実線は学生の出願

と受入れの経路を示す。 a→ b→ c→ aの経路は a研究室の学生が連合大学院

事務局 bを経て連合大学院に cとして登鐸されている教授を志望、合格後再ぴ

元の a研究室にもど って研究を続ける場合である。 この場合，同じ研究室に来

ても、 もはや B大学の学生ではなく，連合大学院の学生て， B大学ては特別委

託学生のような立場であずかる形になり， もちろん入学合否，論文審査なども

a教授も参加した連合大学院教授会て行われる。 a→ b→ d→ eの経路は同様

に a研究室 で修士とな った学生か他大学，他研究機関の e教授のもとて研究を

行う場合を示す。受入れに当たっては eに適するか否か a教授の推lt'tを十分考

咆に入れるこ とも必要であろう 。 なお本文にも述べたように、専攻の主指碍教

官か決ったところて、地区研究科の教授会でその学生の研究に適した副指消教

官 2名を選定し、以上の 3名か一組とな って相談のうえ学生の指導か行われる。

またこの図ては他学部、他官庁の教官，研究者も登録されることにな ってい

るか，発足の第一段階ではます現在修士課程を持っている農学関係学部からス

タートするものとする。

このほか，図には 出ていないか，第二段階として最も必要度の高いところか

ら共同利用研， ロー カルな特色を持った研究施設，研究所 （いずれも専任の教

員を持つ）などを順次設誼して行くことにな っている。

となると時日が経過すると変わる可能性が大き

いので期限をつける必要のあること ③博士課

程 ， 特に応用科学の部門 になると細分化した教

官 1人だけでは学生指導にも論文審査にも 不 十

分で，関連する複数教官の協力指導によっての

みはじめて目的達成ができること等である。

る必要があるので，博士課程に地区研究科の設

置を勘案した大学院の構想が台頭し，現在博士

課程を持たない国立20の大学が共同で大学院大

学を設置しようとい う 「農水産系連合大学院構

想案」が生 まれるに至った。

特に農学の分野では地域色か十分に生かされ
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構想案の骨子

この構 想案は「全国の国立大学農水産系学部

・研究所に設けられている現在の修士課程の研

究科を母体として，該研究科より独立した後期

3年の博士課程の大学院大学を設置しよう 」と

いうものである。 まだ流動的な部分もあるが概

要は次の通 りである。

大学の組織としては全国 1組織で，関束・中

部・中国・四国・九州の 5地区にそれぞれ博士

課程後期 3年の農学研究科を置く。さらに学位

審査や教官資格審査を行うための機関 （各専門

分野を代表する教官によって構成される ）， 各

地区の研究科間の連絡調整のための委員会，連

合大学院事務局などからなる本部を罹くことに

している。

学長と 2名程度の副学長ならびに事務局はい

ずれも専任とし，各地区の研究科には専任の研

究科長を， また重要事項を審議するための研究

科委員を置き，事務部がこれを補佐する。 各専

攻には事務室を置く方針である。

学生の指導は学生 1人につき主指導教官 1人，

副指導教官 2人の計 3人で担当し， 3教官が相

談し主指導教官の所属する大学の教育担当講座

を中心 として研究を行う。一専攻当た りの入学

定員は 2-4名とし， 枠外で外国人留学生の受

け入れも考える。入学志望者は志望する専攻の

併任教官名簿から自己の研究課題に最適と思わ

れる主指導教官を選んで出願し，連合大学院の

研究科委員会で副指導教官を定める。

教官には専任 ・併任 ・客員の別があるが，学

長 ・副学長以外はすべて登録制とし，登録教官

のうちから一定の期間を区切って任用する。教

官は，学長 ・副学長 ・研究科長以外は原則 とし

てすべて併任で，学生がつく場合には指導教官

のいる母体大学の修士購座は自動的に連合大学

院大学の教育担当講座となって協 力する。

また，登録教官で併任教官に任用されなかっ

た者は，所定の枠内で必要に応じて随時客員教

官として委嘱される。 なお登録教官とは当該大

学院の教官資格審査に合格し， それぞれの専門

の範囲内で学位審査権を持った教官のことである。

左図は連合大学院構想案の模式図である。

関東国立大学工学系連合大学院（博士課程）（仮称）の構想案

経過のあらましと現状

いわゆるオーバドクター問題を解消し，真に

社会か ら評価される特徴ある工学系博士課程大

学院を関東国立大学の連合のもとに設置すると

いう考えから，昭和49年 3月，東京農工大学の

呼びかけにより 「博士課程設置に 関する懇談会」

を開催し，昭和49年11月に関東地区国立大学理

工学系連合大学院博士課程設置促進協議会（関

博協）が結成された。加盟大学は，茨城大学 ・

宇都宮大学 ・群馬大学・埼玉大学・ 千葉大学・

東京農工大学 ・電気通信大学 ・横浜国立大学・

山梨大学で，幹事校には東京農工大学が当た っ

がし— 〇

昭和51年には新たに山形大学が参加し，農水

産系連合大学院および工学系連合大学院に関し

調査費が認められた。昭和52年には横浜国立大

学 と千葉大学が脱退し，その後また埼玉大学も

脱退して 7大学となり，現在に至っている。

昭和52年には， 学部単位の参加により 大講座

制をとるという基本構想がまとま った。昭和53

年 1月，幹事校として電気通信大学 が当たり，

委員長も交代した。

昭和53年10月，文部省内に大学院間の相互交

流等に関する調査研究会議が設立され，当初は

農水産系連合大学院がその討議対象であったが、

徐々に工学系についても議題としてとり上げら

れるようになった。それにともない，工学系連

合大学院構想の提示を求め られ，教育・研究の

理念と方法，専攻と講座編成，管理運営とその

組織等につぎ鋭意構想を練り，昭和54年 1月に
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は構想案 Iを公表し，文部省への説明も行って

かなりの評価をえた。

昭和54年 4月には構想案IIを公表， これをも

って調査費を要求した。昭和54年 8月，教育方

法改善費の名目で調査費が認められ，それを受

けて大学院相互交流推進委員会が設立され，同

年10月に 7大学院合同セミナーが開催され多大

の評価をえ，一つの実績となった。

昭和55年 6月には， さらに構想案の詰めを行

って関東国立大学工学系連合大学院（博士課程）

構想案の概要を公表し， これにより昭和56年度

概算要求を行った。 しかし，その機なお熟せず

か不調に終った。

一方，第 2回 7大学院合同セミナーは， 7大

学間単位互換に関する協定の調印を行って昭和

55年10月に実施された。

構想案の骨子

独特の施設設備と教育方法により，幅の広い

研究分野に柔軟に適応できる研究者，高級技術

者を養成する， また，社会人や外国人にも広く

門戸を開放する ，大学 の閉鎖性を打破し，大学

間の格差是正をはかる 等の 目標をかかげ，参加

大学間にわたる専攻を つ くり，施設としては研

究・教育センターならびにセミナーハウスをつ

くる。

専攻としては，物性工学 (9大講座），材料

工学 (7大請座），応用科学 (9大講座），エネ

ルギ工学 (8大講座），生産技術工学 (13大講

座 ），情報システム工学 (9大講座），電子シス

テム工学 (7大講座）および自然 ・社会工学 (8

大講座）の 8専攻70講座を設ける。

大学の連合方式としては，学生の研究指導と

研究協力のユニ‘ノトである大講座は大学にはり

つけ， 6 -13の大講座か らなる専攻 は一般に大

学間にわた って構成されるが， これは連合大学

院直轄とし，専任の専攻長がこれを統轄する。
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1 . 生い立ちーー前身時代

東京農工大学があり，そしてその同窓会があ

るという世間的に至極当然の姿としての現状が

ある。 しかし， これはー朝ータにして成ったも

のではない。

東京農工大学は，東京農林専門学校ならびに

東京繊維専門学校を両学部の母体として発足し

たことから，現同窓会もそれぞれの同窓会を母

体としたものである。 説や廃止説など種々の風聞が伝わり ， これが契

そのひとつは駒場交友会であり，農学部の前 機となって結束を強めた。母校が小金井に移転

身である東京帝国大学農学部の農学実科，林学 後も西ヶ原の名を冠していたことは，駒場交友

実科及び獣医学実科時代のそれぞれの同窓会で 会とも一脈相通ずるものがあったことが感じら

ある講農会，林友会及び駒場獣医学友会を母体 れる。

とするものである。駒場とは，現束大教養学部 駒場 ・西ヶ原の両同窓会はともに，母校の命

の所在地である目黒区駒場に当時の農学部実科 運をかけた学制の変動に対処し，母校とともに

が所在していたことに由来している。 苦難の時期を乗り越え，卒業生は明治以来本邦

駒場交友会は、大正中期に東大農学部と旧制 の農業の実学 を推進し，輸出の大宗であ った蚕

一高の用地交換により農学部が本郷に移転する 糸業の発展に大きな役割を果たし，わか国経済

方針がきまり，それに伴って実科は廃止すると の伸長に顕著な貢献をしてきたことも ，因緑浅

の説が起こ った際に，独立運動推進のため前記 からぬものがある。

講農会•林友会 ・ 獣医学友会の連合体として結 2. 本会の設立

成された。 それから，昭和10年に東京高等農林 東京農工大学の発足以降，両同窓会は合併の

学校として府中の地に独立するに至るまで，実 準備を進め，昭和37年 4月10日に林野庁小石川

に血のにじむ努力を果たしてきた。 その後も同 荘において，両同窓会の理事の大半の参集を得

窓会活動は， 実質的には新設学科を含む各科別 て設立総会を開催し，ここに現同窓会が誕生し

々の組織によって運営されていたが，学制改革 た。

に際し再び一体化した活動が始まり，東京農林 この間，母校では一般教育部の体制も逐次整

専門学校が東京繊維専門学校と合同して東京農 い，府中地区において両学部の 1年次の教育が

工大学を創設するという母校の動きに応えて， 行われ，サークル活動でも両学部学生の交流が

西ヶ原同窓会と連携し， 東京農工大学誕生の陰 盛んになり ，卒業後の就職分野でも共通する職

の力として大きな役割を果たした。 そして昭和 域をもち，同窓生として別個の同窓会に属する

24年には名実ともに一本化した組織とな った。 ことは不自然であり，各地のI日両同窓会員の間の

一方，西ヶ原同窓会は明治33年に結成された。 親近感も深まって，漸く大同団結の機が熟した

西ヶ原の名は，現工学部の前身が当時東京蚕業 ものと思われる。

講習所として北区西 ヶ原に所在していたことに この同窓会の合同には，故奥野道夫，故中島

由来している。 その後，農商務省の所管から文 道郎，故渡辺静夫，鈴木三郎の 4氏が両同窓会

部省への移管問題が起こり，農科大学への合併 の委員として献身的な尽力をされた。
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初代の同窓会長 には故片倉三平氏 （旧西 ヶ原

同窓会長， 日東紡績株式会社会長）が，名誉会

長には竹山祐太郎氏 (I日駒場交友会長，衆議院

議員のちに建設大臣，静岡県知事を歴任）が

選出され，両氏が会長，名誉会長に交互に就任

されて， 旧同窓会の融和と新同窓会の確立に尽

くされ，故賀集益蔵氏（三菱レーヨン株式会社

会長，相談役）を経て，現堀禄助氏（厚木ナイ

ロン工業株式会社社長）に及んでいる。

東京農工大学同窓会設立当時の会員数は約 1

万名で，総会は各支部及び部会から推薦された

代議員と役員とで構成されることになった。こ

のため総会は議事中心に運営され，懇親会的な

会合の味は薄れた。一方，母校の各学科を母体

とする各部会の総会や，府県単位に結成される

支部の総会が充実し，それらが懇親の場として

の役割をも果た していると見受けられる。

3. 現況

同窓会は近年，母校の創立記念事業の推進に

全力を尽くし， 多数の会員から 特別会費のご寄

付を頂いた。記念事業の 内容は 別項の通りで

あるが， この記念出版物は特別会費を拠出され

た会員に配付するほか，記念品及び大学概要

特集号は， ご希望に応じて販布することにして

いる。

会員数の増大の割には年会費の納入率が伸び

ていない。 しかし一方では，卒業時にはほとん

どの新入正会員がその年度の会費を納入してお

り， また新入生の父兄賛助会員は年々増加しそ

の約半数に達している。 この賛助会費は準会員

の卒業時に，正会員終身会費に切り替えられる

ので，数年後に正会員となる者の約半数は終身

会員の資格をもつことになる。

会員の動静としては，母校が日本全国から入

学生を迎え，卒業生は国家公務員をはじめ，全

国規模の会社 ・団体に就職する者の多いことか

ら，年間の異動が非常に広汎にわたっている。

これは地方大学とは趣を異にする特色で，同窓

会の運営にも反映し，母校所在地’は会の事務的

中心ではあ って も，懇親的活動は本会よりもむ

しろ部会及び支部活動に負うところが大となる

のが自然の成り行きである。

4. 今後の課題

同窓会は現在約 1万8,000名の会員を擁し，毎

年700名余の新入会員を迎え，母校とともに発展

している。 そして，農工大とな ってからの卒業

生が既に 1万名を超えるに至った。 しかし，同

窓会とくに部会と支部の運営は，その前身時代

の卒業生を主力としている。これは同窓会の性

格上，先輩格の者がその中心となるのは当然な

がら，会員の過半数を占める層が推進力となる

べき時代に入ってい ることを自覚しなければな

らない。

常に目を前に向け， 自力で向上の途を歩むの

が青年の姿であり，回顧的関心の薄いことは当

然であるが，そのバックには常に母校があり，

同窓の力のあることに思いをいたし，母校百年

の歴史を顧みるとともに，同窓会への結集と協

力を願う次第 である。これこそが同窓会の若返

りとますますの発展の途を拓くことになるので

ある。

i財団法人東京農工大学後援会 i
........................................................................ 

創立記念事業の ひとつとして記念基金によっ

て設立されたもので，農工大における教育と 研

究を援助し，次代を担う後進の育成に力をかす

ことは，大学にとっても，はたまた同窓会にと

っても意義深く ，記念事業にふさわしいものと

の考えに基づいたものである。

財団は， 碁本財産として同窓会か ら4,000万

円の寄付を得て，大学事務局ならびに同窓会の

2ヵ年にわたる努力ののち，昭和54年 1月 5日

付をも って設立の許可を受けた。 この果実に，

同窓生 • 学内教職員 ・入学生父兄らの賛助会費

及び寄付金を加えて事業が行われている。

昭和53, 54年度の主な援助は，教官の海外派

遣計11件約350万円，海外研究者の招へい計4件

約100万円，研究助成計10件450万円，調査費援
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助計33件約225万円に達し，着々と成果を挙げて

おり ， 各方面から感謝されている。

財団は現在，堀同窓会長を会長とする理事18

名，監事 2名の役員と， 20名の評議員とを同窓

会と大学の双方から選任し，年間約 1,000万円

の予算で民法第34条に碁づく公益法人として事

業を行っている。この度，税法上の試験研究法

人として認められ，財団に対する寄付金は税法

上の恩典を受けられることとな ったので，各方

面からのご援助を期待している。
- ------ ----- ------- - - - -

；創立記念事業のあらまし：

養健教授 （学生部長）が選出され，事業項目と

して，①記念施設，②記念史刊行ならびに記念

式典，③記念基金による事業，の三本柱をたて

③として財団法人東京農工大学後援会の設立を

検討した。一方，同窓会は52年末から記念事業

のための募金 （特別会費）に嗜手した。

2. 創立記念事業委員会 （昭53.9 -54. 6) 

記念事業の大綱が定まったので，準備委員会

を事業委員会 （大学・ 同窓会各 7名）に集約し，

高嶺同窓会理事長を委員長とし，事業の具体策

の検討に入った。その結果，①財団法人の設立

を当面の急務として推進する，②記念出版の企

1 . 創立記念事業準備会 （昭51.4-53.9) 画推進を同窓会に委託する，③記念式典等の企

東京農工大学同窓会は，昭和46年度総会にお 画を大学事務局に委託する，④記念施設は保留，

いて母校の百周年記念事業の推進を決定し，全 ⑤学内募金に着手する， こととな った。

会員にアンケートを送付して意向をまとめ，同 学内募金委員会は，昭和53年11月から学長を

48年に 当時の同窓会理事長から大学に共催方の 委員長として募金に済手し， 635万9,000円(347

申し入れを行った。 名） を募金して，同54年 7月， 430万円を財団

その後，同窓会と大学側との協議が整い，昭 法人へ寄付し，残余を記念行事 費として創立記

和51年 3月の大学評議会で，創基百年・設立参 念事業会へ移管して任務を完了した。

拾周年記念事業準備委員会 （同窓会側委貝20名， 3. 創立記念事業会 （昭54.6 -現在）

大学側委員20名）の設置か承認された。準備委 記念事業の実行機関として，名巻会長：堀同

員長に高嶺浩同窓会理事長か，同副委貝長に犬 窓会長，会長：諸星学長，委員 ：大学部局長及

記念式典 （諸星学長の式辞）

後援会・創立記念事業

び同窓会理事長の計 7

名から成る創立記念事

業会が組織され，事業

会委員長に高嶺同窓会

理事長が選任された。

記念事業会は， 同窓

会からの拠出金に上記

の学内募金を併せ，

2,500万円を事業予算

として，①記念式典等，

②記念出版，③その他

記念事業として適切な

事業を行うこと とな

った。その概要は次の

通りである。
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1)記念式典 ・記念祭：大学主催による記念

式典及び記念事業会後援による祝賀会は 昭和

54年10月13日に東京自治会館（府中市）におい

て， 文部大臣 （代理 ・文部次官） をはじめ関係

大学長その他の来賓 250名を迎えて盛大に挙行

された。

同日， 記念事業会の主催により，

金井の両学部構内に会場を設け，

府中及び小

上記行事に引

き続いて記念祭が挙行され，同窓生300名余に元

教職員現教職貝，

場に400名余，小金井会場に200名余の参加を得

学生代表等を併せ，

て盛会裡に終了した。

2) 

ゆみ＂ ：創基以来百年の歴史と現況を綴るスライ

“スライドによる東京農工大学百年のあ

ド (233枚，

府中会

ナレーション ・カセットテープ付，

30分） を作成して，

し好評を博した。

記念式典及び記念祭に上映

この編集は，高嶺事業会委員

長を 中心に，委員の佐々木清文，小林茂雄，松

岡正邦らの同窓会理事の努力と大学事務局の協

カでなされた。 記念祭 （府中会場で駒場農学校開校記

念の木杯を披露する川村農学部長）

このスライドは， そ

の後も学内行事や同窓

会行事の折に活用され

ている。

3)記念品：農工大

とその前身の徽章 3つ

をあしらった南部鉄製

のペン皿が製作され，

記念式典， 記念祭の参

列者に配付された。

の後， 同窓会の手によ

り希望者に販布されて

いる。

4)記念出版：本誌

刊行の経緯については，

別途記述されるので省略する。 記念祭 （小金井会場で祝詞を述べる喜多工学部長）

以上をもって，

たが，

そ

当初予定の事業を一応完結し

本事業の一環として設立された財団法人

の育成 （基本財産の充実 ・事業の拡大），農工大

ならびに同窓会関係史料の収集 ・整備など，

事業を契機として着手，

本

継続すべき課題を残し

ている。
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《座談会》

農工大学の未来を語る

とき 昭和55年 7月29日

ところ 農学部福利厚生セ ンタ ー

く出 席 者〉 （順不同）

●一般教育部

久保田穣 （法 学）

小原 嘉明 （生 物）

●農学部

小久江栄一（獣医学科）

岩花秀典 （植物防疫学科）

●工学部

宮田 清蔵 （繊維高分子工学科）

鈴木 健之 （工業化学科）

中森真理雄 （数理情報工学科）

●第III部(C)担当編集委員（司会）

秋山 三郎 （化 学）

橋本健一（英 語）

多田 全宏 （農芸化学科）

小倉 紀雄 （環境保謹学科）

東野文男 （機械工学科）

小畑 秀文 （電子工学科）

工藤康雄 （電気工学科） 清水正賢 （一般教育部）

伏谷 賢美（林産学科）
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工藤（司会） 農工大創基百年事業の一環

として 「農工大百年の歩み」を編集中ですが，

その第III部のなかの「現況」のあとへ， “農

工大の夢を語る”といった若手教官による座

談会を載せることになりました。そのような

ことで本日お集まりいただいたわけです。

これは第III部 (C)の編集委員が担当するこ

とになり，私が座長をおおせつかったわけです。

清水，伏谷両先生と三人で司会をつとめさせ

ていただきますので， よろしくお願いします。

最初にお断りしておきますが， これからお

話していただくことは，ページ数の関係もあ

って必ずしも全部載せられないだろうという

こと， また発言者のお名前は直接出さない，

ということです。 さらに，最終的なとりまと

めはわれわれにご一任いただきたいと思いま

す。

明確な結論を求めるものではなく，放談会

とい った性格のものですから，大学の将来像

等については大学の執行部が考えているよう

なことにとらわれず， 自由なご発言をお願い

いたします。 お話し合いの順序としてはとく

に考えておりませんが，おおよそまず現状の

問題点を見つめ，それをふまえて将来展望を

考えるといった風になるかと思います。

まず工学部の方からいかがですか。

l 私どもがいま考えている将来計画とい

ったものを，現実にプランニングしているこ

ともふくめてお話したい。農工大の将来を考

える場合， まず大学のステータスが上がって，

学生が農工大へきてよかったと思うような大

学にするにはどうしたらよいか， またわれわ

れが研究を続けていくためにはどうしたらよ

いか， ということが基本的なことになると思

つ。

考えるポイントとしては，産業界へすぐれ

た人材を送り出すという、ことからすれば，産
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業構造，就業構造の将来， また人口の年齢分

布がどうなっていくかということをふまえる

必要がある。 さらに組織上からみれば，縮小

ではなく拡大の方向へということである。 国

際化 ということも重要なファクターになろう 。

こんなことをふまえて，いま工学部では企画

委 貝会等で検討を続けているので以下披露し

たし'o

まず工学部の現状をみると，ハードな部門

に片寄っている。今後の方向としては第三次

産業つまり運輸，通信，電力など， また第二

次産業でも高度組立産業へ人材を送っていか

なければならない。現状のままの路線で膨脹

してい ったの では学生の就職にも直ちに影響

しよう 。 それから両学部とも受験生が最近余

り増えていない。小さ いパイのと り合い にな

っている。

そういう意味で，工学の手法と社会科学の

手法をドッキングした新しい学部一―ーシ ステ

ム工学部といった学部の設立を考えている。

たとえばこの中では社会システム工学科とい

ったものも 考 えており，高度化，複雑化して

いく社会に対応できる人材の供給をはかろう

としているわけである。 そして社会科学系の

学生の目も工学部へ向けさせて受験生の総数

も増やし，学生のレベルも上げたいと思う 。

新しい発想で新しい活力を生み出そうという

ものだ。

システム工学部のもう一つの大きな目王は

次のようなことである。 つまり，昭和22-23

年生まれの人がいま働き盛りになっているが，

あと 10年たつと 42-43歳になる。 その時には

年齢構成比の関係上必ず雇用の転換を迫られ

ることが考えられる。 これに対応できるよう

な卒業生の再教育，社会教育を含めた教育体

制も考えているわけである。 この計画の達成

の時期については昭和60年頃までと思ってい



る。 それは，昭和56年

から始まる第 2次ベビ

ーブームに対処しての

高等教育に対する量的

拡大の必要性（大学設

置審議会の整備計画に

よる ） と，本学の所在

する南関東における立

地条件か らくる社会的

要請にこたえようとす

るものである。

＊全学的仕組みで将来像を

司会 一般教育部の方はいかがですか。 学

部としてまとまるにはまだ問題があると思い

ますか......。 いろしヽろな試案か出ていると間

しヽ てしヽ ますが.....。

C 昭和40年頃からいろいろと練ってきて

いる。 しかし大学全体の将来にかかわ ってく

るのでそう簡単にはいえない。大学の将来に

ついては全学的に考えていく基盤体制をつく

ることが大切だと思う 。工学部の新構想を聞

いても， 一般教育が今後ますます重要になっ

てくるという感が深い。

D 一般教育はここ10年来，専門部門の拡

張によってしわ寄せを受けてきた。大学では

極めて重要な部分だと思っているが，その質

を低下させずにどう伸ばしていくか真剣に考

えている。 人文的な方向を中心にした学部を

作 って独立するなどの案もあるが固まったも

のではない。専門の方々が将来計画を考える

場合，常に一般教育のあり方というものを頭

においてほしい。

A 一般教育部では 3年前に検討委員会を

作って検討している。農工大の将来を考える

場合は全学的条件，つまり，各学部の構想を

尊重しながらも 基本的には全学的発想に立 つ

べきであるということ， また社会的要油如何

という面も重要な要素になる。一般教育 では

これら のことをふまえて 4- 5の案を考えて

いる。

G これは農学部全体の合意ということで

はなく， あくまで私個人の考えだが・・・・・・。 そ

もそも日本の行き方についての一般的認識は

“工業製昂を鍮出して｀＇ということで，農産

物をどうこうしてということではない。 その

ような情況の中で農学部の将来は非常に厳し

いものがある。現在大学の農学部は需要供給

のバランスがとれていない。従って；将来は，

農学部の統廃合の問題，縮小の問題が社会的

要訥としてもでてくるだろう 。 そういう中で

農学部のあり方というものを追求していかな

ければならない。工学部は工学部の考えがあ

るだろうが，農学部では拡大ということより

まず現状を整理してみる必要があろう 。受険

生の動向といったこともふまえる必要がある。

具体的に 言 えば，農業生物学とか基礎生物学
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への指向も今後農学部が生き抜いていく一つ

の道ではないか。単なるポーズだけで， 「応

用」 「応用」と叫ぶ必要はないと思う。

M 私は社会の状況を考えると，今後は情

報的手法がますます重視されるだろうと思う。

今後は日本でしかできないもの，つまり付加

価値を与えるような産業が大切で， それに影

響を与えるような大学のあり方を考えていく

必要かある。情報処理センターのようなもの

も必要になろう。同時に学科の統廃合という

ことも大きな課題だ。一般教育について言え

ば， もっともっと基礎学力を養うようにすべ

きだと思う。今の学生の語学力などほんとに

ひどいものだ。

B 一般教育を責任をもってやっていける

学部が大事だ。 10年20年先ということになる

と世代が交代するわけで，今の若い教官がよ

ほどしっかりしなければいけないと思う。

学生の質の問題がでていたが，たしかに低

下している。 しかし， これをいかに引き上げ

るかが一般教育の大事な役割で，現在の教官

はこれには非常な熱意をもって対処している

と思う 。必ずしも悲観的要素ばかりではないc

問題は一般教育と両学部の谷間が大きいとい

うことだ。

E 卒業生は各方面へ進出しているが， ど

こでも要求されるのは基礎学力だ。 英語の力，

数学の力，情報処理など……。 それに対応で

きない人は非常に苦労している。 そういう意

味で一般教育の努力は認めるし，今後も両学

部と密接な関係をもって優秀な卒業生を出し

社会のために資するという方向で統一できる

と思う 。

F 先はどスタッフの話があったが……。

農工大の規模は教育を受ける学生側からする

と小ぢんまりしていて適正な規模ということ

だが，われわれの側からすると， スタッフが

足りないし，それぞれに過重な負担がかかっ

ていると思う。大学院からみても，研究の規

模はもう少し大きい方がよい。そういう意味

で私は拡大の方向をとりたい。

また，工学部と農学部の将来像は重なる面

も多いので，一般教育との調整だけでなく，

両学部の調整が必要である。その場合，学科

の統廃合という問題を抜きにして考えること

はできないだろう 。

E 私も同感だ。畜産か発展したといって

も工業のバックアップがあったればこそで，

日本の獣医畜産関係の人々が優秀だったとい

うことだけではない。折角農• エの両学部か

らなっているのだから，学部が別々に発展の

道を考えるのではなく，一般教育もふくめて

三者の協力関係を深めることが何より大切だ

と思う 。

k その通りだ。協同研究をするいい時期

にぎていると思う 。光合成などいい例だ。真

剣に話し合っ て共同利用施設など提案してい

くいい時期ではないか。専門領域をオーバー

ラップすることも大きな課題だろう 。

調整が必要ということで，工学部とし

ては調整のための委員会の設置を提案したが，

農学部の反対でつぶれてしまったと聞いてい

る。 このへんは十分再考してほしい。ダメだ

ということでこわすのではなく，代替案を出

してほしいと思う。

G 農学部の反対というのは， 「調整は評

議会などの既設の組織に委ねるべきで，直ち

にそのような新しい委員会を作ることには賛

成しがたい」ということであった。これまで

はこうしたディスカッションの機会すらなか

った。調整は大事な ことと思う 。

司会三者それぞれの立場があり，かみ合

わない面もあるようですが，機械システムを

推進している立場で Jさん何か……。
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J システム工学部

の問題であるが，企業

の人事の方々との話し

合いでもこの方面の要

望は強い。 ただ単に拡

大しようということで

はなく，今までの実績

や企業等との対応を通

じてでてきた問題なの

だ。

いろいろ議論はあっ

たが，みな目的は同じ

だと思う 。 誰も大学をこわそうとは思ってい

ないわけで，ただ方法論が異なるだけだと思

う。農学部，工学部共に百年の伝統を持って

いるわけで，それを一度こわしてしまうと再

建はなかなか大変だ。社会的に必要かどうか

という視点は大切だが，それだけにこだわる

とかえ って将来よくないと思う。だから私は

極端な手段はとるべきでないと思って いる。

また時代の要訥ということだけで学科を乱造

するのではなく ， むしろヨーロッパ的な応用

力学とか応用化学といった方向にも って いっ

た方が真に時代の変化に対応できると思う 。

それから一般教育のことでは， たとえば英

語の力が問題になったか，私は専門英語など

ということは考えていない。工業英語などと

いうものは全く存在しないと思う 。一般の英

語ができればそれで十分と思っている。

D すぐれたご意見だと思う 。シェ ークス

ピヤを一般教育の教材に使うことについて異

論もあるやに聞いているか， これはおかしな

ことで，英語の基本的な力をつけるためには

シェークスピヤを使おうとニューズウィーク

を使おうと枯本的には何ら変わりないことで

ある。英語に限らず一般教育 という ものは長

い目で見なければならないと思う 。 教えたこ

とがすぐ役立つということではないのであ っ

て，正しい枯本的教育を進めればそれはどこ

かで役に立つという認識が必要だ。 このこと

はかなり大 きな 問題だ と思う 。

H 私は考え方がせまいかもしれな いか，

現体制でいかに質的なレベルア ップをはかる

かが大切だと思う 。研究室の実態を調べて み

ると，農学部でも施設の使用頻度か少ない。

もう少し利用すればレベルも上るだろう 。 た

だ，それを利用させるような体制も施設も十

分でないことも事実だ。実際にわれわれがや

っていることから問題を出し合って話し合っ

てい ったらと思う。

＊キャンパスの統合も真剣に

L 今まで出てこなかった こ とだか，今日

は“夢を語る＂ということなので，非現実的

なことかもしれないが発言したい。

問題は文部省との関係において解決すべき
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ものと，大学の中だけでできるものと二つあ

るように思う。前者ではどうしても定員や予

算の削減など教育行政上の制約から新制大学

はとくにそのしわ寄せを受け質的なレベルダ

ウンを余儀なくされている。文部省側、からす

れば，研究というものは一ヵ所に集中してや

った方が効率がいいという考えか間違いなく

ある。 そういうことからみれば現状を維持す

ることも極めて困難で， どうしても悲観的に

ならざるをえない。

また大学内部のことを考えると， どうもキ

ャンパスが小金井，府中 と二つに分かれてい

ることに問題かあるのではないかと思う 。従

って， キャンパスの統合という課題が浮上し

てくるが， このことは物理的条件からしても

即キャンパスの移転ということになる。 そう

なると今の地の利と 比べてどの程度の地の利

までガマンできるかという選択の仕方が残る

と思うか，八王子あ たりなら決して非現実的

問題ではないと思う 。20年， 30年先の大学の

姿を考えると ， 困難なことだかこれはぜひ検

討する必要がある。

C キャンパスの統合は私も大賛成だ。以

前は府中刑務所のところへという案も出され

ていた。 キャンパスを統合すれば事務的な人

員削減にあっても相当融通できよう 。 いすれ

にしても農工一体となった根本的検討が必要

だと思う 。

J このような話し合いではお互い学部の

利益代表みたいになりがちだか， これがキャ

ンパスが同じなら H常的な交流も深まって、

わざわざこのような会を持たなくてもいいよ

うになるんじゃないか。 そういうことの方が

将来大切だと思う 。 同窓会もすでに一本化し

たことだし （キャンパス統合を ）夢物語に終

らせたくないものだ。

司会 獣医学部の問題は先ほどまだ具体化
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は進んでいないということでしたが，構想の

ようなものはいかがですか。

E 勝手なことを言わしてもらうと……。

いま農業生産物の中で畜産物の生産は30%を

超える大きなものになっている。しかし，急

激な拡大はひずみを伴うもので，畜産物公害

などもそのひとつだ。環境破壊などという問

題は一学科だけではとても対応できない。

もう一つ大きな畜産の問題として飼料資源

の獲得がある。 日本人が口にしている蛋白源

を単純に豚肉に換算しその豚肉を作るための

面積かどのく らい必要かを出す。また 日本人

かと っている炭水化物を単純に米に換算して

その必要面積を出す。 そしてこれを合計する

と50i意平方キロ以上，つまり日本の面積の1.5

倍以上になってしまう 。 ということは，われ

われはオーストラリアやミシシッピー沿岸に

植民地を持っていることになる。これはどう

して得られるかといえば， 自動車など工業製

品を売って， ということになろうが，いつま

でもそれに頼っていられないんじゃないか。

そうすると，飼料資源の確保を将来どうす

るかということも， 一学科の単位では対応し

きれないだろう。

そんな中で獣医学部を作ろうとするならば，

たとえば農学科のある購座，農芸化学科のあ

る講座，附厖施設と一緒になってやれたらい

いなと思う。獣医学部の問題はそういう段階

でまだ現実味はない。いずれにしてもこれは

全学的な合意の上にできあがっていくべきも

のと思う 。



＊フレキシビリティーをもった創造的学生を

G 先ほどキャンパス問題がでたが，その 生の気質ということが重要なファクターにな

器に入る学生の問題はどうか。今の学生は私 る。学生が大学を選ぶ場合は学部や講座だけ

の見る限り多様的でないワンペターンの学生 で選ぶのではなく，学生相互間の諸関係もあ

が多いように思う。私たちの学生時代には， るということを重視すべきだと思う。

成績は悪いが変わった学生がたくさんいて，． 
低空飛行で卒業したけれど今社会のいろいろ

な分野で非常に活躍している。 だからいろい

「農工」という大学の名称も問題では

ないか。第 3学部成立の時には，内容にマッ

チした名称を再考する必要があると思う 。

ろと迷ってしまう。ひとつは大学の特色とい A その通りだ。内容としていま一般教育

うことによるのではないか。 の方ででているのは「総合科学」とか「都市

C 農工大がどこに教育の基本理念をおく 総合科学」 といったものである。これも農工

かということにかかわるだろう。 両学部が入りこめるという全学的発想からだ。

E 先に「いい学生を集める」とか今は 「ワ C 先ほどのご発言に戻るが，いろいろな

ンパターンの学生」 とかいう話がでたが，い 問題以前に「どういう学生を作るか」という

ったい「いい学生」とはどんな学生なのか。 ことに帰ってご意見をぎきたい。

またわれわれの教育の過程で，いい学生を作 I 先にも言ったように，それは 「フレキ

る時間的余裕や密箔度があるのかどうか・・・・・・。 シビリティーがあって創造性を発揮できる学

司会 うちの大学はどこに焦点をおくべき

か。 どんなタイプの学生に焦点を合わすべき

かということは大きな問題だと思います。

これは決して一般教育だけの問題では

ない。 システム工学部の発想も，なるべく多

生」だと思う 。具体的には教官が学生に対し

自分自身の生きざまを見せることだと思う。

誇り高き学生， そして社会のニーズに十分応

えられるような学生を作ることがわれわれの

使命だと思う。

様性をもった創造的学生をどう作るかにある。 E 新しい学部を作って， ということは今

専門課程の 中へも人文科学的なものを十分と の学部では対応しきれないということか。

り入れていきたい。 ま

た専門の教官も基礎的

な一般教育を一部担当

すべきではないかと思

゜
、つ

A 学生の問題と関

連してであるが， どう

して“学生が学生を呼

ぶ”ということになら

ないのか。そこで将来

構想を立てる場合，学
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そうた。実際問題として農学部・エ学

部共に年々受験生は減っている。範囲かせま

ければ総体的にいい学生は減ることになる。

E いい学生を集めるために新学部を作る。

社会や学生の質か変わればまた作る。 これを

繰り返してい ったんでは病 的拡大でしかない

ではなし、か。

それはそうだが，いろいろなケースス

タディーを経た上で， また将’来をみて，社会

科 学 系と工学系の ドッキングの必要性は増大

することはあっても減ることはないと 思う 。

E 発展ということと大きくなるというこ

とは別だと思うが……。 ある場合は小さくす

ることも考えられていいと思うか，そういう

発想は どこからもでてこない。

L 私は工学部 の人間だか，新学部を作る

という発想は人貝削減の波をいかにして切り

抜けるかという 一面もある。 これに代わる手

段があるかといえば今のところない。質的改

善 という意見はよくわかるが，そのためにど

んな名案があるのか。それがあるなら双手を

あげて賛成する。

F 定員削減問題は事務簡素化にもかかわ

る。 そこに全然手をつけないでやっていって

も仕方がないのではないか。 もっと根本的な

ところへ手をつけるべきだ。

工学部では， もちろんそれ らを同時に

考えていこうとしているわけだ。

G システム工学部は一応わかるが，今の

工学部をどうしようとしているのか。

もちろん改善充実を考えている。

E 農学的すぎるかもしれないか，教育と

いうものは50年ぐらいを単位にして考えてい

かなければならないのではないか。新しい学

部を作った。学生が大勢来た。 ああよかった

というんじゃちょっと短絡的すぎると思う。

＊地域に密着した大学を目指して

司会 今日は両学部のサ寸論会ではないので

この種の話はこのくらいにしたいと思います。

次にちょっと方向を変えて， 日本の大学と外

国の大学とを比べて何かコメントはないでし

ょうか。

E 獣医科大学に ついて いえば、 ヨーロッ

パなど庄倒的に規模が大きい。 それと大学と

社会の密着度が非常に 強い。大学かなければ

何も やって いけないという状態で，そんなと

ころが日本と全然違うと思う 。 従 って大学の

規模も大きくなるし，地域の期待感 も大学の

地位も高まるということだろう 。 これは伝統

B勺に培ってきたものだろうが..・・ ・• 。

K フランスしか知らないが，学生か就職

にも のすごく敏感なこと， 黒人と ベトナム人
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の学生か多 いことだ。本学ももう少し東南ア

ジア系の学生 を迎える必要がある のでは ない

か。

B そうだ。 中国留学生などももっと積極

的に受け入れるべぎで，そんなことでも大学

の特徴を 出すべきだと思う 。

G アメリカなども地域と の密嗜性が強い。

地域の問題がすぐ大学へ持ち込まれる。 そう

いうのは日本ではおそらく医学部だけではな

いか。農学の問題となると農学部へ持ち込ま

れる の ではなくて，試験場かなんかへ直行し

てしまう 。 日本の大学の事情にもよることだ

ろうが・・・・・・。

いや，事情ではな くてわれわれの能力

の問題ではないか。昔はそうではなか った と



聞いている。 日本の大学では最も先進的な研

究か維持できなくな ってきたということだろ

う。 それを少しでもよくしていこうといろい

ろ考えているわけだ。

G 碁礎研究だけではなく，実際面，応用

面まで手を伸ばすべきではないか。農学部な

どは試験場的なものまで組織の中に抱え込む

とか……。 両学部ともできないことはないと

思う 。 この問題は農工大へ行かなければ解決

できないとい ったようにしたいものだ。

司会 予定の時間もだいぶ過ぎてしまいま

したのでこのあたりで一応閉じたいと思いま

す。清水，伏谷先生何かひとこと……。

清水 いろいろお話があったが，大学をよ

くしようということでは総論的に一致すると

思う 。大学 の質を薦めようとすれば今の文部

行政の下では規模拡大の方向 をとらざるをえ

ない。 これまでもそうだったし， システム工

学部の発想もそうでないとは言えない。今後

は全学的仕組みで将来を展望し計画を立てる

ことが必要だが，その際，やはり今日お集ま

りのような先生方の若い力に大いに期待した

いと 83'じヽヽ つ 。

伏谷 農工両学部で将来構想に対する考え

方がかなり違いがあるように感じられる。 こ

れは両学部が置かれている状況が異なるため，

やむをえないものと思う 。 これからは，それ

ぞれの構想を全学的に話し合って，前向ぎの

姿勢で進めていく ことが農工大の発展のため

に必要であろう 。 また， キャン パスの統合は

非常に難しい課題であるが，現在のように二

つのキャンバスに分かれていると，たとえば

施設を一 つ作って利用するにしても，無駄な

点が非常に多い。 ぜひ将来一度この問題をと

りあげて検討してもらいたい。

工藤 司会の不手際で皆さんの掘り下げた

ご意見までうかがえなか ったきらいかあ りま

すが，夢を語る放談会， ということでお許し

願いたいと思います。

いろいろ貴重なご意見を頂きましたが，討

論の中でそれぞれの学部の立場や土壌の違い

から，発想の差異を感じさせる 一面もありま

した。 またそれを乗り越えて全学的な調整の

必要を皆さん強調されておりました。

これを契機に，全学的な話 し合 いの場を広

めるよう大学当局にもお願いし、この座談会

が農工大学の次の 100年に向か っての一助に

なることを念願して閉会といたします。

長時間のご討論， ご意見ありがとうござい

ました。
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•東京農工大学校歌（昭和32年 2 月制定 ）

野上彰作詞

長谷川良夫作曲

1 歴史を超えて 歴史を築き

世紀を踏みて 世紀をにのう

運命うけし われら われら

天翔けりゆく 青鷹よ

真理の光に羽ばたきて

技術の炎に身をつつめ

※農工農工農工大学

農工農工農工大学

※ （以下くりかえし）

2 希望の雲に 希望の虹を

生命の幹に 生命の花を

かかげひらく われら われら

望めば遠き むさし野の

涯なき空を仰ぎては

理想のともしび押し立てよ

3 世界に広く 心の窓を

文化の森に 叡智の道を

開き造る われら われら

かがやく未来の あけぽのに

伝統の旗を振りかざし

足音高〈進み行け

•東京高等農林学校校歌

作詩西条八十

作曲中山晋平

1 駒場の森のひとつ星 光やさしく瞬きて

賞典禄を揺ちし 偉人の愛を語るとき

2 頭にかざす菊桐の 光栄あるしるしうち眺め

想いはたどる五十年 若き学徒に誇りあり

3 花咲く朝野のつゆに 落葉の夕月かげに

自然の母が教へたる 至誠至純はわが心
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4 途は三科に別れても 目ざす農本立国の

その大業の完成ぞ われらが重き使命なる

5 いざや進まんわが友よ 剣より富に移りゆく

列強戦のただ中に わが雄躍の秋到る

•東京高等蚕糸学校校歌 （大正 4 年 10 月制定 ）

阪正臣作詞

島崎赤太郎作曲

1 桜咲〈山ほど近く 紅葉照る川遠からず

都の北の西がはら よき箪紐の在り所

2 明治の十九十月の 二十四日に建ちしより

卒業生を国々に 遣りて教ふる盃糸業

3 智徳の二つ磨きあげ 剛健の風やしないて
ささし•

后の宮の奨励の 令旨に答へ申さばや

4 蚕糸輸出はわが国の 富を致さむ大要素
，，にし

対手国との競争に 勝ちて酬いむ皇恩に

•東京高等蚕糸学校校歌 （ 昭和 15年 11 月制定 ）

作詞・作曲 東京音楽学校

1 空はあをく晴れて

いのち籍し にはへ風よ

輝やけ桑園

ああわれら

剛健土に立てば

武蔵野のとほき理想

収穫めょ 戻愈を

輝やけ桑園

地平はわれらの

前にかすめり

2 雲はしろく流れ

夢はふかし そだて蚕

かがよう若繭

ああわれら

質実 ともに守る



昼も夜もきよき倫実

育くめ 自から

かがよう 若繭

希望はわれらの

胸にみちたり

3 風はたかく冴えて

しらべ正し つむげ糸を

蚕糸の殿堂

ああ われら

研さん ちえは徹る
てわざ

日にあらた 古き技術

おもへよ 報国

蚕糸の殿堂

責務はわれらの

肩にかかれり

•東京繊維専門学校校歌 （昭和20年制定 ）

高田瑞穂作詞

長谷川良夫作曲

1 むさし野の道は遠し
まなか

むさし野の真中にありて

青春の夢を織るものわれら

一筋の糸にまつわる

永遠の時の流れよ

2 むさし野の歴史は遠し

むさし野の真中にありて
わざ

伝統の業をつぐものわれら

一筋の糸にかがよう
さカ・え

なつかしき母校の栄

3 むさし野の希望は遠し

むさし野の真中にありて

平和の誓負うものわれら

一筋の糸にこもれる
くに

新しき祖国の命よ

●駒場寮の歌

作詩•作曲 湯山 清

1 蒼茫太古の面影を

宿して広きむさしのに

今曙の光みち

新墾地の色清く

新室木の香かむばしく

堀爽と立つ駒場寮

2 有為転変の人の世を

低く眺めて千年経し

樫並木の大幹の

大地に深く根を下す

摩天の雄姿にたぐふべき

健児のつどえる駒場寮

3 関八州を統べし土地

往古国府の伝統を

多摩の流れの末遠く

宇内普くしきのべて

農立国の実現の

理想は高し駒場寮

4 怒濤逆巻く人生の

大海原に舟出する

雄図を抱く若人が

三年の苦楽共にして

切磋琢磨し睦み合ふ

友情厚し駒場寮

5 団槃の裡礼ありて

節度を誇る自治の寮

正義と愛と叡智とに

群小を抜き蒼空に

そびゆる富嶽と並び立つ

雄偉なる駒場寮
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●駒場の歌

作詩

作曲

青

信
戸

時

精

あ、 葉落は身にしむか
かりびと

空に立ちたる百姓よ

淋し く鎌を手に持ちて

潔

ー 武蔵野のほとり 駒場の森影 4
 緑i農き樹立静かに

悠遠の生命ぞこ もる

ああわれ ら

いざや讃えむ

2
 
大空の光

ああわれら

とはに仰がむ

3
 

若き日をここに集いて

駒場 駒場の自然を

i也に聴く囁き
）ヽぐ み

ゆたかなる恩恵を拓き
》ヽ り

万象の法則をし求む

健かに力培い

駒場 駒場の理想を

,. ちょうば

萌え 出づる若草 散りしく銀杏葉
、、 そとせ
五十年のいらかは古りぬ

大いなる迩こそ栄あれ
のそみ

新しき希望陵きてああわれ ら

たかく謳はむ

●駒場寮寮歌

ー

駒場 駒場の使命を

武蔵野逍遥歌

作詩

作曲

あはれ悲しき逝〈春の
つ き てら

朧月を惜みて古塔の鐘
さが おとヽ》ご

寂しき性の乙女の

想ひこがれて泣くがごと

二階堂

猪瀬

ほのかに散るやエゴの花

健

忠

春煙けむる凋落の
ぉ t

林をふみて瞑想うとき
しじま

静寂を破る音時雨
イクルニテイ

永遠の黙示すと
しじん

独歩は吾に語りにき

5
 

道なき今の身なればと
げ 9たびと い

実に藤村の教へるごと

「杞人の憂」解け難く

道を求めて歩み行 く

嗚呼吾も亦旅人か

6
 
崇き理想を胸にして

弦月仰ぐ若き子の
こう Ifぃ

意気虹寛に さも似たり
わがとし

来り で歌へ心友よ

熱く血潮の沸 くままに
ひとすじ

若き生命の一徹に

寿

賀

• 西ヶ原寮寮歌 （昭和 18年 4 月制定 ）

ー

星

水

春乾坤にめ ぐり来て

野

口

（名不詳）

安 典

作詞

作曲

武蔵野の野辺の濃き緑

芙蓉の峰を仰 ぐ目も

希望にみちて 光あり

2
 

いのち ならい

若き人生の感傷かな 2
 

熱き涙に憧れて
ひぐらし

悲しみさそふ蝸の
は やし あ 心 み

雑木林したひて逍遥つつ
まこと

求めて止まぬは真理なれ

秋多摩川の水清く

秩父の山脈夕 日映え

想いも遠く眺むれば

多情多感の胸の中

3
 

3
 

稔りて漂し武蔵野の

小川にゆらぐ林影
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蚕糸の誓い胸に秘め

負笈の集い因縁あり

和衷信義の旗の下



その名も床し西ヶ原

4 自治の光は人の子の

遠き理想の北斗星

その照る光受けつぎて

船出してより五十年

5 船出しでより五十年

五千の人のたゆみなき

努力によりて栄えゆく

すめらみ国の民の業

6 太平洋に波は荒れ

狡智を頼む夷狭らが

看ずや虎狼の牙鳴らし

亜細亜の民を窺ふを

7 見よ 三百年血の歴史

東洋の民十億の

旧き鉄鎖を断たんとぞ

降魔の剣は打振ふ

8 今東洋の朝ばらけ

東亜の運命明日如何に

吾等歴史を創るもの

たぎる血潮如何にせん

9 山川何を物語り

北辰何を黙示する

若人意気に感じては

丈夫の歌なからめや

10 朝経世の文幡き

夕顕正の武を錬りて

咬龍の意気湧く処

使命に目覚む西ヶ原

• 駒場小唄

作詩西条八十

1 けさも早ようから泥鍬担や

雲雀（マタ）暗く暗く

春の空（サッテモナ）

浮世はなれた駒場の里も

春は（マタ ）血のよな

座粟が咲＜ （サウトモナ）

※ 駒場よいとこな （ソレ）

雲と（マタ） 自由の住むところ

（サウトモナ）

※（以下くりかえし）

2 夏は日盛り照る日の下で

伊達じゃないぞへ草むしり

暮れて涼風ピールの手酌

肴もぎたて胡瓜もみ

3 若い身空で蹄鉄つくり

ふいご吹き吹き日が暮れる

牧場のどかに羊が鳴いて

そとは紅葉の秋日和

4 雪の降る日はストープ囲み

語る思い出夏の旅

恋の樺太深山の乙女

またと逢うやら逢えるやら

•四季の駒場

春は来たかよ 駒場の里に

桜サイタサイタ ストトコトンヨー

夏は来たかよ 駒場の里に

蛍狩りする ストトコトンヨー

秋は来たかよ 駒場の里に

紅葉狩りする ストトコトンヨー

冬は来たかよ 駒場の里に

雪がチラチラ ストトコトンヨー
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• 西 ヶ原蚕友会会歌（昭和 5 年 5 月制定）

作詞 北 原白秋

作曲 山 田耕符

1 萌えたて桑の葉煙れ緑

緑緑

この日よ 張る風と光

まさしく若きは凡て恵まる

我等が生命は野辺を領せり

2 充ち満て営み湧けよ響

響響

溢れよ 正 しき息と睡眠

まさしく愛せよ共に育たん

我等は虔まし地に立ちたり

3 養へ自ら光れ深く

深く深く

輝〈信は尽きず尽きず

まさしく蚕糸は清く線々たり

我等が見守る空は繭なり

4 翅ばたけ白き蛾超えよ 強く

強く強〈

飛躍よ栄あれ明日の地平

まさしく我友更に生くぺし

我等が眼眸は遠く望めり

• 農実のうた

1 若草萌ゆる春の野に

調べ妙なる草笛や

子牛追いつつ帰り行く

童夕日を背にあぴて

チョイト農実意気だよ 牛を飼ふ

2 仰げば高く大空に

浮ぶ万染の花の雲

散りて果てぬはいとはねど

勇む春駒身のかるさ
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チョイト農実意気だよ 馬を飼ふ

3 香りも高し菫咲〈

パリスに近きラムブイエ

姿やさしきメリーは

生れここぞと誇るなり

チョイト農実意気だよ 羊飼ふ

4 羊か姫のいとこにて

まだ若かりしその髪は

リボンを赤〈下げに結ひ

共に花摘み遊ぴてし

チョイト農実意気だよ 山羊を飼ふ

5 荒屋に住めど其の性は

清き住居を好むとや

去りにし乳母をたずぬれば

衣かたしき憩ふなり

● 色の黒い奴

1 色の黒い奴アー農学健児

※ウー ント頑張 り込んで

背負投げ〈らわせ エンヤ ラヤー

エンヤラヤレコノセー

サノセー踏ん潰せ

※ （以下 くりかえし）

2 広い畑で鍛えし体

3 わたしゃすきだよ農学健児

●送選手の譜

1 秋風源々空晴れて

寂しさまさる駒場野に

今しも挙がるときの声

すは戦の秋到る

2 農学健児のそが為に

荘に立ちたる武士 よ



緑酒の杯を手に取りて

吾等が熱血受けよかし

3 あヽ汝等が征衣こそ

吾が功績の徴なれ

敵軍如何に強くとも

断じて守れ覇者の旗

4 あゞ若人よ吾が友よ

いざ行け進め戦場に

苦悩の栄に輝ける

尊き歴史守れかし

•農学科優勝歌

1 日の国の意気負ふて立つ

若人の勝利の姿

十度吾勝関高く

藍の旗駒場に立てん

2 関八fl-Iの広野に高く

猛者の腕いや凄く冴ゆ

いざとらん覇権の剣

いざ挙げん勝利の叫び

3 秋闇けて銀月清く
7 " 

甘き美酒吾れ酔わん時
'ヽ,,さ
努力の跡思いに堪へず

蔭に泣く勝利の哀れ

• 林学小唄

1 ハアー俺ら駒場の 林科の学生よ

山を相手に相手によ

愉快に暮すよ

2 ハアー七ツ山から 渡良瀬見れば

山の乙女の乙女のよ

洗濯姿よ

3 ハアー今日も早から カンテラ下げてよ

山を登るは登るはよ

林科の学生よ

4 ハアー楢の梢の 青空見ればよ

浮ぶ雲間に雲間によ

あの娘の笑顔よ

●渡良瀬逍遥歌

1 深きなやみの今なれば

川の瀬音の呼ぶまま に

己が迷いの行く末を

頼みし川の渡良瀬は

今日もせせらぎ流れ行く

2 刈りし下草ふみしだき

ひと り苔むす岩をよじ

求めて歩みしその身には

斧のひびきのこだまして

誰か答うる者やある

3 山つみ通ふ嶺に

赤城おろしの呼ぶ先は

白き流れの渡良瀬の

東の果につくると こ

仰 ぎて遠き雲の峰

4 杉の梢に日の沈み

草木の山の暮るる頃

疲れし心尋ねれば

たのみし川の渡良瀬は

今 日もせせらぎ流れ行 く

• ペ ロリ
砂

且n

1 ハアー

林科の学生さんは何故色黒い

ハアー

味は大和のアリャサ吊し柿

※それ＇

ペッペッペロリ ロベーロリロ
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ペーロリ ペーロリロ

ペーロリ ペーロリロ

ペッペッポレオレ ポレオレ

ペーロリ ペーレ ボレオリ

ポレオレベーロリ ローロー

沖を眺めてネエあなた

早く帰って頂だいと

送る浪さん逗子の浜

泣いて血を吐〈ほととぎす

ヨイヨイ I 5 ハアー姉と妹に紫きせて
ペッポレオレボレオレ

ペーロリ ペーロリローライ

ペッボレオレボレオレ

ペーロリ ペーロリローライ

※ （以下くりかえし）

2 ハアー 咲いた桜に何故駒つなぐ

ハアー

駒が勇めばアリャサ花が散る

3 ハアー どうせ死ぬなら桜の下で

ハアー

死んだ屍にアリャサ花が散る

● よされ節 (1里謡くづし）

1 ハアー山で鳴く鳴く

鳴くきりぎりす

草と 刈られて丸められ

八百屋のお七とつけられて

馬の背に鳴く声あはれ

2 ハアーさても粋なは船頭衆の浴衣

肩に大船裾に波

錨といふ字を紋につけ

質に入れても流しゃせぬ

3 ハアー筆を柱に硯を船に

書いた手紙を帆に巻いて

思う港についたなら

早く錨を下したい

4 ハアー逗子の海岸浪静かなる

川島武男と浪子嬢
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どちらが姉やら妹やら

姉は大和の山桜妹吉野のいと柳

そこで二親下り藤

6 ハアー電信柱に雀がとまる

停車場停車場に汽車とまる

港々に船とまる

若い娘さん目にとまる

止めて止まら ぬ恋の道

7 ハアー竹になりたや尺八竹に

粋な所に孔あけて

五本の指につばつけて

末はアウフと鳴るわいな

8 熱海海岸恨みを残す

貫ーお宮の二人連れ

月を眺めてネエ宮さん

忘れちゃいけないこの月を

僕の涙でくもらせる

泣いて蹴上げる宮の腰

•獣医科ストームの歌

1 菊と桐なら駒場じゃないか

末はたのもし嫁にやろ 嫁にやろ

※ツンツンレロレロツーレーロー

ツーレラレソレツレラレソ

ツレラレソレ シャーラシャラ

※ （以下くりかえし）

2 腰の手拭伊達にはさげぬ

魔よけ虫よけ女よせ 女よせ



3 象の解剖は日本刀に限る

握るかいなに汗がわく 汗がわく

4 ゴビの砂漠でラクダが死んだ

駒場の獣医の腕だめし

● 駒場よいと こ

駒場よいとこ‘‘岡十”がいていて

バイソラキンノキン

‘‘おせじぎらい”と申します

それもそうかいな

パイソラキンノキン

以下’‘ ”の中に

0宮本さん 欠席届

0吉川さん 脳の神経

0久米さん 犬のフィラリヤ

0関さん 洋行帰り

0高嶺さん ガスの HERZ

0今井さん いいよとえいよ

0佐藤さん 金馬車で会いましょ

正義の勝利

，，るじ

4 仁愛の主の勝に

羊群は歓喜に踊る

難歌ひ駒噺きて

天地は喜び満てり

喜び満てり

カ ・ ちヽ • くさ

5 勝軍誉きづきし
し、さおL

先駆者の功績しのぴ

兜の緒なほ牽きしめて

此の栄を永久に納めむ

永久に納めむ

●拓殖科応援歌

1 拓殖健児に勝てるなら

やがて西から満月が出る

※残念か残念か

残念なら又おいで

※ （以下くりかえし）

昭和11年度駒場運動会 2 拓殖健児に勝てるなら

• 獣医科優勝祝歌 丸い地球が角になる

作詩 • 作曲湯 山 清

1 熱涙の雌伏の鍛へ 3 拓殖健児に勝てるなら

耐へ来たる男児の気塊 山で鯨が潮をふく

見よ今や山河を覆ふ
ひとい，，

剛壮の樺一色に 樺一色に I 4 拓殖健児に勝てるなら

2 凜烈の秋雨降れど

胸奥の熱き樺の火

軍神の聖火と燃へて

駒場野を紅蓮に染めぬ

紅運に染めぬ

3 覇権いま我手に帰せり

高鳴るよ若き 血潮は

勝関の盃高く

いざ祝へ正義の勝利

電信柱に花が咲く

5 拓殖健児に勝てるなら

焼いた魚がおどり出す

6 拓殖健児に勝てるなら

茄子にキウリの花か咲く

• 農芸化学科 ・試験管ラフ゜ソディー

1 実験室の片隅で

チョイとつままれあぶられて
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暖められたり冷されたり

楽じゃないぞえ試験管

※ダスカンデルローロー

エッサッサのエッサッサ

※ （以下くりかえし ）

2 実験室の片隅で

チョイと生れたロマンスは

酸と塩基のしのび逢い

赤くなったよ試験管

3 実験室の片隅で

使い古され棄てられて

末は地獄か天国か

ままにならぬよ試験管

4 実験室の片隅で

チョイと抽出する時は

メチール ・エチール ・アルコール

これじゃ酔っちゃう試験管

• 化学科馬鹿騒ぎの御歌

1 米と麹をチョイトかきまぜて

造るお水はアリャ黄金水

ソレ流し込め それ飲んじまえ

※スチョチョンガチョンアリャ

スチョチョンガチョンアリャ

スチョチョンガスチョチョン

スチョチョンガチョン

※ （以下くりかえし ）

2 豆と塩とがチョイト抱き合って

生れた味はアリャ味噌醤油

ゲッ辛すぎた コリャ甘すぎた

3 寒天にカビをチョイト植えつけて

造る薬はアリャペニシリン

恋の病はチョイト癒りゃせぬ

• 製糸学科応援歌 （赤い鉢巻 ）

1 赤い鉢巻きノーエ 赤い鉢巻きノーエ
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赤いサイサイ 鉢巻きゃ製糸科選手

2 製糸科選手はノーエ 製糸科選手はノーエ

製糸科サイサイ 選手は章駄天走り

3 茸駄天走ればノーエ 章駄天走ればノーエ

章駄天サイサイ 走れば製糸科優勝旗

4 優勝旗ヒラヒラノーエ 優勝旗ヒラヒラノーエ

優勝旗サイサィ ヒラヒラ製糸科

●製糸学科応援歌 （それ青春）

1 それ青春は夢の間に

過ぎて行かなん男の子らよ

その紅のかんばせに

みなぎる若き 血潮には

2 若き生命の宿るなれ

などか振ひてたたざらん

ひとたびたたば男の子らよ

四海八洲もたゞむなし

3 東天の空あかあかと

燃ゆる光の丈夫の

門出にそひて輝かん

いざ振りかざせ破邪の剣

パンパンザイ

ょ,,二び

•製糸学科応援歌 （勝利の歓喜 ）
っゎしの

1 かの強者を凌駕して
しな,.は、

緋の大柿は勝ちにけ り
よろこぴ

我等が団の歓喜は

空に溢れて勝ち名乗り
なた

いざや称えん吾が勝利

いざことほがんこの勝利

2 聞けや勝利の歌の声

山河も為にひれふすと

みよ洛陽にひるがえる
し、さお

勲は高し優勝旗

いざやた、えん吾が勝利

いざことはかん この勝利



● 製糸学科応援歌（ドッコイナ節）

1 ドッコイナ ドッコイナ

もしも養蚕が勝ったならドッコイナ

その時は蚕の頭に角が出るドッコイナ

蚕の頭に角が出るよ

2 ドッコイナ ドッコイナ

もしも栽桑が勝ったならドッコイナ

その時は桑の葉ばが札になるドッコイナ

桑の葉ばか札になるよ

3 ドッコイナ ドッコイナ

もしも繊維が勝ったならドッコイナ

その時はスフの着物が絹になるドッコイナ

スフの着物か絹になるよ

• 養蚕学科応援団歌（凱歌）

1 嗚呼戦の幕閉じぬ

雄鹿は今や我に在り

湧くや熱血養蚕の

胸に高なる陣太鼓

2 あなかんばしや今日この日

桂冠ここに我がものぞ

友よ歌わん勝利の譜

いざや合せん勝利の譜

●栽桑学科応援歌

0 空に紫銀の雲高く

地に黄金の色深く

大都の空に秋たけて

熱血まけんの時はきぬ

彼らが春の夢を見て

その行楽に迷うとき

立てる栽桑の健男子

勇姿五十ここにあり

〇 栽桑は つん強く

はん早くて こん因るよ

ざっと よいやさのさ

場所はどこで 高蚕のトラ ックで

やっちょるね 活発に

そら勝った そら勝った また勝った

すごいわね すごいわよ

0 ああ蒼弯

ああ 蒼弯に雲呼びて

白竜天に躍るとき

頑張れ若人 われら若人

胸は高鳴る 三つ葉の健男子

ああ 三つ葉をふり かざし

勝って 兜の緒を締めつ

いざや進まん われら若人

胸は高鳴る三つ葉の健男子

● 紡織科第一応援歌

1 武蔵の原頭秋更けて

白亜の殿堂仰ぎつ、

集へる紡織健男児

今堂々の陣を張る

2 盛衰此処に幾千年

古強者の夢の跡

武蔵ヶ原に吾立ちて

今ぞ示さん此の腕さ

3 試練の嵐猛けるとも

吾に正義の旗印

心をこめて射るなれば

石に立つ矢の例ありき

4 栄光吾に自信あり

強き紡織団結を

いざや示さん最後迄

いざや堂々と戦わん

●紡織科第二応援歌

1 嗚呼名もゆかし多摩川の

清き流れに結ばれし

理想は高き丈夫か

掲げる勝利の旗印
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武蔵ヶ原に鍛へたる

紡織健児よいざ立たれ

嗚呼必勝の決意秘め

熱血たぎる丈夫が

紡織健児の名にはじぬ

綾と織りなす団結を

今ぞ示さん秋来たる

紡織健児よいざ奮ヘ

●繊維化学科数えうた

一つとせ

2
 

二つとせ

●紡織科第三応援歌 三つとせ

ー 試練の嵐吹き飛ぴ

苦難の波の逆巻くも

隠忍久しく待ちわびし

吾等の力今ぞ知れ

立て立て紡織健々男児

四つとせ

五つとせ

2
 

理想の星を目指しつ、

多摩の流れにあやかりて

堂々の意気敵を呑み

吾等が伝統築〈なり

立て立て紡織健々男児 七つとせ

•繊維化学科応援歌

作詞

作曲

ー 都塵はるけき武蔵野に

秋風勝利を強く呼ぶ

若きいのちに刻まんと

紺碧の空富士が峰

あヽ闘わん時来たる

頑張れ 我れらの

繊維化学

2
 

砂塵一周吾が友よ

栄冠つねに我にあり

貫ぬくまこと唯ひとつ

龍虎来るも何のその

あ、秋水に血は赫＜

征かん 我れ らの

繊維化学

芦

大

沢

高 直

煕

痺

六つとせ

八つとせ

九つとせ

十とせ

十一とせ

十二とせ

終りとせ

人に知られし農工の

化学科教師の数え唄

※そいつは豪気だね

※ （以下くりかえし）

ふた言めには宿題と

生徒を困らす村田さん

未来のハスは化学だと

生徒を悩ます00さん

夜の夜中も研究で

奥さん忘れる大和田さん

いつも悩みの就職は

まかせておけと飯野さん

昔はやった色を着て

色染語るは西田さん

なんでこの世か寂しかろ

奥さん美人の岡本さん

はったりきかせた大声で

社長気取りの水谷さん

靴音させずに近寄って

実験見廻る金子さん

四六に分けた色男

ポマードテカテカ大野さん

遠いドイツのミュンヘンで

ビールの研究は小松さん

とうにすたれた低音で

まそぽそ話すは阿部先生

尾張名古屋は城でもつ

天下の化学科俺でもつ

愉快だね
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あとがき

東京農工大学創基百年設立参拾周年記念事業の一環として記念出版が企画さ

れた経緯は，本誌中の 『創立記念事業のあらまし』 に述べられている。

記念出版の実行組織として，創立記念事業会のなかに記念出版専門委員会が

設けられ（昭和54年 8月），委員長には近藤末男教授，副委員長に富田昇教授が

選ばれた。 なお，近藤教授の定年退官 （昭和55年 ）に伴い，副委員長に渡辺実

助教授が加わ った。

専門委員会は本誌の企画の基本方針を定め，創基以来一世紀にわたる東京農

工大学の発展の過程を， 写真を主体とした親しみやすい読み物にまとめること

とした。 そして企画立案 ・編集等の作業推進のため小委員会を置き （昭和54年

9月），以降13回の小委員会 と4回の専門委員会を重ねて鋭意推進に当た った。

記念出版にかかわ った諸氏は別記のとおりであるが，第 1部駒場の伝統 （牒

学部の前身）は主 として原田勉氏が執筆され， 夏 目正・ 諸林武俊両氏がそれぞ

れ林学・ 獣医学関係の記述を補完された。 第II部西 ヶ原の系譜（工学部の前身）

は前半を玉利高之氏，後半を小野四郎氏が分担執筆 され，野村郁治氏が推敲さ

れた。 第III部大学の形成一伝統と系譜をうけて一 のIll.A『誕生と展開』の部は

野々村豊氏の執筆で，相場芳憲氏が協力した。 その他III.B, III.Cの学科・施設

および各部局等については，大学本部事務局および各学部・施設等の事務部の

ご高配により，それぞれの関係教職貝に分担していただいたものである。 なお，

第III部の『誕生と展開』は昭和56年 3月現在，『現状』は昭和55年 3月現在の原稿

である。 また，卒業年次を区切 って開催した 3回にわたる座談会では，往時の

想い出を語り合っていただき，それらを本文記述の材料とした。

これらすべての原稿は高島藤順氏により文体・ 字句の綿密な統一 と部分的補

填が図られ，山谷まつ子氏がこれを補佐した。 また， レイアウトについては猪

瀬忠賀氏がその手腕を発揮された。

写真 ・ 資料類の整理・保管• 選別等は主として資料担当委員の 4氏が当たら

れ，大学附属図書館の協力を得た。 また，事務全般については同窓会事務室を

煩わし，小倉政雄氏はじめ職員の皆さんのお世話にな った。貴重な写真・資料

を提供していただいた方々 （別記） と附属図書館 ・繊維博物館・各学部・学科

・施設等に対し厚く御礼を申し上げる次第である。

本誌がこのような多数の方々の絶大なご協力により，ここに刊行 の運びとな

ったことは，微力ながら心血を注いだ委員会委員としても慶びに堪えないとこ

ろで，改めて心からの感謝を捧げるものである。 また，種々ご高配をいただい
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た記念事業会委員長 ・高嶺浩教授， 多大の便宜を図られた藤原印刷株式会社藤

原輝杜長 ・藤原豊専務取締役および向井明東京支店長の各位にも併せて謝意を

表したい。

なお，かつて同窓会理事長として創立記念事業の具体化 にご尽力された南沢

吉三郎名誉教授は，本誌の脱稿を見られずに不幸にして病のため逝去された。

心から先生のご冥福を祈り，本誌を墓前に捧げたいと思う次第である。

本誌が百年の歴史と伝統に輝く東京農工大学の沿革をひも とく一助となり ，

未来に向かっての限りない発展の糧となることを念願するものである。

（昭和56年 4月吉 日記）

東京農工大学創立記念事業会

記念出版専門委員会



東京農工大学創立記念事業会

記念出版専門委員会委員・編集協力者名簿

氏 名 学部・ 学科等 担 当

゜
藍 房 和 農学部 ・農工 第III部 （学科・施設の設立と変遷）

゜
井 上 完 ” ・農 第 I部

飯 野 善 治 名誉教授（エ）

゜
岩 淵 早雄 農学部 ・蚕

大 野 泰雄 工学部 ・エ化

゜
岡 野 正一郎 名誉教授（農） 第II部

゜
木 下 陸肥路 工学部・ 繊エ 第III部 （学科 ・施設の設立と変遷）

゜
北 村 愛 夫 ff ・ 示,, 第Ill部 （同上）

゜
工 藤康 雄 II • 電気 第III部 （現況）

◎ 近 藤 末 男 名誉教授（農）

゜
佐々木 清 文 工学部・繊エ 第II部 と資料担当

坂 野 好 幸 農学部・農化

゜
清 水 正 賢 一般教育部・化 第[][部 （現況）

゜
志 村 勲 農学部 ・農 第III部 （現況）と資料担当

鈴 木 ＝ 郎 名誉教授 （エ）
麿 島 藤 }ii頁 名誉教授 （牒） 原稿推敲全般

◎ 富 田 昇 工学部・糸 第II部 とりまとめ

仲 ＝ 郎 名営教授（エ）
夏 目 正 名誉教授 （膜） 第 I部分担執筆

゜
野々村 豊 農学部 ・林 第[I[部 （誕生と展開）執筆

樋 口 健 ：（ムロ 工学部 ・機工

平 嶋 秀 ：（ムロ II • 応物

゜
伏 谷 賢 美 農学部・林産 第III部（現況）と資料担当

゜
松 岡 正 邦 工学部 ・化工 第II部， 第III部 （現況）と資料担当

゜
南 沢 吉三郎 名誉教授 （農）

゜
武笠康 雄 一般教育部 ・体育 第III部 （学科 ・施設の設立と変遷）

諸 林 武俊 元教授（獣） 第 1部分担執箪

安室 寿三雄 元学生部次長

゜
渡 部 直 吉 農学部・農場 第 1部

◎ 渡 辺 実 ” ・ 植防 第 I部 と全般とりまとめ

（編集協力者）

原 田 勉 農山漁村文化協会理事 第 I部執筆と第 I部担当

猪 瀬 忠 ，，只ロ （昭20-9農卒） レイアウト全般と第 I部担当

玉 利 高 之 元全国養蚕信用基金協会専務理事 第II部分担執筆

小 野 四 郎 名誉教授 （エ ） 第II部分担執筆

野 村 郁 ；｛ム口 全養連・蚕糸の光編集部 第II部原稿推敲

（◎正 ・副委員長； 〇 小委員会委員）
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写真・資料提供者名簿 （カッコ内は卒年，

ア

イ

ウ

ォ

力

青柳繁夫 （昭25林）

秋山喜代志（昭25紡織）

穴澤浩 巳 （昭18-9林）

安部義正 （大11農）

飯島忠康（大12林）

池田澄雄（昭32獣）

池田次男 （昭4養蚕）

石王謙次（昭25林）

石 川 清（昭 3農）

石黒秀雄（昭 5獣）

石原忠雄 （昭16-12獣）

伊藤公信（昭36農）

稲葉正治（昭24林）

井上善治郎 （昭19-9栽桑）

岩崎克巳 （昭29林）

岩 淵早雄 （昭16養蚕）

植村公夫 （昭10製糸）

宇田キヨ （大4製糸教婦）

大島隆治（昭17-9拓殖）

大塚米次 （昭16-12獣）

岡 島 道夫

（中島道郎名誉教授逍族）

岡野正一郎 （名誉教授）

小 川 欣 一（昭24林）

小河原貞二（昭19-9製糸）

落合岩次郎 （大13農）

小原 嘉 明 （昭39農）

垣内 重 樹 （昭26紡織）

葛原四津男（昭6栽桑）

加藤康夫 （昭31林）

壁矢 久 良 （昭35繊）

キ

ク

コ

サ

シ

ス

セ

タ

川 島邦守 （昭48エ化）

河 地 潔 （大10養蚕実科）

河野幹雄 （昭3養蚕）

北村愛 夫（昭23蚕糸•製糸専攻）

木下陸肥路 （昭28繊）

木村幸子 （昭3製糸教婦）

熊谷長久 （昭26繊）

栗原幸 一（昭32農）

河野 研 吉（昭11農）

児玉雄 三（昭15製糸）

小 林茂雄 （昭31獣）

小 林芳郎 （昭20-9拓殖）

駒林悌 三（昭26林）

坂口 進 （昭22繊農）

佐々木清文 （昭17-9製糸）

里 具洋 （昭48機械院）

佐藤利之 （昭16製糸）

重松成 二（昭22繊化）

清水清氏 （明42獣）

清水煕 （昭14獣）

鈴木幸三郎 （昭15林）

鈴木普 （昭25獣）

関屋龍 夫（昭22獣）

多 賀弘武 （昭25獣）

高 島藤順 （昭11林）

高野泰男 （大9農）

高原 奏（昭30農工）

高嶺浩 （昭14獣）

高向 斉 （昭22紡織）

高 山 始 （昭8林）

武市義雄 （昭26農）

学科）

チ

ト

ナ

ノ

ノ＼

ヒ
マ

ミ

ム

モ

ヤ

ヨ

ワ

立石洋見 （昭30獣）

田 中 寛治（農場事務長）

谷口俊一 （大10農）

玉 川 寛治 （昭42農）

茅野之水（昭20繊維）

東京農工大学同窓会

東京農工大学事務局 ；農・工学部事務部

中 井行雄 （昭16栽桑）

中 島 誠（昭17-9養蚕）

夏目正 （昭2林）

農林水産省蚕糸試験場

野 附 巌（昭28獣）

服部次男 （昭26農化）

原英二 （昭28農）

原茂 （昭16獣）

平尾銀蔵 （昭23繊農）

松澤武 （昭19-9獣）

宮下顕智 （昭20-9拓殖）

三輪梅三郎 （大9農）

武笠康雄 （一般教育 • 特別会員 ）

棟方鋼男 （昭32林）

村田昌芳 （昭30獣）

望月利満 （昭45林産）

本橋 六三（明45養蚕）

守 屋 直助 （昭13農）

諸林武俊 （昭6獣）

家寿多正衛 （昭25林）

横須賀要 （昭15林）

渡辺 研 （昭44農化）

渡辺武男 （昭7製糸）

渡部直吉 （昭20-9農）

卒業年次区分別座談会出席者 （カッコ内は卒年， 学科）

（農）第 1回ー昭和54年12月8日

夏目 正 （昭2 林）

石 川 清（昭 3 農）

諸林武俊 （昭6 獣）

松永正隆 （昭9 農）

信 藤謙蔵 （昭11 獣）

高島藤順 （昭11 林）

安藤辰 巳 （昭13 林）

平井文男 （昭13 農）

川村 亮 （昭14 獣）

近藤末男 （昭14 獣）

高嶺 浩 （昭14 獣）

高橋威彦 （昭15 獣）

第 2回ー昭和55年 1月19日

佐藤清美 （昭17-9 農）

持永泰輔 （昭17-9 獣）

山 本格 也 （昭18-9 獣）

猪 瀬忠賀 （昭20-9 農）

篠崎 武 （昭20-9 生物）

渡部直 吉（昭20-9 農）

大垣智昭 （昭22 拓殖）

原田 勉 （昭23 農）

和田敬 三（昭24 農化）

渡辺 実（昭24 農）

飯村 武 （昭25 林）

大石 勇 （昭25 獣）

秋浜友也 （昭26 農）

宮沢文雄 （昭27 獣）

第 3回ー昭和55年2月16日

房和 （昭26 繊農）

英治 （昭28 農）

連 一（昭28 林）

奏 （昭30 農工）

勲 （昭32 農）

男 （昭32 林）

脩 （昭33 獣）

藍

原

吉

高

志

棟

勝

野

原

村

方

山
鋼

笹本修司 （昭33 獣）

甘日岩朔朗 （昭34 農化）

伊藤公信（昭36 農）

野々村 豊 （特別会貝）

（エ）ー昭和55年 3月12日

鈴木 三 郎 （大10 糸）

小野四郎 （昭7 糸）

飯野善治 （昭10 蚕）

富 田 昇 （昭14 糸）

岩淵早雄 （昭16 蚕）

佐々木清文 （昭17-9 糸）

北村愛夫 （昭23 糸）

木 下 陸肥路 （昭2'8 繊エ）

松岡正邦 （昭43 化工）

岡野正一郎 （特別会員）

佐藤要市 （特別会貝）

喜 多 勲 （特別会員）

工藤康雄 （特別会員）
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正 誤 表

頁 屁t 行 吾n旦ノ‘ 正

22 右 ↑ 3 玉 利喜●利,,_ 王 利喜 造

73 表 ↓ 7 飯島忠雄 飯島忠康

76 左 ↑ 6 334 ha 234 ha 
．．．． 

170 左 ↓ 3 専門学枚 専門学校

200 左 ↓ 4 (_5, 号 (6号

200 左 ↑ 5 (6号 (5号

230 左 ↑ 9 野村（引用原文の誤記） 野附

254 左 ↓ 1 蚕糸学研究室 蚕種学研究室

262 右 ↓ 12 （行末の 3文字） こに電

307 左 ↑ 2 走査形 走査型

383 左 ↓ 16 ガスのHERZ ガマのHERZ

383 左 ↓ 17 いいよとえいよ いいよをえいよ

（写真説明）

41 上 寮妥鰐S訃緑温蘭皿 鰐妥槃l:l:r8{十挑岩蜘

62 上 この中に この中に前

72 声~~{llil 足心 ◎令c--G濫{D.ll足心

209 忠 衷

291 平 沢林 道 牛沢林道

正の欄の文字を切りとって該当箇所にお貼りいただけます
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